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4-2 動物 

4-2-1 調査結果の概要 

(1) 調査の実施状況 

1) 調査地域 

動物の現地調査の調査地域は、表 4-2-1 及び図 4-2-1 に示すとおりである。 

 

表 4-2-1 調査地域 

調査項目 調査地域 

陸域 哺乳類 

鳥類（マガン、ヒシクイ、

オシドリ及び猛禽類を除

く） 

爬虫類 

両生類 

昆虫類 

陸産貝類 

ダム事業実施区域の境界から概ね 500m 程度の区域

（図 4-2-1（1）） 

 猛禽類 ダム事業実施区域の境界から概ね 3km 程度の区域

（図 4-2-1（2）） 

河川域 鳥類（マガン、ヒシクイ、

オシドリ） 

魚類 

底生動物 

ダム事業実施区域の境界から概ね 500m 程度の区域、

下流河川については水質変化等による影響を考慮

し、ダム集水域の 3 倍程度に相当する沙流川合流地

点までの区域（図 4-2-1（3）） 



4-2-2 

図 4-2-1(1) 調査地域（陸域） 

図 4-2-1(1) 

調査地域（陸域） 
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図 4-2-1(2) 調査地域（猛禽類の重要な種） 

図 4-2-1(2) 

調査地域（猛禽類の重要な種） 
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図 4-2-1(3) 調査地域（河川域） 

図 4-2-1(3) 

調査地域（河川域） 
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2) 調査項目・調査時期 

平成 25 年 3 月までに行われた動物の既往の現地調査は、表 4-2-2 に示すとおりである。 

表 4-2-2 現地調査の実施状況 

調査項目 調査手法 

調査年度 

S53 S54
S62
～
H10

H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24

哺乳類 

哺乳類相 

目撃法、ﾌｨｰﾙﾄﾞｻ

ｲﾝ法、ﾄﾗｯﾌﾟ法 
●   ● ● ●  ● ● ●    ●    

無人撮影法          ● ● ●      

ヒグマ調査          ● ● ●      

重要な種（コウ

モリ類） 

ﾊﾞｯﾄﾃﾞｨﾃｸﾀｰ調

査、かすみ網に

よる捕獲 

       ● ● ● ●   ●    

コウモリ類ねぐ

ら調査 
        ● ● ●  ●     

鳥類 

鳥類相 
ﾗｲﾝｾﾝｻｽ法、定位

記録法、踏査 
● ●     ● ● ● ●        

重要な種（マガ

ン） 
任意観察          ●        

重要な種（ヒシ

クイ） 
任意観察         ● ●        

重要な種（猛禽

類） 

定点観察、任意

観察 
   ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 

重要な種（シマ

フクロウ） 

定位記録法、ﾌｨｰ

ﾙﾄﾞｻｲﾝ法 
    ● ●            

重要な種（クマ

ゲラ、オオアカ

ゲラ） 

踏査（営巣木調

査） 
   ●    ● ●  ●   ●    

爬虫類 爬虫類相 捕獲確認等        ● ● ●        

両生類 

両生類相 捕獲確認等     ●   ● ● ●        

重要な種（エゾ

サンショウウ

オ） 

捕獲確認等         ● ●   ● ●    

魚類 

魚類相 捕獲 ● ●    ● ● ● ● ● ●       

重要な種（スナ

ヤツメ、シベリ

アヤツメ） 

捕獲         ● ●        

重要な種 

（サクラマス） 

捕獲 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 

産卵床（目視確

認） 
      ● ● ● ● ● ●      

重要な種（エゾ

ウグイ、シベリ

アヤツメ） 

産卵床（目視確

認） 
          ●       

昆虫類 

昆虫類相 

任意採集法、ﾗｲﾄ

ﾄﾗｯﾌﾟ法、ﾋﾟｯﾄﾌｫ

ｰﾙﾄﾗｯﾌﾟ法 

● ●    ●  ● ● ●        

重要な種 

（ヒメギフチョ

ウ） 

目視確認  ●      ●          

底生 

動物 

底生動物相 
定性採集、定量

採集 
● ●    ● ● ● ● ● ●       

重要な種 

（ザリガニ） 
定性採集          ●        

陸産 

貝類 
陸産貝類相 

見つけ採り、リ

ター採集 
           ●      
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(2) 調査結果の概要 

平成25年 3月までの現地調査及び文献によって確認された動物の種数等は表4-2-3に示すとお

りである。 

 

表 4-2-3 動物相の確認状況 

項目 
確認種数等 

現地調査 文献調査 総数 

哺乳類 11 科25 種 6 科7 種 11 科25 種 

鳥類 35 科120 種 2 科2 種 35 科120 種 

爬虫類 4 科6 種 － 4 科6 種 

両生類 3 科3 種 1 科1 種 3 科3 種 

魚類 6 科19 種 4 科4 種 6 科19 種 

昆虫類 238 科2,470 種 7 科10 種 238 科2,470 種 

底生動物 74 科138 種 － 74 科138 種 

陸産貝類 14 科26 種 － 14 科26 種 

 

 

文献調査の調査地域は、沙流川合流点より上流の額平川流域とし、使用した文献は以下のとおり

である。 

・沙流川河川環境マップ（北海道開発局室蘭開発建設部発行） 

・鵡川・沙流川治水史（平成 7 年 3 月 財団法人北海道開発協会） 

・自然環境保全基礎調査すぐれた自然図（昭和 51 年 環境庁） 

・第 2 回自然環境保全基礎調査 動植物分布図 北海道（昭和 56 年 環境庁） 

・第 6 回自然環境保全基礎調査 動植物分布調査（環境省生物多様性センター 生物多様性情報

システム http://www.biodic.go.jp/J-IBIS.html 平成 17 年 10 月 12 日閲覧） 

 

 

(3) 重要な種及び注目すべき生息地 

これまでの現地調査の結果、表 4-2-4 に示すとおり、哺乳類 8種、鳥類 21 種、両生類 1種、魚類

8 種、昆虫類 47 種、底生動物 3 種、陸産貝類 9 種の重要な種が確認された。 

また、これまでの現地調査及び文献調査では、注目すべき生息地は確認されなかった。 
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表 4-2-4 重要な種の確認状況(1/4) 

分類群 No. 科名 種名 

選定基準 

a b c d e 

天
然
記
念
物 

種
の
保
存
法 

レ
ッ
ド
リ
ス
ト 

北
海
道 

レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク 

そ
の
他
重
要
な
種 

哺乳類 1 ヒナコウモリ科 ヒメホオヒゲコウモリ    危急  

 2  チチブコウモリ    希少  

 3  コテングコウモリ    希少  

 4  テングコウモリ    希少  

 5 リス科 エゾシマリス   不足   

 6 ネズミ科 カラフトアカネズミ    留意  

 7 イタチ科 エゾクロテン   準絶   

 8  エゾオコジョ   準絶 危急  

鳥類 1 カモ科 マガン 国  準絶 希少  

 2  ヒシクイ*1 国  II 類 希少  

 3  オシドリ   不足 希少  

 4 タカ科 ミサゴ   準絶 危急  

 5  ハチクマ   準絶 希少  

 6  オジロワシ 国 国 II 類 危惧  

 7  オオワシ 国 国 II 類 危惧  

 8  オオタカ  国 準絶 危急  

 9  ハイタカ   準絶 危急  

 10  ケアシノスリ    希少  

 11  クマタカ  国 IB 類 危惧  

 12  イヌワシ 国 国 IB 類 危惧  

 13  ハイイロチュウヒ    希少  

 14  チュウヒ   IB 類 危急  

 15 ハヤブサ科 ハヤブサ  国 II 類 危急  

 16 ライチョウ科 エゾライチョウ   不足 希少  

 17 シギ科 オオジシギ   準絶 希少  

 18 ヨタカ科 ヨタカ   準絶 希少  

 19 カワセミ科 アカショウビン    希少  

 20 キツツキ科 クマゲラ 国  II 類 危急  

 21  オオアカゲラ    留意  

両生類 1 サンショウウオ科 エゾサンショウウオ   不足 留意  
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表 4-2-4 重要な種の確認状況(2/4) 

分類群 No. 科名 種名 

選定基準 

a b c d e 

天
然
記
念
物 

種
の
保
存
法 

レ
ッ
ド
リ
ス
ト 

北
海
道 

レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク 

そ
の
他
重
要
な
種 

魚類 1 ヤツメウナギ科 シベリアヤツメ   準絶 希少  

 2 コイ科 ヤチウグイ   準絶   

 3  エゾウグイ    留意  

 4 ドジョウ科 ドジョウ   不足   

 5  エゾホトケドジョウ   IB 類 危惧  

 6 サケ科 サクラマス(ヤマメ)   準絶 留意  

 7 カジカ科 ハナカジカ    留意  

 8 ハゼ科 ジュズカケハゼ   準絶   

昆虫類 1 アオイトトンボ科 オオアオイトトンボ    希少  

 2 トンボ科 ヒメリスアカネ    希少  

 3 カマドウマ科 ヒダカヒラタクチキウマ    希少  

 4 ヒラタカメムシ科 カバヒラタカメムシ   不足   

 5 セセリチョウ科 ギンイチモンジセセリ   準絶 留意  

 6 シジミチョウ科 リンゴシジミ    希少  

 7  アサマシジミ北海道亜種   IB 類 希少  

 8  ゴマシジミ北海道亜種   準絶 留意  

 9 タテハチョウ科 ウラギンスジヒョウモン   II 類   

 10  ヒョウモンチョウ東北以北亜種   準絶 留意  

 11  カラフトヒョウモン   準絶   

 12 アゲハチョウ科 ヒメギフチョウ北海道亜種   準絶 希少  

 13 シロチョウ科 ヒメシロチョウ   IB 類 留意  

 14 ジャノメチョウ科 ツマジロウラジャノメ北海道亜種    希少  

 15 ヤママユガ科 オナガミズアオ   準絶   

 16 ドクガ科 スゲドクガ   準絶   

 17 クサアブ科 ネグロクサアブ   不足   

 18 ハナアブ科 フタオビアリスアブ    希少  

 19  ジョウザンナガハナアブ    希少  

 20 クロバエ科 エゾクロバエ    希少  

 21 イエバエ科 タテヤマミドリイエバエ    希少  

 22  エゾカトリバエ    希少  

 23  キバネクロバエ    希少  

 24  コシアキトゲハナバエ    希少  
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表 4-2-4 重要な種の確認状況(3/4) 

分類群 No. 科名 種名 

選定基準 

a b c d e 

天
然
記
念
物 

種
の
保
存
法 

レ
ッ
ド
リ
ス
ト 

北
海
道 

レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク 

そ
の
他
重
要
な
種 

昆虫類 25 ニクバエ科 ハナバチノスヤドリニクバエ    希少  

 26  エダガタニクバエ    希少  

 27  シロガネニクバエ    希少  

 28 オサムシ科 セスジカタキバゴミムシ    希少  

 29  ヒダカマルクビゴミムシ    希少  

 30  アトスジチビゴミムシ    希少  

 31 ゲンゴロウ科 ゲンゴロウ   II 類 希少  

 32 ミズスマシ科 ミズスマシ   II 類 希少  

 33 ガムシ科 ガムシ   準絶   

 34  シジミガムシ   IB 類   

 35 コガネムシ科 ダイコクコガネ   II 類 希少  

 36 マルトゲムシ科 エカシマルトゲムシ    希少  

 37 カミキリムシ科 ケマダラカミキリ    留意  

 38  キクスイカミキリ    希少  

 39 ハムシ科 ハコネチビツツハムシ    希少  

 40  コニシケブカハムシ    希少  

 41 ヒゲナガゾウムシ科 シロヒゲナガゾウムシ    希少  

 42 アリ科 ツノアカヤマアリ   不足   

 43  エゾアカヤマアリ   II 類   

 44  テラニシケアリ   準絶   

 45 スズメバチ科 ニッポンホオナガスズメバチ   不足   

 46  モンスズメバチ   不足   

 47  チャイロスズメバチ    希少  

底生動物 1 モノアラガイ科 モノアラガイ   準絶   

 2 アメリカザリガニ科 ザリガニ   II 類   

 3 ムカシトンボ科 ムカシトンボ    留意  
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表 4-2-4 重要な種の確認状況(4/4) 

分類群 No. 科名 種名 

選定基準 

a b c d e 

天
然
記
念
物 

種
の
保
存
法 

レ
ッ
ド
リ
ス
ト 

北
海
道 

レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク 

そ
の
他
重
要
な
種 

陸産貝類 1 イツマデガイ科 イツマデガイ   準絶   

 2 ケシガイ科 ケシガイ   準絶   

 3 キバサナギガイ科 キバサナギガイ   Ⅰ類   

 4  ヤマトキバサナギガイ   Ⅱ類   

 5 キセルガイモドキ科 クリイロキセルガイモドキ   準絶   

 6 キセルガイ科 エゾコギセル   Ⅰ類   

 7 ベッコウマイマイ科 エゾヒメベッコウ   不足   

 8  エゾキビ   不足   

 9 オナジマイマイ科 サッポロマイマイ   準絶   

選定理由 

a:文化財保護法(昭和 25 年法律第 214 号)、北海道文化財保護条例(昭和 30 年北海道条例第 83 号)及び平取町文化財保護条例(昭
和 58 年平取町条例第 11 号)に基づく天然記念物 

国特：国の特別天然記念物 

国 ：国の天然記念物 
道 ：北海道の天然記念物 

平 ：平取町の天然記念物 

b:絶滅のおそれのある種の保存に関する法律（平成 4 年法律第 75 号）及び北海道希少野生動植物の保護に関する条例（平成 13
年条例第 4 号）に基づき定められた種 

国 ：法に基づき定められた国内希少野生動植物種 

道 ：条例に基づき指定された指定希少野生動植物及び特定希少野生動植物 
c:「環境省版レッドリスト－ 第４次レッドリスト（環境省生物多様性情報システム http://www.biodic.go.jp/rdb/rdb_f.html）

（平成 25 年 2 月 1 日閲覧）」の掲載種 

I 類：絶滅危惧 I 類(絶滅の危機に瀕している種) 
IA 類：絶滅危惧 IA 類(絶滅の危機に瀕している種. ごく近い将来における野生での絶滅の危険性が極めて高いもの) 

IB 類：絶滅危惧 IB 類(絶滅の危機に瀕している種. IA 類ほどではないが、近い将来における野生での絶滅の危険性が高い

もの) 
II 類：絶滅危惧 II 類(絶滅の危険が増大している種) 

準絶：準絶滅危惧種(存続基盤が脆弱な種) 

不足：情報不足(評価するだけの情報が不足している種) 
d:「北海道の希少野生動物 北海道レッドデータブック(北海道 2001 年 3 月)」の掲載種 

危機：絶滅危機種（絶滅の危機に直面している種または亜種） 

危惧：絶滅危惧種（絶滅の危機に瀕している種または亜種） 

危急：絶滅危急種(絶滅の危機が増大している種または亜種) 

希少：希少種(存続基盤が脆弱な種または亜種) 

留意：留意種(保護に留意すべき種または亜種) 

e その他専門家等により指摘された重要な種 
注）*1  ヒシクイは、亜種ヒシクイが環境省レッドリストの絶滅危惧 II 類であり、亜種オオヒシクイが準絶滅危惧種である。

現地調査による確認は飛翔中であったため、亜種の確認までできていない。 
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(4) レッドリストの改訂（第 3 次及び第 4 次）に伴い、新たに重要な種に追加された動物 

レッドリストの第 3 次及び第 4 次改訂に伴い、第 8回環境調査検討委員会以降に、新たに重要な

種に追加された動物は、哺乳類 1種、魚類 2種、昆虫類 11 種、陸産貝類 9種であった。 

なお、継続して採捕による調査を行っている魚類及び第 3 次レッドリスト改訂後（平成 18 年、平

成 19 年）に調査を行った陸産貝類については、確認地点の記録があるが、哺乳類、昆虫類について

は、確認状況（地点数及び個体数等）の詳細が不明であった。 

 

表 4-2-5 第 8 回環境調査検討委員会以降のレッドリストの改訂（第 3 次及び第 4 次） 

で新たに追加された重要な種 

分類群 No. 科名 種名 

選定基準 

a b c d e 

天
然
記
念
物 

種
の
保
存
法 

レ
ッ
ド
リ
ス
ト 

北
海
道 

レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク

そ
の
他
重
要
な
種 

哺乳類 5 リス科 エゾシマリス   不足   

魚類 4 ドジョウ科 ドジョウ   不足   

 8 ハゼ科 ジュズカケハゼ   準絶   

昆虫類 9 タテハチョウ科 ウラギンスジヒョウモン   II 類   

 11  カラフトヒョウモン   準絶   

 15 ヤママユガ科 オナガミズアオ   準絶   

 16 ドクガ科 スゲドクガ   準絶   

 33 ガムシ科 ガムシ   準絶   

 34  シジミガムシ   IB 類   

 42 アリ科 ツノアカヤマアリ   不足   

 43  エゾアカヤマアリ   II 類   

 44  テラニシケアリ   準絶   

 45 スズメバチ科 ニッポンホオナガスズメバチ   不足   

 46  モンスズメバチ   不足   

陸産貝類 1 イツマデガイ科 イツマデガイ   準絶   

 2 ケシガイ科 ケシガイ   準絶   

 3 キバサナギガイ科 キバサナギガイ   Ⅰ類   

 4  ヤマトキバサナギガイ   Ⅱ類   

 5 キセルガイモドキ科 クリイロキセルガイモドキ   準絶   

 6 キセルガイ科 エゾコギセル   Ⅰ類   

 7 ベッコウマイマイ科 エゾヒメベッコウ   不足   

 8  エゾキビ   不足   

 9 オナジマイマイ科 サッポロマイマイ   準絶   
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4-2-2 予測の結果 

(1) 予測手法 

1) 予測手法、予測対象及び影響要因 

予測の対象とする重要な種及び影響要因は、表 4-2-5 に示すとおりであり、予測手法は

以下のとおりである。 

・影響要因は、「工事の実施」及び「土地又は工作物の存在及び供用」に分け、それぞ

れについて「直接改変」と「直接改変以外」に分けた。 

・「工事の実施」における改変区域付近及び「土地又は工作物の存在及び供用」におけ

る土地又は工作物付近の環境の変化による影響予測は、樹林内が改変され、林縁とな

ることにより、林内の湿度、照度等の変化に伴う生息環境の変化による影響について

予測し、重要な種の行動域の大きさと生息環境から、昆虫類及び陸産貝類のうち主に

樹林環境に生息する種を対象とした。 

・直接改変以外の影響要因である「工事の実施」に伴い発生する水の濁り等及び「土地

又は工作物の存在及び供用」によるダムの下流河川の水質の変化に伴う生息環境の変

化による影響予測は、対象事業実施区域より下流の河川で確認された生活史の全て又

は一部を水域に依存して生息する種を対象とした。 

・直接改変以外の影響要因であるダムの下流河川の流況の変化に伴う生息環境の変化に

よる影響予測は、ダムの下流河川に生息する鳥類、魚類及び底生動物を対象とした。 

・営巣地が改変区域に近接するハヤブサについては、直接改変以外の影響要因として、

「工事の実施」に伴う騒音等による影響を対象とした。 

 

また、調査の結果、注目すべき生息地は確認されなかったことから、注目すべき生息地

は予測対象としなかった。 
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表 4-2-6 予測対象とする動物の重要な種及び影響要因（1/3） 

 

影響要因 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

予測対象 

 

工事の実施 存在及び供用 
・ダムの堤体の工事 

・施工設備及び工事用道路の

設置の工事 

・建設発生土処理場の工事 

・道路の付替の工事 

・ダムの堤体の存在 

・建設発生土処理場の跡地の存在 

・道路の存在 

・ダムの供用及び貯水池の存在 

直接改変 直接改変以外 直接改変 直接改変以外 
生
息
地
の
消
失
又
は
改
変 

改
変
区
域
付
近
の
環
境
の

変
化
に
よ
る
生
息
環
境
の

変
化 

水
の
濁
り
等
に
よ
る
生
息

環
境
の
変
化 

生
息
地
の
消
失
又
は
改
変 

土
地
又
は
工
作
物
付
近
の

環
境
の
変
化
に
よ
る
生
息

環
境
の
変
化 

ダ
ム
下
流
河
川
の
水
質
の

変
化
に
よ
る
生
息
環
境
の

変
化 

ダ
ム
下
流
河
川
の
流
況
（
流

量
・
流
速
）
の
変
化
に
よ
る

生
息
環
境
の
変
化 

哺
乳
類 

ヒメホオヒゲコウモリ ●   ●    
チチブコウモリ ●   ●    

コテングコウモリ ●   ●    
テングコウモリ ●   ●    
エゾシマリス ●   ●    
カラフトアカネズミ ●   ●    

エゾクロテン ●   ●    
エゾオコジョ ●   ●    

鳥
類 

マガン ●   ●   ● 

ヒシクイ ●   ●   ● 

オシドリ ●   ●   ● 

ミサゴ ●  ● ●  ● ● 
ハチクマ ●   ●    
オジロワシ ●   ●    

オオワシ ●   ●    
オオタカ ●   ●    
ハイタカ ●   ●    
ケアシノスリ ●   ●    

クマタカ ●   ●    

イヌワシ ●   ●    

ハイイロチュウヒ ●   ●    
チュウヒ ●   ●    
ハヤブサ※ ●   ●    

エゾライチョウ ●   ●    
オオジシギ ●   ●    
ヨタカ ●   ●    
アカショウビン ●   ●    

クマゲラ ●   ●    
オオアカゲラ ●   ●    

両
生
類

エゾサンショウウオ ●   ●    

魚
類 

シベリアヤツメ ●  ● ●  ● ● 
ヤチウグイ ●  ● ●  ● ● 
エゾウグイ ●  ● ●  ● ● 
ドジョウ ●  ● ●  ● ● 

エゾホトケドジョウ ●  ● ●  ● ● 
サクラマス(ヤマメ) ●  ● ●  ● ● 
ハナカジカ ●  ● ●  ● ● 

ジュズカケハゼ ●  ● ●  ● ● 
注1） ●：今回検討を行った項目。 

注2） ※：ハヤブサについては、工事に係る騒音等による影響についても検討した。 
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表 4-2-6 予測対象とする動物の重要な種及び影響要因（2/3） 

 

影響要因 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

予測対象 

 

工事の実施 存在及び供用 
・ ダムの堤体の工事 

・ 施工設備及び工事用道路

の設置の工事 

・ 建設発生土処理場の工事 

・道路の付替の工事 

・ダムの堤体の存在 

・建設発生土処理場の跡地の存在 

・道路の存在 

・ダムの供用及び貯水池の存在 

直接改変 直接改変以外 直接改変 直接改変以外 
生
息
地
の
消
失
又
は
改
変 

改
変
区
域
付
近
の
環
境
の

変
化
に
よ
る
生
息
環
境
の

変
化 

水
の
濁
り
等
に
よ
る
生
息

環
境
の
変
化 

生
息
地
の
消
失
又
は
改
変 

土
地
又
は
工
作
物
付
近
の

環
境
の
変
化
に
よ
る
生
息

環
境
の
変
化 

ダ
ム
下
流
河
川
の
水
質
の

変
化
に
よ
る
生
息
環
境
の

変
化 

ダ
ム
下
流
河
川
の
流
況
（
流

量
・
流
速
）
の
変
化
に
よ
る

生
息
環
境
の
変
化 

昆
虫
類 

オオアオイトトンボ ●   ●    

ヒメリスアカネ ● ●  ● ●   

ヒダカヒラタクチキウマ ●   ●    

カバヒラタカメムシ ●   ●    

ギンイチモンジセセリ ●   ●    

リンゴシジミ ●   ●    

アサマシジミ北海道亜種 ●   ●    

ゴマシジミ北海道亜種 ●   ●    

ウラギンスジヒョウモン ●   ●    

ヒョウモンチョウ東北以北亜種 ●   ●    

カラフトヒョウモン ●   ●    

ヒメギフチョウ北海道亜種 ● ●  ● ●   

ヒメシロチョウ ●   ●    

ツマジロウラジャノメ北海道亜種 ●   ●    

オナガミズアオ ●   ●    

スゲドクガ ●   ●    

ネグロクサアブ ● ●  ● ●   

フタオビアリスアブ ●   ●    

ジョウザンナガハナアブ ●   ●    

エゾクロバエ ● ●  ● ●   

タテヤマミドリイエバエ ● ●  ● ●   

エゾカトリバエ ●   ●    

キバネクロバエ ● ●  ● ●   

コシアキトゲハナバエ ●   ●    

ハナバチノスヤドリニクバエ ●   ●    

エダガタニクバエ ●   ●    

シロガネニクバエ ● ●  ● ●   

セスジカタキバゴミムシ ●   ●    

ヒダカマルクビゴミムシ ●   ●    

アトスジチビゴミムシ ●   ●    

ゲンゴロウ ●   ●    

ミズスマシ ●   ●    

ガムシ ●   ●    

シジミガムシ ●   ●    

ダイコクコガネ ●   ●    

エカシマルトゲムシ ●   ●    
注3） ●：今回検討を行った項目。 
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表 4-2-6 予測対象とする動物の重要な種及び影響要因（3/3） 

 

影響要因 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

予測対象 

 

工事の実施 存在及び供用 
・ ダムの堤体の工事 

・ 施工設備及び工事用道路

の設置の工事 

・ 建設発生土処理場の工事 

・道路の付替の工事 

・ダムの堤体の存在 

・建設発生土処理場の跡地の存在 

・道路の存在 

・ダムの供用及び貯水池の存在 

直接改変 直接改変以外 直接改変 直接改変以外 
生
息
地
の
消
失
又
は
改
変 

改
変
区
域
付
近
の
環
境
の

変
化
に
よ
る
生
息
環
境
の

変
化 

水
の
濁
り
等
に
よ
る
生
息

環
境
の
変
化 

生
息
地
の
消
失
又
は
改
変 

土
地
又
は
工
作
物
付
近
の

環
境
の
変
化
に
よ
る
生
息

環
境
の
変
化 

ダ
ム
下
流
河
川
の
水
質
の

変
化
に
よ
る
生
息
環
境
の

変
化 

ダ
ム
下
流
河
川
の
流
況
（
流

量
・
流
速
）
の
変
化
に
よ
る

生
息
環
境
の
変
化 

昆
虫
類 

ケマダラカミキリ ●   ●    

キクスイカミキリ ●   ●    

ハコネチビツツハムシ ●   ●    

コニシケブカハムシ ● ●  ● ●   

シロヒゲナガゾウムシ ● ●  ● ●   

ツノアカヤマアリ ●   ●    

エゾアカヤマアリ ●   ●    

テラニシケアリ ●   ●    

ニッポンホオナガスズメバチ ●   ●    

モンスズメバチ ●   ●    

チャイロスズメバチ ● ●  ● ●   

底
生
動
物 

モノアラガイ ●  ● ●  ● ● 

ザリガニ ●   ●    

ムカシトンボ ●  ● ●  ● ● 

陸
産
貝
類 

イツマデガイ ● ●  ● ●   

ケシガイ ● ●  ● ●   

キバサナギガイ ● ●  ● ●   

ヤマトキバサナギガイ ● ●  ● ●   

クリイロキセルガイモドキ ● ●  ● ●   

エゾコギセル ● ●  ● ●   

エゾヒメベッコウ ● ●  ● ●   

エゾキビ ● ●  ● ●   

サッポロマイマイ ● ●  ● ●   
注 1）●：今回検討を行った項目。 
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a) 「工事の実施」及び「土地又は工作物の存在及び供用」における直接改変及び直接改

変以外による生息地の消失又は改変及び生息環境の変化 

i) 予測の基本的な手法 

予測の基本的な手法は、工事の実施内容及びダム等の存在及び供用と重要な種の分布

状況を踏まえ、生息環境の改変の程度から、重要な種の環境影響について事例の引用又

は解析によった。影響要因毎の予測の基本的な手法は表 4-2-7 に示すとおりである。 

予測にあたっては、重要な種の確認地点、生息環境等をそれぞれ事業計画と重ね合わ

せることにより、重要な種の生息環境の変化の程度及び重要な種への影響を予測した。 

なお、直接改変による生息環境の消失又は改変については、「工事の実施」及び「土

地又は工作物の存在及び供用」のいずれの時点において生じる影響であっても、動物の

生息個体の死滅や生息基盤の消失という観点からは違いは無いと考えられる。また同様

に、直接改変以外の影響としてあげた改変区域あるいは土地又は工作物付近の環境の変

化による生息環境の変化については、影響が及ぶと想定される範囲に違いは無いと考え

られる。これらのことから、重要な種の予測においては、直接改変及び直接改変以外の

影響について、「工事の実施」及び「土地又は工作物の存在及び供用」には分けずに予

測した。 

また、直接改変以外の環境影響を予測するにあたり、直接改変の生息環境の変化によ

る影響が及ぶと想定する改変区域付近とは、直接改変区域から約 50m 以内とした。これ

は、道路が周辺の自然環境に影響を及ぼす（種組成、樹木の枯損と衰弱等による測定。）

範囲が、道路端から 11m～53m であるという研究報告*に基づき想定した範囲である。 

 

ii) 予測地域 

予測地域は、調査地域と同様とした。 

 

iii) 予測対象時期等 

予測対象時期等は、重要な種に係わる工事期間の環境影響を的確に把握できる時期及

びダムの供用が定常状態であり、重要な種に係わる環境影響を的確に把握できる時期と

した。影響要因毎の予測対象時期等は表 4-2-7 に示すとおりである。 

  

                             
* 亀山章（1976）道路建設による周辺植生への影響、応用植物社会学研究、5.75-90 
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表 4-2-7 重要な種の予測手法（直接改変及び直接改変以外（改変区域付近の環境の変化）） 

項目 

影響要因 
予測の基本的な手法 予測地域 予測対象時期 

工事の実施 直接改変 重要な種の確認地点等と事業計画を重ね

合わせることにより、動物の重要な種の

生息環境の変化の程度から動物の重要な

種への影響を予測した。 

調査地域

と同様と

した。 

全ての改変区域が

改変された状態で

ある時期を想定し

た。 

直接改変

以外 

重要な種の確認地点等と直接改変による

生息環境の変化が及ぶと想定される範囲

（改変区域付近）を重ね合わせることに

より、動物の重要な種の生息環境の変化

の程度から動物の重要な種への影響を予

測した。 

なお、営巣地が改変区域に近接するハヤ

ブサについては、工事に係る騒音等によ

る影響も予測した。 

改変区域付近の環

境変化が最大とな

る時期を想定した。 

 

土地又は工

作物の存在

及び供用 

直接改変 重要な種の確認地点等と事業計画を重ね

合わせることにより、動物の重要な種の

生息環境の変化の程度から動物の重要な

種への影響を予測した。 

調査地域

と同様と

した。 

全ての改変区域が

改変された状態で

ある時期を想定し

た。 

直接改変

以外 

重要な種の確認地点等と直接改変による

生息環境の変化が及ぶと想定される範囲

（改変区域付近）を重ね合わせることに

より、動物の重要な種の生息環境の変化

の程度から動物の重要な種への影響を予

測した。 

土地又は工作物付

近の環境の変化が

最大となる時期を

想定した。 
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b) 「工事の実施」及び「土地又は工作物の存在及び供用」における直接改変以外による

水の濁り等に伴う生息環境の変化 

ダム及び額平川下流の沙流川合流点までの河川における水質の変化とそれに伴う生息

環境及び生息種の影響に関する予測の基本的な手法等は表 4-2-8 に示すとおりである。 

表 4-2-8 重要な種の予測手法（直接改変以外（水質の変化）） 

項目 

 

 

影響要因 

予測の基本的な手法 予測地域 予測対象時期 

工事の実施 「4-1 水環境」で予測し

た、土砂による水の濁り

(SS)及び水素イオン濃

度(pH)に関する結果を

もとに、魚類や底生動物

等の生息環境の変化に

ついて予測した。なお、

予測は「水環境」の環境

保全措置を実施した場

合の水質を前提に行っ

た。 

調査地域と同様

とした。ダム及び

下流河川の水質

の変化が予測さ

れる範囲を含む

地域として、ダム

堤体予定地から

額平川下流の沙

流川合流点まで

とした。 

土砂による水

の濁り(SS) 

非出水時についてはダムの堤

体の工事に伴う濁水の発生が

最大となる時期とし、出水時に

ついては水の濁りと流量の関

係を考慮し、ダムの堤体の工

事、施工設備及び工事用道路の

設置、建設発生土の処理の工

事、道路の付替の工事によっ

て、裸地の出現が最大となる時

期とした。 

pH(水素イオ

ン濃度) 

工事の実施による pH に係わる

環境影響が最大となる時期と

して、ダムの堤体の工事に伴う

排水量が最大となる時期とし

た。 

土地 又は 工

作物 の存 在

及び供用 

「4-1 水環境」で予測し

た、土砂による水の濁り

(SS)、水温、富栄養化及

び溶存酸素量(DO)に関

する結果をもとに、魚類

や底生動物等の生息環

境の変化について予測

した。なお、予測は「水

環境」の環境保全措置を

実施した場合の水質を

前提に行った。 

調査地域と同様

とした。ダム及び

下流河川の水質

の変化が予測さ

れる範囲を含む

地域として、ダム

堤体予定地から

額平川下流の沙

流川合流点まで

とした。 

土砂による水

の濁り(SS) 

試験湛水の終了後、管理段階の

比較的早い時期でのダムの供

用が定常状態で管理を実施し

ている時期（治水、利水面で安

定的な管理が行われている時

期）とした。 

水温 

富栄養化 

DO(溶存酸素

量) 
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c)「土地又は工作物の存在及び供用」における直接改変以外による流況の変化に伴う生

息環境の変化 

ダム及び額平川下流の沙流川合流点までの河川における流況の変化に伴う生息環境へ

の影響に関する予測の基本的な手法は、表 4-2-9 に示すとおりである。 

 

表 4-2-9 重要な種の予測手法（直接改変以外（流況の変化）） 

項目 

 

 

影響要因 

予測の基本的な手法 予測地域 予測対象時期 

土地又は工作

物の存在及び

供用 

流況の変化をもとに、重要な

種の生息環境の変化の程度

及び重要な種への影響につ

いて予測した。 

ダム及び下流河川の流況の

変化が想定される地域とし

て、ダム堤体予定地から額平

川下流の沙流川合流点まで

とした。 

ダムの供用が定常状態とな

る時期とした。 

 

 

 (2) 予測結果 

動物の重要な種の予測結果の概要は、表 4-2-10 に示すとおりである。 
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表
4-

2-
10

 
動
物

の
重

要
な

種
の

予
測

結
果
の
概

要
（

哺
乳

類
）
(
1
/
4)

 

種
名
 

生
態
的
特
性
 

確
認

状
況

 

確
認

状
況

の
概

要
 

予
測
結

果
の

概
要

 

環
境

保
全

措
置

 

の
検
討

 

改
変

 

区
域
内

 

改
変

 

区
域

外
 

工
事
の

 

実
施

 

土
地

又
は

工
作

物
の

存
在

及
び

供
用

 

ヒ メ ホ オ ヒ ゲ コ ウ モ リ 

【
分
布
】
 

北
海
道
、
中
国
地
方
を
除
く
本
州

1
)
。
 

北
海
道
内
分

布
：
石
狩
、
上
川
、
網
走
、

利
尻
島

5
)
。
 

【
生
息
環
境

】
 

北
海
道
で
は

近
縁
種
の
ホ
オ
ヒ
ゲ
コ
ウ

モ
リ
が
平
地
、
本
種
が
山
地
を
選
択
す
る
。

本
州
で
は
近
縁
種
の
ク
ロ
ホ
オ
ヒ
ゲ
コ
ウ

モ
リ
に
比
べ
、
よ
り
標
高
の
高
い
環
境
に

み
ら
れ
る

1
)
。
 

昼
間

の
隠

れ
家

は
樹

洞
と

思
わ

れ
る

2
)
。
 

【
食
性
】
 

飛
翔
昆
虫
類
（
小
型
コ
ウ
モ
リ
類
一
般
）

2
)
。
 

【
繁
殖
】
 

初
夏
に
樹

洞
、
家
屋
で
出
産
す
る

2)
。
 

2
地
点
 

（
5
0.
0
％
）

 

2
地

点
 

（
5
0
.0
％

）
 

平
成

16
年

度
調

査
時
（
6
月

～
9
月
）

に
4
地

点
で

6
個

体
が

か
す

み
網
調

査

に
よ

り
確

認
さ

れ
た
。

 

確
認

地
点

の
う
ち

2
地

点
が

改
変
区

域
内

、
2

地
点

が
改

変
区

域
外

で
あ

っ

た
。

 

確
認

地
点

の
周

辺
の

環
境

は
、

常
緑

針
葉

樹
林

、
広

葉
樹

林
、

河
畔

林
等

で

あ
っ

た
。

 

 

調
査

の
結

果
及

び
一

般
生

態
情

報
か

ら
、

本
種

は
調

査
地

域
内

の
針

広
混

交
林

、
落

葉
広

葉
樹

林
、

湿
性

林
、

河
畔

林
、

常
緑

針
葉

樹
林

、
カ

ラ
マ

ツ

林
を
採

餌
や

繁
殖

等
の

生
息

環
境
と

し
て

い
る

と
推

察
さ
れ

る
。

 

【
直
接

改
変

】
 

本
種
が

確
認

さ
れ
た

4
地

点
の

う
ち
、
2
地

点
は

事
業

の
実

施
に

よ
る

直
接

改
変
に

よ
り

消
失
す
る

。
 

本
種

の
ね

ぐ
ら

や
繁

殖
環

境
を

含
む

樹
林

の
一

部
は

、
直

接
改

変
に

よ
り

消
失
す

る
が

、
同

様
の

環
境

は
調

査
地

域
内

に
残

存
す

る
。

 

確
認

地
点

の
環

境
は

4
地

点
と

も
に

大
き

な
違

い
は

な
く

、
ミ

ズ
ナ

ラ
、

ヤ
チ

ダ
モ

、
エ

ゾ
イ

タ
ヤ

等
の

広
葉

樹
林
の

林
内

、
沢

沿
い

、
林

道
沿

い
等

で
あ

り
、

こ
の

よ
う

な
環

境
が

本
種

の
生

息
環

境
の

一
部

と
な

っ
て

い
る

と

考
え

ら
れ

る
。

こ
れ

ら
の

環
境

を
有

し
て

い
る

と
考

え
ら

れ
る

落
葉

広
葉

樹

林
、
湿

性
林

、
河

畔
林

が
直

接
改

変
に

よ
り

消
失

す
る

面
積

は
約

2
割

で
あ

り
、

本
種

が
確

認
さ

れ
た

環
境

と
同

様
の

環
境

は
周

辺
に

残
さ

れ
る

と
考

え

ら
れ

る
。

ま
た

、
常

時
満

水
位

と
サ

ー
チ

ャ
ー

ジ
水

位
の

間
の

樹
林

は
伐

採

せ
ず

に
残

す
こ

と
、

こ
の

範
囲

は
通

常
は

水
位

が
上

昇
し

な
い

こ
と

か
ら

、

こ
の
間

の
樹

林
環

境
も

残
存

す
る

と
考

え
ら

れ
る

。
 

一
方

、
バ

ッ
ト

デ
ィ

テ
ク

タ
ー

に
よ

る
確

認
状

況
を

み
る

と
、

本
種

の
確

認
地

点
以

外
で

も
コ

ウ
モ

リ
類

の
生

息
は

確
認

さ
れ

て
お

り
、

本
種

を
含

む

コ
ウ

モ
リ

類
は

、
確

認
地

点
を

含
む

広
い

範
囲

に
生

息
し

て
い

る
と

考
え

ら

れ
る
。

 

以
上

よ
り

、
事

業
の

実
施

に
よ

る
本

種
の

生
息

へ
の

影
響

は
小

さ
い

と
予

測
さ
れ

る
。

 

－
 

－
 

1
.
8
k
m
2
 

（
1
6.
9
％

）
 

8
.8

km
2
 

（
8
3
.1
％

）
 

チ チ ブ コ ウ モ リ 

【
分
布
】
 

北
海
道
、
本
州
中
部
以
北
、
四
国

2
)
。
 

【
生
息
環
境

】
 

大
木
の
多
い
地
域
で
は
、
昼
間
の
隠
れ

家
と
し
て
樹
洞
を
利
用
す
る
が
、
単
独
個

体
が

洞
窟

で
見

つ
か

っ
た

こ
と

も
あ

る
2
)
。
 

【
食
性
】
 

飛
翔
昆
虫
類
（
小
型
コ
ウ
モ
リ
類
一
般
）

2
)
。
 

【
繁
殖
】
 

－
 

0
地
点
 

（
0
％

）
 

1
地

点
 

（
1
0
0
％

）
 

平
成

1
5
年
度

調
査

時
（

7
月

）
に

1

地
点
で

2
個

体
が

か
す

み
網

調
査
に

よ

り
確
認

さ
れ

た
。

 

確
認

地
点

は
改

変
区

域
外

で
あ

っ

た
。

 

確
認

地
点

の
周

辺
の

環
境

は
、

河
川

近

傍
の
広

葉
樹

林
で

あ
っ

た
。

 

 

調
査

の
結

果
及

び
一

般
生

態
情

報
か

ら
、

本
種

は
調

査
地

域
内

の
針

広
混

交
林
、
落

葉
広
葉

樹
林

、
湿

性
林

、
河

畔
林
、
常
緑

針
葉
樹
林

、
カ
ラ

マ
ツ
林

を
採
餌

や
繁

殖
等

の
生

息
環

境
と

し
て

い
る

と
推

察
さ

れ
る

。
 

【
直
接

改
変

】
 

本
種

が
確

認
さ

れ
た

地
点

は
、

事
業

の
実

施
に

よ
る

直
接

改
変

は
受

け
な

い
。

ま
た

、
本

種
の

生
息

環
境

で
あ

る
樹

林
の

一
部

は
、

直
接

改
変

に
よ

り

消
失
す

る
が

、
同

様
の

環
境

は
調

査
地

域
内

に
残

存
す

る
。

 

以
上

よ
り

、
事

業
の

実
施

に
よ

る
本

種
の

生
息

へ
の

影
響

は
小

さ
い

と
予

測
さ
れ

る
。

 

－
 

－
 

1
.
8
k
m
2
 

（
1
6.
9
％

）
 

8
.8

km
2
 

（
8
3
.1
％

）
 

注
1
）
 生

態
的
特
性
の
記
述
の
上
付
き
数
字
は

、
参

考
文

献
の

番
号

を
示

す
。

 
注

2
）
 確

認
状
況
の
上
段
は
確
認
地
点
数
、
下

段
は

主
な

生
息

環
境

の
面

積
（

k
m
2
）

あ
る

い
は

延
長

（
k
m
）

を
示

す
。

 
注

3
）
 確

認
状
況
の
欄
の
「
－
」
は
、
全
て
の
確
認
地
点
あ
る

い
は

生
息

環
境

が
不

明
で

あ
る

こ
と

を
示

す
。

 
注

4
）
 環

境
保
全
措
置
の
検
討
は
、
事
業
の
実
施
に
よ
る
影
響

が
想

定
さ

れ
な

い
又

は
小

さ
い

場
合

以
外

に
行

う
こ

と
と

し
、

行
わ

な
い

場
合

は
「

－
」

と
し

た
。
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表
4-

2-
10

 
動
物

の
重

要
な

種
の

予
測

結
果
の
概

要
（

哺
乳

類
）
(
2
/
4)

 

種
名
 

生
態
的
特
性
 

確
認
状
況

 

確
認
状

況
の

概
要

 
予

測
結

果
の

概
要

 

環
境
保

全
措

置
 

の
検
討

 

改
変
 

区
域
内
 

改
変

 

区
域
外

 

工
事
の

 

実
施

 

土
地

又
は

工
作

物
の

存
在

及
び

供
用

 

コ テ ン グ コ ウ モ リ 

【
分
布
】
 

北
海
道
、
本
州
、
四
国

、
九
州
、

対
馬
、
壱
岐

1
)、

2
)
。
 

【
生
息
環
境
】

 

山
地
の
森
林
に
棲
み

3
)
、
樹
洞
、

枯
葉
の
中
、
落

ち
葉
の
下

、
春
季
～

秋
季
に
か
け
て

は
ク
ズ
、

ト
チ
、
ヤ

マ
ブ

ド
ウ

等
の

し
お

れ
て

丸
ま

っ

た
葉

の
な

か
で

休
息

し
て

い
る

個

体
が
各
地
で
確

認
さ
れ
て
い
る

4)
。
 

【
食
性
】
 

夜
間
に
樹
間
、
葉
間
で

飛
翔
す
る

昆
虫
類
を
捕
食
す
る
が
、

葉
上
に
静

止
す

る
昆

虫
類

も
捕

食
す

る
ら

し

い
2)
。
 

【
繁
殖
】
 

初
夏
に
出

産
す
る

2
)
。
 

6
地
点
 

(6
6
.7
％
)
 

3
地

点
 

(
3
3
.
3
％
)
 

平
成

1
5
年
度

（
7

月
）
及

び
平
成

1
6
年

度
調

査
時

（
7
月

～
9

月
）

に
9
地
点

で
1
2

個
体

が
か

す
み

網
調

査
に

よ
り

確
認

さ
れ

た
。

 

確
認

地
点

の
う

ち

6
地

点
が

改
変

区
域

内
、
3
地

点
が

改
変
区

域
外

で
あ

っ
た

。
 

確
認

地
点

の
周

辺

の
環

境
は

、
常

緑
針

葉
樹

林
、
広

葉
樹

林
、

河
畔

林
等

で
あ

っ

た
。

 

 

調
査
の

結
果

及
び

一
般

生
態

情
報

か
ら

、
本

種
は

調
査

地
域

内
の

針
広

混
交

林
、

落
葉

広
葉

樹
林

、

湿
性
林

、
河

畔
林
、

常
緑
針

葉
樹
林

、
カ
ラ

マ
ツ
林

を
生
息

環
境

と
し

て
い

る
と

推
察

さ
れ

る
。

 

【
直
接

改
変

】
 

本
種
が

確
認

さ
れ

た
9
地

点
の

う
ち

、
6
地

点
は

事
業

の
実

施
に

よ
る

直
接

改
変

に
よ

り
消

失
す

る
。
 

本
種
の

ね
ぐ

ら
や

繁
殖

環
境

を
含

む
樹

林
の

一
部

は
、
直

接
改

変
に

よ
り

消
失

す
る

が
、
同

様
の

環

境
は
調

査
地

域
内

に
残

存
す

る
。

 

確
認
地

点
の

環
境

は
9
地

点
と

も
に
大

き
な

違
い

は
な

く
、

水
辺

の
あ

る
道

路
沿

い
、

ミ
ズ

ナ
ラ

、

ヤ
チ
ダ

モ
、
エ

ゾ
イ

タ
ヤ

等
の

広
葉

樹
林

の
林
内

、
沢

沿
い

、
林

道
沿
い

等
で

あ
り

、
こ

の
よ

う
な

環

境
が
本

種
の

生
息

環
境

の
一

部
と

な
っ
て

い
る

と
考

え
ら

れ
る

。
こ

れ
ら
の

環
境

を
有

し
て

い
る

と
考

え
ら
れ

る
落

葉
広

葉
樹

林
、
湿

性
林

、
河

畔
林

が
直

接
改
変

に
よ

り
消

失
す

る
面

積
は
約

2
割

で
あ

り
、

本
種
が

確
認

さ
れ

た
環

境
と

同
様

の
環
境

は
周

辺
に

残
さ

れ
る

と
考

え
ら
れ

る
。
ま

た
、
常

時
満

水
位

と
サ
ー

チ
ャ

ー
ジ

水
位

の
間

の
樹

林
は
伐

採
せ

ず
に

残
す

こ
と

、
こ

の
範
囲

は
通

常
は

水
位

が
上

昇
し

な
い
こ

と
か

ら
、

こ
の

間
の

樹
林

環
境
も

残
存

す
る

と
考
え

ら
れ

る
。

 

一
方
、
バ

ッ
ト

デ
ィ

テ
ク

タ
ー

に
よ

る
確

認
状

況
を

み
る
と

、
本
種

の
確

認
地

点
以

外
で

も
コ

ウ
モ

リ
類
の

生
息

は
確

認
さ

れ
て

お
り
、
本

種
を
含

む
コ

ウ
モ

リ
類

は
、
確

認
地

点
を

含
む

広
い

範
囲
に

生

息
し
て

い
る

と
考

え
ら

れ
る

。
 

以
上
よ

り
、

事
業

の
実

施
に

よ
る

本
種

の
生

息
へ

の
影

響
は

小
さ

い
と

予
測

さ
れ

る
。

 

－
 

－
 

1.
8
k
m
2
 

(1
6
.9
％
)
 

8
.
8
k
m2
 

(
8
3
.
1
％
)
 

テ ン グ コ ウ モ リ 

【
分
布
】
 

北
海
道
、
本

州
、
四

国
、
九
州

1
)、

2
)
。
 

【
生
息
環
境
】

 

洞
窟

や
廃

坑
等

で
単

独
で

見
つ

か
る
こ
と
が
多
い
が
、
巣

箱
の
中
の

巣
材
に
も
ぐ
り
こ
ん
だ
り
、
木
の
枝

に
た

ま
っ

た
落

ち
葉

の
中

に
入

っ

て
い
た
例
も
あ
る
。
森

林
の
下
層
部

を
飛
翔
す
る

4
)
。
 

【
食
性
】
 

夜
に
は
隠
れ
家
か
ら
出

て
、
飛
翔

す
る
昆
虫
類
を
捕
食
す

る
。
一
般
に

森
林

内
の

下
層

で
捕

食
す

る
ら

し

い
2)
。
 

【
繁
殖
】
 

初
夏
に
出

産
す
る

2
)
。
 

5
地
点
 

(7
1
.4
％
)
 

2
地

点
 

(
2
8
.
6
％
)
 

平
成

1
6
年

度
調

査

時
（
6
月

～
9
月

）
に

7
地
点

で
1
0
個
体
が

か
す

み
網

調
査

に
よ

り
確

認
さ

れ
た

。
 

確
認

地
点

の
う

ち

5
地

点
が

改
変

区
域

内
、
2
地

点
が

改
変
区

域
外

で
あ

っ
た

。
 

調
査
の

結
果

及
び

一
般

生
態

情
報

か
ら

、
本

種
は

調
査

地
域

内
の

針
広

混
交

林
、

落
葉

広
葉

樹
林

、

湿
性
林
、

河
畔
林

、
常
緑

針
葉
樹

林
、
カ
ラ
マ
ツ

林
を

生
息

環
境

と
し

て
い

る
と

推
察

さ
れ

る
。

 

【
直
接

改
変

】
 

本
種
が

確
認

さ
れ

た
7
地

点
の

う
ち

、
5
地

点
は

事
業

の
実

施
に

よ
る

直
接

改
変

に
よ

り
消

失
す

る
。
 

本
種
の

ね
ぐ

ら
や

繁
殖

環
境

を
含

む
樹

林
の

一
部

は
、
直

接
改

変
に

よ
り

消
失

す
る

が
、
同

様
の

環

境
は
調

査
地

域
内

に
残

存
す

る
。

 

確
認
地

点
の

環
境

は
7
地

点
と

も
に
大

き
な

違
い

は
な

く
、
ミ

ズ
ナ
ラ

、
ヤ

チ
ダ

モ
、
エ
ゾ

イ
タ

ヤ

等
の
広

葉
樹

林
の

林
内

、
沢

沿
い

、
林
道

沿
い

等
で

あ
り
、
こ

の
よ
う

な
環

境
が

本
種

の
生

息
環

境
の

一
部

と
な

っ
て
い

る
と

考
え
ら

れ
る

。
こ

れ
ら

の
環

境
を

有
し

て
い

る
と

考
え

ら
れ

る
落

葉
広

葉
樹

林
、
湿

性
林

、
河

畔
林

が
直

接
改

変
に
よ

り
消

失
す

る
面
積

は
約

2
割

で
あ

り
、
本

種
が

確
認

さ
れ
た

環
境
と

同
様

の
環

境
は

周
辺

に
残

さ
れ
る

と
考

え
ら

れ
る

。
ま

た
、
常

時
満

水
位

と
サ

ー
チ

ャ
ー

ジ
水

位
の
間

の
樹

林
は

伐
採

せ
ず

に
残

す
こ
と

、
こ

の
範

囲
は
通

常
は

水
位

が
上

昇
し

な
い

こ
と

か
ら
、
こ

の
間
の

樹
林

環
境

も
残

存
す

る
と

考
え
ら

れ
る

。
 

一
方
、
バ

ッ
ト

デ
ィ

テ
ク

タ
ー

に
よ
る

確
認
状

況
を

み
る
と

、
本
種

の
確

認
地

点
以

外
で

も
コ

ウ
モ

リ
類
の

生
息

は
確

認
さ

れ
て

お
り
、
本
種

を
含

む
コ

ウ
モ

リ
類

は
、
確

認
地

点
を

含
む

広
い

範
囲
に

生

息
し
て

い
る

と
考

え
ら

れ
る

。
 

以
上
よ

り
、

事
業

の
実

施
に

よ
る

本
種

の
生

息
へ

の
影

響
は

小
さ

い
と

予
測

さ
れ

る
。

 

－
 

－
 

1.
8
k
m
2
 

(1
6
.9
％
)
 

8
.
8
k
m2
 

(
8
3
.
1
％
)
 

注
1
）
 生

態
的
特
性
の
記
述
の
上
付
き
数
字
は

、
参

考
文

献
の

番
号

を
示

す
。

 
注

2
）
 確

認
状
況
の
上
段
は
確
認
地
点
数
、
下

段
は

主
な

生
息

環
境

の
面

積
（

k
m
2
）

あ
る

い
は

延
長

（
k
m
）

を
示

す
。

 
注

3
）
 確

認
状
況
の
欄
の
「
－
」
は
、
全
て
の
確
認
地
点
あ
る

い
は

生
息

環
境

が
不

明
で

あ
る

こ
と

を
示

す
。

 
注

4
）
 環

境
保
全
措
置
の
検
討
は
、
事
業
の
実
施
に
よ
る
影
響

が
想

定
さ

れ
な

い
又

は
小

さ
い

場
合

以
外

に
行

う
こ

と
と

し
、

行
わ

な
い

場
合

は
「

－
」

と
し

た
。
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表
4-

2-
10

 
動
物

の
重

要
な

種
の

予
測

結
果
の
概

要
（

哺
乳

類
）
(
3
/
4)

 

種 名
 

生
態
的
特
性
 

確
認
状

況
 

確
認
状

況
の

概
要

 
予

測
結

果
の

概
要

 

環
境
保

全
措

置
 

の
検
討

 

改
変

 

区
域
内

 

改
変

 

区
域
外

 

工
事
の

 

実
施

 

土
地

又
は

工
作

物
の

存
在

及
び

供
用

 

エ ゾ シ マ リ ス 

【
分
布
】
 

北
海
道
全
域
、

利
尻
島
、
国

後
島

1
)
。
 

【
生
息
環
境
】
 

河
岸
沿
い
や
近
郊
の
森
林
、
森
林
限
界
を
超
え

た
20
00
m
ま
で
生

息
す
る

1)
。
 

【
食
性
】
 

木
本
と
草
本
の

若
芽
と
種
子
を
食
べ
る
が
、
昆

虫
も
好
む

1
)
。
 

【
繁
殖
】
 

年
1
回
、
春
か
ら
夏
に
繁
殖
期
を
む
か
え
る

1
)
 

2
) 。

 

0
地

点
 

（
0
％

）
 

2
地

点
 

（
1
0
0
％

）
 

昭
和

5
3
年

度
、

平
成

1
6
年

度
調

査
時

に
2
地

点
で

2
個

体
が

確
認

さ

れ
た
（

昭
和

53
年

度
調

査
は

確
認

地

点
不
明

）
。

 

確
認
地

点
は
改

変
区

域
外

で
あ
っ

た
。

 

調
査
の

結
果

及
び

一
般

生
態

情
報

か
ら
、
本

種
は
調

査
地

域
内

の
針

広
混

交
林

、
落

葉
広

葉
樹
林

、
湿

性
林

、
河
畔

林
、
常

緑
針
葉
樹

林
、
カ

ラ
マ
ツ

林
を

生
息

環
境

と
し

て
い

る
と
推

察
さ
れ

る
。

 

【
直

接
改

変
】

 

本
種
が

確
認

さ
れ

た
地

点
は

、
事

業
の
実

施
に

よ
る

直
接

改
変

は
受

け
な

い
。

 

本
種
の

生
息

環
境

で
あ

る
樹

林
の

一
部
は

、
直

接
改

変
に

よ
り

消
失

す
る

が
、

同
様

の
環

境
は
調

査
地

域
内

に
残

存
す

る
。

 

以
上
よ

り
、
事

業
の

実
施

に
よ

る
本

種
の

生
息

へ
の

影
響

は
小

さ
い

と
予

測
さ

れ
る

。
 

－
 

－
 

1
.8
k
m2
 

（
1
6.
9
％

）
 

8.
8
k
m
2
 

（
8
3
.1
％

）
 

カ ラ フ ト ア カ ネ ズ ミ 

【
分
布
】
 

北
海
道
本
島

1
)
。
 

【
生
息
環
境
】
 

ア
カ
ネ
ズ
ミ
と
棲
み
分
け
を
し
て
い
て
、
ア
カ

ネ
ズ
ミ
が
い
る
と
こ
ろ
で
は
草
原
や
灌
木
林
、
い

な
い
と
こ
ろ
で
は
森
林
で
生

活
す
る

2
)
。
 

【
食
性
】
 

主
に
チ
ョ
ウ
セ

ン
ゴ
ヨ
ウ
や
ハ
イ
マ
ツ
、
ミ
ズ

ナ
ラ
の
種
子
や
昆
虫
を
餌
に

し
て
い
る

5
)
。
 

【
繁
殖
】
 

繁
殖
期
は

4
～
8
月
で
、
地
上
や
地
面
に
穴
を

掘
っ
て
巣
を
作
り
、
数
匹
の
子

供
を
産
む

6
)
。
 

0
地

点
 

（
0
％

）
 

2
地

点
 

（
1
0
0
％

）
 

昭
和

5
3
年

度
調

査
時
（

8
月

～
1
0

月
）

に
2
地

点
で

3
個

体
が

確
認

さ

れ
た
。

 

確
認
地

点
は
改

変
区

域
外

で
あ
っ

た
。

 

な
お
、
調

査
は
平

成
1
1
～
1
3
年

度
及

び
平

成
1
5
年

度
～

平
成

1
7
年

度
に

行
わ
れ

た
。

 

確
認
地

点
の
周

辺
の

環
境

は
、
広

葉
樹

林
及

び
自

然
草

地
で

あ
り

、
ト

ラ
ッ

プ
法

に
よ

る
捕

獲
確

認
で

あ
っ

た
。

 

調
査
の

結
果

及
び

一
般

生
態

情
報

か
ら
、
本

種
は

針
広

混
交

林
、
落

葉
広

葉
樹

林
、
湿

性
林

、
サ
サ
草
原
、
雑
草
草
原
を
主
要

な
生

息
環

境
と

し
て
い

る
と

推
察

さ
れ

る
。

 

【
直

接
改

変
】

 

本
種
が

確
認

さ
れ

た
地

点
は

、
事

業
の
実

施
に

よ
る

直
接

改
変

は
受

け
な

い
。

 

本
種
の

生
息

環
境

で
あ

る
樹

林
及

び
草

原
の

一
部

は
、
直
接

改
変

に
よ
り

消
失

す
る

が
、

同
様
の

環
境

は
調

査
地

域
内

に
残

存
す

る
。

 

以
上
よ

り
、
事

業
の

実
施

に
よ

る
本

種
の

生
息

へ
の

影
響

は
小

さ
い

と
予

測
さ

れ
る

。
 

－
 

－
 

1
.4
k
m2
 

（
1
7.
4
％

）
 

6.
7
k
m
2
 

（
8
2
.6
％

）
 

注
1
）
 生

態
的
特
性
の
記
述
の
上
付
き
数
字
は

、
参

考
文

献
の

番
号

を
示

す
。

 
注

2
）
 確

認
状
況
の
上
段
は
確
認
地
点
数
、
下

段
は

主
な

生
息

環
境

の
面

積
（

k
m
2
）

あ
る

い
は

延
長

（
k
m
）

を
示

す
。

 
注

3
）
 確

認
状
況
の
欄
の
「
－
」
は
、
全
て
の
確
認
地
点
あ
る

い
は

生
息

環
境

が
不

明
で

あ
る

こ
と

を
示

す
。

 
注

4
）
 環

境
保
全
措
置
の
検
討
は
、
事
業
の
実
施
に
よ
る
影
響

が
想

定
さ

れ
な

い
又

は
小

さ
い

場
合

以
外

に
行

う
こ

と
と

し
、

行
わ

な
い

場
合

は
「

－
」

と
し

た
。
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表
4-

2-
10

 
動
物

の
重

要
な

種
の

予
測

結
果
の
概

要
（

哺
乳

類
）
(
4
/
4)

 

種
名
 

生
態
的
特
性
 

確
認
状

況
 

確
認

状
況

の
概

要
 

予
測
結

果
の

概
要

 

環
境
保

全
措

置
 

の
検
討

 

改
変

 

区
域

内
 

改
変
 

区
域
外

 

工
事
の

 

実
施

 

土
地

又
は

工
作

物
の

存
在

及
び

供
用

 

エ ゾ ク ロ テ ン 

【
分
布
】
 

北
海
道
と
南

千
島

1
)
。
 

北
海
道
内
分

布
：
本
亜
種
の
主
要
な
分
布
域
は
石
狩

低
地
帯
よ
り
東

部
や
北
部
の
地
域
に
限
ら
れ
て

い
る

5)
 

【
生
息
環
境
】
 

地
上

だ
け

で
は

な
く

樹
上

空
間

を
積

極
的

に
利

用

す
る
の
で
、
森
林
を
生
息
地
と
し
て
好
む

1
)
。
巣
穴
や

休
息
地
は
自
然
の
穴
・
樹
洞
・
縁
の
下
・
屋
根
裏
等
を

使
う

7)
。

 

【
食
性
】
 

雑
食

性
で

ネ
ズ

ミ
類

・
リ

ス
類

・
ト

ガ
リ

ネ
ズ

ミ

類
・
鳥
類
・
カ
エ
ル
・
小
魚
等
の
動
物
の
他
、
ヤ
マ
グ

ワ
・
サ
ク
ラ

類
・
ヤ
マ
ブ
ド
ウ
・
マ
タ
タ
ビ
・
コ
ク
ワ

等
の
樹
の
実
も
よ
く
食
べ
る

7
)
。
 

【
繁
殖
】
 

交
尾
期
は

6
～
8
月
、
出
産
期
は

4
～
5
月
で
あ
る
。

巣
は
岩
穴
、
樹

洞
。
山
小

屋
の
屋
根
裏
等
を
出
産
・
子

育
て
の
場
に
利

用
す
る
こ
と
が
あ
る

3)
。

 

5
地

点
 

（
1
1
.
6％

）
 

38
地

点
 

（
8
8.
4
％

）
 

昭
和

5
3
年

度
、
平

成
1
1
年

度
、
平

成

15
年

度
及

び
平

成
16

年
度

調
査
時

に
4
3

地
点

で
4
4
個

体
が

確
認
さ

れ
た

（
昭
和

53
年

度
調

査
は
確

認
地

点
不

明
）

。
 

確
認
地

点
の

う
ち

5
地
点

が
改

変
区

域

内
、
3
8
地

点
が
改

変
区

域
外
で
あ

っ
た

。
 

確
認
地

点
の

周
辺

の
環

境
は

、
針

広
混

交
林

、
広

葉
樹

林
、
カ
ラ

マ
ツ

林
等

で
あ

っ
た
。

 

確
認

は
無

人
撮

影
法

に
よ

る
個

体
の

確
認

及
び

フ
ィ

ー
ル

ド
サ

イ
ン

法
に

よ

る
足
跡

、
糞

の
確

認
で

あ
っ

た
。

 

 

調
査

の
結

果
及

び
一

般
生

態
情

報
か

ら
、

本
種

は
調

査
地

域
内
の
針
広
混
交
林
、
落
葉
広
葉
樹
林
、
湿
性
林
、
河
畔
林
、

常
緑
針
葉
樹
林
、
カ
ラ
マ
ツ
林
、
サ
サ
草
原
を
生

息
環
境
と
し

て
い
る

と
推

察
さ

れ
る

。
 

【
直

接
改

変
】

 

本
種
が

確
認

さ
れ
た

4
3
地

点
の
う

ち
、
5
地

点
は

事
業
の

実
施
に

よ
る

直
接

改
変

に
よ

り
消

失
す

る
。

 

本
種

の
生

息
環

境
で

あ
る

樹
林

の
一

部
は

、
直

接
改

変
に

よ
り

消
失

す
る

が
、

同
様

の
環

境
は

調
査

地
域

内
に

残
存

す

る
。

 

以
上

よ
り

、
事

業
の

実
施

に
よ

る
本

種
の

生
息

へ
の

影
響

は
小

さ
い

と
予

測
さ

れ
る

。
 

－
 

－
 

1
.8

km
2
 

（
1
6
.
4％

）
 

9
.
2
k
m2
 

（
8
3.
6
％

）
 

エ ゾ オ コ ジ ョ 

【
分
布
】
 

北
海
道

3)
。
 

【
生
息
環
境
】
 

低
平
地
の
農
耕
地
帯
で
は
見
ら
れ
ず
、
大
雪
山
系
な

ど
の
山
地
に
少
数
が
生
息
し
て
い
る
。
 

単
独
性
で
広
い
縄
張
り
を
持
つ

8
) 。

 

【
食
性
】
 

肉
食
性
で
、
ネ
ズ
ミ
類
、
食
虫
類
、
そ
の
他
の
小
動

物
を
捕
食
す

る
8)
。
 

【
繁
殖
】
 

出
産
期
は
春
で
、
樹
洞
や
石
の
隙
間
な
ど
に
作
っ
た

巣
で
出
産
す
る
。
産
仔
数
は

4
～
5
仔

8
)
。
 

―
 

―
 

昭
和

5
3
年

度
調

査
時
に

確
認

さ
れ
た

が
、
確

認
地

点
は

不
明

で
あ

っ
た

。
 

な
お
、

調
査

は
昭

和
5
3
年

度
、

平
成

11
年

度
～

平
成

1
3
年

度
及

び
平

成
1
5
年

度
～
平

成
1
7
年

度
に

行
わ

れ
た

。
 

一
般

生
態

情
報

か
ら

調
査

地
域

内
に

本
種

の
餌

と
な

る
小

型
哺

乳
類

が
生

息
す

る
こ

と
か

ら
、

調
査

地
域

内
の

針
広

混

交
林
、
落
葉
広
葉
樹
林
、
湿
性
林
、
河
畔
林
、
常
緑
針
葉
樹
林
、

カ
ラ

マ
ツ

林
に

本
種

の
生

息
環

境
が

存
在

す
る

可
能

性
が

推

察
さ
れ

る
。

 

【
直
接

改
変

】
 

本
種

の
生

息
環

境
で

あ
る

樹
林

の
一

部
は

、
直

接
改

変
に

よ
り

消
失

す
る

が
、

同
様

の
環

境
は

調
査
地

域
内

に
残

存
す

る
。

 

以
上

よ
り

、
事

業
の

実
施

に
よ

る
本

種
へ

の
影

響
は

小
さ

い
と
予

測
さ

れ
る

。
 

－
 

－
 

1
.8

km
2
 

（
1
6
.
9％

）
 

8
.
8
k
m2
 

（
8
3.
1
％

）
 

注
1
）
 生

態
的
特
性
の
記
述
の
上
付
き
数
字
は

、
参

考
文

献
の

番
号

を
示

す
。

 
注

2
）
 確

認
状
況
の
上
段
は
確
認
地
点
数
、
下

段
は

主
な

生
息

環
境

の
面

積
（

k
m
2
）

あ
る

い
は

延
長

（
k
m
）

を
示

す
。

 
注

3
）
 確

認
状
況
の
欄
の
「
－
」
は
、
全
て
の
確
認
地
点
あ
る

い
は

生
息

環
境

が
不

明
で

あ
る

こ
と

を
示

す
。

 
注

4
）
 環

境
保
全
措
置
の
検
討
は
、
事
業
の
実
施
に
よ
る
影
響

が
想

定
さ

れ
な

い
又

は
小

さ
い

場
合

以
外

に
行

う
こ

と
と

し
、

行
わ

な
い
場

合
は

「
－

」
と

し
た

。
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表
4
-
2
-
1
0
 

動
物

の
重

要
な

種
の

予
測

結
果

の
概

要
（
鳥

類
）
(
1/

11
)
 

種
名
 

生
態
的
特
性
 

確
認

状
況

 

確
認
状

況
の

概
要

 
予

測
結

果
の

概
要

 

環
境
保

全
措

置
の

 

検
討

 

改
変

 

区
域

内
 

改
変

 

区
域

外
 

工
事
の

 

実
施

 

土
地

又
は

工
作

物
の

存
在

及
び

供
用

 

マ ガ ン 

【
分
布
・
渡

り
】
 

北
海
道

、
南

千
島
、
本

州
北

・
中

部
、
本
州

南
西

部
、

佐

渡
、
隠

岐
、

四
国
、
九

州
、
対

馬
、

壱
岐
、
五

島
列
島

、
ト

カ
ラ
列
島
、

奄
美
大
島
に
分
布
す
る

61
）
。
 

北
海
道
で
は
旅
鳥

6
1）
。
 

【
生
息
環
境

】
 

湖
沼
、
水

田
、
内

湾
等
。
農
耕
地
に
も
飛
来
す
る

1
0)
。

 

【
食
性
】
 

主
に
植
物
食

1
1)
。
 

【
繁
殖
】
 

繁
殖
期
は

5
月
～
7
月

1
1)
。
河
川
ま
た
は
湖
沼
の

岸
の
地

上
1
2
) 。

 

【
そ
の
他
】

 

近
年
は

日
高

地
方
の
静

内
町

で
越

冬
す
る
小

群
が

確
認

さ

れ
て
い
る

11
)
。
 

0
地

点
 

（
0
％

）
 

0
地

点
 

（
0
％

）
 

平
成

1
7
年

度
（
4
月

）
に

確

認
さ
れ

た
が

確
認

地
点

は
調
査

地
域
外

で
あ

っ
た

。
 

な
お

、
調

査
は

昭
和

5
3

年

度
、

昭
和

5
4

年
度

及
び

平
成

11
年

度
～

平
成

1
7
年

度
に

行

わ
れ
た

。
 

本
種

の
確

認
状

況
は

、
水
田

や
耕
作

地
で

ヒ
シ

ク
イ

と
共
に

採
餌
中

の
個

体
の

確
認

で
あ
っ

た
。

 

調
査

の
結

果
及

び
一

般
生

態
情

報
か

ら
、

本
種

は
調

査
地

域
内

の
河

川
域

及
び

耕
作

地
を

一
時

的
な

生
息

環
境

と
し

て

い
る
と

推
察
さ

れ
る
。

 

【
直
接

改
変

】
 

本
種

が
確

認
さ

れ
た

地
点

は
、

事
業

の
実

施
に

よ
る

直
接

改
変
は

受
け

な
い

。
 

本
種

の
生

息
環

境
で

あ
る

河
川

域
及

び
耕

作
地

の
一

部

は
、

直
接

改
変

に
よ

り
消

失
す

る
が

、
同

様
の

環
境

は
調

査

地
域
内

に
残

存
す

る
。

 

【
直
接

改
変

以
外

（
ダ

ム
下

流
河

川
の

流
況

の
変

化
）

】
 

ね
ぐ

ら
等

と
し

て
の

ダ
ム

下
流

河
川

の
利

用
は

確
認

さ
れ

て
い

な
い

こ
と

か
ら

、
流

況
の

変
化

に
よ

る
本

種
の

生
息

環

境
の
変

化
は

小
さ

い
と

考
え

ら
れ

る
。

 

以
上

よ
り

、
事

業
の

実
施

に
よ

る
本

種
の

生
息

へ
の

影
響

は
小
さ

い
と

予
測
さ
れ

る
。

 

－
 

－
 

1
.1

km
2
 

（
2
6
.6
％

）
 

2
.9

km
2
 

（
7
3
.4
％

）
 

1
0
.
6
km

 

（
2
9
.6
％

）
 

2
5
.
2
km

 

（
7
0
.4
％

）
 

ヒ シ ク イ 

【
分
布
・
渡

り
】
 

北
海
道
、
本
州
北
・
中
部
（
青
森
、
宮
城
、
茨
城
、
新

潟
、

石
川
、

福
井

、
滋

賀
、
千
葉

、
岐

阜
）

、
佐
渡
に

分
布

す
る

6
1）
。
 

北
海
道
で

は
旅
鳥

61
）
。
 

【
生
息
環
境

】
 

池
沼
、
湖

沼
、
水
田

の
刈
り

取
り
跡

に
生
息
す
る

9
)
。
開

け
た
環

境
で

生
活

す
る
の
に

適
応

し
て

お
り
、
越

冬
地

で
も

同
様
の

広
い

水
田

に
終
日
と

ど
ま

り
、

夜
も
ね
ぐ

ら
の

湖
沼

へ
帰
ら
ず
、
そ
こ
で
す
ご
す
こ
と
も
珍
し
く
な
い

1
2
)
。

 

【
食
性
】
 

夜
間

農
耕

地
や

池
沼
に
飛

来
し

て
水

草
の

茎
や
根

、
穀

類

等
を
食
す

1
3)
。
ヒ
シ
の
実
も
好
む

1
4)
。

 

【
繁
殖
】
 

繁
殖
期
は

5
～
7
月
、
一
夫
一
妻
で
繁
殖
す
る
。
巣

は
樹
木

の
根
元

や
藪

の
下
等
の

地
上
に

、
草

の
葉
、
枯

れ
葉
、

コ
ケ

等
で
皿
形
に
つ
く
る

1
1)
。
 

1
地

点
 

（
1
4
.3
％

）
 

6
地

点
 

（
8
5
.7
％

）
 

平
成

1
5
年

度
（
3
月

）
及

び

平
成

1
6
年

度
(3

月
)
、
平
成

1
7

年
度
調

査
時

に
7
地

点
で

6
2
個

体
が
確

認
さ

れ
た

。
 

確
認
地

点
の

う
ち

1
地

点
が

改
変
区

域
内

、
6

地
点

が
改
変

区
域
外

で
あ

っ
た

。
 

本
種

の
確

認
状

況
は

、
上
空

を
通
過

す
る

多
数

の
個

体
と
耕

作
地
で

採
餌

す
る

個
体

の
確
認

で
あ
っ

た
。

 

調
査

の
結

果
及

び
一

般
生

態
情

報
か

ら
、

本
種

は
調

査
地

域
内

の
河

川
域

及
び

耕
作

地
を

一
時

的
な

生
息

環
境

と
し

て

い
る
と

推
察
さ

れ
る
。

 

【
直
接

改
変

】
 

本
種
が

確
認

さ
れ
た

7
地

点
の

う
ち
、
1
地
点

が
直

接
改
変

に
よ
り

消
失

す
る

。
 

本
種

の
生

息
環

境
で

あ
る

河
川

域
及

び
耕

作
地

の
一

部

は
、

直
接

改
変

に
よ

り
消

失
す

る
が

、
同

様
の

環
境

は
調

査

地
域
内

に
残

存
す

る
。

 

【
直
接

改
変

以
外

（
ダ

ム
下

流
河

川
の

流
況

の
変

化
）

】
 

ね
ぐ

ら
等

と
し

て
の

ダ
ム

下
流

河
川

の
利

用
は

確
認

さ
れ

て
い

な
い

こ
と

か
ら

、
流

況
の

変
化

に
よ

る
本

種
の

生
息

環

境
の
変

化
は

小
さ

い
と

考
え

ら
れ

る
。

 

以
上

よ
り

、
事

業
の

実
施

に
よ

る
本

種
の

生
息

へ
の

影
響

は
小
さ

い
と

予
測
さ
れ

る
。

 

－
 

－
 

1
.1

km
2
 

（
2
6
.6
％

）
 

2
.9

km
2
 

（
7
3
.4
％

）
 

1
0
.
6
km

 

（
2
9
.6
％

）
 

2
5
.
2
km

 

（
7
0
.4
％

）
 

注
1
）
 生

態
的
特
性
の
記
述
の
上
付
き
数
字
は

、
参

考
文

献
の

番
号

を
示

す
。

 
注

2
）
 確

認
状
況
の
上
段
は
確
認
地
点
数
、
下

段
は

主
な

生
息

環
境

の
面

積
（

k
m
2
）

あ
る

い
は

延
長

（
k
m
）

を
示

す
。

 
注

3
）
 確

認
状
況
の
欄
の
「
－
」
は
、
全
て
の
確
認
地
点
あ
る

い
は

生
息

環
境

が
不

明
で

あ
る

こ
と

を
示

す
。

 
注

4
）
 環

境
保
全
措
置
の
検
討
は
、
事
業
の
実
施
に
よ
る
影
響

が
想

定
さ

れ
な

い
又

は
小

さ
い

場
合

以
外

に
行

う
こ

と
と

し
、

行
わ

な
い

場
合

は
「

－
」

と
し

た
。
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表
4
-
2
-
1
0
 

動
物

の
重

要
な

種
の

予
測

結
果

の
概

要
（
鳥

類
）
(
2/

11
)
 

種
名
 

生
態
的
特
性
 

確
認
状

況
 

確
認
状

況
の

概
要

 
予

測
結

果
の

概
要

 

環
境
保

全
措

置
の

検
討

 

改
変

 

区
域
内

 

改
変

 

区
域
外

 

工
事
の

 

実
施

 

土
地

又
は

工
作

物
の

存
在

及
び

供
用

 

オ シ ド リ 

【
分
布
・
渡

り
】
 

北
海
道
、
南

千
島
、
本
州
北

部
、
本

州
中
部
以
西
、
佐

渡
、
隠

岐
、

四
国
、
九
州
、
対

馬
、
壱
岐
、
五
島
列
島
、
屋
久
島
、
種

子
島

、
伊

豆
諸
島
（
八
丈
島
）
、
小
笠
原
諸
島
、
奄
美
諸
島
（
奄

美
大

島
、
与

論
島
）
、
琉

球
諸
島
（
沖
縄
島
、
伊
平
屋
島
、
宮
古

島
、
西

表
島

、

与
那
国
島
）

大
東
諸
島
（
南
大
東
島
）
に
分
布
す
る

6
1）
。

 

北
海
道
で
は
夏
鳥

61
）
。
 

【
生
息
環
境

】
 

森
林
の
水

辺
に
生
息
し

12
)
、
水
上
に
生
活

す
る
と

と
も

に
し

ば

し
ば
高
い
樹
枝
上
に
も
止
ま
る
。
冬
季
は
群
集
し
て
山
間

部
の

樹
林

に
囲
ま
れ
た
池
や
谷
川
に
生
息
す
る
も
の
が
多
い

1
3
)
。

 

【
食
性
】
 

主
に
植
物
質
の
も
の
を
餌
と
し
、
い
ろ
い
ろ
な
草
木
の

実
を

食
べ

る
が
、
特
に
カ

シ
類
、
ナ
ラ
類
の
ド
ン
グ
リ
を
好
む
。
水

生
昆

虫
等

動
物
質
の
も
の
も
食
べ
る
こ
と
が

あ
る

1
4)
。
 

【
繁
殖
】
 

繁
殖
期
は

4
～
7
月
、
一
夫
一
妻
で
繁
殖
す
る
が
、
番

は
抱

卵
期

に
解
消
す
る
。
巣
は
大
木
の
樹

洞
内
や
地
上
に
作
る

1
1)
。

 

0
地

点
 

（
0
％

）
 

6
地

点
 

（
1
0
0
％

）
 

平
成

1
6
年

度
(
5
月

,
6
月
)

及
び
平

成
1
7
年
度

（
6
月

）

調
査
時

に
6
地

点
で

1
0
個

体

が
確
認

さ
れ

た
。

 

 

調
査

の
結

果
及

び
一

般
生

態
情

報
か

ら
、

本
種

は
調

査

地
域
内

の
針

広
混
交

林
、
落

葉
広
葉

樹
林
、
湿
性

林
、
河

畔

林
及

び
額

平
川

下
流

の
河

川
周

辺
を

生
息

環
境

と
し

て
い

る
と
推

察
さ

れ
る

。
 

【
直
接

改
変

】
 

本
種

が
確

認
さ

れ
た

地
点

は
、

事
業

の
実

施
に

よ
る

直

接
改
変

は
受

け
な

い
。

 

本
種

が
ね

ぐ
ら

や
繁

殖
等

に
利

用
す

る
広

葉
樹

林
等

及

び
河

川
域

の
一

部
は

直
接

改
変

に
よ

り
消

失
す

る
が

、
同

様
の
環

境
は

調
査

地
域

内
に

残
存

す
る

。
 

【
直
接

改
変

以
外

（
ダ

ム
下

流
河

川
の

流
況

の
変

化
）

】
 

ね
ぐ

ら
等

と
し

て
の

ダ
ム

下
流

河
川

の
利

用
は

確
認

さ

れ
て

い
な

い
こ

と
か

ら
、

流
況

の
変

化
に

よ
る

本
種

の
生

息
環
境

の
変

化
は

小
さ

い
と

考
え

ら
れ

る
。

 

以
上

よ
り

、
事

業
の

実
施

に
よ

る
本

種
の

生
息

へ
の

影

響
は
小

さ
い

と
予

測
さ

れ
る

。
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2
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）
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3
k
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（
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）
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.
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（
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）
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m
 

（
7
1
.6
％

）
 

ミ サ ゴ 

【
分
布
・
渡

り
】
 

北
海
道
、
南
千
島
、
本
州
、
佐
渡
、
隠
岐
、
四
国
、
九

州
、
対

馬
、

伊
豆
諸
島
（
大
島
、
利
島
、
三
宅
島
、
鵜
渡
根
島
）
、
小

笠
原

諸
島

（
父
島
）
、

北
硫
黄
島
、
ト
カ
ラ
列
島
、
奄
美
大
島

、
琉
球

諸
島

、

大
東
諸
島
に

分
布
す
る

61
）
。
 

北
海
道
で

は
夏
鳥

61
）
。
 

【
生
息
環
境

】
 

内
陸
の
大

き
な
河
川
、
湖
沼
や
海
岸
の
近
く
に
生
息

す
る

16
)
。

 

【
食
性
】
 

魚
食
性
で
あ
る

1
6)
。
 

【
繁
殖
】
 

繁
殖
期
は

4
～
7
月
。
外
敵
の
近
寄
れ
な
い
断
崖
、
岩

山
や

高
木

で
営
巣
す
る

1
7)
。
 

5
例
 

（
2
9.
4
％

）
 

1
2
例

 

（
7
0
.6
％

）
 

平
成

1
2

年
度

(
4

月
,
6

月
)
、

平
成

13
年

度
(
6
月

,
8

月
,
1
0
月
)
、
平
成

14
年

度
(
4

月
,
9
月

)
、

平
成

1
6
年

度
(
4

月
,
7
月

)
、
平

成
1
7
年

度
(
1
0

月
)
、

平
成

18
年

度
(
4
月

,
5

月
,
1
0
月
)
、
平
成

19
年

度
(
5

月
)
及

び
平

成
22

年
度

(
4

月
)
調

査
時

に
合

計
1
7
例

の

飛
翔

が
確

認
さ

れ
て

お
り

、

改
変
区

域
内

で
は

5
例

の
飛

翔
が
確

認
さ

れ
た

。
 

本
種

の
営

巣
は

確
認

さ
れ

な
か
っ

た
。

 

調
査

の
結

果
及

び
一

般
生

態
情

報
か

ら
本

種
は

、
調

査

地
域

内
の

河
川

を
生

息
環

境
の

一
部

と
し

て
利

用
し

て
い

る
可
能

性
が

推
察

さ
れ

る
。

 

【
直
接

改
変

】
 

本
種

の
生

息
環

境
で

あ
る

河
川

の
多

く
は

事
業

の
実

施

に
よ

り
消

失
す

る
。

一
方

、
経

年
的

な
猛

禽
類

の
確

認
調

査
の
結

果
、

確
認
さ

れ
た

本
種
は

16
例
の

み
で

あ
る

こ
と

か
ら

、
調

査
地

域
に

お
け

る
本

種
は

、
散

発
的

に
飛

来
す

る
個
体

が
確

認
さ

れ
る

程
度

と
考

え
ら

れ
る

。
 

【
直
接

改
変

以
外

（
ダ

ム
下

流
河

川
の

水
質

の
変

化
）

】
 

工
事

中
の

ダ
ム

下
流

河
川

に
お

け
る

土
砂

に
よ

る
水

の

濁
り

は
、

一
時

的
に

ダ
ム

建
設

前
を

上
回

る
と

予
測

さ
れ

る
が

、
本

種
の

生
息

環
境

に
与

え
る

影
響

は
小

さ
い

と
考

え
ら
れ

る
。

 

以
上

よ
り

、
事

業
の

実
施

に
よ

る
本

種
の

生
息

へ
の

影

響
は
小

さ
い

と
予

測
さ

れ
る

。
 

－
 

－
 

0
.3

km
2
 

（
4
4.
9
％

）
 

0
.
4
k
m2
 

（
5
5
.1
％

）
 

注
1
）
 生

態
的
特
性
の
記
述
の
上
付
き
数
字
は

、
参

考
文

献
の

番
号

を
示

す
。

 
注

2
）
 確

認
状
況
の
上
段
は
確
認
地
点
数
、
下

段
は

主
な

生
息

環
境

の
面

積
（

k
m
2
）

あ
る

い
は

延
長

（
k
m
）

を
示

す
。

 
注

3
）
 確

認
状
況
の
欄
の
「
－
」
は
、
全
て
の
確
認
地
点
あ
る

い
は

生
息

環
境

が
不

明
で

あ
る

こ
と

を
示

す
。

 
注

4
）
 環

境
保
全
措
置
の
検
討
は
、
事
業
の
実
施
に
よ
る
影
響

が
想

定
さ

れ
な

い
又

は
小

さ
い

場
合

以
外

に
行

う
こ

と
と

し
、

行
わ

な
い

場
合

は
「

－
」

と
し

た
。
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表
4
-
2
-
1
0
 

動
物

の
重

要
な

種
の

予
測

結
果

の
概

要
（
鳥

類
）
(
3/

11
)
 

種 名
 

生
態
的
特
性
 

確
認
状

況
 

確
認
状

況
の

概
要

 
予

測
結

果
の

概
要

 

環
境
保

全
措

置
の

 

検
討

 

改
変

 

区
域

内
 

改
変

 

区
域
外

 

工
事
の

 

実
施

 

土
地

又
は

工
作

物
の

存
在

及
び

供
用

 

ハ チ ク マ 

【
分
布
・
渡
り
】
 

北
海
道
、
本
州

、
佐
渡
、
四
国
、
九
州
、
対
馬
、
徳

之
島
、
沖
縄
諸
島
（
沖
縄
島
、
座
間
味
島
）
に

分
布
す

る
6
1
）
。
 

北
海
道
で
は
夏
鳥

6
1）
。
 

【
生
息
環
境
】
 

北
海
道
で
は
平

地
と
低
山
帯
の
林
に
営
巣
す
る

1
2
)
。
 

【
食
性
】
 

餌
は
主
に
昆
虫
で
、
ク
ロ
ス
ズ
メ
バ
チ
の
幼

虫
や
蛹

を
特
に
好
む
。
嘴

で
巣
を
掘
り
出
す
。
ハ
チ
の

成
虫
も

食
べ
る
。
そ
の
他

、
シ
ロ
ア
リ
を
は
じ
め
さ
ま

ざ
ま
な

昆
虫
、
カ

エ
ル
、
ヘ
ビ
、
ト
カ
ゲ
、
鳥
、
小

型
哺
乳
類

等
も
捕
る

16
)
。
 

【
繁
殖
】
 

落
葉
広
葉
樹
林
や
ア
カ
マ
ツ
等
に
営
巣
す
る

19
)
。
 

14
0
例

 

(2
6
.
5
％
)
 

3
8
9
例

 

(7
3
.
5
％

)
 

 平
成

1
1
年

度
～

平
成

2
4
年

度
調

査

時
に

5
2
9
例
の

飛
翔
が
確

認
さ

れ
て

お
り
、
改
変

区
域

内
で

は
1
40

例
の

飛

翔
が

確
認

さ
れ

た
。

 

こ
れ
ま

で
改
変

区
域

外
に

2
つ

が

い
の
営

巣
地

が
確

認
さ

れ
た

が
、
こ

の

内
1
つ

は
、

平
成

2
1
年

度
で

の
み

繁

殖
が

確
認

さ
れ

、
以

降
の

繁
殖

は
確

認

さ
れ
な

か
っ

た
。

 

ハ
ン
テ

ィ
ン

グ
行

動
は

、
高

頻
度

利

用
域

周
辺

の
針

広
混

交
林

等
の

樹
林

で
確

認
さ

れ
た

。
 

調
査

の
結

果
及

び
一

般
生

態
情

報
か

ら
、

本
種

の
営

巣
地

は
現

状

で
利
用
さ

れ
て

い
る

1
箇

所
の

ほ
か
、
常

緑
針

葉
樹

林
、

針
広

混
交

林
、

落
葉

広
葉

樹
林

、
湿

性
林

、
カ

ラ
マ

ツ
林

か
ら

な
る

高
頻

度
利

用
域

に
営

巣
地

が
存

在
す

る
可

能
性

が
高

く
、

そ
れ

ら
の

周
辺

を
採

餌
等
の
生

息
環

境
と

し
て

い
る

と
推
察

さ
れ

る
。

 

【
直
接
改

変
】

 

本
種
の

改
変

区
域

外
の

2
つ

が
い

の
営
巣

地
、

高
頻

度
利

用
域

は

事
業

に
よ

る
影

響
を

受
け

な
い

。
事

業
実

施
に

よ
り

樹
林

は
一

部
消

失
す

る
が

、
常

時
満

水
位

と
サ

ー
チ

ャ
ー

ジ
水

位
の

間
の

樹
木

は
伐

採
せ

ず
に

残
す

こ
と

、
こ

の
範

囲
は

通
常

は
水

位
が

上
昇

し
な

い
こ

と
か
ら
、

樹
林

環
境

は
残

存
す

る
と
考

え
ら

れ
る

。
 

こ
の

こ
と

か
ら

、
営

巣
地

周
辺

の
高

頻
度

利
用

域
等

の
本

種
の

生

息
環

境
の

改
変

は
、

よ
り

小
さ

い
と

考
え

ら
れ

る
。

し
た

が
っ

て
、

本
種
の
生

息
は

維
持

さ
れ

る
と

考
え
ら

れ
る

。
 

以
上

よ
り

、
事

業
の

実
施

に
よ

る
本

種
の

生
息

へ
の

影
響

は
小

さ

い
と
予
測

さ
れ

る
。

 

－
 

－
 

1
.4

km
2
 

(
2
.
1
％
)
 

6
5
.
8
km

2
 

(9
7
.
9
％

)
 

オ ジ ロ ワ シ 

【
分
布
・
渡
り
】
 

北
海
道
、
南
千
島
、
本
州
北
部
、
本
州
中
・
南
西
部
、

佐
渡
、
隠
岐
、
四

国
、
九
州
、
対
馬
、
伊
豆
諸
島
、
小

笠
原
諸
島
、
奄
美

諸
島
、
琉
球
諸
島
に
分
布
す
る

6
1）
。
 

北
海
道
で
は
留
鳥
、
冬
鳥

6
1
）
。
 

【
生
息
環
境
】
 

海
岸
、
河
口
、
海
沿
い
の
水
田
や
湖
沼
、
時

に
は
内

陸
の
湖
沼
を
生
活
圏
と
す
る

1
4
)
。
 

【
食
性
】
 

餌
は

海
鳥

や
カ

モ
類

等
の

鳥
類
、

カ
レ

イ
等

の
魚

類
、
ア
ザ
ラ
シ
幼

獣
等
の
哺
乳
類
を
食
べ

る
。
生
き
た

動
物
の
ほ
か
、
海
岸
に
打
ち
上
げ
ら
れ
た
動

物
の
腐
肉

も
好
ん
で
食
べ
る

1
7)
。
 

【
繁
殖
】
 

海
岸

や
湖

沼
に

近
い

原
生

林
の
大

木
の

枝
上

に
木

の
枝
を
積
み
重
ね
て
皿
形
の
巣
を
作
り
、
3
月

下
旬
頃

1
～
2
卵
を

産
む
。
抱
卵
日
数
は

3
5
日
位
、
巣

立
ち
ま

で
の
日
数
は
約

7
0
日
で
あ
る

1
4)
。

 

10
3
例

 

(1
1
.
2
％
)
 

8
1
5
例

 

(8
8
.
8
％

)
 

平
成

1
1
年

度
～

平
成

2
4
年

度
調

査

時
に

9
1
8
例
の

飛
翔
が
確

認
さ

れ
て

お
り
、
改
変

区
域

内
で

は
1
03

例
の

飛

翔
が

確
認

さ
れ

た
。

 

確
認
は

冬
季

が
多
く

、
飛

翔
や

と
ま

り
が
多

く
確

認
さ

れ
た

。
 

ま
た
、
ハ
ン

テ
ィ

ン
グ
行

動
は

落
葉

広
葉

樹
林

及
び

耕
作

地
等

で
確

認
さ

れ
た
。
 

本
種

の
営

巣
は

確
認

さ
れ

な
か

っ

た
。

 

 

調
査
の

結
果

及
び

一
般

生
態

情
報

か
ら

、
本

種
は

調
査

地
域

内
の

常
緑

針
葉

樹
林

、
針

広
混

交
林

、
落

葉
広

葉
樹

林
、

カ
ラ

マ
ツ

林
、

砂
礫

州
を

越
冬

期
の

生
息

環
境

と
し

て
利

用
し

て
い

る
と

推
察

さ
れ

る
。

 

【
直
接

改
変

】
 

本
種
の

生
息

環
境

で
あ

る
樹

林
の

一
部

は
、

事
業

の
実

施
に

よ
る

直
接
改

変
に

よ
り

消
失

す
る

 

し
か
し

、
本

種
は
調

査
地

域
内

で
繁

殖
し

て
い
な

い
と

考
え

ら
れ

、

ま
た

、
高

頻
度

利
用

域
は

、
事

業
に

よ
る

改
変

を
受

け
な

い
こ

と
か

ら
、
本
種

の
生

息
は

維
持

さ
れ

る
と
考

え
ら

れ
る

。
 

以
上

よ
り

、
事

業
の

実
施

に
よ

る
本

種
の

生
息

へ
の

影
響

は
小

さ

い
と
予
測

さ
れ

る
。

 

－
 

－
 

1
.5

km
2
 

(
2
.
3
％
)
 

6
5
.
1
km

2
 

(9
7
.
7
％

)
 

注
1
）
 生

態
的
特
性
の
記
述
の
上
付
き
数
字
は

、
参

考
文

献
の

番
号

を
示

す
。

 
注

2
）
 確

認
状
況
の
上
段
は
確
認
地
点
数
、
下

段
は

主
な

生
息

環
境

の
面

積
（

k
m
2
）

あ
る

い
は

延
長

（
k
m
）

を
示

す
。

 
注

3
）
 確

認
状
況
の
欄
の
「
－
」
は
、
全
て
の
確
認
地
点
あ
る

い
は

生
息

環
境

が
不

明
で

あ
る

こ
と

を
示

す
。

 
注

4
）
 環

境
保
全
措
置
の
検
討
は
、
事
業
の
実
施
に
よ
る
影
響

が
想

定
さ

れ
な

い
又

は
小

さ
い

場
合

以
外

に
行

う
こ

と
と

し
、

行
わ

な
い

場
合

は
「

－
」

と
し

た
。
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表
4
-
2
-
1
0
 

動
物

の
重

要
な

種
の

予
測

結
果

の
概

要
（

鳥
類

）
(
4/

11
)
 

種
名
 

生
態
的
特
性
 

確
認
状

況
 

確
認
状

況
の

概
要

 
予

測
結

果
の

概
要

 

環
境
保

全
措

置
の

検
討

 

改
変

 

区
域
内

 

改
変

 

区
域
外

 

工
事
の

 

実
施

 

土
地

又
は

工
作

物
の

存
在

及
び

供
用

 

オ オ ワ シ 

【
分
布
・
渡
り

】
 

北
海
道
、
南

千
島
、
本
州
北
・
中
部
、
本
州
南
西
部

、

佐
渡
、
隠

岐
、

四
国
、
九
州

、
対
馬

、
五
島
列
島

、
伊

豆
諸
島
、
奄
美

諸
島
、
沖
縄
島

に
分
布
す
る

6
1）
。
 

北
海
道
で
は
冬
鳥

61
）
。
 

【
生
息
環
境
】

 

海
岸
や
河
川

、
湖
沼
の
周

辺
に
生
息

1
6)
。
 

【
食
性
】
 

サ
ケ
・
マ

ス
類
を

主
食
と

す
る
。

と
き
に
は
カ
モ

類

等
の
水
鳥

や
ノ
ウ

サ
ギ
等
の

中
型
哺

乳
類
を
襲
う

こ
と

が
あ
る
。
越
冬

地
で

は
漂
着
死
体
等
も
食
物
と
す
る
が
、

餌
不
足
に

よ
り
、

漁
業
活
動

か
ら
供

給
さ
れ
る
魚

に
大

き
く
依
存
し
て
い
る

17
)
。
 

【
繁
殖
】
 

海
や
湖
の

周
辺
の

針
葉
樹

林
や
針

広
混
交
林
で
繁

殖

す
る

1
7)
。
ロ
シ

ア
極

東
の
繁
殖
地
で
は

4
～
5
月
上
旬
に

産
卵
。
海

岸
、
湖

沼
、
大
き

な
河
川

等
、
付
近
の

森
林

の
林
縁
部
に
営
巣
す
る

9)
。
 

3
9
例

 

(6
.
0％

)
 

60
6
例

 

(
94

.0
％
)
 

平
成

11
年

度
～

平
成

2
4
年

度

調
査

時
に

6
4
5
例

の
飛

翔
が

確
認

さ
れ

て
お

り
、

改
変

区
域

内
で

は

3
9
例

の
飛

翔
が
確

認
さ

れ
た

。
 

確
認

は
冬

季
で

、
探

餌
飛

翔
や

と
ま

り
が

確
認
さ

れ
た

。
 

本
種

の
営

巣
は

確
認

さ
れ

な
か

っ
た

。
 

調
査

の
結

果
及

び
一

般
生

態
情

報
か

ら
、

本
種

は
調

査
地

域
内

の
常

緑

針
葉

樹
林
、

針
広

混
交

林
、

落
葉

広
葉

樹
林

、
カ

ラ
マ

ツ
林

、
砂

礫
州

を

越
冬
期

の
生

息
環

境
と

し
て

利
用
し

て
い

る
と

推
察

さ
れ
る

。
 

【
直
接

改
変

】
 

本
種

の
生

息
環

境
で

あ
る

樹
林

の
一

部
は

、
事

業
の

実
施

に
よ

る
直

接

改
変
に

よ
り

消
失
す
る

。
 

し
か

し
、

本
種

は
調

査
地

域
内

で
繁

殖
し

て
い

な
い

と
考

え
ら

れ
、

ま

た
、

越
冬
期

の
高

頻
度

利
用

域
は

、
事

業
に

よ
る

改
変

を
受

け
ず

、
本

種

は
こ

れ
ら
の

樹
林

を
休

息
、

採
餌

等
生

息
環

境
と

し
て

利
用

で
き

る
と

考

え
ら
れ

る
こ

と
か

ら
、

本
種

の
生

息
は

維
持

さ
れ

る
と

考
え

ら
れ

る
。

 

以
上

よ
り

、
事

業
の

実
施

に
よ

る
本

種
の

生
息

へ
の

影
響

は
小

さ
い

と

予
測
さ

れ
る

。
 

－
 

－
 

1.
5
k
m
2
 

（
2
.3
％

）
 

65
.
1
k
m2
 

(
97

.7
％
)
 

オ オ タ カ 

【
分
布
・
渡
り

】
 

北
海
道
、

南
千
島

、
本
州

、
佐
渡

、
隠
岐
、
四
国

、

九
州
、
対

馬
、

伊
豆
諸
島
、

小
笠
原

諸
島
、
琉
球

諸
島

に
分
布
す
る

6
1）
。
 

北
海
道
で
は
留
鳥

61
）
。
 

【
生
息
環
境
】

 

亜
高
山
帯

か
ら
平

地
の
林

に
生
息

す
る
が
、
し
ば

し

ば
獲
物
を

求
め

て
農
耕
地
や

水
辺
等

開
け
た
場
所

へ
も

出
て
く
る

1
4)
。

 

【
食
性
】
 

主
に
鳥
類
、
哺
乳
類
等
も
捕

食
す
る

9
)
。
 

【
繁
殖
】
 

営
巣
環
境
は
平
地
、
丘
陵
、
高
原
、
山
地
の
林
。
 

4
～
6
月
に
抱
卵
し
、
7
月
頃
ま
で
巣
内
で
育
雛
す
る

1
7
)
。 

1
4
3
例

 

(
1
1
.
1％

)
 

11
5
0
例

 

(
8
8
.
9％

)
 

平
成

1
1
年

度
～

平
成

2
4
年

度

調
査

時
に

1
2
93

例
の

飛
翔

が
確

認
さ

れ
て

お
り

、
改

変
区

域
内

で

は
1
4
3

例
の

飛
翔

が
確

認
さ

れ

た
。

 

こ
れ

ま
で

に
、
改

変
区

域
外

で

計
5
つ

が
い

の
営

巣
地
が

確
認

さ

れ
た
が

、
こ

の
内

1
つ

が
い

は
平

成
14

年
度

以
降
の

営
巣

は
確

認

さ
れ
な

か
っ

た
。

 

ハ
ン

テ
ィ

ン
グ
行

動
は

高
頻

度

利
用

域
周

辺
の

樹
林
ま

た
は

耕
作

地
で
確

認
さ

れ
た

。
 

調
査

の
結

果
及

び
一

般
生

態
情

報
か

ら
、

本
種

の
営

巣
地

は
現

状
で

利

用
さ
れ

て
い

る
4
つ
の

ほ
か

、
そ

の
他

の
常

緑
針

葉
樹

林
、
針

広
混

交
林

、

落
葉

広
葉
樹

林
、

湿
性

林
、

河
畔

林
、

カ
ラ

マ
ツ

林
か

ら
な

る
高

頻
度

利

用
域

に
も
存

在
す

る
可

能
性

が
あ

り
、

そ
れ

ら
の

周
辺

の
雑

草
草

原
、

人

工
草
地

、
耕

作
地

を
狩

り
場

等
の
生

息
環

境
と

し
て

い
る
と

推
察

さ
れ

る
。
 

【
直
接

改
変

】
 

5
つ

が
い
の

内
4
つ

が
い

の
営

巣
地

及
び
高

頻
度

利
用

域
は

事
業

に
よ

る
改
変

を
受

け
な

い
。

こ
の

ほ
か

、
改

変
区

域
付

近
に

あ
っ

た
1
つ

が
い

の
営
巣

地
は

、
平
成

1
4
年

度
以

降
の

繁
殖
が

確
認

さ
れ

て
い

な
い

。
 

ま
た

、
常

時
満

水
位

と
サ

ー
チ

ャ
ー

ジ
水

位
の

間
の

樹
木

は
伐

採
せ

ず

に
残

す
こ
と

、
こ

の
範

囲
は

通
常

は
水

位
が

上
昇

し
な

い
こ

と
か

ら
、

樹

林
環
境

が
残

存
す

る
と

考
え

ら
れ

る
。

 

こ
の

こ
と

か
ら

、
営

巣
地

周
辺

の
高

頻
度

利
用

域
等

の
本

種
の

生
息

環

境
の

改
変
は

、
よ

り
小

さ
い

と
考

え
ら

れ
る

。
し

た
が

っ
て

、
本

種
の

生

息
は
維

持
さ

れ
る

と
考

え
ら

れ
る

。
 

以
上

よ
り

、
事

業
の

実
施

に
よ

る
本

種
の

生
息

へ
の

影
響

は
小

さ
い

と

予
測
さ

れ
る

。
 

－
 

－
 

2.
6
k
m
2
 

(3
.
5％

)
 

7
1.

9k
m
2
 

(
9
6
.
5％

)
 

注
1
）
 生

態
的
特
性
の
記
述
の
上
付
き
数
字
は

、
参

考
文

献
の

番
号

を
示

す
。

 
注

2
）
 確

認
状
況
の
上
段
は
確
認
地
点
数
、
下

段
は

主
な

生
息

環
境

の
面

積
（

k
m
2
）

あ
る

い
は

延
長

（
k
m
）

を
示

す
。

 
注

3
）
 確

認
状
況
の
欄
の
「
－
」
は
、
全
て
の
確
認
地
点
あ
る

い
は

生
息

環
境

が
不

明
で

あ
る

こ
と

を
示

す
。

 
注

4
）
 環

境
保
全
措
置
の
検
討
は
、
事
業
の
実
施
に
よ
る
影
響

が
想

定
さ

れ
な

い
又

は
小

さ
い

場
合

以
外

に
行

う
こ

と
と

し
、

行
わ

な
い
場

合
は

「
－

」
と

し
た

。
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表
4
-
2
-
1
0
 

動
物

の
重

要
な

種
の

予
測

結
果

の
概

要
（
鳥

類
）

(
5/

11
)
 

種 名
 

生
態
的
特
性
 

確
認

状
況

 

確
認

状
況

の
概

要
 

予
測

結
果

の
概

要
 

環
境
保

全
措

置
の

検
討

 

改
変

 

区
域
内

 

改
変

 

区
域

外
 

工
事
の

 

実
施

 

土
地
又

は
工

作
物

の
存

在
及

び
供
用

 

ハ イ タ カ 

【
分
布
・
渡
り
】

 

北
海

道
、
南
千

島
、
本

州
、
佐
渡

、
隠

岐
、
四

国
、

九

州
、

対
馬
、
屋

久
島

、
種
子
島
、
伊

豆
諸

島
、
ト

カ
ラ

列

島
、
与
論
島

、
琉
球
諸
島
、
大
東
諸
島
に
分
布
す
る

6
1）
。
 

北
海
道
で

は
留
鳥

6
1
）
。

 

【
生
息
環
境

】
 

亜
高

山
帯
か
ら

平
地
の

林
に
棲
む

。
秋

冬
に
は

海
岸

近

く
の
農
耕
地

ま
で

出
て
く
る
こ
と
が
あ
る

1
4)
。

 

【
食
性
】

 

鳥
類

を
主
食
と

し
、
ま

れ
に
小
型

の
哺

乳
類
も

捕
食

す

る
12
) 。

 

【
繁
殖
】

 

繁
殖
に

は
比
較
的
若
齢
の
針
葉
樹
林
を
好
む

1
2)
。
 

1
1
5
例

 

（
1
1.
5
％

）
 

8
8
7
例

 

（
8
8
.5
％

）
 

平
成

11
年

度
～

平
成

2
4
年

度
調

査
時
に

1
00
2
例

の
飛
翔

が
確

認
さ

れ
て
お

り
、

改
変

区
域

内
で

は
1
1
5

例
の
飛

翔
が

確
認
さ
れ

た
。

 

改
変

区
域

付
近

で
平

成
1
4
～

15

年
度

に
1
つ

が
い

の
営

巣
・

繁
殖

が

確
認

さ
れ
て
い

た
が
、

以
降
の

繁
殖

は
確
認

さ
れ

な
か

っ
た
。

 

ハ
ン
テ

ィ
ン

グ
行

動
は
高
頻

度
利

用
域

周
辺
の
耕

作
地
ま

た
は
樹

林
で

確
認
さ

れ
た

。
 

調
査
の

結
果

及
び

一
般

生
態

情
報

か
ら

、
本

種
の

営
巣

地
は

、

平
成

1
4
～

15
年

度
に

利
用

さ
れ

て
い

た
常

緑
針

葉
樹

林
、

針
広

混
交
林

、
落

葉
広

葉
樹

林
、
湿

性
林

、
カ

ラ
マ

ツ
林

か
ら
な

る
高

頻
度
利

用
域

付
近

に
も

存
在

す
る

可
能

性
が

あ
り

、
そ

れ
ら

の
周

辺
の
雑

草
草

原
、
人

工
草

地
、
耕

作
地

を
狩

り
場

等
の

生
息

環
境

と
し
て

い
る

と
推

察
さ

れ
る

。
 

【
直
接

改
変

】
 

高
頻
度

利
用

域
は

事
業

に
よ

る
影

響
は

受
け

な
い

 

平
成

1
4
年

度
、
平

成
1
5
年

度
に

利
用

さ
れ

た
営

巣
地

で
の

繁

殖
は
平

成
1
6
年

度
以

降
確

認
さ

れ
て

い
な
い

。
 

ま
た

、
常

時
満

水
位

と
サ
ー

チ
ャ

ー
ジ

水
位

の
間

の
樹

木
は

伐

採
せ
ず

に
残

す
こ

と
、
こ
の

範
囲

は
通

常
は

水
位

が
上

昇
し

な
い

こ
と
か

ら
、

樹
林

環
境

が
残

存
す

る
と

考
え

ら
れ

る
。

 

こ
の
こ

と
か

ら
、
営

巣
地
周

辺
の

高
頻

度
利

用
域

等
の

本
種

の

生
息
環

境
の

改
変

は
、
よ

り
小

さ
い

と
考

え
ら

れ
る

。
し

た
が
っ

て
、
本

種
の

生
息

は
維

持
さ

れ
る

と
考

え
ら

れ
る

。
 

以
上
よ

り
、
事

業
の

実
施
に

よ
る

本
種

の
生

息
へ

の
影

響
は

小

さ
い
と

予
測
さ

れ
る

。
 

－
 

－
 

2.
2
k
m
2
 

（
3
.
0
％

）
 

7
1
.
7
km

2
 

（
9
7
.0
％

）
 

ケ ア シ ノ ス リ 

【
分
布
・
渡
り
】

 

北
海

道
、
南
千

島
、
本

州
、
佐
渡

、
四

国
（
高

知
）

、

九
州

、
対
馬
、

琉
球

諸
島
（
沖
縄
島

、
伊

平
屋
島

、
宮

古

島
、
石
垣
島

）
に
分
布
す
る

6
1
）
。
 

北
海
道
で

は
冬
鳥

6
1
）
。

 

【
生
息
環
境

】
 

草
原
、
農

耕
地

、
荒
れ
地
等
に
飛
来
す
る

1
8)
。

 

【
食
性
】

 

主
と

し
て
ハ
タ

ネ
ズ
ミ

、
ト

ガ
リ

ネ
ズ
ミ
等
の

そ
の

土

地
に

数
多
く
い

る
小

型
齧
歯
類
を
捕

食
し

て
い
る

。
そ

の

ほ
か
少
数
だ

が
、
両
生
類
、
魚
類
、
昆
虫
類
も
捕
る

1
6)
。

 

【
繁
殖
】

 

産
卵
は

5
月
上

旬
か
ら

6
月
初
旬
で
、
崖

地
で
繁
殖

す

る
こ

と
が
多
く

、
ま

れ
に
木
の
枝
上

や
そ

び
え
た

つ
岩

の

上
な
ど
の
こ

と
も
あ
る

1
2
)
。
 

1
例
 

（
5
0.
0
％

）
 

1
例
 

（
5
0
.0
％

）
 

平
成

14
年

度
（
3
月

）
及

び
平

成

1
6
年

度
（
1
月
）

調
査

時
に

2
例

の

飛
翔

が
確
認
さ

れ
て
お

り
、
改

変
区

域
内
で

は
1
例

の
飛

翔
が

確
認

さ
れ

た
。

 

平
成

1
6

年
度

に
は

広
葉
樹

林
か

ら
耕

作
地
に
か

け
て
ハ

ン
テ
ィ

ン
グ

が
確
認

さ
れ

た
。

 

調
査
の

結
果

及
び

一
般

生
態

情
報

か
ら

、
本

種
は

調
査

地
域

内

の
雑
草

草
原

、
人

工
草
地

、
耕

作
地

、
サ
サ

草
原

、
自

然
裸

地
を

渡
り
途

中
の

一
時

的
な

生
息

環
境

と
し

て
い

る
と

推
察

さ
れ

る
。
 

【
直
接

改
変

】
 

本
種
の

生
息

環
境

で
あ

る
草

地
及
び
耕

作
地

の
一

部
は

、
事

業

の
実
施

に
よ

る
直

接
改

変
に

よ
り

消
失

す
る

が
、
同

様
の
環

境
は

調
査
地

域
内

に
残

存
す

る
。

 

ま
た

、
本

種
に

と
っ

て
調
査

地
域

は
渡

り
途

中
に

一
時

的
に

利

用
さ
れ

る
生

息
環

境
で

あ
る

と
考

え
ら

れ
る

。
 

以
上
よ

り
、
事

業
の

実
施
に

よ
る

本
種

の
生

息
へ

の
影

響
は

小

さ
い
と

予
測
さ

れ
る

。
 

－
 

－
 

1.
0
k
m
2
 

（
1
2.
4
％

）
 

6.
8
k
m
2
 

（
8
7
.6
％

）
 

注
1
）
 生

態
的
特
性
の
記
述
の
上
付
き
数
字
は

、
参

考
文

献
の

番
号

を
示

す
。

 
注

2
）
 確

認
状
況
の
上
段
は
確
認
地
点
数
、
下

段
は

主
な

生
息

環
境

の
面

積
（

k
m
2
）

あ
る

い
は

延
長

（
k
m
）

を
示

す
。

 
注

3
）
 確

認
状
況
の
欄
の
「
－
」
は
、
全
て
の
確
認
地
点
あ
る

い
は

生
息

環
境

が
不

明
で

あ
る

こ
と

を
示

す
。

 
注

4
）
 環

境
保
全
措
置
の
検
討
は
、
事
業
の
実
施
に
よ
る
影
響

が
想

定
さ

れ
な

い
又

は
小

さ
い

場
合

以
外

に
行

う
こ

と
と

し
、

行
わ

な
い

場
合

は
「

－
」

と
し

た
。

 



4-2-29 

表
4
-
2
-
1
0
 

動
物

の
重

要
な

種
の

予
測

結
果

の
概

要
（
鳥

類
）
(
6/

11
)
 

種
名
 

生
態
的
特
性
 

確
認
状

況
 

確
認
状

況
の

概
要

 
予

測
結

果
の

概
要

 

環
境
保

全
措

置
の

検
討

 

改
変

 

区
域
内
 

改
変

 

区
域
外

 

工
事
の

 

実
施

 

土
地

又
は

工
作

物
の

存
在

及
び

供
用

 

ク マ タ カ 

【
分
布
・
渡

り
】
 

北
海

道
、

南
千

島
（
国
後

島
）

、
本

州
、

佐
渡
、

隠
岐

、

四
国
、
九
州

、
対
馬
に
分
布
す
る

6
1）
。
 

北
海
道
で
は
留
鳥

61
）
。
 

【
生
息
環
境

】
 

低
山

か
ら

亜
高

山
帯
の
落

葉
樹
と
針

葉
樹

の
混

交
林

、
針

葉
樹
林
、
ス

ギ
や
ヒ
ノ
キ
の
植

林
等
の
森
林

1
6)
。
一
年
中

同

一
地
域
で
暮
ら
す

14
)
。
 

【
食
性
】
 

山
間

の
伐

採
地

、
草
地
、

ま
ば

ら
な
林
間

等
の
空

中
又

は

樹
上
で

獲
物

を
探

す
。
獲
物

は
ウ

サ
ギ

、
キ
ジ
、

ヤ
マ

ド
リ

等
16
)
。
 

【
繁
殖
】
 

繁
殖
期
は

4
～
7
月

1
7)
。
亜
高
山
帯
林
等
の
高
木
の

樹
上
に

巣
を
作
る

1
9)
。
 

9
3
例

 

（
2
.3
％

）
 

39
1
0
例

 

（
9
7.
7
％

）
 

平
成

1
1
年

度
～

平
成

2
4
年

度
調

査
時

に
4
0
0
3
例
の

飛
翔

が
確

認
さ

れ
て

お
り
、
改

変
区

域
内

で
は

9
3
例

の
飛
翔

が
確

認
さ

れ
た

。
 

改
変

区
域

外
で
計

4
つ
が

い

の
営

巣
地

が
確

認
さ
れ

、
こ

れ

ま
で

に
延

べ
1
8
回

の
繁

殖
が

確
認

さ
れ

た
。

 

ハ
ン

テ
ィ

ン
グ

は
主

に
営

巣
地

周
辺

の
で

確
認
さ

れ
た

。
 

詳
細

は
「

生
態

系
」
に

示
す

。
 

調
査

の
結

果
及

び
一

般
生

態
情

報
か

ら
、

本
種

の
営

巣
地

は

現
状
で

確
認

さ
れ

て
い

る
4
つ

が
い
の

4
箇

所
（

合
計

1
1
巣

）

の
ほ

か
、

調
査

地
域

内
の

常
緑

針
葉

樹
林

、
落

葉
広

葉
樹

林
、

針
広

混
交

林
、

湿
性

林
、

カ
ラ

マ
ツ

林
に

も
存

在
す

る
可

能
性

が
あ

り
、

そ
れ

ら
の

周
辺

を
狩

り
場

等
の

生
息

環
境

と
し

て
い

る
と
推

察
さ

れ
る

。
 

【
直
接

改
変

】
 

4
つ

が
い
の

営
巣

地
は

事
業

に
よ

る
改

変
を

受
け

な
い

。
ま

た

コ
ア
エ

リ
ア

に
つ

い
て

は
、
3
つ

が
い

の
コ

ア
エ

リ
ア

は
事

業
に

よ
る
改

変
を

受
け

な
い

。
1
つ

が
い

の
コ
ア

エ
リ

ア
は

事
業

の
実

施
に
よ

り
一

部
が

消
失

す
る

が
、
そ

の
改

変
率

は
約

0.
0
3%

と
わ

ず
か
で

あ
り

、
本

種
の

生
息

は
維

持
さ

れ
る

と
考

え
ら

れ
る

。
 

以
上

よ
り

、
事

業
の

実
施

に
よ

る
本

種
の

生
息

へ
の

影
響

は

小
さ
い

と
予

測
さ

れ
る

。
 

詳
細
は

「
4
-4

生
態

系
」

に
示

す
。

 

－
 

－
 

1
.4

km
2
 

（
2
.1
％

）
 

6
5.

8k
m
2
 

（
9
7.
9
％

）
 

イ ヌ ワ シ 

【
分
布
・
渡

り
】
 

北
海
道
、
南
千
島
、
本
州
、
佐
渡
、
隠
岐
、
四
国
、
九

州
、

対
馬
に
分
布

す
る

61
）
。
 

北
海
道
で
は
留
鳥

61
）
。
 

【
生
息
環
境

】
 

 
山
地
や
海

岸
1
9)
。
森
林
内
に
は
あ
ま
り
入
ら
ず
、
草
原

の

よ
う
な

環
境

で
探

餌
、
捕
食

す
る

。
冬

季
に
サ
ケ

の
産

卵
河

川
に
集
ま
る

こ
と
も
あ
る

16
)
。
 

【
食
性
】
 

獲
物
は

、
ノ

ウ
サ
ギ
等

の
中

型
哺

乳
類
、
キ

ジ
、

キ
ジ

バ

ト
等
の

中
・

大
型
の
鳥

類
、
ア

オ
ダ

イ
シ
ョ
ウ

等
の
爬

虫
類

等
を
急
降
下
で
襲
い
、
足
指
で
握
り
潰
し
て
捕
ま
え

る
1
6)
。

 

【
繁
殖
】
 

繁
殖
期
は

3
～
6
月
、
一
夫
一
妻
で
繁
殖
す
る
。
巣
は

断
崖

の
中
間

部
の

岩
棚
で
、

上
に
オ

ー
バ

ー
ー
ハ
ン

グ
の

あ
る

所

に
つ
く

り
、

南
向
き
を

好
む
。

北
海

道
で
は
大

雪
山

系
や

日

高
山
脈

な
ど
の

山
岳
地

帯
で
、

ご
く

少
数
が
繁

殖
す

る
も

の

と
見
ら
れ
て
い
る
が
、
正
確
な
繁
殖
状
況
は
不
明

1
7)
。

 

0
例
 

（
0
％

）
 

1
例
 

（
1
00
％

）
 

平
成

1
7
年

度
(1
2
月

)
調

査

時
に

1
例

の
移

動
飛

翔
が

確
認

さ
れ

た
。

 

確
認

は
非

繁
殖

期
で

、
飛

翔

が
確

認
さ

れ
た

。
 

平
成

1
7
年

度
に

確
認
さ

れ

た
個

体
は

、
イ

ヌ
ワ

シ
の

幼
鳥

に
特

有
な

両
翼

及
び

尾
翼

下

面
の

白
い

斑
が

確
認

さ
れ

た

こ
と

か
ら

、
幼

鳥
で

あ
る

と
考

え
ら

れ
る

。
 

調
査

の
結

果
及

び
一

般
生

態
情

報
か

ら
、

本
種

は
調

査
地

域

内
の

常
緑

針
葉

樹
林

、
針

広
混

交
林

、
落

葉
広

葉
樹

林
、

カ
ラ

マ
ツ

林
、

自
然

裸
地

、
雑

草
草

原
を

分
散

途
中

の
通

過
経

路
と

し
て
利

用
し

て
い

る
と

推
察

さ
れ

る
。

 

【
直
接

改
変

】
 

経
年

的
な

猛
禽

類
の

確
認

調
査

の
結

果
、

本
種

の
確

認
は

1

例
の

み
で

あ
り

、
調

査
地

域
周

辺
に

定
着

し
て

い
る

つ
が

い
あ

る
い

は
成

鳥
は

確
認

さ
れ

て
い

な
い

。
ま

た
、

本
種

が
確

認
さ

れ
た

1
2
月

は
、
一

般
的

に
は

分
散

期
に

あ
た

る
。
こ

れ
ら

の
こ

と
か

ら
、

確
認

さ
れ

た
幼

鳥
は

、
分

散
途

中
に

調
査

地
域

を
通

過
し

た
個

体
で

あ
り

、
調

査
地

域
は

主
要

な
生

息
環

境
と

は
な

っ
て
い

な
い

と
考
え

ら
れ

る
。

 

な
お

、
一

般
に

本
種

の
生

息
環

境
と

な
る

樹
林

及
び

草
地

の

一
部
は

、
事

業
の

実
施

に
よ

る
直
接

改
変

に
よ

り
消

失
す
る

が
、

同
様
の

環
境

は
調

査
地

域
内

に
残

存
す

る
。

 

以
上

よ
り

、
事

業
の

実
施

に
よ

る
本

種
の

生
息

へ
の

影
響

は

小
さ
い

と
予

測
さ

れ
る

。
 

－
 

－
 

1
.0

km
2
 

（
1
.6
％

）
 

6
4.

5k
m
2
 

（
9
8.
4
％

）
 

注
1
）
 生

態
的
特
性
の
記
述
の
上
付
き
数
字
は

、
参

考
文

献
の

番
号

を
示

す
。

 
注

2
）
 確

認
状
況
の
上
段
は
確
認
地
点
数
、
下

段
は

主
な

生
息

環
境

の
面

積
（

k
m
2
）

あ
る

い
は

延
長

（
k
m
）

を
示

す
。

 
注

3
）
 確

認
状
況
の
欄
の
「
－
」
は
、
全
て
の
確
認
地
点
あ
る

い
は

生
息

環
境

が
不

明
で

あ
る

こ
と

を
示

す
。

 
注

4
）
 環

境
保
全
措
置
の
検
討
は
、
事
業
の
実
施
に
よ
る
影
響

が
想

定
さ

れ
な

い
又

は
小

さ
い

場
合

以
外

に
行

う
こ

と
と

し
、

行
わ

な
い

場
合

は
「

－
」

と
し

た
。
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表
4
-
2
-
1
0
 

動
物

の
重

要
な

種
の

予
測

結
果

の
概

要
（

鳥
類

）
(7
/
1
1
)
 

種
名
 

生
態
的
特
性
 

確
認
状

況
 

確
認
状

況
の

概
要

 
予

測
結

果
の

概
要

 

環
境
保

全
措

置
の

検
討

 

改
変
 

区
域
内

 

改
変

 

区
域
外

 

工
事
の

 

実
施

 

土
地

又
は

工
作

物
の

存
在

及
び

供
用

 

ハ イ イ ロ チ ュ ウ ヒ 

【
分
布
・
渡

り
】
 

北
海
道
、
南
千
島
、
本
州
、
四
国
、
九
州
、
対
馬
、
伊

豆
諸

島
（

八

丈
島
）
、
小
笠
原
諸
島
（
父
島
）
、
奄
美
大
島
、
琉
球

諸
島
（

沖
縄

島
、

伊
平
屋
島
、

石
垣
島
、
西
表
島
、
与
那
国
島
）
に
分

布
す
る

61
）
。

 

北
海
道
で
は
冬
鳥

61
）
。
 

【
生
息
環
境

】
 

草
地
、
ア
シ
原
、
農
耕
地
、
牧
草
地
な
ど
を
生
活

圏
と

し
、
背

丈
の

高
い
草
や
ア

シ
の
中
、
時
に
は
林
の
中
に
身
を

隠
し

て
休
息

し
て

い
る

こ
と
が
多
い

1
7)
。
 

【
食
性
】
 

ヨ
シ
原
や
草
地
の
上
空
を
滑
翔
し
、
ネ
ズ
ミ
や
モ

グ
ラ

、
小

鳥
を

捕

食
す
る

4
)
。
 

【
繁
殖
】
 

北
海
道
で
は
繁
殖
し
て
い
な

い
。
 

湿
地
や
低
木
林
の
地
上
に
営
巣
す
る
。
 

産
卵
期
は

4
月
下
旬
か
ら

5
月
下
旬
。
一
夫
一
妻

で
繁

殖
す

る
12
) 。
 

0
例
 

（
0
.
0
％

）
 

6
例

 

（
1
0
0
.
0
％

）
 

平
成

1
4
年

度
（
4
月

）
及

び
平
成

1
6
年

度
（

1
月

）
調

査
時
に

6
例

の
飛

翔
が
確

認

さ
れ
た
（

平
成

1
6
年

度
は

調

査
地
域

内
の

確
認
は
な

）
。

 

確
認

は
非

繁
殖

期
で

、
改

変
区

域
外

の
耕

作
地

等
で

ハ

ン
テ

ィ
ン

グ
が

確
認

さ
れ

た
。

 

営
巣

は
確

認
さ

れ
な

か
っ

た
。

 

調
査

の
結

果
及

び
一

般
生

態
情

報
か

ら
、

本
種

は

調
査

地
域

内
の

雑
草

草
原

、
人

工
草

地
、

耕
作

地
、

サ
サ

草
原

、
自

然
裸

地
を

渡
り

期
及

び
越

冬
期

の
生

息
環

境
と

し
て

い
る
と

推
察

さ
れ

る
。

 

【
直
接

改
変

】
 

本
種

の
生

息
環

境
で

あ
る

耕
作

地
及

び
草

地
の

一

部
は

、
事

業
の

実
施

に
よ

る
直

接
改

変
に

よ
り

消
失

す
る

が
、
同

様
の
環

境
は

調
査

地
域

内
に

残
存

す
る

。
 

以
上

よ
り

、
事

業
の

実
施

に
よ

る
本

種
の

生
息

へ

の
影
響

は
小

さ
い

と
予

測
さ

れ
る

。
 

－
 

－
 

1
.
0
k
m2
 

（
1
2
.
4％

）
 

6
.
8
k
m2
 

（
8
7
.
6％

）
 

チ ュ ウ ヒ 

【
分
布
・
渡

り
】
 

北
海
道
、
南
千
島
（
国
後
島
）
、
本
州
、
佐
渡
、
四

国
、
九

州
、
伊

豆
諸
島
（
式
根
島
）
、
小
笠
原
諸
島
（
父
島
）
、
硫

黄
列
島
（

北
硫

黄

島
）
、
奄
美

大
島
、
琉
球
諸
島
（
沖
縄
島
、
渡
嘉
敷
島

、
宮

古
島

、
石

垣
島
、
西
表
島
、
与
那
国
島
）
、
大
東
諸
島
（
南
大
東

島
）
に

分
布

す

る
61
）
。
 

北
海
道
で
は
夏
鳥

61
）
。
 

【
生
息
環
境

】
 

平
地
の
広

い
ヨ
シ
原
や
草
原
に
生
息
し
、
ヨ
シ

の
上

を
低
く

飛
ん

で

い
る
姿
が
よ

く
見
ら
れ
る
。
渡
り
の
時
期
に
は

河
原

や
比
較

的
狭

い
湿

地
に
も
現
れ

る
1
7)
。
 

【
食
性
】
 

低
空
を
滑

翔
し
、
ネ
ズ
ミ
や
モ
グ
ラ
、
小
鳥
等
を
捕

食
す
る

4)
。

 

【
繁
殖
】
 

湿
原
や
サ
サ
原
の
地
上
に
営
巣
す
る
。
繁
殖
期
は

4
～
7
月

、
一

夫

一
妻
で
繁
殖
す
る
。
巣
づ
く
り
は
メ
ス
だ
け
が
行
い

、
地

上
に
枯

れ
た

ヨ
シ
や
ス
ス
キ
等
の
茎
を
粗
雑
に
積
み
重
ね
て
基
礎

部
分
を

つ
く

り
、

そ
の

上
部

に
軟

ら
か

な
イ

ネ
科

の
枯
れ

葉
を
皿

型
に

浅
く

敷
き

つ
め

て
産
座
に
す
る

1
2)
。
 

2
例
 

（
3
3
.
3％

）
 

4
例

 

（
6
6
.
7％

）
 

平
成

12
年

度
調

査
（
4
月
，

8
月
）
、
平

成
1
3
年

度
(8

月
)

及
び
平

成
1
6
年

度
（
1
月

）

調
査
時

に
6
例
の

飛
翔
が

確

認
さ

れ
て

お
り
、

改
変

区
域

内
で
は

2
例

の
飛

翔
が

確
認

さ
れ
た

。
 

確
認

は
繁

殖
期

及
び

非
繁

殖
期
で

あ
っ

た
。

 

営
巣

は
確

認
さ

れ
て

お
ら

ず
、

確
認

状
況

及
び

広
い

ヨ

シ
原

が
調

査
地

域
に

ほ
と

ん

ど
分

布
し

て
い

な
い

こ
と

か

ら
、

調
査

地
域
で

は
繁

殖
し

て
い
な

い
と

考
え

ら
れ

る
。

 

調
査

の
結

果
及

び
一

般
生

態
情

報
か

ら
、

本
種

は

調
査

地
域

内
の

雑
草

草
原

、
人

工
草

地
、

耕
作

地
、

サ
サ

草
原

、
自

然
裸

地
を

採
餌

環
境
と

し
て

い
る

と

推
察

さ
れ

る
。

 

【
直
接

改
変

】
 

本
種

の
生

息
環

境
で

あ
る

耕
作

地
及

び
草

地
の

一

部
は

、
事

業
の

実
施

に
よ

る
直

接
改

変
に

よ
り

消
失

す
る

が
、
同

様
の
環

境
は

調
査

地
域

内
に

残
存

す
る

。
 

本
種

の
移

動
性

が
大

き
い

こ
と

を
ふ

ま
え

る
と

、

本
種

は
改

変
区

域
外

に
分

布
す

る
耕

作
地

及
び

草
地

も
採

餌
環

境
と

し
て

利
用

す
る

と
考

え
ら

れ
る

こ
と

か
ら

、
生

息
は

維
持
さ

れ
る

と
考

え
ら

れ
る

。
 

以
上

よ
り

、
事

業
の

実
施

に
よ

る
本

種
の

生
息

へ

の
影
響

は
小

さ
い

と
予

測
さ

れ
る

。
 

－
 

－
 

1
.
0
k
m2
 

（
1
2
.
4％

）
 

6
.
8
k
m2
 

（
8
7
.
6％

）
 

注
1
）
 生

態
的
特
性
の
記
述
の
上
付
き
数
字
は

、
参

考
文

献
の

番
号

を
示

す
。

 
注

2
）
 確

認
状
況
の
上
段
は
確
認
地
点
数
、
下

段
は

主
な

生
息

環
境

の
面

積
（

k
m
2
）

あ
る

い
は

延
長

（
k
m
）

を
示

す
。

 
注

3
）
 確

認
状
況
の
欄
の
「
－
」
は
、
全
て
の
確
認
地
点
あ
る

い
は

生
息

環
境

が
不

明
で

あ
る

こ
と

を
示

す
。

 
注

4
）
 環

境
保
全
措
置
の
検
討
は
、
事
業
の
実
施
に
よ
る
影
響

が
想

定
さ

れ
な

い
又

は
小

さ
い

場
合

以
外

に
行

う
こ

と
と

し
、

行
わ

な
い

場
合

は
「

－
」

と
し

た
。
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表
4
-
2
-
1
0
 

動
物

の
重

要
な

種
の

予
測

結
果

の
概

要
（
鳥

類
）
(
8/

11
)
 

種
名
 

生
態
的
特
性
 

確
認
状

況
 

確
認
状

況
の

概
要

 
予

測
結

果
の

概
要

 

環
境
保

全
措

置
の

検
討

 

改
変

 

区
域
内

 

改
変

 

区
域
外

 

工
事
の

 

実
施

 

土
地

又
は

工
作

物
の

存
在

及
び

供
用

 

ハ ヤ ブ サ 

【
分
布
・
渡
り

】
 

北
海
道
、
南
千
島
、
本
州
、
粟
島
、
佐
渡
、
隠
岐
、

四
国
、
九
州
、

対
馬
、
伊
豆
諸
島
（
大
島
、
利
島
、

三
宅
島
、
八
丈

島
、
鳥

島
）
、
小
笠
原
諸
島
、
硫
黄

列
島
（
北
硫
黄

島
）
、
奄
美
大
島
、
琉
球
諸
島
（
沖

縄
島
、
宮
古
島

、
石
垣
島
、
西
表
島
、
与
那
国
島
）
、

大
東
諸
島
（
南
大
東
島
）
に
分
布
す
る

61
）
。
 

北
海
道
で
は
留
鳥

6
1）
。
 

【
生
息
環
境
】

 

海
岸
や
海
岸
に
近
い
山
の
断
崖
や
急
斜
面
、
広
い

川
原
、
原
野
、
広
い
農
耕
地
等
を
生
活
域
と
す
る

14
)
。
 

【
食
性
】
 

小
型
、
中
型

の
鳥
類
を
急
降
下
し
て
捕
食

1
2)
。
稀

に
ウ
サ
ギ
や
ネ
ズ
ミ
を
地
上
で
捕
ら
え
る

14
)
。
 

【
繁
殖
】
 

3
月

下
旬
～
4
月
に
、
海
岸
や
海
岸
に
近
い
山
地

の
断
崖
の
岩
棚
に
直
接

3
～
4
卵
を
産
む
。
抱
卵
日

数
は

3
0
日
く
ら
い
、
巣
立
ち
ま

で
の
日
数
は

4
0
日

く
ら
い
で
あ
る

14
) 。

 

5
3
3
例

 

(3
9
.
0
％
)
 

8
32

例
 

(6
1
.
0
％
)
 

平
成

1
1
年

度
～

平
成

24
年

度
調

査
時
に

13
6
5

例
の

飛
翔

が
確

認
さ

れ
て

お
り

、
改

変
区

域
内

で
は

5
3
3

例
の

飛
翔

が
確

認
さ

れ
た
。

 

改
変
区
域

付
近

で
1

つ
が

い
の

営
巣
地

が
確
認

さ
れ

て
お

り
、

平
成

2
2
年

度
を

除

く
平
成

12
年

度
以

降
、

毎
年

繁
殖

が
確

認

さ
れ

、
数
羽

の
幼

鳥
の
巣

立
ち

が
確

認
さ

れ

た
。

 

非
繁

殖
期

に
は

改
変

区
域

内
外

で
多

く

の
飛
翔

が
確

認
さ

れ
た

。
 

ハ
ン

テ
ィ

ン
グ

行
動

は
営

巣
地

周
辺

か

ら
ダ
ム

下
流

域
に

か
け

て
の

崖
地

、
耕
作

地

及
び
落

葉
広

葉
樹

林
等

で
確

認
さ

れ
た

。
 

調
査

の
結

果
及

び
一

般
生

態
情

報
か

ら
、
本

種
は

崖
地

を
繁

殖
環

境
と

し
、

営
巣

地
周

辺
の

雑
草

草
原

、
人

工
草

地
、

耕
作

地
、

自
然

裸
地

を
狩

り
場

等
の

生
息

環
境

と
し

て
い

る
と

推
察

さ
れ

る
。

 

【
直

接
改

変
】

 

本
種

の
営

巣
地

は
、

改
変

区
域

付
近

に
位
置

し
て

い
る

が
、

事
業

の
実

施
に

よ
る
直

接
改

変
は

受
け

な
い

。
 

営
巣

地
周

辺
の

高
頻

度
利

用
域

の
草

地
等

の
一

部
は

、
事

業

の
実

施
に

よ
り

消
失

す
る

。
し

か
し

、
本

種
は

開
け

た
空

間
を

狩
り

場
と

し
て

利
用

で
き

る
こ

と
か

ら
、

事
業

の
実

施
に

よ
り

新
た

な
狩

り
場

環
境
が

創
出

さ
れ

る
と

考
え

ら
れ

る
。

 

【
直

接
改

変
以

外
】

 

平
取

ダ
ム

に
お

い
て

過
年

度
の

非
繁

殖
期

（
冬

季
）

に
行

わ

れ
た

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

調
査

の
結

果
、

改
変

区
域

付
近

の
営

巣
つ

が
い

は
人

の
動

き
を
気

に
す

る
傾

向
が

見
ら

れ
た

。
 

以
上

よ
り

、
営

巣
地

付
近

で
繁

殖
期

に
工
事

等
に

よ
る

人
の

立
ち

入
り

が
実

施
さ

れ
た

場
合

に
は

、
本

種
の

繁
殖

に
影

響
を

及
ぼ

す
可

能
性

が
予
測

さ
れ

る
。

 

○
 

－
 

0.
9
k
m
2
 

(1
3
.
2
％
)
 

6
.
2
k
m2
 

(8
6
.
8
％
)
 

エ ゾ ラ イ チ ョ ウ 

【
分
布
・
渡
り

】
 

北
海
道
で
留

鳥
61
）
。
 

【
生
息
環
境
】

 

低
地

や
低

山
帯

の
針

広
混

交
林

や
針

葉
樹

林
に

す
み
、
湿
気
の

多
い
河
辺
や
谷
間
の
落
葉
広
葉
樹
林

も
好
む

17
)
。
 

【
食
性
】
 

主
と
し
て
植
物
食
で
、
広
葉
樹
の
芽
・
若
枝
・
葉
・

果
実
・
種

子
等
を
食
べ
る
。
ま
た
ア
リ
類
や
そ
の
幼

虫
、
甲
虫
、
鱗
翅
類
の
幼
虫
等
も
食
べ
る

17
)
。
 

【
繁
殖
】
 

巣
は
、
森
林
の
立
ち
木
や
切
り
株
の
根
元
等
の
枝

で
覆
わ
れ
た
下
に
つ
く
る

1
7)
。
 

1
地

点
 

(1
2
.
5
％
)
 

7
地

点
 

(8
7
.
5
％
)
 

昭
和

5
3
年

度
及

び
平
成

14
年

度
～

平
成

17
年

度
調

査
時

に
8
地

点
で

1
0
個

体
が

確

認
さ
れ

た
（

昭
和

5
3
年

度
調

査
は

確
認

地

点
不
明

）
。

 

確
認
地

点
の

う
ち

、
1
地

点
が

改
変

区
域

内
、
7
地
点

が
改

変
区
域

外
の

樹
林

で
あ

っ

た
。

 

調
査

の
結

果
及

び
一

般
生

態
情

報
か

ら
、
本

種
は

調
査

地
域

内
の
針
広
混
交
林
、
落
葉
広
葉
樹
林
、
湿
性
林
、
河
畔
林
、
常
緑

針
葉

樹
林

、
カ

ラ
マ

ツ
林
を

生
息

環
境

と
し

て
い

る
と

推
察

さ

れ
る

。
 

【
直

接
改

変
】

 

本
種

が
確

認
さ

れ
た

8
地

点
の

う
ち

、
1
地

点
が

事
業

の
実

施

に
よ

る
直

接
改

変
に

よ
り

消
失

す
る

。
ま

た
、

本
種

の
生

息
環

境
で

あ
る

樹
林

の
一

部
は

、
直

接
改

変
に

よ
り

消
失

す
る

が
、

同
様

の
環

境
は

調
査
地

域
内

に
残

存
す

る
。

 

以
上

よ
り

、
事

業
の

実
施

に
よ

る
本

種
の
生

息
へ

の
影

響
は

小
さ

い
と

予
測
さ

れ
る

。
 

－
 

－
 

1.
8
k
m
2
 

(1
6
.
9
％
)
 

8
.
8
k
m2
 

(8
3
.
1
％
)
 

注
1
）
 生

態
的
特
性
の
記
述
の
上
付
き
数
字
は

、
参

考
文

献
の

番
号

を
示

す
。

 
注

2
）
 確

認
状
況
の
上
段
は
確
認
地
点
数
、
下

段
は

主
な

生
息

環
境

の
面

積
（

k
m
2
）

あ
る

い
は

延
長

（
k
m
）

を
示

す
。

 
注

3
）
 確

認
状
況
の
欄
の
「
－
」
は
、
全
て
の
確
認
地
点
あ
る

い
は

生
息

環
境

が
不

明
で

あ
る

こ
と

を
示

す
。

 
注

4
）
 環

境
保
全
措
置
の
検
討
は
、
事
業
の
実
施
に
よ
る
影
響

が
想

定
さ

れ
な

い
又

は
小

さ
い

場
合

以
外

に
行

う
こ

と
と

し
、

行
わ

な
い

場
合

は
「

－
」

と
し

た
。
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表
4
-
2
-
1
0
 

動
物

の
重

要
な

種
の

予
測

結
果

の
概

要
（
鳥

類
）
(
9/

11
)
 

種
名
 

生
態
的
特
性
 

確
認
状

況
 

確
認
状

況
の

概
要

 
予

測
結

果
の

概
要

 

環
境

保
全

措
置
の

検
討

 

改
変

 

区
域

内
 

改
変

 

区
域
外

 

工
事
の

 

実
施

 

土
地
又

は

工
作
物

の

存
在
及

び

供
用

 

オ オ ジ シ ギ 

【
分
布
・

渡
り
】
 

北
海
道
、
南

千
島
（
択
捉
島
、
国
後
島
、
色
丹
島
）
、

本
州
北
部
、
本
州
中
・
南
西
部
（
埼
玉
、
長
野
、
広
島
）
、

佐
渡
、
隠
岐
、
四

国
（
愛
媛
）
、
九
州
（
熊
本
、
大

分
）
、

屋
久
島
、
伊
豆

諸
島
（
八
丈
島
）
、
ト
カ
ラ
列

島
、
琉

球
諸
島
（
沖
縄

島
、
伊
江
島
、
石
垣
島

、
西
表
島

、
与

那
国
島
）
、
大
東
諸
島
（
南
大
東
島
）
に
分
布
す
る

61
）
。
 

北
海
道

で
は
夏
鳥

6
1
）
。
 

【
生
息
環
境
】

 

繁
殖
期

に
は
、
北
海
道
で
は
草
原
、
牧
場
、
湿
原
等

で
見
ら

れ
る

1
4)
。
 

【
食
性
】
 

昆
虫
の

幼
虫
や
ミ
ミ
ズ
等
、
50

～
6
0
％
は
動
物
質
を

食
べ
る
。
植
物

質
と
し
て
は
草

の
種
子
、
草
の
葉
・
根

等
を
食
べ
る

1
7)
。
 

【
繁
殖
】
 

繁
殖
期

は
4
～
7
月
。
湿
原
や
低
木
の
ま
じ
っ
た
草

原
、
牧
場
、
農
耕
地
等
で
繁
殖
す
る
。
複
数
の
オ
ス
が

集
ま
り
、
レ
ッ

ク
と
呼
ば
れ
る
繁
殖
な
わ
ば
り
を
形
成

す
る

1
7)
。
 

1
地

点
 

（
8
.
3
％

）
 

11
地

点
 

（
9
1
.
7
％

）
 

昭
和

5
3
年

度
及
び

平
成

1
4
年

度
～
平

成
17

年
度

調
査
時

に
1
2

地
点

で
1
6

個
体

が
確

認
さ

れ
た

（
昭

和
5
3

年
度

調
査

は
確

認
地

点
不
明

）
。

 

確
認
地

点
の

う
ち

1
地

点
が

改

変
区
域

内
、
11

地
点
が

改
変

区
域

外
の

河
川

敷
の

草
原

等
で

あ
っ

た
。

 

確
認

地
点

で
は

、
早

朝
時

に
、

雄
の

デ
ィ

ス
プ

レ
イ

フ
ラ

イ
ト

が

確
認
さ

れ
た

（
5
,
6
月

）
。

 

調
査

の
結

果
及

び
一

般
生

態
情

報
か

ら
、

耕
作

地
、

雑
草

草
原

を
生

息
環

境
と
し

て
い

る
と

推
察

さ
れ

る
。

 

【
直

接
改

変
】

 

本
種

が
確

認
さ

れ
た

1
2
地

点
の

う
ち

、
1
地

点
が

事
業

の

実
施

に
よ

る
直

接
改

変
に

よ
り
消

失
す

る
。

ま
た

、
本

種
の

生
息

及
び

繁
殖

環
境

と
な

る
耕

作
地

及
び

草
地

の
一

部
が

消

失
す

る
が

、
同

様
の
環

境
は

調
査

地
域

内
に

残
存

す
る

。
 

以
上

よ
り

、
事

業
の

実
施

に
よ

る
本

種
の

生
息

へ
の

影
響

は
小

さ
い

と
予

測
さ
れ

る
。

 

－
 

－
 

0
.8

km
2
 

（
2
2
.3

％
）

 

2
.9

k
m2
 

（
7
7
.
7
％

）
 

注
1
）
 生

態
的
特
性
の
記
述
の
上
付
き
数
字
は

、
参

考
文

献
の

番
号

を
示

す
。

 
注

2
）
 確

認
状
況
の
上
段
は
確
認
地
点
数
、
下

段
は

主
な

生
息

環
境

の
面

積
（

k
m
2
）

あ
る

い
は

延
長

（
k
m
）

を
示

す
。

 
注

3
）
 確

認
状
況
の
欄
の
「
－
」
は
、
全
て
の
確
認
地
点
あ
る

い
は

生
息

環
境

が
不

明
で

あ
る

こ
と

を
示

す
。

 
注

4
）
 環

境
保
全
措
置
の
検
討
は
、
事
業
の
実
施
に
よ
る
影
響

が
想

定
さ

れ
な

い
又

は
小

さ
い

場
合

以
外

に
行

う
こ

と
と

し
、

行
わ

な
い

場
合

は
「

－
」

と
し

た
。
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表
4-

2-
10

 
動
物

の
重

要
な

種
の

予
測

結
果
の
概

要
（

鳥
類

）
(1
0
/
1
1)

 

種
名
 

生
態
的
特
性
 

確
認
状

況
 

確
認
状

況
の

概
要

 
予

測
結

果
の

概
要

 

環
境
保

全
措

置
の

検
討

 

改
変

 

区
域

内
 

改
変

 

区
域
外

 

工
事
の

 

実
施

 

土
地

又
は

工
作

物
の

存
在

及
び

供
用

 

ヨ タ カ 

【
分
布
・
渡
り

】
 

北
海
道

、
南
千
島
、
本
州
、
佐
渡
、
隠
岐
、
四
国
、
九

州
、
対

馬
、

屋
久
島
、
伊
豆

諸
島
（
大
島
、
三
宅
島
、
八
丈
島
）
、
小

笠
原

諸
島

（
聟
島
、
父
島
、
母
島
）
、
硫

黄
列
島
（
北
硫
黄
島
）
、
奄
美

諸
島

、

琉
球
諸
島
（
沖
縄
島
、
宮
古
島
、
石
垣
島
、
西

表
島
、
与
那

国
島
）
、

大
東
諸
島

（
北

大
東
島
、
南
大
東
島
）
に
分
布
す
る

6
1）
。

 

北
海
道
で
は
夏
鳥

6
1）
。
 

【
生
息
環
境
】

 

北
海
道

で
は

平
地
か
ら
山
麓
部
に
多
い
。
草
原
や
潅
木

が
散

在
す

る
落
葉
広
葉

樹
や
マ
ツ
等
の
針
葉
樹
の
林
で

、
地
面
が

乾
い

た
明

る

い
林
を
好
む

1
7)
。
 

【
食
性
】
 

夜
間
に

、
甲
虫
、
ト
ビ
ケ
ラ
、
ガ
等
の
昆
虫
類
を
、
大

き
な

口
を

開
け
て
、

空
中
を
飛
び
な
が
ら
捕
獲
す
る

1
7)
。

 

【
繁
殖
】
 

産
卵
期

は
5
～
8
月
だ
が
、
6
月
ご
ろ
が
最
盛
期
。
主

に
林

縁
部

の
地
上
に

、
胴

体
が
入
る
程
度
の
浅
い
く
ぼ
み
を
つ
く

り
、
そ

こ
に

直
接
産
卵

し
、
巣
材
は
使
用
し
な
い

1
7)
。
 

3
地

点
 

（
7
5
.0

％
）

 

1
地

点
 

（
2
5.
0
％

）
 

昭
和

53
年

度
、

平
成

15
年

度
(
5

月
,
6
月

)
、
平
成

1
6
年

度
(
5
月

,6
月
)

及
び
平

成
1
7
年

度
調

査
時

に
4
地

点

で
5
個

体
が

確
認
さ

れ
た

（
昭

和
53

年
度
調

査
は

確
認

地
点
不

明
）

。
 

確
認

地
点

の
う
ち

3
地
点

が
改

変
区

域
内
、

1
地

点
が

改
変

区
域

外
の

樹
林

で
あ
っ

た
。

 

夜
間

調
査

時
の

鳴
声

及
び

自
動

撮

影
等
に

よ
り

確
認
さ
れ

た
。

 

 

調
査
の

結
果

及
び

一
般

生
態

情
報

か
ら

、
本

種
は
調

査
地

域
内

の
針
広
混

交
林
、
落
葉
広
葉

樹
林
、
湿
性
林
、
河
畔
林
、
常
緑
針
葉
樹
林
、

カ
ラ

マ
ツ

林
を

生
息

環
境

と
し

て
い

る
と

推

察
さ
れ

る
。

 

【
直
接

改
変

】
 

本
種
が

確
認

さ
れ

た
4
地

点
の

う
ち
、
3
地

点
は

事
業

の
実

施
に

よ
る

直
接

改
変

に
よ

り

消
失
す

る
。

 

し
か
し

、
本

種
は

春
～
夏

に
北

海
道

へ
飛

来

す
る
渡

り
鳥

で
あ

り
、
固

定
的

な
営

巣
木

を
持

た
な
い

。
ま

た
、
本

種
の

生
息

環
境

で
あ

る
樹

林
の

一
部

は
、

直
接

改
変

に
よ

り
消

失
す

る

が
、

同
様

の
環

境
は

調
査

地
域

内
に

残
存

す

る
。

 

以
上
よ

り
、
事

業
の

実
施

に
よ

る
本

種
の

生

息
へ
の

影
響

は
小

さ
い

と
予

測
さ

れ
る

。
 

－
 

－
 

1
.8

km
2
 

(1
6
.
9
％

)
 

8.
8
k
m
2
 

(
8
3
.
1
％

）
 

ア カ シ ョ ウ ビ ン 

【
分
布
・

渡
り
】
 

北
海
道

、
本

州
、
佐
渡
、
隠
岐
、
四
国
、
九
州
、
対
馬
、
種

子
島
、

屋
久
島
、
伊
豆

諸
島
（
三
宅
島
、
青
ヶ
島
）
、
琉
球
諸
島
（

沖
縄

島
、

宮
古
島
、

石
垣
島
）
に
分
布
す
る

61
）
。
 

北
海
道
で
は
夏
鳥

6
1）
。
 

【
生
息
環
境
】

 

平
地
か

ら
低

山
の

水
辺

に
隣

接
す
る

よ
く

繁
っ
た

落
葉
広

葉
樹

林
内
。
小
川
や
湿
地
帯
の
あ
る
湖
岸
の
森
な
ど
、
大
き
な
河

川
が

な

く
て
も
生
息
す

る
1
5)
。
 

【
食
性
】
 

小
型
の
淡
水
魚
、
セ
ミ
や
甲
虫
な
ど
の
昆
虫
類
、
カ
エ

ル
、
ト

カ

ゲ
、
ヘ
ビ
、
カ

タ
ツ
ム
リ
、
時
に
ネ
ズ
ミ
な
ど
の
森
林

内
の

多
様

な

小
動
物
を
捕
食

15
)
。
 

【
繁
殖
】
 

朽
木
に

穴
を
掘
っ
た
り
、
樹
洞
を
利
用
し
て
営
巣
す
る
。
産

卵
期

は
6
～
7
月
、
卵
数
は

5
個
位
で
あ
る

1
4)
。
 

―
 

―
 

昭
和

5
3
年

度
調

査
時
に

確
認

さ
れ

た
が
、

確
認

地
点

は
不

明
で

あ
る

。
 

な
お

、
調

査
は

昭
和

5
3
年

度
、

昭

和
5
4
年

度
及

び
平

成
1
1
年

度
～

平
成

1
7
年

度
に

行
わ
れ

た
。
 

一
般

生
態

情
報

か
ら

調
査

地
域

内
の

水
辺

に
隣
接

す
る

落
葉

広
葉

樹
林

、
湿
性

林
、
河

畔

林
に

本
種

の
生

息
環

境
が

存
在

す
る

可
能

性

が
推
察

さ
れ

る
。

 

【
直
接

改
変

】
 

本
種
の

生
息

環
境

で
あ

る
樹

林
の

一
部

は
、

直
接
改

変
に

よ
り

消
失

す
る

が
、
同

様
の

環
境

は
調
査

地
域

内
に

残
存

す
る

。
 

以
上
よ

り
、
事

業
の

実
施

に
よ

る
本

種
の

生

息
へ
の

影
響

は
小

さ
い

と
予

測
さ

れ
る

。
 

－
 

－
 

1
.7

km
2
 

(2
1
.
4
％

)
 

6.
1
k
m
2
 

(
7
8
.
6
％

)
 

注
1
）
 生

態
的
特
性
の
記
述
の
上
付
き
数
字
は

、
参

考
文

献
の

番
号

を
示

す
。

 
注

2
）
 確

認
状
況
の
上
段
は
確
認
地
点
数
、
下

段
は

主
な

生
息

環
境

の
面

積
（

k
m
2
）

あ
る

い
は

延
長

（
k
m
）

を
示

す
。

 
注

3
）
 確

認
状
況
の
欄
の
「
－
」
は
、
全
て
の
確
認
地
点
あ
る

い
は

生
息

環
境

が
不

明
で

あ
る

こ
と

を
示

す
。

 
注

4
）
 環

境
保
全
措
置
の
検
討
は
、
事
業
の
実
施
に
よ
る
影
響

が
想

定
さ

れ
な

い
又

は
小

さ
い

場
合

以
外

に
行

う
こ

と
と

し
、

行
わ

な
い

場
合

は
「

－
」

と
し

た
。

 



4-2-34 

表
4-

2-
10

 
動
物

の
重

要
な

種
の

予
測

結
果
の
概

要
（

鳥
類

）
(1
1
/
1
1)

 

種
名
 

生
態
的
特
性
 

確
認
状

況
 

確
認

状
況

の
概

要
 

予
測
結

果
の

概
要

 

環
境
保

全
措

置
の

検
討

 

改
変

 

区
域

内
 

改
変

 

区
域
外

 

工
事
の

 

実
施

 

土
地
又

は

工
作
物

の

存
在
及

び

供
用

 

ク マ ゲ ラ 

【
分
布
・

渡
り
】
 

北
海

道
、
利
尻

島
、

南
千
島
（
国

後
島

）
、

本
州

北
部
（
青
森

、
秋
田
、

岩
手
、

栃
木

）
に

分
布
す

る
6
1）
。
 

北
海
道

で
は
留
鳥

6
1
）
。
 

【
生
息
環
境

】
 

北
海

道
で
は

ト
ド
マ

ツ
や

ミ
ズ
ナ

ラ
等

の
混

交
林
に
生

息
す
る

2
0
)
。
 

【
食
性
】

 

樹
中
の

昆
虫
の
幼
虫
、
ア
リ
等

5)
。
 

【
繁
殖
】

 

繁
殖
期

3～
7
月
で
、
営
巣
木
に
は
針
葉
樹
・

広
葉
樹
と

も
利

用
さ
れ
、
ト

ド
マ
ツ
が
多
い

5
)
。
 

1
地

点
 

（
4
.
5
％

）
 

21
地

点
 

（
9
5
.
5
％

）
 

昭
和

53
年

度
、

平
成

1
1
年

度
、

平

成
1
4
年

度
、

平
成

1
5
年

度
及

び
平

成

1
6
年

度
調

査
時
に

2
3
地
点

で
3
個

体
及

び
採
餌

木
が

確
認

さ
れ

た
（

昭
和

5
3
年

度
は
確

認
地

点
不

明
）

。
 

確
認
地

点
の

う
ち

1
地
点

が
改

変
区

域
内
、

2
1
地

点
が

改
変
区

域
外
で

あ
っ

た
。

 

調
査
地
域

外
の

に
営
巣
の

可
能

性
の

あ
る
樹
洞

が
確
認

さ
れ

て
い

る
が
、
営

巣
は
確

認
さ

れ
な

か
っ

た
。

 

調
査

の
結

果
及

び
一

般
生

態
情

報
か

ら
、

本
種

は
調

査
地

域
内
の
針
広
混
交
林
、
落
葉
広
葉
樹
林
、
湿
性
林
、
河
畔
林
、

常
緑
針
葉
樹
林
、
カ

ラ
マ
ツ

林
を
生

息
環

境
と

し
て

い
る
と

推

察
さ

れ
る

。
ま

た
、

調
査

地
域

外
で

営
巣

の
可

能
性

が
あ

る

穿
孔

の
あ

る
樹

木
が

確
認

さ
れ

て
お

り
、

繁
殖

の
可

能
性

が

あ
る

と
考

え
ら

れ
る
。

 

【
直

接
改

変
】

 

本
種

及
び

採
餌

痕
が
確

認
さ

れ
た

2
2
地
点

の
う

ち
、

1
地

点
は

事
業

の
実

施
に

よ
る

直
接

改
変

に
よ

り
消

失
す

る
が

、

同
様

の
環

境
は

調
査
地

域
内

に
残

存
す

る
。

 

ま
た

、
改

変
区

域
内

で
は

営
巣

の
可

能
性

の
あ

る
樹

木
が

確
認

さ
れ

て
お

ら
ず

、
本

種
の

主
要

な
生

息
環

境
は

改
変

区

域
外

に
あ

る
と

考
え

ら
れ

る
こ

と
か

ら
、

本
種

の
生

息
は

維

持
さ

れ
る

と
考
え

ら
れ

る
。

 

以
上

よ
り

、
事

業
の

実
施

に
よ

る
本

種
の

生
息

へ
の

影
響

は
小

さ
い

と
予

測
さ
れ

る
。

 

－
 

－
 

1
.8

km
2
 

（
1
6
.9

％
）

 

8
.8

k
m2
 

（
8
3
.
1
％

）
 

オ オ ア カ ゲ ラ 

【
分
布
・

渡
り
】
 

北
海

道
、
利
尻

島
、

南
千
島
（
択

捉
島

、
国

後
島
、
色

丹
島
）
に
分
布
す
る

61
）
。
 

北
海
道

で
は
留
鳥

6
1
）
。
 

【
生
息
環
境

】
 

低
山

帯
、
亜

高
山
帯

の
樹

林
に
す

む
。

大
き

い
樹

木
の
多
い

常
緑

広
葉

樹
林
、
落

葉
広

葉
樹

林
、
針

広
混
交

林
で
見
ら
れ
る

17
) 。

 

【
食
性
】
 

お
も

に
樹
上
で

採
食

し
、

昆
虫
類

や
ク

モ
類

等
の

節
足
動
物
を

食
べ
る
。

植
物
種

子
を

食
べ

る
こ

と
も
あ
る
。

枯
れ
木
や

枝
を
砕

い
て

、
な

か
に

い
る
カ
ミ
キ

リ
ム
シ
の

幼
虫
等

を
食

べ
る

2
0)
。
 

【
繁
殖
】

 

巣
は
枯

死
木

に
掘
る
樹
洞
で
あ
る
。
地
上

1
0
m

ぐ
ら
い
の

と
こ

ろ
に
、
直
径

6
.5

～
6.
8
c
m
ぐ
ら

い
、
深
さ

4
0
c
m
ぐ
ら
い
の
巣
穴
を
掘
る

1
7)
。
 

1
地

点
 

（
5
0％

）
 

1
地

点
 

（
5
0
％

）
 

平
成

1
5
年

度
調
査

時
(
1
月
)
及

び
平

成
1
8
年

度
調

査
時

(2
月
)
に

2
地

点
で

2
個

体
が
確

認
さ

れ
た

。
 

確
認
地

点
の

う
ち

1
地
点

は
改

変
区

域
内
、
1

地
点
は

改
変

区
域

外
で

あ
っ

た
。

 

な
お
、
調

査
は

昭
和

5
3
年
度

、
昭

和

5
4
年

度
及

び
平

成
1
1
年

度
～

平
成

1
8

年
度
に

行
わ

れ
た

。
 

調
査

の
結

果
及

び
一

般
生

態
情

報
か

ら
、

本
種

は
調

査
地

域
内

の
落

葉
広

葉
樹
林

、
針

広
混

交
林
、
湿

性
林
、
河
畔
林
、

常
緑
針
葉
樹
林
、
カ

ラ
マ
ツ

林
を
生

息
環

境
と

し
て

い
る
と

推

察
さ

れ
る

。
 

【
直

接
改

変
】

 

本
種

が
確

認
さ

れ
た

2
地

点
の
内

、
1
地

点
は

事
業

の
実
施

に
よ

る
直

接
改

変
に

よ
り

消
失

す
る

。
し

か
し

、
現

地
調

査

で
は

採
餌

中
の

と
ま
り

個
体

が
確

認
さ

れ
た

の
み

で
あ

る
。

 

本
種

の
生

息
環

境
で

あ
る

樹
林

の
一

部
は

、
直

接
改

変
に

よ
り

消
失

す
る

が
、

同
様

の
環

境
は

調
査

地
域

内
に

残
存

す

る
。

 

以
上

よ
り

、
事

業
の

実
施

に
よ

る
本

種
の

生
息

へ
の

影
響

は
小

さ
い

と
予

測
さ
れ

る
。

 

－
 

－
 

1
.8

km
2
 

（
1
6
.9

％
）

 

8
.8

k
m2
 

（
8
3
.
1
％

）
 

注
1
）
 生

態
的
特
性
の
記
述
の
上
付
き
数
字
は

、
参

考
文

献
の

番
号

を
示

す
。

 
注

2
）
 確

認
状
況
の
上
段
は
確
認
地
点
数
、
下

段
は

主
な

生
息

環
境

の
面

積
（

k
m
2
）

あ
る

い
は

延
長

（
k
m
）

を
示

す
。

 
注

3
）
 確

認
状
況
の
欄
の
「
－
」
は
、
全
て
の
確
認
地
点
あ
る

い
は

生
息

環
境

が
不

明
で

あ
る

こ
と

を
示

す
。

 
注

4
）
 環

境
保
全
措
置
の
検
討
は
、
事
業
の
実
施
に
よ
る
影
響

が
想

定
さ

れ
な

い
又

は
小

さ
い

場
合

以
外

に
行

う
こ

と
と

し
、

行
わ

な
い

場
合

は
「

－
」

と
し

た
。
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表
4-

2-
10

 
動
物

の
重

要
な

種
の

予
測

結
果
の
概

要
（

両
生

類
）
(
1
/
1)

 

種
名
 

生
態
的
特
性
 

確
認
状

況
 

確
認
状

況
の

概
要

 
予

測
結

果
の

概
要

 

環
境
保

全
措

置
 

の
検

討
 

改
変

 

区
域

内
 

改
変

 

区
域
外

 

工
事
の

 

実
施

 

土
地

又
は

工
作

物
の

存
在

及
び

供
用

 

エ ゾ サ ン シ ョ ウ ウ オ 

【
分
布
】
 

北
海
道
に
広

く
分
布
す
る

26
)
。
 

【
生
息
環
境
】

 

平
地
か

ら
高

山
ま

で
、
森
林
と
止

水
域
の

あ
る

場
所
に

生
息

。
（
成

体
は
繁
殖
期
が
終

わ
る

と
、

産
卵
場

か
ら

遠
く
離

れ
た
場
所
ま
で
移

動
す

る
）

2
1)
。
 

【
食
性
】
 

成
体
は
、
ゴ

ミ
ム
シ
や
ク
モ
類
等
を
捕
食
す
る
。

幼
生
は

同
所

に
生
息

す
る
エ
ゾ
ア
カ
ガ

エ
ル

の
幼

生
等
を
捕
食
す

る
が
、
共
食
い

も
多
い

2
2)
。
 

【
繁
殖
】
 

南
部
の
平
地
で
は

4
月
上
旬
～
5
月
上
旬
に
産

卵
す
る
。
高
山
帯
で
は

7
月
に
産
卵
す
る
。
 

池
や
水

溜
り

、
湖

岸
の
岸
等
の
水

草
や
枝

等
に

コ
イ
ル

状
に

巻
い
た

長
い
ひ
も
状
の
卵

の
う

を
産

み
つ
け
る

2
1)
。

 

2
6
地

点
 

(
42
.6
％
)
 

35
地

点
 

(
5
7
.
4
％
)
 

平
成

1
2
年

度
、

平
成

1
5
年

度
、

平
成

1
6
年

度
及

び
平
成

17
年
度

調
査

時
(
4
月

～
7
月
)
に

計
6
1
地

点
で

確
認

さ
れ

た
（

平

成
1
5

年
度

は
調

査
地

域
内

の
確

認
は

な

か
っ
た

）
。

 

春
季
(
4

月
)
に

は
、
成

体
及

び
卵

の
う

が
、
夏

季
(
6
月
,
7
月
)
に

は
、

卵
の
う

及

び
幼
生

が
調

査
地

域
内

で
確

認
さ

れ
た

。
 

改
変
区

域
内

に
お

け
る

確
認

は
、

成
体

で
2
地

点
、

幼
生
が

3
地

点
及

び
卵
の

う

が
1
9
地

点
、

成
体

及
び
卵

の
う

が
2
地

点
で
あ

っ
た

。
 

調
査
の

結
果

及
び

一
般

生
態

情
報
か
ら

、
本

種
は

調
査

地
域

内

で
確
認

さ
れ

て
お

り
、
こ

れ
ら

の
環

境
が

繁
殖

及
び

幼
生
の

生
息

環
境
と

な
り

、
周

辺
の

針
広
混

交
林
、
落
葉
広

葉
樹

林
、
湿
性
林

、

河
畔
林
、
常
緑
針
葉
樹
林
、
カ
ラ
マ
ツ
林
が

成
体

の
生

息
環

境
で

あ
る
と

推
察
さ

れ
る

。
 

【
直
接

改
変

】
 

本
種
が

確
認

さ
れ

た
61

地
点
の

う
ち

、
2
6
地

点
が

事
業
の

実

施
に
よ

る
直

接
改

変
に

よ
り

消
失

す
る

。
 

成
体
の

生
息

環
境

で
あ

る
樹

林
は

一
部

が
消

失
し

、
ま

た
、
繁

殖
環
境

と
な

る
沢

、
側

溝
、

水
溜
り
は

、
一

部
が

消
失

す
る

。
 

ま
た

、
貯

水
池

が
流

水
型

期
間

と
な

る
4
月

が
産

卵
期

の
一

部

で
あ
る

た
め

、
制

限
水

位
以
下

に
位

置
す

る
水

溜
り

等
で
産

卵
す

る
可
能

性
が

あ
り

、
水

位
上

昇
に

伴
い

、
卵

の
う

及
び

幼
生

が
影

響
を
受

け
る

お
そ

れ
が

あ
る
。

 

以
上
よ

り
、
事

業
の

実
施

に
よ

る
本

種
の

生
息

へ
の

影
響
が

あ

る
こ
と

が
予

測
さ

れ
る

。
 

○
 

○
 

1
.8

km
2
 

(
16
.9
％
)
 

8
.8

km
2
 

（
8
3
.
1％

）
 

注
1
）
 生

態
的
特
性
の
記
述
の
上
付
き
数
字
は

、
参

考
文

献
の

番
号

を
示

す
。

 
注

2
）
 確

認
状
況
の
上
段
は
確
認
地
点
数
、
下

段
は

主
な

生
息

環
境

の
面

積
（

k
m
2
）

あ
る

い
は

延
長

（
k
m
）

を
示

す
。

 
注

3
）
 確

認
状
況
の
欄
の
「
－
」
は
、
全
て
の
確
認
地
点
あ
る

い
は

生
息

環
境

が
不

明
で

あ
る

こ
と

を
示

す
。

 
注

4
）
 環

境
保
全
措
置
の
検
討
は
、
事
業
の
実
施
に
よ
る
影
響

が
想

定
さ

れ
な

い
又

は
小

さ
い

場
合

以
外

に
行

う
こ

と
と

し
、

行
わ

な
い

場
合

は
「

－
」

と
し

た
。
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表
4
-
2
-
1
0
 

動
物

の
重

要
な

種
の

予
測

結
果

の
概

要
（
魚

類
）
(
1
/
5
)
 

種
名
 

生
態
的
特
性
 

確
認
状

況
 

確
認
状

況
の

概
要

 
予

測
結

果
の

概
要

 

環
境

保
全

措
置

 

の
検
討

 

改
変
 

区
域
内
 

改
変

 

区
域
外

 

工
事
の

 

実
施

 

土
地
又

は

工
作
物

の

存
在
及

び

供
用

 

シ ベ リ ア ヤ ツ メ 

【
分
布
】
 

北
海
道
の
み

2
5)
。
 

【
生
息
環
境
】
 

平
野

部
お

よ
び

湿
地

を
流

れ
る

河

川
（
中
・
下
流
）
お
よ
び
細
流
の
砂
泥

底
中
に
生

息
す
る

2
3
)
。
軟
泥
の
堆
積
す

る
淵

な
ど

に
ト

ン
ネ

ル
を

掘
っ

て
潜

入
す
る

2
4)
。

 

【
食
性
】
 

ア
ン

モ
シ

ー
テ

ス
幼

生
は

泥
中

の

有
機

物
や

泥
の

上
に

溜
っ

た
珪

藻
類

を
餌
と

し
て
成
長
す
る
。
 

変
態
終
了

後
は
、
消
化
管
は
糸
状
に

退
縮

し
て

お
り

餌
を

取
る

こ
と

は
な

い
24
) 。

 

【
繁
殖
】
 

産
卵
期

は
雪
解
け
の
終
る

5
～
6
月

頃
で
あ
る

。
産

卵
場
は
河

川
中
流
域
の

淵
尻
や
平

瀬
の
礫
底
部
分
で
あ
る

24
)
。
 

 

0
地
点

 

（
0
％
）

 

7
地

点
 

（
1
00
％

）
 

平
成

1
3
年
度

～
平

成
17

年
度

調

査
時
に

7
地

点
で

44
個

体
が

確
認

さ
れ
た

。
 

確
認

地
点

は
全

て
改

変
区

域
外

で
あ
っ

た
。

 

な
お
、
種

の
同

定
に

至
ら

な
い

カ

ワ
ヤ
ツ

メ
属

の
一

種
（

ア
ン

モ
シ
ー

テ
ス

幼
生

を
含

む
）

は
、

平
成

1
3

年
度
～

平
成

1
9
年
度

調
査

時
に

4
7

地
点
（

4
14

個
体

）
で

確
認

さ
れ
、

そ
の
う

ち
1
3
地

点
（

7
9
個

体
）
が

改
変
区

域
内

で
あ

っ
た
。

 

カ
ワ

ヤ
ツ

メ
属

の
一

種
の

確
認

地
点

は
調

査
地

域
全

域
に

分
布

し

て
い
た

。
な

お
、
貯

水
予

定
区

域
外

で
の
確

認
は

、
平

成
1
5
年

の
出
水

以
降
で

は
、

平
成

1
7
年

度
の

1
例

の
み
で

あ
っ

た
。

 

ま
た
、

平
成

1
8
年

度
の

産
卵

床

調
査

結
果

で
は

産
卵

場
は

確
認

さ

れ
な
か

っ
た

。
 

調
査

の
結

果
及

び
一

般
生

態
情

報
か

ら
、

本
種

は
調

査
地

域
内

を
生

息
環

境
と
し

て
い
る

と
推

察
さ

れ
る

。
 

【
直
接

改
変
】

 

本
種

が
確

認
さ

れ
た

地
点

は
、

事
業

の
実

施
に

よ
る

直
接

改
変

は
受

け
な

い
。

 

ま
た

、
カ

ワ
ヤ

ツ
メ

属
の

一
種

（
ア

ン
モ

シ
ー

テ
ス

幼
生

を
含

む
）

が
確

認
さ
れ

た
47

地
点

の
う

ち
、

13
地
点

が
事

業
の
実

施
に

よ
る

直
接

改
変
に

よ
り

消
失

す
る

。
本

種
の

生
息

環
境

で
あ

る
砂

泥
底

の
河

川
の

一
部

は
、

事

業
の
実

施
に
よ

り
消

失
す

る
。

 

ま
た
、

貯
水

池
が

流
水

型
期

間
と

な
る

5
月

が
産

卵
期

の
一

部
で

あ
る

た

め
、

制
限

水
位

以
下

に
位

置
す

る
流

水
環

境
で

産
卵

す
る

可
能

性
が

あ
り

、

産
卵

期
間

及
び

産
卵

直
後

の
水

位
上

昇
に

よ
り

影
響

を
受

け
る

お
そ

れ
が

あ

る
。

 

し
か

し
、

現
況

と
同

様
の

水
位

変
動

の
影

響
を

受
け

な
い

流
水

環
境

は
下

流
域
及

び
貯
水

池
上
流

域
に

残
存

す
る

。
 

【
直
接

改
変
以

外
（
ダ

ム
下

流
河

川
の
水

質
の

変
化

及
び

流
況

の
変

化
）
】

 

工
事

中
の

ダ
ム

下
流

河
川

に
お

け
る

土
砂

に
よ

る
水

の
濁

り
は

、
一

時
的

に
ダ

ム
建

設
前

を
上

回
る

と
予

測
さ

れ
る

が
、

本
種

の
生

息
環

境
に

与
え

る

影
響
は

小
さ
い

と
考

え
ら

れ
る

。
 

ダ
ム

供
用

後
の

下
流

河
川

に
お

い
て

は
、

ダ
ム

に
よ

る
洪

水
調

節
や

利
水

補
給

に
よ

り
流

量
が

変
化

す
る

が
、

本
種

の
生

息
環

境
が

消
失

あ
る

い
は

顕

著
に

変
化

す
る

ほ
ど

の
流

況
の

変
化

は
な

い
と

考
え

ら
れ

る
こ

と
か

ら
、

流

況
の
変

化
に
よ

る
本
種

の
生

息
環

境
の
変

化
は

小
さ

い
と

考
え

ら
れ

る
。

 

以
上

よ
り

、
事

業
の

実
施

に
よ

る
本

種
の

生
息

へ
の

影
響

は
小

さ
い

と
予

測
さ
れ

る
。
 

－
 

－
 

【
カ
ワ
ヤ
ツ

メ
属

の
一

種
】

 

13
地
点

 

(
2
7
.
7
％
)
 

3
4
地

点
 

(
72
.3
％
)
 

10
.
6
k
m
 

（
2
9
.
6
％

）
 

25
.
2
k
m
 

(
70
.4
％
)
 

注
1
）
 生

態
的
特
性
の
記
述
の
上
付
き
数
字
は

、
参

考
文

献
の

番
号

を
示

す
。

 
注

2
）
 確

認
状
況
の
上
段
は
確
認
地
点
数
、
下

段
は

主
な

生
息

環
境

の
面

積
（

k
m
2
）

あ
る

い
は

延
長

（
k
m
）

を
示

す
。

 
注

3
）
 確

認
状
況
の
欄
の
「
－
」
は
、
全
て
の
確
認
地
点
あ
る

い
は

生
息

環
境

が
不

明
で

あ
る

こ
と

を
示

す
。

 
注

4
）
 環

境
保
全
措
置
の
検
討
は
、
事
業
の
実
施
に
よ
る
影
響

が
想

定
さ

れ
な

い
又

は
小

さ
い

場
合

以
外

に
行

う
こ

と
と

し
、

行
わ

な
い

場
合

は
「

－
」

と
し

た
。
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表
4
-
2
-
1
0
 

動
物

の
重

要
な

種
の

予
測

結
果

の
概

要
（
魚

類
）
(
2
/
5
)
 

種
名
 

生
態
的
特

性
 

確
認
状

況
 

確
認
状

況
の

概
要

 
予

測
結

果
の

概
要

 

環
境

保
全

措
置

 

の
検
討

 

改
変

 

区
域
内

 

改
変

 

区
域
外

 

工
事
の

 

実
施

 

土
地

又
は

工
作

物
の

存
在

及
び

供
用

 

ヤ チ ウ グ イ 

【
分
布
】
 

日
本
で
は
北

海
道
の
み
に
分
布
し
、
道
南
を

除
く
地
域
の
平

野
部
や
湿
地
帯
に
多
い

25
)
。
 

【
生
息
環
境
】
 

平
野
部
や
湿
地
帯
の
池
沼
や
小
さ
な
川
に
多

い
。
比
較
的
大
き
な
川
の
中
流

部
の
堰
堤
下
の

た
ま
り
や
ダ
ム
湖
に
も
少
数
生

息
す
る
。
岸
近

く
の
水
草
等
が
繁
茂
す
る
場
所
を
好
む

25
)
。
 

【
食
性
】
 

雑
食
性
で
付
着
藻
類
、
付

着
小
動
物
や
小
型

の
水
生
昆
虫
等
を
底
に
沿
っ
て

泳
ぎ
な
が
ら
摂

餌
す
る

25
)
。
 

【
繁
殖
】
 

産
卵
期
は

6
～
7
月
。
岸
辺
の
水
草
の
根
元
付

近
で
産
卵
す
る

23
)
。
 

0
地

点
 

(
0
％
)
 

2
地

点
 

(1
0
0
％
)
 

平
成

16
年

度
及
び

1
9

年
度
調

査
時

に
2
地
点

で

2
個

体
が
確

認
さ

れ
た

。
 

確
認

地
点

は
改

変
区

域

外
で
あ

っ
た

。
 

調
査

の
結

果
及

び
一
般

生
態

情
報

か
ら

、
本

種
は

調
査

地
域

及
び

流
れ

の
緩

や
か

な

支
川
や

沢
を

生
息

環
境

と
し

て
い

る
と

推
察

さ
れ

る
。

 

【
直
接

改
変

】
 

本
種
が

確
認

さ
れ

た
地

点
は

、
直

接
改

変
を

受
け

な
い

。
 

本
種

の
生

息
環

境
で
あ

る
流

れ
の

緩
や

か
な

支
川

や
沢

の
一

部
は

、
事

業
の

実
施

に

よ
り
消

失
す

る
が

、
同

様
の

環
境

は
残

存
す

る
。

 

【
直
接

改
変

以
外

（
ダ

ム
下

流
河

川
の

水
質

の
変

化
及

び
流

況
の

変
化

）
】

 

工
事

中
の

ダ
ム

下
流
河

川
に

お
け

る
土

砂
に

よ
る

水
の

濁
り

は
、

一
時

的
に

ダ
ム

建

設
前

を
上

回
る

と
予

測
さ

れ
る

が
、

本
種

の
生

息
環

境
に

与
え

る
影

響
は

小
さ

い
と

考

え
ら
れ

る
。

 

ダ
ム

供
用

後
の

下
流
河

川
に

お
い

て
は

、
ダ

ム
に

よ
る

洪
水

調
節

や
利

水
補

給
に

よ

り
流

量
が

変
化

す
る

が
、

本
種

の
生

息
環

境
が

消
失

あ
る

い
は

顕
著

に
変

化
す

る
ほ

ど

の
流

況
の

変
化

は
な

い
と

考
え

ら
れ

る
こ

と
か

ら
、

流
況

の
変

化
に

よ
る

本
種

の
生

息

環
境
の

変
化

は
小

さ
い

と
考

え
ら

れ
る

。
 

以
上
よ

り
、
事

業
の

実
施

に
よ

る
本
種

の
生

息
へ
の

影
響
は

小
さ

い
と

予
測

さ
れ

る
。
 

－
 

－
 

10
.
6
k
m
 

(
29

.6
％
)
 

25
.
2
k
m
 

(
70
.4
％
)
 

エ ゾ ウ グ イ 

【
分
布
】
 

東
北

地
方

の
山

間
部

か
ら

北
海

道
に

分
布

27
)
。
 

【
生
息
環
境
】

 

北
海
道
で
は

河
川
の
全
域
に
生
息
す
る
。
急

流
を
避
け
、
ゆ

る
や
か
な
瀬
や
淵
に
多
く
、
主

に
底
層
近
く
を

泳
ぐ

25
)
。
 

【
食
性
】
 

雑
食
性
で
あ
る
が
、
底
層
で
餌
を
と
る
こ
と

が
多
い

2
5
)
。
 

【
繁
殖
】
 

産
卵
期
は

5
～
7
月

26
)
。
産
卵
場
所
は
ウ
グ

イ
に
似
る
（
砂

利
の
洗
わ
れ
た
瀬
や
淵
尻
）
が
、

水
深
は
や
や
浅
く
、
流
速
は
小

さ
い
方
に
か
た

よ
る
傾
向
が
あ
る

2
7)
。
 

3
9
地

点
 

(
29
.8
％
)
 

9
2
点

 

(
70
.2
％
)
 

昭
和

5
3

年
度

及
び

平

成
1
3
年

度
～
平

成
1
9
年

度
調
査

時
に

1
3
1
地
点

で

確
認

さ
れ

た
（

昭
和

5
3

年
度
は

確
認

位
置

不
明

）
。
 

確
認

地
点

の
う

ち
3
9

地
点

（
4
7
5

個
体

）
が

改

変
区

域
内

、
9
2

地
点

（
2
4
8
4
個

体
）
が

改
変

区

域
外
で

あ
っ

た
。

 

平
成

1
8

年
度

の
産

卵

床
調

査
で

は
、

本
種

の
産

卵
場

は
確

認
さ

れ
な

か
っ

た
。

し
か

し
、

改
変

区
域

内
外

で
、

流
況

や
礫

等
の

状
況

か
ら

想
定

さ
れ

る
本

種
の

産
卵

適
地

が
20

箇

所
確
認

さ
れ

た
。

 

調
査

の
結

果
及

び
一
般

生
態

情
報

か
ら

、
本

種
は

広
い

範
囲

に
生

息
し

て
い

る
と

推

察
さ
れ

る
。

 

【
直
接

改
変

】
 

本
種
が

確
認

さ
れ

た
13
1
地

点
の

う
ち

、
39

地
点

は
事

業
の

実
施

に
よ

る
直

接
改

変

に
よ
り

消
失

す
る

。
 

本
種

の
生

息
環

境
で
あ

る
、

流
れ

の
ゆ

る
や

か
な
淵

等
の

一
部

は
、

事
業

の
実

施
に

よ
り
消

失
す

る
。

 

ま
た

、
ダ

ム
供

用
に
よ

る
水

位
変

動
が

大
き

い
た

め
、

サ
ー

チ
ャ

ー
ジ

水
位

以
下

に

お
い

て
産

卵
が

行
わ

れ
、

産
卵

直
後

に
産

卵
場

が
水

没
し

た
場

合
は

、
本

種
の

繁
殖

に

影
響

を
与

え
る

可
能

性
も

考
え

ら
れ

る
。

し
か

し
、

現
況

と
同

様
の

水
位

変
動

の
影

響

を
受
け

な
い

流
水

環
境

は
残

存
す

る
。

 

【
直
接

改
変

以
外

（
ダ

ム
下

流
河

川
の

水
質

の
変

化
及

び
流

況
の

変
化

）
】

 

ダ
ム

下
流

河
川

に
お
け

る
水

質
の

変
化

は
、

事
業

の
実

施
前

と
概

ね
同

程
度

で
あ

る

と
考
え

ら
れ

る
こ

と
か

ら
、

本
種

の
生

息
環

境
の

変
化

は
小

さ
い

と
考

え
ら

れ
る

。
 

ダ
ム

供
用

後
の

下
流
河

川
に

お
い

て
は

、
ダ

ム
に

よ
る

洪
水

調
節

や
利

水
補

給
に

よ

り
流

量
が

変
化

す
る

が
、

本
種

の
生

息
環

境
が

消
失

あ
る

い
は

顕
著

に
変

化
す

る
ほ

ど

の
流

況
の

変
化

は
な

い
と

考
え

ら
れ

る
こ

と
か

ら
、

流
況

の
変

化
に

よ
る

本
種

の
生

息

環
境
の

変
化

は
小

さ
い

と
考

え
ら

れ
る

。
 

以
上
よ

り
、
事

業
の

実
施

に
よ

る
本
種

の
生

息
へ
の

影
響
は

小
さ

い
と

予
測

さ
れ

る
。
 

－
 

－
 

10
.
6
k
m
 

(
2
8
.
6%

)
 

26
.
7
k
m
 

(7
1
.
6
%
)
 

注
1
）
 生

態
的
特
性
の
記
述
の
上
付
き
数
字
は

、
参

考
文

献
の

番
号

を
示

す
。

 
注

2
）
 確

認
状
況
の
上
段
は
確
認
地
点
数
、
下

段
は

主
な

生
息

環
境

の
面

積
（

k
m
2
）

あ
る

い
は

延
長

（
k
m
）

を
示

す
。

 
注

3
）
 確

認
状
況
の
欄
の
「
－
」
は
、
全
て
の
確
認
地
点
あ
る

い
は

生
息

環
境

が
不

明
で

あ
る

こ
と

を
示

す
。

 
注

4
）
 環

境
保
全
措
置
の
検
討
は
、
事
業
の
実
施
に
よ
る
影
響

が
想

定
さ

れ
な

い
又

は
小

さ
い

場
合

以
外

に
行

う
こ

と
と

し
、

行
わ

な
い

場
合

は
「

－
」

と
し

た
。
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表
4
-
2
-
1
0
 

動
物

の
重

要
な

種
の

予
測

結
果

の
概

要
（
魚

類
）
(
3
/
5
)
 

種
名
 

生
態
的
特
性
 

確
認

状
況

 

確
認

状
況

の
概

要
 

予
測
結

果
の

概
要

 

環
境

保
全

措
置

 

の
検
討

 

改
変

 

区
域
内

 

改
変

 

区
域
外
 

工
事
の

 

実
施

 

土
地

又
は

工
作

物
の

存
在

及
び

供
用

 

ド ジ ョ ウ 

【
分
布
】
 

北
海
道
、
本

州
、
四
国
、
九
州

2
9
)
。
北
海
道
の

分
布
は
移
植
の

可
能
性
が
高
い

25
) 。

 

【
生
息
環
境
】

 

水
田
や
湿
地

と
、
周
辺
の
細
流
に
棲
む
平
野
部

を
中
心
に
生
息
す
る
が
、
圃
場
整
備
さ
れ
て
い
な

い
水
田
が
あ
れ
ば
か
な
り
上
流
に
も
い
る

25
)
。
 

【
食
性
】
 

底
生
藻
類
や
そ
の
半
分
解
物
、
ユ
ス
リ
カ
や
半

底
生

動
物

プ
ラ

ン
ク

ト
ン

を
泥

と
と

も
に

吸
い

込
ん
で
摂
取
す
る

2
9)
。
 

【
繁
殖
】
 

産
卵
期
は

4
月
下
旬
～
6
月
下
旬
ま
で
が
ふ
つ

う
で
あ
る
が
、
と
き
に

8
月
に
達
す
る
。
水
草
や

田
の
稲
株
な
ど
に
産
み
つ
け
る
が
、
離
れ
る
も
の

が
多
く
、
泥
に

ま
み
れ
て
も
発
生
を
続
け
る

29
)
。
 

1
地

点
 

(3
3
.
3
％

)
 

2
地

点
 

(
66
.7
％
)
 

平
成

1
3
年

度
～

平

成
2
4
年
度

調
査

時
に

9
地

点
で

3
1
個

体
が

確
認

さ
れ

た
。

 

確
認

地
点
は

、
改

変

区
域

内
が

1
地

点
で

そ
の

他
は

改
変

区
域

外
で

あ
っ

た
。

 

一
般

生
態

情
報

か
ら
、
本

種
は

ゆ
る

や
か

な
支
川

や
用

水
路

等
を

生
息

環
境

と
し

て
い

る
と
推

察
さ

れ
る

。
 

【
直
接

改
変

】
 

本
種

が
確

認
さ

れ
た

9
地

点
(
3
個

体
)
の
う

ち
、
1
地

点
(
1
個

体
)
は

事
業

の
実

施
に

よ

る
直
接

改
変

に
よ

り
消

失
す

る
。

 

本
種

の
生

息
環

境
で
あ

る
、
流

れ
の

ゆ
る
や

か
な
支

川
の

一
部

は
、
事

業
の

実
施

に
よ

り
消
失

す
る

が
、

同
様

な
環
境

は
残

存
す

る
。
ま

た
、

用
排

水
路

は
事

業
の

実
施
に

よ
る

直
接
改

変
を

受
け

な
い

。
 

【
直
接

改
変

以
外

（
ダ

ム
下

流
河

川
の

水
質

の
変

化
及

び
流

況
の

変
化

）
】

 

ダ
ム

下
流

河
川

に
お
け

る
水

質
の

変
化

は
、
事
業

の
実

施
前

と
概

ね
同

程
度

で
あ

る
と

考
え
ら

れ
る

こ
と

か
ら

、
本

種
の

生
息

環
境

の
変

化
は

小
さ

い
と

考
え

ら
れ

る
。

 

ダ
ム

供
用

後
の

下
流
河

川
に

お
い

て
は

、
ダ

ム
に

よ
る

洪
水

調
節

や
利

水
補

給
に

よ
り

流
量
が

変
化

す
る

が
、
本
種

の
生

息
環

境
が

消
失
あ

る
い
は

顕
著

に
変

化
す

る
ほ

ど
の

流

況
の
変

化
は

な
い

と
考

え
ら

れ
る

こ
と

か
ら

、
流

況
の

変
化

に
よ

る
本

種
の

生
息

環
境

の

変
化
は

小
さ

い
と
考
え

ら
れ

る
。

 

以
上

よ
り

、
事

業
の
実

施
に

よ
る

本
種

の
生

息
へ

の
影

響
は

小
さ

い
と

予
測

さ
れ

る
。
 

－
 

－
 

―
 

―
 

エ ゾ ホ ト ケ ド ジ ョ ウ 

【
分
布
】
 

北
海
道
の
み
に
分
布
す
る

25
)
。
 

【
生
息
環
境
】

 

泥
炭
地
や
湿

地
な
ど
の
ゆ
る
や
か
な
細
流
や
、

水
温
が
低
く
水

深
が
浅
い
小
川
や
池
沼
等

5)
。
 

【
食
性
】
 

主
に
、
浮
遊

性
、
半
底
生
性
も
し
く
は
底
生
性

の
小
動
物

5)
。

 

【
繁
殖
】
 

産
卵
期
は

5
月
下
旬
～
7
月
。
水
草
や
泥
上
等

に
産
み
つ
け
ら
れ
る

5
)
。
 

0
地

点
 

（
0
％

）
 

0
地

点
 

（
0
％

）
 

平
成

17
年

度
に

1

地
点

で
確

認
さ

れ
た

が
、
確

認
地

点
は

調
査

地
域

外
で

あ
っ

た
。

 

調
査

の
結

果
及

び
一
般

生
態

情
報

か
ら

、
本

種
は

ゆ
る

や
か

な
支

川
や

沢
等

を
生

息
環

境
と
し

て
い

る
と
推
察

さ
れ

る
。

 

【
直
接

改
変

】
 

本
種

が
確

認
さ

れ
た
地

点
は

、
事

業
の

実
施

に
よ

る
直

接
改

変
は

受
け

な
い

。
 

本
種

の
生

息
環

境
と

な
る

可
能

性
の

あ
る

流
れ

の
ゆ

る
や

か
な

支
川

や
沢

等
の

一
部

は
、
消

失
す

る
が

、
同
様

の
環

境
は
残

存
す

る
。

 

【
直
接

改
変

以
外

（
ダ
ム

下
流

河
川
の

水
質

の
変

化
及

び
流

況
の

変
化

）
】

 

ダ
ム

下
流

河
川

に
お
け

る
水

質
の

変
化

は
、
事
業

の
実

施
前

と
概

ね
同

程
度

で
あ

る
と

考
え
ら

れ
る

こ
と

か
ら
、

本
種

の
生
息

環
境

の
変

化
は

小
さ

い
と

考
え

ら
れ

る
。

 

ダ
ム

供
用

後
の

下
流
河

川
に

お
い

て
は

、
ダ

ム
に

よ
る

洪
水

調
節

や
利

水
補

給
に

よ
り

流
量
が

変
化

す
る

が
、
本
種

の
生

息
環

境
が

消
失
あ

る
い
は

顕
著

に
変

化
す

る
ほ

ど
の

流

況
の
変

化
は

な
い

と
考
え

ら
れ

る
こ
と

か
ら

、
流

況
の

変
化

に
よ

る
本

種
の

生
息

環
境

の

変
化
は

小
さ

い
と
考
え

ら
れ

る
。

 

以
上

よ
り

、
事

業
の
実

施
に

よ
る

本
種

の
生

息
へ

の
影

響
は

小
さ

い
と

予
測

さ
れ

る
。
 

－
 

－
 

―
 

―
 

注
1
）
 生

態
的
特
性
の
記
述
の
上
付
き
数
字
は

、
参

考
文

献
の

番
号

を
示

す
。

 
注

2
）
 確

認
状
況
の
上
段
は
確
認
地
点
数
、
下

段
は

主
な

生
息

環
境

の
面

積
（

k
m
2
）

あ
る

い
は

延
長

（
k
m
）

を
示

す
。

 
注

3
）
 確

認
状
況
の
欄
の
「
－
」
は
、
全
て
の
確
認
地
点
あ
る

い
は

生
息

環
境

が
不

明
で

あ
る

こ
と

を
示

す
。

 
注

4
）
 環

境
保
全
措
置
の
検
討
は
、
事
業
の
実
施
に
よ
る
影
響

が
想

定
さ

れ
な

い
又

は
小

さ
い

場
合

以
外

に
行

う
こ

と
と

し
、

行
わ

な
い

場
合

は
「

－
」

と
し

た
。
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表
4
-
2
-
1
0
 

動
物

の
重

要
な

種
の

予
測

結
果

の
概

要
（
魚

類
）
(
4
/
5
)
 

種
名
 

生
態
的
特
性
 

確
認
状

況
 

確
認
状

況
の

概
要

 
予

測
結

果
の

概
要

 

環
境
保

全
措

置
 

の
検
討

 

改
変

 

区
域
内

 

改
変
 

区
域
外

 

工
事
の

 

実
施

 

土
地

又
は

工
作

物
の

存
在

及
び

供
用

 

サ ク ラ マ ス(ヤ マ メ) 

【
分
布
】
 

北
海
道
全

域
、
本

州
の
神
奈
川
県
酒
勾
川
以

北
の
太
平
洋

岸
お
よ
び
日
本
海
側
全
体
、
九
州

の
日

本
海

側
･
東

シ
ナ

海
側

全
域

と
大

分
県

番

匠
川
以
南
の

太
平
洋
側
に
分
布
す
る

2
8)
。
 

【
生
息
環
境
】
 

川
幅
の
あ
る
比
較
的
開
け
た
最
上
流
か
ら
中

流
上
部
ま
で
の
淵
、
落
ち
込
み
、
岩
陰
の
凹
み
、

大
き
な
石
の
ま
わ
り
等
に
生
息
し
て
い
る

28
)
。

ま
た
、
サ
ク
ラ
マ
ス
(
降
海
個
体
)
の
海
洋
生
活

期
間
は

1
年

程
で
、
移
動
範
囲
は
沿
岸
域
に
限

ら
れ
る

27
)
。
 

【
食
性
】
 

サ
ク
ラ
マ
ス
(
降
海
個
体
)
幼
魚
は
、
河
川
で

は
小
型
の
水
生
昆
虫
を
餌
と
し
て
い
る
が
、
や

が
て
速
い
流
れ
に
生
活
の
場
を
移
し
て
、
流
下

し
て
く
る
小
動
物
を
積
極
的
に
と
る
よ
う
に
な

る
。
海
で
は
主
に
小
魚
を
捕
食
す
る
。
ヤ
マ
メ

(
残
留
個
体
)
は
水
生
昆
虫
、
主
に
カ
ゲ
ロ
ウ
目

と
双
翅
目
の
幼
虫
や
、
落
下
昆
虫
等
を
捕
食
す

る
2
5
) 。

 

【
繁
殖
】
 

産
卵
期
は

8
～
1
1
月

2
7)
。
 

川
幅
の
あ
る
最
上
流
の
比
較
的
開
け
た
淵
尻

や
瀬
わ
き
の
砂
礫
底
に
産
卵
す
る
。
流
速
は
お

よ
そ

2
0
～
5
0
c
m
/
s
e
c
程

度
で
あ
る

2
8)
。
 

4
8
地

点
 

(3
6
.
4
%
)
 

84
地

点
 

(6
3
.
6
%
)
 

昭
和

5
3
年

度
、

昭
和

5
4
年
度

、
昭

和

62
年

度
、
昭

和
6
3
年

度
及

び
平

成
元

年
度

～
平

成
2
4
年
度

調
査

時
に

1
32

地
点

で
確

認
さ
れ

た
。
(
昭

和
5
3
年

度
は
確

認
位

置
不

明
）
。

 

確
認
地

点
の

う
ち

48
地

点
（
3
45

個
体

）

が
改
変

区
域

内
、
8
4
地

点
（

70
6
個

体
）
が

改
変
区

域
外

で
あ

っ
た

。
 

 な
お
、

平
成

1
5
年

度
、

平
成

17
年
度

、

平
成

1
8
年

度
及

び
平

成
1
9
年
度

の
調

査
結

果
か
ら

推
定

し
た

幼
魚

の
現

存
量

は
、
沙

流

川
流

域
の

推
定

現
存

量
の
、

そ
れ

ぞ
れ

約

7%
、
約

9
%
、
約

3%
、
約

3%
で

あ
っ

た
。

 

調
査

の
結

果
及

び
一

般
生

態
情

報
か

ら
、

本
種

は
改

変

区
域

及
び

周
辺

を
産

卵
環

境
、

幼
魚

の
生

息
環

境
と

し
て

い
る
と

推
察

さ
れ

る
。

 

【
直
接

改
変

】
 

本
種
が

確
認

さ
れ

た
1
32

地
点
（

1
0
51

個
体

）
の

う
ち

、

48
地

点
（
3
45

個
体

）
は

事
業
の

実
施

に
よ

る
直

接
改
変

に
よ
り

消
失

す
る

。
 

ま
た

、
本

種
の

生
息

環
境

の
一

部
は

、
事

業
の

実
施

に

よ
り
消

失
す

る
が

、
同

様
の

環
境

は
残

存
す

る
。

 

な
お

、
事

業
の

実
施

に
よ

り
移

動
性

の
分

断
が

懸
念

さ

れ
る

こ
と

か
ら

、
本

種
に

及
ぼ

す
影

響
が

予
測

さ
れ

る
。

詳
細
は

「
4
-
4
生

態
系
」

に
示

す
。

 

【
直

接
改

変
以

外
（

ダ
ム

下
流

河
川

の
水

質
の

変
化

及
び

流
況
の

変
化

）
】

 

工
事

中
の

ダ
ム

下
流

河
川

に
お

け
る

土
砂

に
よ

る
水

の

濁
り

は
、

一
時

的
に

ダ
ム

建
設

前
を

上
回

る
と

予
測

さ
れ

る
が

、
本

種
の

生
息

環
境

に
与

え
る

影
響

は
小

さ
い

と
考

え
ら
れ

る
。

 

ダ
ム

供
用

後
の

下
流

河
川

に
お

い
て

は
、

ダ
ム

に
よ

る

洪
水

調
節

や
利

水
補

給
に

よ
り

流
量

が
変

化
す

る
が

、
本

種
の

生
息

環
境

が
消

失
あ

る
い

は
顕

著
に

変
化

す
る

ほ
ど

の
流

況
の

変
化

は
な

い
と

考
え

ら
れ

る
こ

と
か

ら
、

流
況

の
変

化
に

よ
る

本
種

の
生

息
環

境
の

変
化

は
小

さ
い

と
考

え
ら
れ

る
。

 

 

○
 

○
 

10
.
6
k
m
 

(2
8
.
4
%
)
 

2
6.

7k
m
 

(7
1
.
6
%
)
 

注
1
）
 生

態
的
特
性
の
記
述
の
上
付
き
数
字
は

、
参

考
文

献
の

番
号

を
示

す
。

 
注

2
）
 確

認
状
況
の
上
段
は
確
認
地
点
数
、
下

段
は

主
な

生
息

環
境

の
面

積
（

k
m
2
）

あ
る

い
は

延
長

（
k
m
）

を
示

す
。

 
注

3
）
 確

認
状
況
の
欄
の
「
－
」
は
、
全
て
の
確
認
地
点
あ
る

い
は

生
息

環
境

が
不

明
で

あ
る

こ
と

を
示

す
。

 
注

4
）
 環

境
保
全
措
置
の
検
討
は
、
事
業
の
実
施
に
よ
る
影
響

が
想

定
さ

れ
な

い
又

は
小

さ
い

場
合

以
外

に
行

う
こ

と
と

し
、

行
わ

な
い

場
合

は
「

－
」

と
し

た
。
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表
4
-
2
-
1
0
 

動
物

の
重

要
な

種
の

予
測

結
果

の
概

要
（
魚

類
）
(
5
/
5
)
 

種
名
 

生
態
的

特
性
 

確
認
状

況
 

確
認

状
況

の
概

要
 

予
測
結

果
の

概
要

 

環
境

保
全

措
置

 

の
検
討

 

改
変

 

区
域
内

 

改
変

 

区
域
外

 

工
事
の

 

実
施

 

土
地

又
は

工
作

物
の

存
在

及
び

供
用

 

ハ ナ カ ジ カ 

【
分
布

】
 

日
本

で
は

北
海

道
の

ほ
ぼ

全
域

に
分

布
す

る
ほ

か
、
青

森
、
秋
田

、
岩
手
各

県
の
一

部
の
川
に

も
不

連
続
に
生
息
す
る

25
)
。
 

【
生
息
環
境
】
 

上
流
域
（
A
a
型

）
下
部
か
ら
汽
水
域
に
い
た
る
石

礫
底

2
9)
。
 

【
食
性
】
 

成
魚
：
主
に
水
生

昆
虫
を

餌
と
し

、
大
型
個

体
は

小
魚
も
捕
食
す
る

29
)
。
 

仔
稚
魚
：
小
型
の
水
生
昆
虫

25
)
。
 

【
繁
殖
】
 

産
卵
期
は

4
月
中
旬
か
ら

6
月
下
旬
。
水
深

3
0
c
m

程
度
の
、
表
面
流
速

0
.1

～
1
m
/
s
e
c
の
場
所
に
あ
る

石
の
下
面
に
産
卵
す
る

29
)
。
 

【
そ
の
他
】
 

純
淡
水
魚
で
あ
り
、
回
遊
し
な
い

2
7)
。
 

0
地

点
 

（
0
％

）
 

 

1
2
地

点
 

（
1
0
0
％

）
 

 

昭
和

5
3
年

度
及

び
平

成
13

年
度

～
平
成

24
年
度

に
8
地

点
で

4
2
個

体
が
確

認
さ

れ
た

。
 

確
認

地
点

は
い

ず
れ

も
改

変
区

域
外
で

あ
っ

た
。
。
な

お
、
昭

和
5
3

年
度

は
確

認
位

置
及

び
個

体
数

は

不
明
で

あ
る

。
 

調
査

の
結
果

及
び

一
般

生
態

情
報

か
ら
、
本
種

は
礫

の
存
在

す
る

支
川

を
生

息
環

境
と

し
て

い
る
と

推
察

さ
れ

る
。

 

【
直

接
改

変
】

 

本
種

が
確
認

さ
れ

た
地

点
は

事
業

の
実

施
に

よ
る

直
接

改
変

を
受

け
な

い
。

本
種

の
生

息
環

境
で
あ

る
礫

の
存

在
す

る
河

川
の

一
部

は
、
事

業
の

実
施

に
よ

り
消

失
す

る
が

、
同
様

の
環

境
は

支
川
や

上
流

域
等

に
残

存
す

る
。

 

【
直

接
改

変
以

外
（
ダ

ム
下

流
河

川
の

水
質

の
変

化
及

び
流

況
の

変
化

）
】

 

工
事

中
の
ダ

ム
下

流
河

川
に

お
け

る
土

砂
に

よ
る

水
の

濁
り

は
、
一
時

的
に

ダ
ム

建
設

前
を

上
回
る

と
予

測
さ

れ
る

が
、
本

種
の

生
息
環

境
に

与
え

る
影

響

は
小

さ
い

と
考
え

ら
れ

る
。

 

ダ
ム

供
用
後

の
下

流
河

川
に

お
い

て
は
、
ダ
ム

に
よ

る
洪
水

調
節

や
利

水
補

給
に

よ
り

流
量

が
変
化

す
る

が
、
本

種
の

生
息

環
境

が
消
失

あ
る

い
は

顕
著

に

変
化

す
る

ほ
ど

の
流
況

の
変

化
は

な
い

と
考

え
ら

れ
る

こ
と

か
ら

、
流

況
の

変

化
に

よ
る

本
種

の
生
息

環
境

の
変

化
は

小
さ

い
と

考
え

ら
れ

る
。

 

以
上

よ
り
、
事

業
の

実
施

に
よ
る

本
種

の
生
息

へ
の

影
響
は

小
さ

い
と

予
測

さ
れ

る
。

 

－
 

－
 

―
 

―
 

ジ ュ ズ カ ケ ハ ゼ 

【
分
布

】
 

日
本
で
は
、
北
海
道
か
ら
九
州
ま
で
分
布
す
る

2
5
)
。
 

【
生
息
環
境
】
 

河
川
の
中
・
下
流

域
の
流

れ
の
中

や
湧
水
、

湖
沼

や
堀
な

ど
に
生
息
。

砂
泥
地

を
好
み

、
一
生
を

淡
水

で
生
息

2
5)
。
 

【
食
性
】
 

ユ
ス

リ
カ

の
幼

虫
な

ど
の

小
動

物
を

摂
餌

す
る

2
5
) 。

 

【
繁
殖
】
 

東
日
本
で
の
産

卵
期
は

3～
5
月
。
巣
の
多
く
は
、

浅
い
泥
底
の
奥
行

き
6
～
20
c
m
の
ト
ン
ネ
ル
状
で
あ

る
。
穴
は
雄
が
自

力
で
掘
り
上
げ
る

2
5)
。
 

0
地

点
 

（
0
％

）
 

1
地

点
 

（
1
0
0
％

）
 

平
成

1
5
年

度
及

び
平

成
16

年
度

調
査
時

に
、
同

一
の

地
点

で
そ

れ
ぞ

れ
1
個

体
が

確
認

さ
れ

た
。

 

確
認

地
点

は
改

変
区

域
外

で
あ

っ
た
。

 

調
査

の
結
果

及
び

一
般

生
態

情
報

か
ら
、
本
種

は
砂

泥
に
富

む
河

川
の

一
部

を
生

息
環

境
と

し
て
い

る
と

推
察

さ
れ

る
。

 

【
直

接
改

変
】

 

本
種

が
確
認

さ
れ

た
地

点
は

事
業

の
実

施
に

よ
る

直
接

改
変

を
受

け
な

い
。

本
種

の
生

息
環

境
で
あ

る
砂

泥
の

存
在
す

る
河

川
の

一
部

は
、
事

業
の

実
施

に

よ
り

消
失

す
る

が
、
同

様
の

環
境

は
残

存
す

る
。

 

【
直

接
改

変
以

外
（
ダ

ム
下

流
河

川
の

水
質

の
変

化
及

び
流

況
の

変
化

）
】

 

工
事

中
の
ダ

ム
下

流
河

川
に

お
け

る
土

砂
に

よ
る

水
の

濁
り

は
、
一
時

的
に

ダ
ム

建
設

前
を

上
回
る

と
予

測
さ

れ
る

が
、
本

種
の

生
息
環

境
に

与
え

る
影

響

は
小

さ
い

と
考
え

ら
れ

る
。

 

ダ
ム

供
用
後

の
下

流
河

川
に

お
い

て
は
、
ダ
ム

に
よ

る
洪
水

調
節

や
利

水
補

給
に

よ
り

流
量

が
変
化

す
る

が
、
本

種
の

生
息

環
境

が
消
失

あ
る

い
は

顕
著

に

変
化

す
る

ほ
ど

の
流
況

の
変

化
は

な
い

と
考

え
ら

れ
る

こ
と

か
ら

、
流

況
の

変

化
に

よ
る

本
種

の
生
息

環
境

の
変

化
は

小
さ

い
と

考
え

ら
れ

る
。

 

以
上

よ
り
、
事

業
の

実
施

に
よ
る

本
種

の
生
息

へ
の

影
響
は

小
さ

い
と

予
測

さ
れ

る
。

 

－
 

－
 

―
 

―
 

注
1
）
 生

態
的
特
性
の
記
述
の
上
付
き
数
字
は

、
参

考
文

献
の

番
号

を
示

す
。

 
注

2
）
 確

認
状
況
の
上
段
は
確
認
地
点
数
、
下

段
は

主
な

生
息

環
境

の
面

積
（

k
m
2
）

あ
る

い
は

延
長

（
k
m
）

を
示

す
。

 
注

3
）
 確

認
状
況
の
欄
の
「
－
」
は
、
全
て
の
確
認
地
点
あ
る

い
は

生
息

環
境

が
不

明
で

あ
る

こ
と

を
示

す
。

 
注

4
）
 環

境
保
全
措
置
の
検
討
は
、
事
業
の
実
施
に
よ
る
影
響

が
想

定
さ

れ
な

い
又

は
小

さ
い

場
合

以
外

に
行

う
こ

と
と

し
、

行
わ

な
い

場
合

は
「

－
」

と
し

た
。
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表
4
-
2
-
1
0
 

動
物

の
重

要
な

種
の

予
測

結
果
の
概

要
（

昆
虫

類
）
(
1
/
1
8
)
 

種
名
 

生
態
的
特
性
 

確
認
状

況
 

確
認
状

況
の

概
要

 
予

測
結

果
の

概
要

 

環
境

保
全

措
置

 

の
検
討

 

事
業
計

画
 

改
変

 

区
域
外

 

工
事
の

 

実
施

 

土
地

又
は

工
作

物
の

存
在

及
び

供
用

 

改
変

 

区
域
内

 

改
変

 

区
域
付

近
 

オ オ ア オ イ ト ト ン ボ 

【
分
布
】
 

本
州
･
四
国
･
九
州

34
)
。
 

北
海
道
で
は
道
央
・
道
南

か
ら
点
在
的
に
記

録
さ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
ず
、
東
北
地
方
で
も
産

地
が
局
地
化
し
て
ま
れ

30
)
。
 

【
生
息
環
境
】

 

主
に

平
地

や
丘

陵
地

の
岸

辺
に

木
立

の
あ

る
池

沼
や

湿
地

の
水

溜
ま

り
な

ど
に

み
ら

れ
、
し

ば
し
ば

丘
裾

の
緩

や
か

な
流

れ
や

溝

に
も
生

息
す
る

。
幼

虫
は

水
中

の
植

物
や

水

底
の
沈

積
物
に

つ
か

ま
っ
て

生
活

し
て

い
る

3
0)
。
 

【
食
性
】
 

－
 

【
繁
殖
】
 

成
虫
は
、
7
月

中
旬
～
1
0

月
中
旬
に
現
れ

る
。
水

辺
に
生

え
る

植
物
の

樹
皮

の
硬

い
皮

下
に
の

み
産
卵

す
る

。
生

き
て

い
る

組
織

内

に
限
っ
て
産
卵
す
る

3
0)
。
 

0
地

点
 

（
0
％

）
 

 
0
地

点
 

（
0
％

）
 

平
成

1
5
年

度
調

査
時
（

7
月

）
に
確

認

さ
れ

た
が

、
確

認
地

点
は

調
査

地
域

外
で

あ
り

、
周

辺
の

環
境

は
湿

地
周

辺
の

草
地

で
あ
っ

た
。

 

な
お

、
調

査
は

昭
和

5
3

年
度

、
平

成

1
3
年

度
及
び

平
成

1
5
年

度
～

平
成

1
7
年

度
に
行

わ
れ

た
。

 

調
査

の
結

果
及

び
一

般
生

態
情

報
か

ら
、

湿
地

や
水

溜
り

の
あ

る
樹

林
地

が
生

息
環

境
と

考
え

ら
れ

、
本

種

は
調

査
地

域
内

の
湿

地
、

水
溜

り
、

湿
性

林
、

河
畔

林

を
生

息
環

境
と

し
て
い

る
と

推
察

さ
れ

る
。

 

【
直

接
改

変
】

 

本
種

が
確

認
さ

れ
た

地
点

は
事

業
の

実
施

に
よ

る
直

接
改

変
を

受
け

な
い
。

 

本
種

の
生

息
環

境
と

推
察

さ
れ

る
湿

性
林

や
河

畔
林

の
多

く
が

直
接

改
変
に

よ
り

消
失

す
る

。
 

し
か

し
、

本
種

の
生

息
に

は
水

域
と

樹
林

地
が

必
要

で
あ

り
、

湿
性

林
や

河
畔

林
の

中
に

点
在

す
る

開
放

水

面
の

周
辺

が
生

息
域

と
な

っ
て

い
る

と
考

え
ら

れ
る

。

こ
の

よ
う

な
生

息
域

と
な

り
得

る
環

境
の

う
ち

、
本

種

が
確

認
さ

れ
た

1
地

点
は

調
査

地
域
外

で
あ

り
、

こ
の

確
認

地
点

は
残
さ

れ
る

。
 

以
上

よ
り

、
事

業
の

実
施

に
よ

る
本

種
の

生
息

へ
の

影
響

は
小

さ
い

と
予
測

さ
れ

る
。

 

－
 

－
 

1.
1
k
m
2
 

(7
2
.
8
％
)
 

 
0
.
4
k
m2
 

（
2
7.
2
％

）
 

ヒ メ リ ス ア カ ネ 

【
分
布
】
 

北
海
道
の
ほ

ぼ
全
域

30
)
。
 

【
生
息
環
境
】

 

主
に

森
林

に
お

お
わ

れ
た

や
や

鬱
閉

的
な

挺
水
植

物
が
生

い
茂

る
植

物
性

沈
積

物
の

多

い
池
沼
や
湿
地

に
生
息
す
る

3
0
)
。
 

【
食
性
】
 

－
 

【
繁
殖
】
 

池
沼
や
湿
地

3
0)
。
成
虫
は

7
～
9
月
に
わ
た

っ
て
現
わ
れ
る

3
1)
。
 

0
地

点
 

（
0
％

）
 

0
地

点
 

（
0
％

）
 

1
地

点
 

（
1
0
0
％

）
 

平
成

1
3
年

度
調

査
時
（

8
月

）
に

1
地

点
で

1
個

体
が

確
認
さ

れ
た

。
 

確
認

地
点

は
改

変
区

域
外

の
林

道
で

あ

っ
た
。

 

確
認

地
点

の
周

辺
の

環
境

は
ヤ

ナ
ギ

林

で
付
近

に
湿

地
が

あ
っ

た
。

 

調
査

の
結

果
及

び
一

般
生

態
情

報
か

ら
、

本
種

は
調

査
地

域
内

の
湿

地
及
び

周
辺
の

針
広
混

交
林
、
落
葉

広
葉

樹
林
、
湿
性

林
、
河

畔
林

を
生

息
環

境
と

し
て

い
る

と
推

察
さ

れ
る

。
 

【
直

接
改

変
】

 

本
種

が
確

認
さ

れ
た

地
点

は
事

業
の

実
施

に
よ

る
直

接
改

変
を

受
け

な
い
。

 

本
種

の
生

息
環

境
と

推
察

さ
れ

る
池

沼
や

湿
地

の
一

部
は

、
直

接
改

変
に

よ
り

消
失

す
る

が
、

同
様

の
環

境

は
調

査
地

域
内

に
少
な

か
ら

ず
残

存
す

る
。

 

【
直

接
改

変
以

外
（
改

変
区

域
付

近
の

環
境

変
化

）
】

 

本
種

の
生

息
環

境
の

一
部

は
事

業
の

実
施

に
よ

り
変

化
が

生
じ

る
可

能
性

が
あ

る
が

、
同

様
の

環
境

は
調

査

地
域

内
に

少
な

か
ら
ず
残

存
す

る
。

 

以
上

よ
り

、
事

業
の

実
施

に
よ

る
本

種
の

生
息

へ
の

影
響

は
小

さ
い

と
予
測

さ
れ

る
。

 

－
 

－
 

1
.
7
 
km

2
 

（
2
1.
2
％

）
 

0
.8

km
2
 

（
9
.9
％

）
 

5
.
4
k
m2
 

（
6
8.
9
％

）
 

注
1
）
 生

態
的
特
性
の
記
述

の
上
付
き
数
字
は

、
参

考
文

献
の

番
号
を
示
す

。
 

注
2
）
 確

認
状
況
の
上
段
は

確
認
地
点
数
、
下

段
は

主
な

生
息
環
境
の
面
積

（
k
m
2
）

あ
る

い
は

延
長

（
k
m
）

を
示
す

。
 

注
3
）
 確

認
状
況
の
欄
の
「
－
」
は
、
全
て
の
確
認
地
点

あ
る

い
は

生
息

環
境

が
不

明
で

あ
る

こ
と

を
示

す
。

ま
た
、

直
接

改
変
以

外
の

影
響

(
林

縁
環

境
の

出
現

に
よ
る

影
響

)
が

想
定

さ
れ

な
い

種
に
つ

い
て

は
斜

線
で

示
し

た
。

 
注

4
）
 環

境
保
全
措
置
の
検
討
は
、
事
業
の
実
施
に
よ
る

影
響

が
想

定
さ

れ
な

い
又

は
小

さ
い

場
合

以
外

に
行

う
こ

と
と

し
、

行
わ

な
い

場
合

は
「

－
」

と
し

た
。
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表
4
-
2
-
1
0
 

動
物

の
重

要
な

種
の

予
測

結
果
の
概

要
（

昆
虫

類
）
(
2
/
1
8
)
 

種
名
 

生
態
的
特
性
 

確
認
状

況
 

確
認
状

況
の

概
要

 
予

測
結

果
の

概
要

 

環
境

保
全

措
置

 

の
検
討

 

改
変

 

区
域

内
 

改
変

 

区
域
外

 

工
事
の

 

実
施

 

土
地

又
は

工
作

物
の

存
在

及
び

供
用

 

ヒ ダ カ ヒ ラ タ ク チ キ ウ マ 

【
分
布
】
 

北
海
道

6
)
。
 

【
生
息
環
境
】
 

山
地
の
林
内

3
2
)
。
 

【
食
性
】
 

林
床
内
の
堆
積
物
等
（
森
林
性
カ
マ
ド
ウ
マ
類
一
般
）

3
2)
。

 

【
繁
殖
】
 

成
虫
は

8
～
9
月
頃
出
現
す
る
（
カ
マ
ド

ウ
マ
類
一
般
）

3
2)
。

 

0
地

点
 

（
0
％

）
 

0
地

点
 

（
0
％

）
 

平
成

1
6

年
度

調
査

時

（
7
月
,
8
月
）

に
確

認
さ

れ
た

が
、

確
認

地
点

は
調

査
地

域
外

の
樹

林
の

枯
れ

木
の

樹
皮

の
下

で
で

あ
っ

た
。

 

な
お
、

調
査

は
昭
和

5
3

年
度

、
平
成

1
3
年

度
及

び

平
成

1
5
年
度
～

平
成

1
7

年
度
に

行
わ

れ
た

。
 

調
査
の

結
果

及
び

一
般

生
態

情
報

か
ら

、
本

種
は

調
査

地

域
内

の
針

広
混

交
林

、
落

葉
広

葉
樹
林
、

湿
性

林
、
常

緑
針

葉
樹
林

、
カ
ラ

マ
ツ

林
を

生
息

環
境

と
し

て
い

る
と

推
察

さ

れ
る
。

 

【
直
接

改
変

】
 

本
種
の

生
息

環
境

と
推

察
さ

れ
る

樹
林

の
一

部
は

、
直

接

改
変
に

よ
り

消
失

す
る

が
、
同
様
の

環
境

は
調

査
地

域
内
に

少
な
か

ら
ず

残
存

す
る

。
 

以
上
よ

り
、
事
業

の
実

施
に

よ
る

本
種

の
生

息
へ

の
影

響

は
小
さ

い
と

予
測

さ
れ

る
。

 

－
 

－
 

1
.4

km
2
 

(1
3
.
8
％
)
 

8.
7
k
m
2
 

(8
6
.
2
％

)
 

カ バ ヒ ラ タ カ メ ム シ 

【
分
布
】
 

日
本
（
本
州
）

を
含
む
旧
北
区

3
3)
。
 

【
生
息
環
境
】
 

シ
ラ
カ
ン
バ
や

ダ
ケ
カ
ン
バ
が
自
生
す
る
環
境
。
山
地
の
高

標
高

地
に

生

息
す
る
と
思
わ
れ
る

33
)
。
 

【
食
性
】
 

サ
ル
ノ
コ
シ
カ
ケ
類
等
の
キ
ノ
コ
か
ら
吸
汁
す
る
と

さ
れ
て

い
る

3
3)
。

 

【
繁
殖
】
 

－
 

―
 

―
 

平
成

1
3

年
度

調
査

時

(
6
月

)
に
確

認
さ

れ
た

が
、

確
認

地
点

は
不

明
で

あ

る
。

 

な
お
、

調
査

は
昭
和

5
3

年
度

、
平
成

1
3
年

度
及

び

平
成

1
5
年
度
～

平
成

1
7

年
度
に

行
わ

れ
た

。
 

一
般
生

態
情

報
か

ら
、

本
種
は

調
査
地

域
内

の
針
広

混
交

林
、
落
葉
広
葉
樹
林
、
湿
性
林
、
河
畔
林
、
常
緑
針
葉
樹
林
、

カ
ラ
マ

ツ
林
を

生
息

環
境

と
し

て
い

る
と

推
察

さ
れ

る
。

 

【
直
接

改
変

】
 

本
種
の

生
息

環
境

と
推

察
さ

れ
る

樹
林

の
一

部
は

、
直

接

改
変
に

よ
り

消
失

す
る

が
、
同
様
の

環
境

は
調

査
地

域
内
に

少
な
か

ら
ず

残
存

す
る

。
 

以
上
よ

り
、
事
業

の
実

施
に

よ
る

本
種

の
生

息
へ

の
影

響

は
小
さ

い
と

予
測

さ
れ

る
。

 

－
 

－
 

1
.8

km
2
 

（
1
6.
9
％

）
 

8
.
8
 
km

2
 

(8
3
.
1
％

)
 

ギ ン イ チ モ ン ジ セ セ リ 

【
分
布
】
 

北
海
道
、
本
州
、
四
国
、
九
州
に
分
布
す
る
が
、
産
地
は
一

般
に

局
所

的

の
傾
向
が
強
い

34
) 。

 

【
生
息
環
境
】
 

山
地
の
草
原
、
丘
陵
地
、
河
原
、
堤

防
・
道
路
や
線
路
の
法

面
な

ど
の

陽

当
た
り
の
よ
い
ス

ス
キ
草
原
を
好
む

2
8)
。
 

【
食
性
】
 

成
虫
は
ヒ
メ
ジ
ョ
オ
ン
、
シ
ロ
ツ
メ
ク
サ
、
マ
ル
バ
ウ
ツ
ギ

な
ど

陽
性

草

本
の
花
で
吸
蜜
し
、
水
た
ま
り
や
汚
物
に
集
ま
る
こ
と
も
あ

る
。
幼

虫
は

イ

ネ
科
の
ス
ス
キ
、
カ

リ
ヤ
ス
、
ア

ブ
ラ
ス
ス
キ
、
チ
ガ
ヤ
、
エ

ノ
コ

ロ
グ

サ
、

ヨ
シ
な
ど
を
利
用
す
る

28
)
。
 

【
繁
殖
】
 

母
蝶

は
幼
虫

の
食

草
で
あ

る
イ

ネ
科

植
物

な
ど

の
葉

表
に

翅
を
閉

じ
て

止
ま
り
、
葉
表
に
ま
ん
じ
ゅ
う
型
の
卵
を

1
卵
ず
つ
産

付
す

る
30
)
。

 

【
そ
の
他
】
 

本
州
の
山
地
や
北
海
道
で
は
、
年
１
回
発
生
（
6
～
7
月

）
34
)
。

 

0
地

点
 

（
0
％

）
 

0
地

点
 

（
0
％

）
 

昭
和

5
3

年
度

及
び

平

成
1
3
年

度
(
6
月
)
調

査
時

に
確
認

さ
れ

た
が
、

確
認

地
点
は

調
査

地
域

外
で

あ

っ
た
。

 

な
お
、

調
査

は
昭
和

5
3

年
度

、
平
成

1
3
年

度
及

び

平
成

1
5
年
度
～

平
成

1
7

年
度
に

行
わ

れ
た

。
 

調
査
の

結
果

及
び

一
般

生
態

情
報

か
ら

、
本

種
は

調
査

地

域
内
の

雑
草

草
原

、
耕

作
地

を
生

息
環

境
と

し
て

い
る

と
推

察
さ
れ

る
。

ま
た
、
植

物
相

の
調
査

結
果

か
ら
、

調
査

地
域

に
は
幼

虫
の

食
草

で
あ

る
ス

ス
キ

、
ア

ブ
ラ

ス
ス

キ
、
ノ

ガ

リ
ヤ
ス

、
エ

ノ
コ

ロ
グ

サ
、

ヨ
シ

が
確

認
さ

れ
て

い
る

。
 

【
直
接

改
変

】
 

本
種
の

生
息

環
境

と
推

察
さ

れ
る

草
地

の
一

部
は

、
直

接

改
変
に

よ
り

消
失

す
る

が
、
同
様
の

環
境

は
調

査
地

域
内
に

少
な
か

ら
ず

残
存

す
る

。
 

以
上
よ

り
、
事
業

の
実

施
に

よ
る

本
種

の
生

息
へ

の
影

響

は
小
さ

い
と

予
測

さ
れ

る
。

 

－
 

－
 

0
.8

km
2
 

（
2
2.
3
％

）
 

2.
9
k
m
2
 

（
7
7
.
7％

）
 

注
1
）
 生

態
的
特
性
の
記
述

の
上
付
き
数
字
は

、
参

考
文

献
の

番
号
を
示
す

。
 

注
2
）
 確

認
状
況
の
上
段
は

確
認
地
点
数
、
下

段
は

主
な

生
息
環
境
の
面
積

（
k
m
2
）

あ
る

い
は

延
長

（
k
m
）

を
示
す

。
 

注
3
）
 確

認
状
況
の
欄
の
「
－
」
は
、
全
て
の
確
認
地
点

あ
る

い
は

生
息

環
境

が
不

明
で

あ
る

こ
と

を
示

す
。

ま
た
、

直
接

改
変
以

外
の

影
響

(
林

縁
環

境
の

出
現

に
よ
る

影
響

)
が

想
定

さ
れ

な
い

種
に
つ

い
て

は
斜

線
で

示
し

た
。

 
注

4
）
 環

境
保
全
措
置
の
検
討
は
、
事
業
の
実
施
に
よ
る

影
響

が
想

定
さ

れ
な

い
又

は
小

さ
い

場
合

以
外

に
行

う
こ

と
と

し
、

行
わ

な
い

場
合

は
「

－
」

と
し

た
。
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表
4
-
2
-
1
0
 

動
物

の
重

要
な

種
の

予
測

結
果
の
概

要
（

昆
虫

類
）
(
3
/
1
8
)
 

種
名
 

生
態
的
特
性
 

確
認

状
況

 

確
認

状
況

の
概

要
 

予
測

結
果

の
概

要
 

環
境

保
全

措
置

 

の
検
討

 

改
変

 

区
域
内

 

改
変

 

区
域
外

 

工
事
の

 

実
施

 

土
地

又
は

工
作

物
の

存
在

及
び

供
用

 

リ ン ゴ シ ジ ミ 

【
分
布
】
 

北
海
道
の
み

に
分
布
す
る

3
6)
。
 

中
央
部
よ
り
道
東
へ
か
け
て
の
地
域
に
生
息
す
る
。

 

【
生
息
環
境
】
 

渓
流
沿

い
の
樹
林

周
辺

や
低
山

地
の
耕

作
地
と

の
境
界

、

と
き
に
は
耕
作
地
の
水
路
の
周
辺
な
ど
に
生
息
す
る

3
5
) 。

 

【
食
性
】
 

幼
虫
の

食
樹
は
バ

ラ
科

の
エ
ゾ

ノ
ウ
ワ
ミ
ズ
ザ

ク
ラ
、

ス

モ
モ
、
シ
ウ
リ
ザ
ク
ラ
で
あ
る

35
)
。
 

【
繁
殖
】
 

バ
ラ
科
植
物
に
産
卵
。
 

年
1
回
発
生
。
低
地
で

は
6
月
中
旬
～
下
旬
、
山
地

で
は

6
月
下
旬
～
7
月
上
旬
に
現
わ
れ
る

35
)
。
 

1
地

点
 

（
1
0
0
％

）
 

0
地

点
 

（
0
％

）
 

昭
和

5
3
年
度

及
び

平
成

1
7
年

度

調
査

時
に

1
地

点
で

確
認

さ
れ

た

（
昭

和
5
3

年
度

の
確

認
地

点
は

不

明
）
。

 

確
認

地
点

は
改

変
区

域
内

で
あ

っ

た
。

 

調
査

の
結

果
及

び
一

般
生

態
情

報
か

ら
、

本
種

は
調

査
地

域
内

の
湿

性
林

、
河

畔
林

、
雑

草
草

原
、

耕
作

地
を

生
息

環

境
と

し
て

い
る

と
推

察
さ

れ
る

。
ま

た
、
植

物
相

の
調

査
結

果
か

ら
、

調
査

地
域

に
は

幼
虫

の
食

草
で
あ

る
エ

ゾ
ノ

ウ
ワ

ミ
ズ

ザ
ク

ラ
、

ス
モ

モ
、

シ
ウ

リ
ザ

ク
ラ
が

確
認

さ
れ

て
い

る
。

 

【
直
接

改
変

】
 

本
種

が
確

認
さ

れ
た

地
点

は
、

事
業

の
実

施
に

よ
り

消
失

す
る
。

 

し
か

し
、

本
種

の
生

息
環

境
と

推
察

さ
れ

る
湿

性
林

の
一

部
は

、
直

接
改

変
に

よ
り

消
失

す
る

が
、
同

様
の

環
境

は
調

査
地
域

内
に

少
な

か
ら

ず
残

存
す

る
。

 

以
上

よ
り

、
事

業
の

実
施

に
よ

る
本

種
の

生
息

へ
の

影
響

は
小
さ

い
と

予
測

さ
れ

る
。

 

－
 

－
 

1
.6

 k
m
2
 

(
3
3
.
1
％
)
 

3
.3

k
m2
 

(
6
6
.
9
％
)
 

ア サ マ シ ジ ミ 北 海 道 亜 種 

【
分
布
】
 

北
海
道
、
本

州
に
分
布
す
る

3
6)
。
 

北
海
道

で
は
道
南
部

を
除
き
、
低
地

～
低

山
地
に

広
く

分

布
す
る
。
 

【
生
息
環
境
】
 

成
虫
は

陽
当
た
り

の
よ

い
草
原
に
好
ん

で
生
息

す
る
が

、

と
き
に
河
原
や
露
岩
地
を
生
息
地
と
す
る
場
合
も
あ
る

3
6
) 。

 

【
食
性
】
 

幼
虫
の

食
草
は
北

海
道

及
び
本

州
の
大

部
分
の

地
域
で

は

ナ
ン
テ

ン
ハ
ギ
（

マ
メ
科

）
。
ま

た
ク
サ
フ
ジ
、

モ
メ
ン

ヅ

ル
も
食
草
と
な
る

36
)
。
 

【
繁
殖
】
 

山
地
や
寒
冷
地
で
は

7
月
上
旬
か
ら

8
月
上
旬
に
か

け
て

出
現
す

る
。
卵
は

食
草
の

根
元
付

近
の
枯
葉
や
枯

茎
、
小

石

な
ど
に

1
個
ず
つ
う
み
つ
け
ら
れ
る

3
6)
。
 

―
 

―
 

昭
和

5
3

年
度

調
査

時
に

確
認

さ

れ
た

が
、

確
認

地
点
は

不
明

で
あ

っ

た
。

 

な
お

、
調

査
は

昭
和

5
3
年

度
、
平

成
1
3
年

度
及

び
平

成
1
5
年
度

～
平

成
1
7
年

度
に

行
わ

れ
た

。
 

一
般
生

態
情

報
か

ら
、
本

種
は

調
査

地
域

内
の

雑
草

草
原

、

耕
作
地

、
砂

礫
州

を
生

息
環

境
と

し
て

い
る
と

推
察

さ
れ

る
。

ま
た

、
植

物
相

の
調

査
結

果
か

ら
、

調
査
地

域
に

は
幼

虫
の

食
草
で

あ
る

ク
サ

フ
ジ

、
モ

メ
ン

ヅ
ル

が
確
認

さ
れ

て
い

る
。
 

【
直
接

改
変

】
 

本
種

の
生

息
環

境
と

推
察

さ
れ

る
草

地
等

の
一

部
は

、
直

接
改

変
に

よ
り

消
失

す
る

が
、

同
様

の
環
境

は
調

査
地

域
内

に
少
な

か
ら

ず
残

存
す

る
。

 

ま
た

、
昭

和
5
3
年

度
以

降
、
現

地
調

査
に

よ
り

確
認

さ
れ

て
い

な
い

こ
と

か
ら

、
現

在
、

調
査

地
域
は

主
要

な
生

息
環

境
で
は

な
い

と
考

え
ら

れ
る

。
 

以
上

よ
り

、
事

業
の

実
施

に
よ

る
本

種
の

生
息

へ
の

影
響

は
小
さ

い
と

予
測

さ
れ

る
。

 

な
お

、
本

種
の

食
草

で
あ

る
モ

メ
ン

ヅ
ル

は
植

物
の

重
要

な
種
で

あ
り

、
確

認
さ

れ
た

2
地

点
全

て
が

事
業

の
実
施

に

よ
り
消

失
す

る
。

 

－
 

－
 

1
.0

 k
m
2
 

（
2
5
.
4％

）
 

3
.0

k
m2
 

（
7
4
.
6％

）
 

注
1
）
 生

態
的
特
性
の
記
述

の
上
付
き
数
字
は

、
参

考
文

献
の

番
号
を
示
す

。
 

注
2
）
 確

認
状
況
の
上
段
は

確
認
地
点
数
、
下

段
は

主
な

生
息
環
境
の
面
積

（
k
m
2
）

あ
る

い
は

延
長

（
k
m
）

を
示
す

。
 

注
3
）
 確

認
状
況
の
欄
の
「
－
」
は
、
全
て
の
確
認
地
点

あ
る

い
は

生
息

環
境

が
不

明
で

あ
る

こ
と

を
示

す
。

ま
た
、

直
接

改
変
以

外
の

影
響

(
林

縁
環

境
の

出
現

に
よ
る

影
響

)
が

想
定

さ
れ

な
い

種
に
つ

い
て

は
斜

線
で

示
し

た
。

 
注

4
）
 環

境
保
全
措
置
の
検
討
は
、
事
業
の
実
施
に
よ
る

影
響

が
想

定
さ

れ
な

い
又

は
小

さ
い

場
合

以
外

に
行

う
こ

と
と

し
、

行
わ

な
い

場
合

は
「

－
」

と
し

た
。
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表
4
-
2
-
1
0
 

動
物

の
重

要
な

種
の

予
測

結
果
の
概

要
（

昆
虫

類
）
(
4
/
1
8
)
 

種
名
 

生
態
的
特
性
 

確
認

状
況

 

確
認
状

況
の

概
要

 
予

測
結

果
の

概
要

 

環
境
保

全
措

置
の

検
討

 

改
変

 

区
域
内

 

改
変

 

区
域

外
 

工
事
の

 

実
施

 

土
地

又
は

工
作

物
の

存
在

及
び

供
用

 

ゴ マ シ ジ ミ 北 海 道 亜 種 

【
分
布
】
 

北
海
道
・
本
州

・
九
州
に
分
布
す
る

3
5
)
。
 

北
海
道
で
は
産
地
は
多
く
、
利
尻
・
礼
文
島
に
も
分
布

す
る

。
 

【
生
息
環
境
】
 

草
原
の
環
境
で
見
ら
れ
る

3
7)
。

 

【
食
性
】
 

バ
ラ
科

の
ワ

レ
モ

コ
ウ
（
北

日
本

で
は

ナ
ガ
ボ

ノ
シ

ロ
ワ

レ

モ
コ
ウ

）
を

食
草

と
し
、
孵

化
幼

虫
は
そ

れ
ら

の
花
を

食
べ

て

生
育
す

る
が

、
幼

虫
期
後
半

に
な

る
と
ア

リ
に

よ
り
ア

リ
の

巣

に
運
ば
れ
、
ア

リ
の
幼
虫
を
捕

食
し
て
育
つ

3
7)
。
 

【
繁
殖
】
 

北
日
本
で

は
食

草
の

ナ
ガ
ボ
ノ

シ
ロ

ワ
レ
モ
コ

ウ
の
花

穂
の

中
に
産
卵
す
る

3
7)
。
蛹
化
、
羽
化
は

ア
リ
の
巣
内

3
6
)
。

成
虫
の

出
現
期
は

7
～
8
月

3
7)
。
 

0
地

点
 

（
0
％

）
 

1
地

点
 

（
1
00
％

）
 

昭
和

5
3
年

度
及
び

平
成

1
6
年

度
調

査
（
8
月
）
時

に
1
地
点

で
1

個
体

が
確

認
さ

れ
た
（

昭
和

5
3
年

度
は

確
認

位
置

不
明
）

。
 

確
認

地
点

は
改

変
区

域
外

の
草

地
で

あ
っ

た
。

 

調
査
の

結
果

及
び

一
般

生
態

情
報

か
ら

、
本

種
は

調
査

地

域
内
の

雑
草

草
原
、
耕

作
地

を
生

息
環

境
と

し
て

い
る

と
推

察
さ
れ

る
。
ま

た
、
植
物

相
の

調
査

結
果

か
ら
、
調

査
地

域

に
は

幼
虫

の
食

草
で

あ
る

ナ
ガ

ボ
ノ

シ
ロ

ワ
レ

モ
コ

ウ
が

確
認
さ

れ
た

。
 

【
直
接

改
変

】
 

本
種
が

確
認

さ
れ

た
地

点
は

、
事

業
の

実
施

に
よ

る
直

接

改
変
を

受
け

な
い

。
 

本
種
の

生
息

環
境

と
推

察
さ

れ
る

雑
草

草
原

、
耕

作
地

の

一
部
は

、
直

接
改

変
に

よ
り

消
失

す
る

が
、
同
様

の
環

境
は

調
査
地

域
内

に
少

な
か

ら
ず

残
存

す
る

。
 

以
上
よ

り
、
事
業

の
実

施
に

よ
る

本
種

の
生

息
へ

の
影

響

は
小
さ

い
と

予
測
さ

れ
る

。
 

 

－
 

－
 

0.
8
k
m
2
 

（
2
2.
3
％

）
 

2
.9

km
2
 

（
7
7
.7
％

）
 

ウ ラ ギ ン ス ジ ヒ ョ ウ モ ン 

【
分
布
】
 

北
海
道
、
本
州

、
四
国
、
九
州
に
分
布
す
る

3
4
)
。
 

【
生
息
環
境
】
 

成
虫
は
明
る
い
草
原
、
堤
防
な
ど
に
多
く
生
息
す
る

3
5)
。

 

【
食
性
】
 

ア
ザ
ミ
類
、
オ
カ
ト
ラ
ノ
オ
、
ハ
ナ
ウ
ド
、
ヒ
ヨ
ド
リ
バ

ナ
、

シ
モ
ツ
ケ
ソ
ウ
な
ど
の
花
で
吸
蜜
し
、
オ
ス
は
湿
地
で
給

水
し

、

汚
物
や
動
物
の
死
体
な
ど
に
も
飛
来
す
る

35
)
。
ス
ミ
レ
科

を
食

草
と
し

、
ま

れ
に

オ
ニ
シ
モ
ツ

ケ
(
バ

ラ
科
)
で
も

幼
虫
が

み
つ

か
る
。
 

【
繁
殖
】
 

年
1
回
の
発

生
、
7
～
8
月
に
出
現

3
5)
。
 

―
 

―
 

昭
和

5
3
年

度
、
平

成
1
3
年

度

及
び

平
成

1
6
年
度

調
査

時
に

確
認

さ
れ

た
が

、
確

認
地

点
は

不
明

で

あ
っ

た
。

 

な
お

、
調

査
は

昭
和

53
年

度
、

平
成

1
3
年

度
及
び
平

成
1
5
年
度

～
平

成
17

年
度

に
行

わ
れ

た
。

 

一
般

生
態

情
報

か
ら

、
本

種
は

調
査

地
域

内
の

雑
草

草

原
、
耕

作
地

を
生

息
環

境
と

し
て

い
る

と
推

察
さ

れ
る

。
ま

た
、
植

物
相

の
調

査
結

果
か

ら
、
調

査
地

域
に
は

幼
虫

の
食

草
で
あ

る
オ

ニ
シ

モ
ツ

ケ
が

確
認

さ
れ

た
。

 

【
直
接

改
変

】
 

本
種
の

生
息

環
境

と
推

察
さ

れ
る

草
地

の
一

部
は
、
直

接

改
変
に

よ
り

消
失

す
る

が
、
同

様
の

環
境

は
調
査

地
域

内
に

少
な
か

ら
ず

残
存
す

る
。

 

ま
た
、

平
成

13
年

度
以

降
、

現
地

調
査

に
よ
り

確
認

さ

れ
て
い

な
い

こ
と

か
ら

、
現

在
、
調

査
地

域
は
主

要
な

生
息

環
境
で

は
な

い
と
考

え
ら

れ
る

。
 

以
上
よ

り
、
事
業

の
実

施
に

よ
る

本
種

の
生

息
へ

の
影

響

は
小
さ

い
と

予
測
さ

れ
る

。
 

 

－
 

－
 

0.
8
k
m
2
 

（
2
2.
3
％

）
 

2
.9

km
2
 

（
7
7
.7
％

）
 

注
1
）
 生

態
的
特
性
の
記
述

の
上
付
き
数
字
は

、
参

考
文

献
の

番
号
を
示
す

。
 

注
2
）
 確

認
状
況
の
上
段
は

確
認
地
点
数
、
下

段
は

主
な

生
息
環
境
の
面
積

（
k
m
2
）

あ
る

い
は

延
長

（
k
m
）

を
示
す

。
 

注
3
）
 確

認
状
況
の
欄
の
「
－
」
は
、
全
て
の
確
認
地
点

あ
る

い
は

生
息

環
境

が
不

明
で

あ
る

こ
と

を
示

す
。

ま
た
、

直
接

改
変
以

外
の

影
響

(
林

縁
環

境
の

出
現

に
よ
る

影
響

)
が

想
定

さ
れ

な
い

種
に
つ

い
て

は
斜

線
で

示
し

た
。

 
注

4
）
 環

境
保
全
措
置
の
検
討
は
、
事
業
の
実
施
に
よ
る

影
響

が
想

定
さ

れ
な

い
又

は
小

さ
い

場
合

以
外

に
行

う
こ

と
と

し
、

行
わ

な
い

場
合

は
「

－
」

と
し

た
。
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表
4
-
2
-
1
0
 

動
物

の
重

要
な

種
の

予
測

結
果
の
概

要
（

昆
虫

類
）
(
5
/
1
8
)
 

種
名
 

生
態
的
特
性
 

確
認
状

況
 

確
認
状

況
の

概
要

 
予

測
結

果
の

概
要

 

環
境
保

全
措

置
の

検
討

 

改
変

 

区
域
内

 

改
変

 

区
域

外
 

工
事
の

 

実
施

 

土
地

又
は

工
作

物
の

存
在

及
び

供
用

 

ヒ ョ ウ モ ン チ ョ ウ 東 北 以 北 亜 種 

【
分
布
】
 

北
海

道
・

本
州

に
分

布
、
北

海
道

で
は

分
布

が
せ

ま

く
大

沼
付

近
、
帯

広
付

近
な

ど
の
温

暖
地

に
産
地

が
知

ら
れ
る

3
4)
。
 

【
生
息
環
境
】
 

成
虫
は

山
麓

地
帯
の

乾
燥
し

た
明

る
い

草
原

に
生

息
3
5)
。
 

【
食
性
】
 

北
海
道

で
は

ナ
ガ
ボ

ノ
シ

ロ
ワ

レ
モ

コ
ウ
、

本
州

で

は
ワ
レ

モ
コ

ウ
（
バ

ラ
科

）
。
オ
ニ

シ
モ

ツ
ケ

、
エ

ゾ

シ
モ
ツ
ケ
で
あ

る
3
5)
。
 

【
繁
殖
】
 

北
海
道

で
は

ナ
ガ
ボ

ノ
シ

ロ
ワ

レ
モ

コ
ウ
に

産
卵

す

る
。
年

1
回
の

発
生
、
6
～
8
月
に
出
現

3
5)
。

 

―
 

―
 

昭
和

5
3
年

度
調

査
時
に

確
認

さ

れ
た
が

、
確

認
地

点
は

不
明

で
あ

っ

た
。

 

な
お
、

調
査

は
昭

和
5
3
年

度
、

平
成

1
3
年

度
及

び
平
成

1
5
年

度
～

平
成

17
年

度
に

行
わ

れ
た

。
 

一
般

生
態

情
報

か
ら

、
本

種
は

調
査

地
域

内
の

雑
草

草
原

、
耕

作
地

を
生

息
環

境
と
し

て
い

る
と

推
察

さ
れ

る
。
ま

た
、
植
物

相

の
調

査
結

果
か

ら
、
調

査
地

域
に

は
幼

虫
の

食
草

で
あ

る
ナ

ガ
ボ

ノ
シ

ロ
ワ

レ
モ

コ
ウ

、
オ

ニ
シ

モ
ツ

ケ
、
エ

ゾ
シ

モ
ツ

ケ
が

確
認

さ
れ

た
。

 

【
直

接
改

変
】

 

本
種

の
生

息
環

境
と
推

察
さ

れ
る

草
地

の
一

部
は

、
直

接
改

変

に
よ

り
消

失
す

る
が

、
同

様
の

環
境
は

調
査

地
域

内
に

少
な

か
ら

ず
残

存
す

る
。

 

ま
た

、
昭

和
53

年
度

以
降

、
現

地
調

査
に

よ
り

確
認

さ
れ

て

い
な

い
こ

と
か

ら
、
現
在

、
調

査
地

域
は
主

要
な

生
息

環
境

で
は

な
い

と
考

え
ら

れ
る
。

 

以
上

よ
り

、
事

業
の

実
施

に
よ

る
本

種
の
生

息
へ

の
影

響
は

小

さ
い

と
予

測
さ

れ
る
。

 

な
お

、
本
種

の
食

草
で

あ
る

エ
ゾ

シ
モ

ツ
ケ
は

植
物

の
重
要

な

種
で

あ
り

、
確

認
さ
れ

た
3
地

点
の

う
ち

1
地

点
が

残
存
す

る
。
 

－
 

－
 

0
.
8
k
m2
 

（
2
2.
3
％

）
 

2.
9
k
m
2
 

（
7
7.
7
％

）
 

カ ラ フ ト ヒ ョ ウ モ ン 

【
分
布
】
 

北
海
道
の
特
産
種

3
4
)
。
札
幌
市
以
東
の
低

山
地
か
ら

山
地

に
広

く
分

布
す

る
3
4
)
。

分
布

域
の

標
高

は
普

通

3
0
0m

程
度
ま
で
で
あ
る
が
、
60
0
m
付
近
ま
で
分

布
上
限

が
あ
る
こ
と
が

あ
る

34
)
。
 

【
生
息
環
境
】

 

成
虫
は

低
山

地
の
渓

谷
沿
い

の
草

原
や

路
傍

、
森

林

内
の
空
隙
地
な

ど
に
生
息

3
5)
。
 

【
食
性
】
 

成
虫
は

ア
ザ

ミ
類
、

ヒ
ヨ

ド
リ

バ
ナ
、

ハ
ナ

ウ
ド

な

ど
の
花
で
吸
蜜
す
る

3
5)
。
食
草
は
ミ
ヤ
マ

ス
ミ
レ
(
ス
ミ

レ
科
)
3
5)
。
飼

育
の
際
に
は
各
種
の
ス
ミ
レ
類
で
も
育
て

ら
れ
る

35
)
。
 

【
繁
殖
】
 

年
1
回
の
発
生
、
低
地
で
は

5
～
6
月

に
、
山

地
で

は

6
～
7
月
に

出
現

3
5
)
。
 

―
 

―
 

昭
和

5
3
年

度
調

査
時
に

確
認

さ

れ
た
が

、
確

認
地

点
は

不
明

で
あ

っ

た
。

 

な
お
、

調
査

は
昭

和
5
3
年

度
、

平
成

1
3
年

度
及

び
平
成

1
5
年

度
～

平
成

17
年

度
に

行
わ

れ
た

。
 

一
般

生
態

情
報

か
ら

、
本

種
は

調
査

地
域

内
の

雑
草

草
原

、
耕

作
地

を
生

息
環

境
と
し

て
い

る
と

推
察

さ
れ

る
。

 

【
直

接
改

変
】

 

本
種

の
生

息
環

境
と
推

察
さ

れ
る

草
地

の
一

部
は

、
直

接
改

変

に
よ

り
消

失
す

る
が

、
同

様
の

環
境
は

調
査

地
域

内
に

少
な

か
ら

ず
残

存
す

る
。

 

ま
た

、
昭

和
53

年
度

以
降

、
現

地
調

査
に

よ
り

確
認

さ
れ

て

い
な

い
こ

と
か

ら
、
現
在

、
調

査
地

域
は
主

要
な

生
息

環
境

で
は

な
い

と
考

え
ら

れ
る
。

 

以
上

よ
り

、
事

業
の

実
施

に
よ

る
本

種
の
生

息
へ

の
影

響
は

小

さ
い

と
予

測
さ

れ
る
。

 

 

－
 

－
 

0
.
8
k
m2
 

（
2
2.
3
％

）
 

2.
9
k
m
2
 

（
7
7.
7
％

）
 

注
1
）
 生

態
的
特
性
の
記
述

の
上
付
き
数
字
は

、
参

考
文

献
の

番
号
を
示
す

。
 

注
2
）
 確

認
状
況
の
上
段
は

確
認
地
点
数
、
下

段
は

主
な

生
息
環
境
の
面
積

（
k
m
2
）

あ
る

い
は

延
長

（
k
m
）

を
示
す

。
 

注
3
）
 確

認
状
況
の
欄
の
「
－
」
は
、
全
て
の
確
認
地
点

あ
る

い
は

生
息

環
境

が
不

明
で

あ
る

こ
と

を
示

す
。

ま
た
、

直
接

改
変
以

外
の

影
響

(
林

縁
環

境
の

出
現

に
よ
る

影
響

)
が

想
定

さ
れ

な
い

種
に
つ

い
て

は
斜

線
で

示
し

た
。

 
注

4
）
 環

境
保
全
措
置
の
検
討
は
、
事
業
の
実
施
に
よ
る

影
響

が
想

定
さ

れ
な

い
又

は
小

さ
い

場
合

以
外

に
行

う
こ

と
と

し
、

行
わ

な
い

場
合

は
「

－
」

と
し

た
。
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表
4
-
2
-
1
0
 

動
物

の
重

要
な

種
の

予
測

結
果
の
概

要
（

昆
虫

類
）
(
6
/
1
8
)
 

種
名
 

生
態
的
特
性
 

確
認
状

況
 

確
認
状

況
の

概
要

 
予

測
結

果
の

概
要

 

環
境
保

全
措

置
 

の
検
討

 
事

業
計

画
 

改
変

 

区
域

外
 

工
事
の

 

実
施

 

土
地

又
は

工
作

物
の

存
在

及
び

供
用

 

改
変

 

区
域
内

 

改
変

 

区
域
付

近
 

ヒ メ ギ フ チ ョ ウ 北 海 道 亜 種 

【
分
布
】
 

北
海
道
（
中

央
部
～
東
部
）
、
本
州
（
東

北
～

中
部

地
方
）

に
分
布
す
る

が
一

般
に

局
部
的

3
4)
。

 

【
生
息
環
境
】
 

落
葉
広
葉
樹
の
疎
林
、
時
に
植
林
地

3
8
)
。
 

【
食
性
】
 

成
虫
：

カ
タ
ク

リ
、
ミ
ツ
バ

ツ
チ

グ
リ

な
ど
の
花
で
吸
蜜
。
 

幼
虫

の
食

草
は

オ
ク

エ
ゾ

サ
イ

シ
ン

（
北
海
道
）
で
あ
る

3
5)
。
 

【
繁
殖
】
 

蛹
で
越

冬
。
北

海
道
で
は

4
月
末

～
6

月
に
出
現

35
)
。
 

（
2
地

点
）

 

昭
和

5
4

年
度

調
査

時
に

確
認

さ

れ
、

確
認

地
点

は
改

変
区

域
外

の
人

工
草

地
及

び
林

内
で

あ
っ

た
が

、
詳

細
な
位

置
は

不
明
で
あ

っ
た

。
 

い
ず

れ
の

確
認

地
点
も

食
草

の
オ

ク
エ

ゾ
サ

イ
シ

ン
が

同
時

に
確

認
さ

れ
、
こ

の
内

1
地

点
で

は
成

虫
の

他
、

卵
塊
も

9
個

確
認

さ
れ

た
。

 

平
成

15
年

度
調

査
で

は
、
既

往
調

査
に

よ
る

オ
ク

エ
ゾ

サ
イ

シ
ン

の
確

認
地

点
を

中
心

に
、

改
変

区
域

周
辺

で
調
査

を
実

施
し

た
が

、
卵

、
幼

虫
、

成
虫

い
ず

れ
も

確
認

さ
れ

な
か

っ

た
。

 

な
お

、
調
査

は
昭

和
5
4
年

度
、
平

成
15

年
度

に
行

な
わ

れ
た

。
 

調
査

の
結

果
及

び
一

般
生

態
情

報
か

ら
、

本
種

は
幼

虫
の

食

草
で

あ
る

オ
ク

エ
ゾ

サ
イ

シ
ン

や
成

虫
が

吸
蜜

す
る

カ
タ

ク
リ

等
が
生

育
す

る
調

査
地

域
内

の
針

広
混
交

林
、

落
葉

広
葉

樹
林

、

湿
性

林
、
河

畔
林
に

生
息
す

る
と

推
察
さ

れ
る

。
 

【
直
接

改
変

】
 

本
種

の
生

息
環

境
と

推
察

さ
れ

る
落

葉
広

葉
樹

林
等

の
一

部

は
事

業
の

実
施

に
よ

り
消

失
す

る
が

、
同

様
の

環
境

は
調

査
地

域
内
に

少
な

か
ら

ず
残

存
す

る
。

 

【
直
接

改
変

以
外

（
改

変
区

域
付

近
の

環
境

変
化

）
】

 

本
種

の
生

息
環

境
で

あ
る

落
葉

広
葉

樹
林

等
の

一
部

は
事

業

の
実

施
に

よ
り

変
化

が
生

じ
る

可
能

性
が

あ
る

が
、

同
様

の
環

境
は
調

査
地

域
内
に
残

存
す

る
。

 

平
成

1
5

年
度

の
本

種
の

発
生

時
期

に
実

施
し

た
調

査
に

よ

り
、

卵
、

幼
虫

、
成

虫
の

い
ず

れ
も

確
認

さ
れ

な
か

っ
た

こ
と

か
ら

、
現

在
、

調
査

地
域

は
主

要
な

生
息

環
境

で
は

な
い

と
考

え
ら
れ

る
。

 

以
上

よ
り

、
事

業
の

実
施

に
よ

る
本

種
の

生
息

へ
の

影
響

は

小
さ
い

と
予

測
さ

れ
る

。
 

な
お

、
植

物
の

調
査

結
果

か
ら

、
幼

虫
の

食
草

で
あ

る
オ

ク

エ
ゾ
サ

イ
シ

ン
は

調
査

地
域

内
で
確

認
さ

れ
た

9
3
地

点
の

う
ち

4
8
地

点
が

残
存
す

る
。

 

－
 

－
 

1
.
7
k
m2
 

（
2
1.
2
％

）
 

0
.
8
k
m2
 

（
9
.
9
％

）
 

5.
4
k
m
2
 

（
6
8
.
9％

）
 

ヒ メ シ ロ チ ョ ウ 

【
分
布
】
 

北
海

道
・

本
州

・
九
州
。
北

海
道

で
は

南
部
に
多
く
、
中
部
以
北
で
は
ま
れ
。

3
5
) 。
 

【
生
息
環
境
】
 

成
虫
は

陽
当
り

の
よ
い
山
地

草
原

に
生

息
3
5
) 。

 

【
食
性
】
 

マ
メ
科

の
ツ
ル
フ

ジ
バ

カ
マ
、
レ

ン
リ

ソ
ウ
、
エ
ゾ
ノ
レ
ン
リ
ソ
ウ

3
9)
。
 

【
繁
殖
】
 

寒
冷
地
で
は
年

2
回
の
発
生
。
4
月
初
旬

よ
り
姿
を
み
せ
る

3
5)
。
 

―
 

 
―

 

昭
和

5
3

年
度

調
査

時
に

確
認

さ

れ
た

が
、

確
認

地
点

は
不

明
で

あ
っ

た
。

 

な
お

、
調
査

は
昭

和
5
3
年

度
、
5
4

年
度
、

平
成

1
3
年

度
及
び

平
成

1
5

年
度
～

平
成

1
7
年

度
に

行
わ

れ
た

。
 

一
般

生
態

情
報

か
ら

、
本

種
は

調
査

地
域

内
の

雑
草

草
原

、

耕
作

地
を

生
息

環
境

と
し

て
い

る
と

推
察

さ
れ

る
。

ま
た

、
植

物
相

の
調

査
結

果
か

ら
、

調
査

地
域

に
は

幼
虫

の
食

草
で

あ
る

エ
ゾ
ノ

レ
ン

リ
ソ

ウ
が

確
認

さ
れ

て
い

る
。

 

【
直
接

改
変

】
 

本
種

の
生

息
環

境
と

推
察

さ
れ

る
草

地
の

一
部

は
、

直
接

改

変
に

よ
り

消
失

す
る

が
、

同
様

の
環

境
は

調
査

地
域

内
に

少
な

か
ら
ず

残
存

す
る

。
 

ま
た
、

昭
和

5
3
年

度
以

降
、

現
地

調
査
に
よ

り
確

認
さ
れ

て

い
な

い
こ

と
か

ら
、

現
在

、
調

査
地

域
は

主
要

な
生

息
環

境
で

は
な
い

と
考

え
ら

れ
る
。

 

以
上

よ
り

、
事

業
の

実
施

に
よ

る
本

種
の

生
息

へ
の

影
響

は

小
さ
い

と
予

測
さ

れ
る

。
 

－
 

－
 

0
.
8
k
m2
 

（
2
2.
3
％

）
 

 
2.
9
k
m
2
 

（
7
7
.
7％

）
 

注
1
）
 生

態
的
特
性
の
記
述

の
上
付
き
数
字
は

、
参

考
文

献
の

番
号
を
示
す

。
 

注
2
）
 確

認
状
況
の
上
段
は

確
認
地
点
数
、
下

段
は

主
な

生
息
環
境
の
面
積

（
k
m
2
）

あ
る

い
は

延
長

（
k
m
）

を
示
す

。
 

注
3
）
 確

認
状
況
の
欄
の
「
－
」
は
、
全
て
の
確
認
地
点

あ
る

い
は

生
息

環
境

が
不

明
で

あ
る

こ
と

を
示

す
。

ま
た

、
直

接
改

変
以

外
の

影
響

（
林

縁
環

境
の

出
現

に
よ

る
影
響

）
が

想
定

さ
れ

な
い

種
に

つ
い

て
は

斜
線

で
示

し
た
。

 
注

4
）
 環

境
保
全
措
置
の
検
討
は
、
事
業
の
実
施
に
よ
る

影
響

が
想

定
さ

れ
な

い
又

は
小

さ
い

場
合

以
外

に
行

う
こ

と
と

し
、

行
わ

な
い

場
合

は
「

－
」

と
し

た
。

 
注

5
）
 
ヒ

メ
ギ
フ
チ
ョ
ウ
北
海
道
亜
種
の
確

認
状

況
は

、
詳

細
な
確

認
地

点
が

不
明

な
た

め
、

確
認

地
点

数
の

み
を

記
載

し
た
。

 



4-2-47 

表
4
-
2
-
1
0
 

動
物

の
重

要
な

種
の

予
測

結
果
の
概

要
（

昆
虫

類
）
(
7
/
1
8
)
 

種
名
 

生
態
的
特
性
 

確
認
状

況
 

確
認
状

況
の

概
要

 
予

測
結

果
の

概
要

 

環
境
保

全
措

置
 

の
検
討

 

改
変

 

区
域

内
 

改
変

 

区
域

外
 

工
事
の

 

実
施

 

土
地

又
は

工
作

物
の

存
在

及
び

供
用

 

ツ マ ジ ロ ウ ラ ジ ャ ノ メ 北 海 道 亜 種 

【
分
布
】
 

北
海
道
、
本
州
、
四
国

31
)
。
 

北
海

道
で

は
日

高
山
脈

と
夕

張
～

芦
別

連

峰
(
夕
張
山
地
)
周
辺

40
)
。
 

【
生
息
環
境
】

 

成
虫
は

渓
谷

沿
い

の
崖

地
・

岩
場
に

好
ん

で
生
息

35
)
。
 

【
食
性
】
 

幼
虫
の

食
草

は
ヤ

マ
カ

モ
ジ

グ
サ
、

ア
オ

カ
モ
ジ

グ
サ
、

ヒ
メ

ノ
ガ

リ
ヤ

ス
な
ど

の
イ

ネ
科

30
)
。
 

【
繁
殖
】
 

北
海
道
で
は

原
則
的
に
年

1
回
の
発
生
（
6

月
上
旬
～
7
月

）
40
)
。
 

―
 

―
 

昭
和

5
3

年
度

調
査

時
に
確

認
さ

れ
た

が
、

確
認

地
点

は
不

明
で

あ
っ

た
。

 

な
お

、
調

査
は

昭
和

5
3

年

度
、

平
成

1
3

年
度

及
び

平
成

1
5
年

度
～

平
成

1
7
年

度
に

行

わ
れ

た
。

 

一
般
生

態
情

報
か

ら
、
本

種
は

調
査

地
域

内
の

雑
草

草
原

、
耕

作
地

、
自

然
裸

地
を
生

息
環

境
と
し

て
い

る
と

推
察
さ

れ
る
。
ま

た
、
植

物
相

の
調
査

結
果

か
ら

、

調
査
地

域
に

は
幼
虫
の

食
草

で
あ

る
ヤ

マ
カ

モ
ジ

グ
サ

、
ヒ

メ
ノ
ガ

リ
ヤ

ス
が

確

認
さ
れ

た
。

 

【
直
接

改
変

】
 

本
種
の

生
息

環
境

と
推

察
さ

れ
る

自
然

裸
地
の

一
部

は
、
直

接
改
変

に
よ

り
消

失
す
る

が
、

同
様
の
環

境
は

調
査

地
域

内
に

少
な

か
ら

ず
残

存
す

る
。

 

ま
た
、

昭
和

53
年

度
以

降
、

現
地

調
査

に
よ

り
確

認
さ
れ

て
い

な
い

こ
と

か

ら
、
現

在
、

調
査
地
域

は
主

要
な

生
息

環
境
で

は
な

い
と

考
え

ら
れ

る
。

 

以
上
よ

り
、
事
業

の
実

施
に
よ

る
本

種
の

生
息

へ
の

影
響
は

小
さ

い
と

予
測

さ

れ
る
。

 

－
 

－
 

0.
9
k
m
2
 

（
2
2
.3
％

）
 

3
.1

km
2
 

（
7
6
.8
％

）
 

オ ナ ガ ミ ズ ア オ 

【
分
布
】
 

北
海
道
、
本
州

3
4)
。
 

【
生
息
環
境
】

 

－
 

【
食
性
】
 

幼
虫
は
ハ
ン

ノ
キ
属
の
各
種
に

つ
く

8
1)
。
 

【
繁
殖
】
 

－
 

―
 

―
 

昭
和

5
3
年

度
、

平
成

1
6
年

度
及

び
平

成
1
7

年
度

調
査

時

に
確

認
さ

れ
た

が
、

確
認

地
点

は
不

明
で

あ
っ

た
。

 

な
お

、
調

査
は

昭
和

5
3

年

度
、

平
成

1
3

年
度

及
び

平
成

1
5
年

度
～

平
成

1
7
年

度
に

行

わ
れ

た
。

 

一
般
生

態
情

報
か

ら
、
本

種
は

調
査

地
域

内
の

針
広

混
交
林

、
落

葉
広

葉
樹

林
、

湿
性
林

、
河

畔
林
を
生

息
環

境
と

し
て

い
る

と
推

察
さ

れ
る

。
 

【
直
接

改
変

】
 

本
種
の

生
息

環
境

と
推

察
さ

れ
る

樹
林

の
一

部
は
、
直

接
改

変
に

よ
り

消
失

す

る
が
、

同
様

の
環
境
は

調
査

地
域

内
に

少
な

か
ら

ず
残

存
す

る
。

 

以
上
よ

り
、
事
業

の
実

施
に
よ

る
本

種
の

生
息

へ
の

影
響
は

小
さ

い
と

予
測

さ

れ
る
。

 

－
 

－
 

1.
7
k
m
2
 

（
2
1
.5
％

）
 

6
.2

km
2
 

（
7
8
.
5
）

 

ス ゲ ド ク ガ 

【
分
布
】
 

北
海
道
、
本
州

7
9)
。
 

【
生
息
環
境
】

 

北
海
道
東
部

で
は

8
～
9
月
に
多
い
。
 

【
食
性
】
 

食
草

は
ヨ

シ
な

ど
の

草
と

さ
れ

て
い

た

が
、

近
縁

種
ス

ゲ
オ

オ
ド

ク
ガ
と

混
同

さ
れ

て
い
た
た
め
、

確
認
が
必
要

79
）
。
 

【
繁
殖
】
 

－
 

―
 

―
 

昭
和

5
3
年

度
、

平
成

1
3
年

度
及

び
平

成
1
6

年
度

調
査

時

に
確

認
さ

れ
た

が
、

確
認

地
点

は
不

明
で

あ
っ

た
。

 

な
お

、
調

査
は

昭
和

5
3

年

度
、

平
成

1
3

年
度

及
び

平
成

1
5
年

度
～

平
成

1
7
年

度
に

行

わ
れ

た
。

 

一
般
生

態
情

報
か

ら
、
本
種

は
調

査
地

域
内
の

雑
草

草
原

、
耕
作

地
を

生
息

環

境
と
し

て
い

る
と
推

察
さ

れ
る

。
 

【
直
接

改
変

】
 

本
種
の

生
息

環
境

と
推

察
さ

れ
る

自
然

裸
地
の

一
部

は
、
直

接
改
変

に
よ

り
消

失
す
る

が
、

同
様
の
環

境
は

調
査

地
域

内
に

少
な

か
ら

ず
残

存
す

る
。

 

以
上
よ

り
、
事
業

の
実

施
に
よ

る
本

種
の

生
息

へ
の

影
響
は

小
さ

い
と

予
測

さ

れ
る
。

 

－
 

－
 

0.
8
k
m
2
 

（
2
2
.3
％

）
 

2
.9

km
2
 

（
7
7
.7
％

）
 

注
1
）
 生

態
的
特
性
の
記
述

の
上
付
き
数
字
は

、
参

考
文

献
の

番
号
を
示
す

。
 

注
2
）
 確

認
状
況
の
上
段
は

確
認
地
点
数
、
下

段
は

主
な

生
息
環
境
の
面
積

（
k
m
2
）

あ
る

い
は

延
長

（
k
m
）

を
示
す

。
 

注
3
）
 確

認
状
況
の
欄
の
「
－
」
は
、
全
て
の
確
認
地
点

あ
る

い
は

生
息

環
境

が
不

明
で

あ
る

こ
と

を
示

す
。

ま
た

、
直

接
改

変
以

外
の

影
響

（
林

縁
環

境
の

出
現

に
よ

る
影
響

）
が

想
定

さ
れ

な
い

種
に

つ
い

て
は

斜
線

で
示

し
た
。

 
注

4
）
 環

境
保
全
措
置
の
検
討
は
、
事
業
の
実
施
に
よ
る

影
響

が
想

定
さ

れ
な

い
又

は
小

さ
い

場
合

以
外

に
行

う
こ

と
と

し
、

行
わ

な
い

場
合

は
「

－
」

と
し

た
。
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表
4
-
2
-
1
0
 

動
物

の
重

要
な

種
の

予
測

結
果
の
概

要
（

昆
虫

類
）
(
8
/
1
8
)
 

種
名
 

生
態
的
特
性
 

確
認
状

況
 

確
認

状
況

の
概

要
 

予
測
結

果
の

概
要

 

環
境
保

全
措

置
 

の
検
討

 

事
業
計

画
 

改
変

 

区
域

外
 

工
事
の

 

実
施

 

土
地

又
は

工
作

物
の

存
在

及
び

供
用

 

改
変
 

区
域
内
 

改
変

 

区
域

付
近

 

ネ グ ロ ク サ ア ブ 

【
分
布
】
 

日
本
全
国

3
4)
。
 

【
生
息
環
境
】
 

山
地

の
草

や
木

の
葉

に
と

ま
っ

て

い
る

4
1)
。
 

【
食
性
】
 

不
明
。
 

【
繁
殖
】
 

5
～
7
月

に
出
現

4
1
)
。
 

1
地
点
 

(5
0
.
0
％
)
 

1
地

点
 

(
5
0
.
0％

)
 

0
地

点
 

（
0
％

）
 

平
成

13
年

度
（

6

月
）

及
び

平
成

1
7

年
度

（
7
月
）

に
2

地
点

で
確

認
さ

れ

た
。

 

確
認

地
点
の
内

1

地
点

は
改

変
区

域

内
、

1
地

点
は

改
変

区
域

付
近

で
あ

っ

た
。

 

 

調
査

結
果

及
び

一
般

生
態

情
報

か
ら

、
本

種
は

調
査

地
域

内
の
針

広
混
交
林

、
落
葉

広
葉

樹
林

、
湿

性
林

、
河
畔

林
、

サ
サ

草
原
、

雑
草

草
原

、
耕

作
地

に
生

息
し

て
い

る

と
推
察

さ
れ

る
。

 

【
直
接

改
変

】
 

本
種

が
確

認
さ

れ
た

2
地

点
の

う
ち
、

1
地

点
は

事
業

の
実

施
に

よ
り

消
失

す
る

。
 

本
種

の
生

息
環

境
と

推
察

さ
れ

る
草

地
等

の
一

部
は

事
業

の
実

施
に

よ
り

消
失

す
る

が
、
同

様
の

環
境

は
調
査

地
域

内
に

少
な

か
ら

ず
残

存
す
る

。
 

【
直
接

改
変

以
外

（
改
変

区
域

付
近
の

環
境

変
化

）
】

 

本
種

が
確

認
さ

れ
た

2
地

点
の

う
ち

、
1
地
点

は
事

業
の
実

施
に

よ
り

生
息

環
境

に

変
化
が

生
じ

る
可

能
性
が
あ

る
。

 

本
種

の
生

息
環

境
の

一
部

は
事

業
の

実
施

に
よ

り
変

化
が

生
じ

る
可

能
性

が
あ

る

が
、
同

様
の

環
境

が
調
査

地
域

内
に

少
な

か
ら

ず
残

存
す
る

。
 

以
上

よ
り

、
事

業
の

実
施

に
よ

る
本

種
の

生
息
へ

の
影

響
は

小
さ

い
と

予
測

さ
れ

る
。
 

－
 

－
 

2.
5
k
m
2
 

(2
1
.
0
％
)
 

1
.
1
k
m2
 

（
9
.3
％
）
 

8
.4

km
2
 

（
6
9
.7
％

）
 

フ タ オ ビ ア リ ス ア ブ 

【
分
布
】
 

北
海
道
、
本
州
、
四
国
に
分
布

42
) 。
 

【
生
息
環
境
】
 

し
ば
し
ば
湿
地
で
発
見
さ
れ
る
が
、

森
林
中
で
得
ら
れ
た
こ
と
も
あ
る

42
)
。
 

【
食
性
】
 

幼
虫
は
ア
リ
の
巣
中
に
い
て
、
ア
リ

の
蛹

を
捕

食
す

る
と

考
え

ら
れ

て
い

る
4
2
) 。

 

【
繁
殖
】
 

－
 

0
地
点
 

（
0
％
）
 

 
0
地

点
 

（
0
％

）
 

平
成

1
5
年

度
(
7

月
)
及

び
平
成

1
6
年

度
(7

月
)
調

査
時

に

確
認

さ
れ

た
が
、
確

認
地

点
は

調
査

地

域
外

で
あ

っ
た

。
 

調
査

の
結

果
及

び
一
般

生
態

情
報

か
ら

、
本

種
は

調
査

地
域

内
の
針

広
混
交
林

、
落

葉
広

葉
樹

林
、

湿
性

林
、

河
畔

林
、

常
緑

針
葉

樹
林

、
カ

ラ
マ
ツ

林
に

生
息

し
て

い
る

と
推
察

さ
れ

る
。

 

【
直
接

改
変

】
 

本
種

の
生

息
環

境
と
推

察
さ

れ
る

樹
林

の
一

部
は

、
直

接
改

変
に

よ
り

消
失

す
る

が
、

同
様
の

環
境

は
調

査
地
域

内
に

少
な
か

ら
ず

残
存

す
る

。
 

以
上

よ
り

、
事

業
の

実
施

に
よ

る
本

種
の

生
息
へ

の
影

響
は

小
さ

い
と

予
測

さ
れ

る
。
 

－
 

－
 

1.
8
k
m
2
 

(1
6
.
9
％
)
 

 
8
.8

km
2
 

（
8
3
.1
％

）
 

ジ ョ ウ ザ ン ナ ガ ハ ナ ア ブ 

【
分
布
】
 

－
 

【
生
息
環
境
】
 

幼
虫

は
太

い
倒

木
に

生
息

す
る

と

思
わ
れ
、
成
虫
は
花
に
も
来
る

4
2
) 。

 

【
食
性
】
 

－
 

【
繁
殖
】
 

－
 

―
 

 
―

 

平
成

1
3
年

度
調

査
時

(6
月
)
に

確
認

さ
れ

た
が
、
確

認
地

点
は

不
明

で
あ

っ

た
。

 

な
お

、
調

査
は

昭

和
5
3
年

度
、

平
成

1
3

年
度

及
び

平
成

1
5
年

度
～

平
成

1
7

年
度

に
行

わ
れ

た
。
 

本
種

は
生

態
的

な
知

見
が

ほ
と

ん
ど

な
く

、
そ

の
生

息
環

境
や

食
性

に
つ

い
て

は
不

明
で

あ
る

。
し

か
し

、
既

往
調

査
に

お
い
て

確
認

の
記

録
が
あ

る
こ

と
、

幼
虫

が
太

い

倒
木

に
生

息
し

て
い

る
ら

し
い

こ
と

か
ら

、
調

査
地

域
の

針
広
混
交

林
、
落

葉
広

葉
樹

林
、

湿
性

林
、

河
畔
林
、

常
緑

針
葉

樹
林

、
カ

ラ
マ

ツ
林

と
い
っ

た
樹

林
地

が
生

息
環

境
と
な

っ
て

い
る

と
考

え
ら

れ
る

。
 

【
直
接

改
変

】
 

本
種

の
生

息
環

境
と
推

察
さ

れ
る

樹
林

の
一

部
は

、
直

接
改

変
に

よ
り

消
失

す
る

が
、

同
様
の

環
境

は
調

査
地
域

内
に

少
な
か

ら
ず

残
存

す
る

。
 

以
上

よ
り

、
事

業
の

実
施

に
よ

る
本

種
の

生
息
へ

の
影

響
は

小
さ

い
と

予
測

さ
れ

る
。
 

－
 

－
 

1.
8
k
m
2
 

(1
6
.
9
％
)
 

 
8
.8

km
2
 

（
8
3
.1
％

）
 

注
1
）
 生

態
的
特
性
の
記
述

の
上
付
き
数
字
は

、
参

考
文

献
の

番
号
を
示
す

。
 

注
2
）
 確

認
状
況
の
上
段
は

確
認
地
点
数
、
下

段
は

主
な

生
息
環
境
の
面
積

（
k
m
2
）

あ
る

い
は

延
長

（
k
m
）

を
示
す

。
 

注
3
）
 確

認
状
況
の
欄
の
「
－
」
は
、
全
て
の
確
認
地
点

あ
る

い
は

生
息

環
境

が
不

明
で

あ
る

こ
と

を
示

す
。

ま
た
、

直
接

改
変
以

外
の

影
響

(
林

縁
環

境
の

出
現

に
よ
る

影
響

)
が

想
定

さ
れ

な
い

種
に
つ

い
て

は
斜

線
で

示
し

た
。

 
注

4
）
 環

境
保
全
措
置
の
検
討
は
、
事
業
の
実
施
に
よ
る

影
響

が
想

定
さ

れ
な

い
又

は
小

さ
い

場
合

以
外

に
行

う
こ

と
と

し
、

行
わ

な
い

場
合

は
「

－
」

と
し

た
。
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表
4
-
2
-
1
0
 

動
物

の
重

要
な

種
の

予
測

結
果
の
概

要
（

昆
虫

類
）
(
9
/
1
8
)
 

種
名
 

生
態
的
特
性
 

確
認
状

況
 

確
認
状

況
の

概
要

 
予

測
結

果
の

概
要

 

環
境

保
全

措
置

 

の
検
討

 

事
業
計

画
 

改
変

 

区
域
外

 

工
事
の

 

実
施

 

土
地

又
は

工
作

物
の

存
在

及
び

供
用

 

改
変
 

区
域
内
 

改
変
 

区
域
付

近
 

エ ゾ ク ロ バ エ 

【
分
布
】
 

北
海
道
、
本
州

43
)
。
 

【
生
息
環
境
】
 

北
海
道
で
は
盛
夏
に
出
現
し
、
渓
流
付
近

や
、
山
地
の
花
や

葉
上
で
み
ら
れ

る
こ
と
が

多
い

43
)
。
 

【
食
性
】
 

－
 

【
繁
殖
】
 

－
 

0
地
点
 

（
0
％
）
 

2
地

点
 

（
6
6
.6
％

）
 

1
地

点
 

（
3
3
.
3％

）
 

平
成

1
5
年

度
（
7

月
）
、
平

成
1
6
年

度

（
7
月

～
9
月

）
及

び

平
成

17
年

度
調
査

時

に
3
地

点
で

3
個

体

が
確

認
さ

れ
た

（
平

成
17

年
度
は

調
査

地

域
外
）

。
 

確
認

地
点

の
内

2

地
点

が
、

改
変

区
域

付
近
、
1
地

点
が

改
変

区
域
外

で
あ

っ
た

。
 

調
査
の

結
果

及
び

一
般

生
態

情
報

か
ら

、
本

種
は

調
査

地
域

内
の
針
広
混
交
林
、
落

葉
広

葉
樹
林

、
湿
性
林

、
河

畔
林
、
常

緑
針
葉

樹
林

、
カ
ラ

マ
ツ
林

を
生

息
環

境
と

し

て
い
る

と
推

察
さ

れ
る

。
 

【
直
接

改
変

】
 

本
種
が

確
認

さ
れ
た
地

点
は

、
事

業
の

実
施

に
よ

る
直

接
改

変
を

受
け

な
い

。
 

本
種

の
生

息
環

境
と

推
察

さ
れ

る
樹

林
の

一
部

は
、

事
業

の
実

施
に

よ
り

消
失

す

る
が
、

同
様

の
環

境
が

調
査

地
域

内
に

少
な

か
ら

ず
残

存
す

る
。

 

【
直
接

改
変

以
外

（
改

変
区

域
付

近
の

環
境

変
化

）
】

 

本
種
の

確
認

さ
れ
た

3
地

点
の

う
ち
、
2
地

点
が

事
業

の
実

施
に

よ
り

生
息

環
境

に

変
化

が
生

じ
る

可
能

性
が

あ
る

。
ま

た
、

本
種

の
生

息
環

境
の

一
部

は
事

業
の

実
施

に
よ

り
変

化
が

生
じ

る
可

能
性

が
あ

る
が

、
同

様
の

環
境

が
調

査
地

域
内

に
少

な
か

ら
ず
残

存
す

る
。

 

以
上

よ
り

、
事

業
の

実
施

に
よ

る
本

種
の

生
息

へ
の

影
響

は
小

さ
い

と
予

測
さ

れ

る
。

 

－
 

－
 

1
.8

k
m2
 

（
1
6
.9
％
）
 

1
.
0
k
m2

（
9
.
1
％

）
 

7.
8
k
m
2
 

（
7
4
.
0％

）
 

タ テ ヤ マ ミ ド リ イ エ バ エ 

【
分
布
】
 

北
海
道
、
本
州

5)
。
 

【
生
息
環
境
】
 

山
地
の
林
内
や
河
畔
、
耕
作
地
な
ど
で
見

ら
れ
る
。
 

【
食
性
】
 

幼
虫
は
ク
マ
の
糞
に
生
息
す
る
。
 

【
繁
殖
】
 

ク
マ
の
糞
か
ら
発
生
す
る
。
 

1
地
点
 

（
2
5
.0
％

）
 

0
地

点
 

（
0
％

）
 

3
地

点
 

（
7
5
.
0％

）
 

平
成

1
6
年

度
（
7

月
,
8

月
)
及

び
平

成

1
7
年

度
（

7
月
）
に

4

地
点

で
確

認
さ

れ

た
。
確

認
地

点
の

内
1

地
点
は

、
3
地

点
が

改

変
区

域
外

で
あ

っ

た
。

 

調
査

の
結

果
及

び
一

般
生

態
情

報
に

よ
る

と
、

本
種

は
ク

マ
の

糞
か

ら
発

生
す

る

こ
と

か
ら

、
ヒ

グ
マ

の
生

息
環

境
と

同
様

の
環

境
に

生
息

す
る

と
考

え
ら

れ
る

。
調

査
の
結

果
及

び
一

般
生

態
か

ら
、
針

広
混
交

林
、
落

葉
広
葉
樹
林
、
湿
性
林
、
河
畔
林
、

常
緑

針
葉
樹

林
、
カ
ラ

マ
ツ
林

、
サ

サ
草
原

、
雑
草

草
原

、
耕
作
地

を
生

息
環

境
と

し

て
い
る

と
推

察
さ

れ
る

。
 

【
直
接

改
変

】
 

本
種
が

確
認

さ
れ
た

4
地

点
の

う
ち
、

1
地

点
が

事
業

の
実

施
に

よ
り

消
失

す
る

。
 

本
種

の
生

息
環

境
と

推
察

さ
れ

る
樹

林
の

一
部

は
、

事
業

の
実

施
に

よ
り

消
失

す

る
が
、

同
様

の
環

境
が

調
査

地
域

内
に

少
な

か
ら

ず
残

存
す

る
。

 

【
直
接

改
変

以
外

（
改

変
区

域
付

近
の

環
境

変
化

）
】

 

本
種

の
生

息
環

境
の

一
部

は
事

業
の

実
施

に
よ

り
変

化
が

生
じ

る
可

能
性

が
あ

る

が
、
同

様
の

環
境

が
調

査
地

域
内
に

少
な

か
ら

ず
残

存
す
る

。
 

以
上
よ

り
、

事
業

の
実

施
に

よ
る

本
種

の
生

息
へ

の
影

響
は

小
さ

い
と

予
測

さ
れ

る
。

 

－
 

－
 

2
.7

k
m2
 

（
1
7
.9
％
）
 

1
.
3
k
m2
 

（
8
.
9
％

）
 

1
0
.
8
km

2
 

（
7
3
.
2％

）
 

注
1
）
 生

態
的
特
性
の
記
述

の
上
付
き
数
字
は

、
参

考
文

献
の

番
号
を
示
す

。
 

注
2
）
 確

認
状
況
の
上
段
は

確
認
地
点
数
、
下

段
は

主
な

生
息
環
境
の
面
積

（
k
m
2
）

あ
る

い
は

延
長

（
k
m
）

を
示
す

。
 

注
3
）
 確

認
状
況
の
欄
の
「
－
」
は
、
全
て
の
確
認
地
点

あ
る

い
は

生
息

環
境

が
不

明
で

あ
る

こ
と

を
示

す
。

ま
た
、

直
接

改
変
以

外
の

影
響

(
林

縁
環

境
の

出
現

に
よ
る

影
響

)
が

想
定

さ
れ

な
い

種
に
つ

い
て

は
斜

線
で

示
し

た
。

 
注

4
）
 環

境
保
全
措
置
の
検
討
は
、
事
業
の
実
施
に
よ
る

影
響

が
想

定
さ

れ
な

い
又

は
小

さ
い

場
合

以
外

に
行

う
こ

と
と

し
、

行
わ

な
い

場
合

は
「

－
」

と
し

た
。
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表
4
-
2
-
1
0
 

動
物

の
重

要
な

種
の

予
測

結
果

の
概

要
（
昆

虫
類

）
(
1
0
/
1
8
)
 

種
名
 

生
態
的
特
性
 

確
認
状
況
 

確
認
状

況
の

概
要

 
予

測
結

果
の

概
要

 

環
境

保
全

措
置

 

の
検
討

 

事
業
計
画
 

改
変

 

区
域
外

 

工
事
の

 

実
施

 

土
地
又

は

工
作
物

の

存
在
及

び

供
用

 

改
変
 

区
域
内
 

改
変
 

区
域
付
近
 

エ ゾ カ ト リ バ エ 

【
分
布
】

 

北
海
道

3
4)
。
 

【
生
息
環
境

】
 

－
 

【
食
性
】

 

成
虫
は
ユ
ス
リ
カ

科
の

成
虫
を
捕

食
す
る

3
7
)
。
 

【
繁
殖
】

 

－
 

0
地
点
 

（
0
％
）
 

 
0
地

点
 

（
0
％

）
 

平
成

16
年
度

調
査

時
(
7

月
,
8

月
)
に

確
認

さ
れ

た

が
、

確
認

地
点

は
調

査
地

域
外
で

あ
っ

た
。

 

な
お
、

調
査
は

昭
和

5
3

年
度
、

平
成

1
3
年

度
及
び

平
成

1
5

年
度
～
平

成
1
7

年
度
に

行
わ

れ
た

。
 

本
種

は
生

態
的

な
知

見
が

ほ
と

ん
ど

な
く

、
そ

の
生

息
環

境
に

つ
い

て
は

不
明

で
あ

る
。

一
般

に
、

イ
エ

バ
エ

類
は

腐
敗

物
等

に
発

生
す

る
こ

と
か

ら
、

本
種

も
同

様
の

環
境

を
利

用

し
て

い
る

可
能

性
が

あ
る

と
推

察
さ

れ
、

調
査

地
域
の

さ
ま

ざ
ま

な
環

境
に

存
在

し
て

い
る

と
考

え
ら

れ
る

。
 

【
直

接
改

変
】

 

本
種

は
調

査
地

域
の

さ
ま

ざ
ま

な
環

境
に

存
在
し

て
い

腐
敗

物
等

を
生

息
環

境
と

し
て

い

る
と

考
え

ら
れ

る
。

こ
の

よ
う

な
環

境
条

件
は
、

調
査

地
域

の
改

変
区

域
外

の
さ

ま
ざ

ま
な

環
境
に

存
在

し
て

い
る

と
考

え
ら

れ
る

。
 

以
上
よ

り
、

事
業

の
実

施
に

よ
る

本
種

の
生

息
へ

の
影

響
は

小
さ

い
と

予
測

さ
れ

る
。

 

－
 

－
 

1.
8
k
m
2
 

(
1
7
.
0
％
)
 

 
8.
8
k
m
2
 

(
8
3
.
0
％

)
 

キ バ ネ ク ロ バ エ 

【
分
布
】

 

北
海
道

と
本
州
の
高
山

地
帯
に
生
息
す
る

37
)
。
 

【
生
息
環
境

】
 

低
地
～
山
地

の
林

内
や

河
畔
、
耕
作
地

な
ど
で
見

ら
れ
る

3
1)
。

 

【
食
性
】

 

－
 

【
繁
殖
】

 

ク
マ
の

糞
か
ら
発
生
す

る
3
7)
。
 

1
地
点
 

(
2
0
.
0
％
)
 

0
地
点
 

(
0
％
)
 

4
地

点
 

(
8
0
.
0
％

)
 

平
成

1
5
年

度
(
7
月

)
及

び
平

成
1
6

年
度
(
8

月
,
9

月
)
及

び
平
成

17
年
度

（
7

月
）
調

査
時

に
5

地
点
で

確
認
さ

れ
た

（
平
成

1
5
年

度
は

調
査

地
域

内
の

確
認

は
な
い

）
。

 

確
認

地
点

の
内

1
地

点

は
改
変

区
域

内
、
4
地

点
は

改
変

区
域

外
の

樹
林

で
あ

っ
た
。

 

調
査
の

結
果

及
び

一
般

生
態

か
ら

、
針
広
混

交
林
、

落
葉
広

葉
樹
林

、
湿
性

林
、
河

畔
林
、

常
緑
針
葉

樹
林
、
カ
ラ

マ
ツ
林

、
サ
サ

草
原
、
雑
草
草

原
、
耕
作

地
を

生
息

環
境

と
し

て
い

る

と
推

察
さ

れ
る

。
ま

た
、

本
種

は
ク

マ
の

糞
か

ら
発

生
す

る
こ

と
か

ら
、

ヒ
グ

マ
の

生
息

環

境
と

同
様

の
環

境
に
生

息
す

る
と

考
え

ら
れ

る
。

 

【
直

接
改

変
】

 

本
種
が

確
認

さ
れ
た

5
地

点
の

う
ち

、
1
地

点
が

事
業

の
実

施
に

よ
り

消
失

す
る

。
 

本
種

の
生

息
環

境
と

推
察
さ

れ
る

樹
林

の
一

部
は

、
直

接
改

変
に

よ
り

消
失

す
る

が
、

同

様
の

環
境

は
調

査
地
域

内
に

少
な

か
ら

ず
残

存
す

る
。

 

【
直

接
改

変
以

外
（
改

変
区

域
付

近
の

環
境

変
化

）
】

 

本
種

の
生

息
環

境
の

一
部
は

事
業

の
実

施
に

よ
り

変
化

が
生

じ
る

可
能

性
が

あ
る

が
、

同

様
の

環
境

が
調

査
地
域

内
に

少
な

か
ら

ず
残

存
す

る
。

 

以
上
よ

り
、

事
業

の
実

施
に

よ
る

本
種

の
生

息
へ

の
影

響
は

小
さ

い
と

予
測

さ
れ

る
。

 

－
 

－
 

2.
7
k
m
2
 

(
1
7
.
9
％
)
 

1.
3
k
m
2
 

(
8.

9％
)
 

1
0.

8
km

2
 

(
7
3
.
2
％

)
 

コ シ ア キ ト ゲ ハ ナ バ エ 

【
分
布
】

 

北
海
道

5
)
。

 

【
生
息
環
境

】
 

樹
林
、
林
縁
部
、
河
畔
、

渓
流
沿
い
、
登
山
道
沿
い
、

お
花
畑
な

ど
は
ハ
ナ
バ
エ

類
の
好

適
な
生
息
場
所
で

あ
る

3
7)
。
 

【
食
性
】
 

－
 

【
繁
殖
】

 

－
 

0
地
点
 

（
0
％
）
 

0
地
点
 

（
0
％
）
 

2
地

点
 

（
1
0
0
％

）
 

平
成

16
年
度

調
査

時
(
9

月
)
に

1
地
点

で
確

認
さ
れ

た
。

 

確
認

地
点

は
改

変
区

域

外
の

広
葉

樹
林

及
び

牧
草

地
で
あ

っ
た

。
 

調
査

の
結

果
及

び
一

般
生

態
情

報
か

ら
、

本
種

は
調

査
地

域
内

の
針

広
混

交
林

、
落

葉
広

葉
樹
林
、
湿
性

林
、
河
畔
林

、
常
緑
針
葉
樹
林
、
カ
ラ
マ
ツ
林
、
サ
サ
草
原
、
雑
草
草
原
、
耕

作
地
を

生
息

環
境

と
し

て
い

る
と
推

察
さ

れ
る

。
 

【
直

接
改

変
】

 

本
種
が

確
認

さ
れ

た
地

点
は

、
事

業
の

実
施

に
よ

る
直

接
改

変
を

受
け

な
い

。
 

本
種

の
生

息
環

境
と

推
察

さ
れ

る
樹

林
及

び
耕

作
地

の
一

部
は

、
直

接
改

変
に

よ
り

消
失

す
る
が

、
同

様
の

環
境

は
調
査

地
域

内
に

少
な

か
ら

ず
残

存
す

る
。

 

【
直

接
改

変
以

外
（
改

変
区
域

付
近

の
環

境
変

化
）

】
 

本
種

の
生

息
環

境
の

一
部

は
事

業
の

実
施

に
よ

り
変

化
が

生
じ

る
可

能
性

が
あ

る
が

、
同

様
の

環
境

が
調

査
地
域

内
に
少

な
か

ら
ず

残
存

す
る

。
 

以
上
よ

り
、

事
業

の
実

施
に

よ
る

本
種

の
生

息
へ

の
影

響
は

小
さ

い
と

予
測

さ
れ

る
。

 

－
 

－
 

2.
7
k
m
2
 

（
1
7.
8
％
）
 

1.
3
k
m
2
 

（
8
.
9
％
）

 

1
0.

8
km

2
 

（
7
3.
2
％

）
 

注
1
）
 生

態
的
特
性
の
記
述

の
上
付
き
数
字
は

、
参

考
文

献
の

番
号
を
示
す

。
 

注
2
）
 確

認
状
況
の
上
段
は

確
認
地
点
数
、
下

段
は

主
な

生
息
環
境
の
面
積

（
k
m
2
）

あ
る

い
は

延
長

（
k
m
）

を
示
す

。
 

注
3
）
 確

認
状
況
の
欄
の
「
－
」
は
、
全
て
の
確
認
地
点

あ
る

い
は

生
息

環
境

が
不

明
で

あ
る

こ
と

を
示

す
。

ま
た
、

直
接

改
変
以

外
の

影
響

(
林

縁
環

境
の

出
現

に
よ
る

影
響

)
が

想
定

さ
れ

な
い

種
に
つ

い
て

は
斜

線
で

示
し

た
。

 
注

4
）
 環

境
保
全
措
置
の
検
討
は
、
事
業
の
実
施
に
よ
る

影
響

が
想

定
さ

れ
な

い
又

は
小

さ
い

場
合

以
外

に
行

う
こ

と
と

し
、

行
わ

な
い

場
合

は
「

－
」

と
し

た
。
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表
4
-
2
-
1
0
 

動
物

の
重

要
な

種
の

予
測

結
果

の
概

要
（
昆

虫
類

）
(
1
1
/
1
8
)
 

種
名
 

生
態
的
特
性
 

確
認
状

況
 

確
認

状
況

の
概

要
 

予
測
結

果
の

概
要

 

環
境
保

全
措

置
 

の
検
討

 

事
業
計

画
 

改
変

 

区
域
外
 

工
事
の

 

実
施

 

土
地

又
は

工
作

物
の

存
在

及
び

供
用

 

改
変
 

区
域
内
 

改
変
 

区
域
付

近
 

ハ ナ バ チ ノ ス ヤ ド リ ニ ク バ エ 

【
分
布
】
 

北
海
道
、
本

州
6
) 。

 

【
生
息
環
境
】
 

山
地

の
朽

木
な

ど
に

好
ん

で
止

ま

る
3
1)
。
 

【
食
性
】
 

腐
肉
等

3
1)
。
 

【
繁
殖
】
 

幼
虫

は
ハ

ナ
バ

チ
の

巣
に

寄
生

す

る
3
1)
。
 

0
地
点
 

（
0
％
）
 

 
0
地

点
 

（
0
％

）
 

平
成

1
7
年

度
調
査

時
(
7

月
)
に

確
認

さ
れ

た
が

、
確

認
地

点
は

調
査

地
域

外
で

あ
っ

た
。

 

な
お

、
調

査
は

昭
和

5
3

年
度

、
平

成
1
3
年

度
及

び

平
成

1
5

年
度

～
平
成

1
7

年
度

に
行

わ
れ

た
。

 

調
査

の
結
果

及
び

一
般

生
態

情
報

か
ら

、
本

種
は

調
査

地
域

内
の
針

広
混

交
林

、
落
葉
広
葉
樹
林
、
湿
性
林
、
河
畔
林
、
常
緑
針
葉
樹
林
、
カ
ラ
マ
ツ

林
、
サ

サ
草
原

、
雑

草
草
原

、
耕

作
地
を

生
息

環
境

と
し
て

い
る

と
推

察
さ

れ
る
。

 

【
直
接

改
変

】
 

本
種

の
生

息
環

境
と

推
察

さ
れ

る
樹

林
等

の
一

部
は

、
直

接
改

変
に

よ

り
消
失

す
る

が
、
同
様

の
環

境
は

調
査

地
域

内
に
少

な
か

ら
ず

残
存

す
る
。
 

以
上

よ
り

、
事

業
の

実
施

に
よ

る
本

種
の

生
息

へ
の

影
響

は
小

さ
い

と

予
測
さ

れ
る

。
 

－
 

－
 

2
.7

km
2
 

（
1
7
.9
％
）

 
 

1
2.

1k
m
2
 

（
8
2
.1
％

）
 

エ ダ ガ タ ニ ク バ エ 

【
分
布
】
 

北
海
道

43
)
。

 

【
生
息
環
境
】
 

山
地
性
で
あ
る
と
思
わ

れ
る

4
3)
。
 

【
食
性
】
 

動
物
の
死
体

等
3
7
) 。

 

【
繁
殖
】
 

－
 

0
地
点
 

（
0
％
）
 

 
0
地

点
 

（
0
％

）
 

平
成

1
5
年

度
調
査

時
(
7

月
)
に

確
認

さ
れ

た
が

、
確

認
地

点
は

調
査

地
域

外
で

あ
っ

た
。

 

な
お

、
調

査
は

昭
和

5
3

年
度

、
平

成
1
3
年

度
及

び

平
成

1
5

年
度

～
平
成

1
7

年
度

に
行

わ
れ

た
。

 

調
査

の
結
果

及
び

一
般

生
態

情
報

か
ら

調
査

地
域

内
の
針
広

混
交
林

、
落

葉
広

葉
樹
林
、
湿
性
林
、
河
畔
林
、
常
緑
針
葉
樹
林
、
カ
ラ
マ
ツ
林
に
本
種

の
生
息

環
境

が
存

在
す

る
可

能
性

が
推

察
さ

れ
る

。
 

【
直
接

改
変

】
 

本
種

の
生

息
環

境
と

推
察

さ
れ

る
樹

林
の

一
部

は
、

直
接

改
変

に
よ

り

消
失
す

る
が

、
同

様
の

環
境

は
調

査
地

域
内
に

少
な

か
ら
ず

残
存

す
る

。
 

以
上

よ
り

、
事

業
の

実
施

に
よ

る
本

種
の

生
息

へ
の

影
響

は
小

さ
い

と

予
測
さ

れ
る

。
 

－
 

－
 

1
.8

km
2
 

（
1
6
.9
％
）

 
 

8
.8

km
2
 

（
8
3
.1
％

）
 

シ ロ ガ ネ ニ ク バ エ 

【
分
布
】
 

北
海
道
か
ら

九
州

5
)、

43
)
。
 

【
生
息
環
境
】

 

山
地
の
林
内

37
)
。
 

【
食
性
】
 

動
物
の
死
体
等

3
7
) 。

 

【
繁
殖
】
 

鱗
翅

類
に

寄
生

す
る

の
で
は

な
い

か

と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
 

1
地
点
 

（
3
3
.3
％
）

 

0
地

点
 

（
0
％

）
 

2
地

点
 

（
6
6
.6
％

）
 

平
成

1
5
年

度
(
7
月
)
及

び
平

成
1
7
年

度
（

7
月

）

に
3
地

点
で

確
認

さ
れ

た
。
 

確
認

地
点

の
内

1
地

点

は
改

変
区

域
内
、
2
地

点
は

改
変

区
域

外
の

樹
林

に
囲

ま
れ

た
草

地
で

あ
っ
た

。
 

調
査

の
結

果
及

び
一
般

生
態

情
報

か
ら

、
本

種
は

調
査

地
域

内
の
針

広
混

交
林

、
落
葉
広
葉
樹
林
、
湿
性
林
、
河
畔
林
、
常
緑
針
葉
樹
林
、
カ
ラ
マ
ツ

林
を

生
息

環
境

と
し

て
い

る
と

推
察

さ
れ

る
。

 

【
直
接

改
変

】
 

本
種

が
確

認
さ

れ
た

3
地

点
の

う
ち

、
1
地
点

は
事

業
の
実

施
に

よ
り

消

失
す
る

。
 

本
種

の
生

息
環

境
と

推
察

さ
れ

る
樹

林
の

一
部

は
、

事
業

の
実

施
に

よ

り
消
失

す
る

が
、
同
様

の
環

境
は

調
査

地
域

内
に
少

な
か

ら
ず

残
存

す
る
。
 

【
直
接

改
変
以

外
（
改

変
区

域
付

近
の

環
境

変
化

）
】

 

本
種
の

生
息

環
境

の
一

部
は

事
業

の
実

施
に

よ
り

変
化

が
生

じ
る

可
能

性
が
あ

る
が
、

同
様
の

環
境

が
調

査
地

域
内
に

少
な

か
ら
ず

残
存

す
る

。
 

以
上

よ
り
、

事
業

の
実

施
に

よ
る

本
種

の
生

息
へ

の
影

響
は

小
さ

い
と

予
測
さ

れ
る
。

 

－
 

－
 

1
.8

km
2
 

（
1
6
.9
％
）

 

1
.
0
k
m2
 

（
9
.
1
％

）
 

7
.8

km
2
 

（
7
4.
0
％

）
 

注
1
）
 生

態
的
特
性
の
記
述

の
上
付
き
数
字
は

、
参

考
文

献
の

番
号
を
示
す

。
 

注
2
）
 確

認
状
況
の
上
段
は

確
認
地
点
数
、
下

段
は

主
な

生
息
環
境
の
面
積

（
k
m
2
）

あ
る

い
は

延
長

（
k
m
）

を
示
す

。
 

注
3
）
 確

認
状
況
の
欄
の
「
－
」
は
、
全
て
の
確
認
地
点

あ
る

い
は

生
息

環
境

が
不

明
で

あ
る

こ
と

を
示

す
。

ま
た
、

直
接

改
変
以

外
の

影
響

(
林

縁
環

境
の

出
現

に
よ
る

影
響

)
が

想
定

さ
れ

な
い

種
に
つ

い
て

は
斜

線
で

示
し

た
。

 
注

4
）
 環

境
保
全
措
置
の
検
討
は
、
事
業
の
実
施
に
よ
る

影
響

が
想

定
さ

れ
な

い
又

は
小

さ
い

場
合

以
外

に
行

う
こ

と
と

し
、

行
わ

な
い

場
合

は
「

－
」

と
し

た
。
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表
4
-
2
-
1
0
 

動
物

の
重

要
な

種
の

予
測

結
果

の
概

要
（
昆

虫
類

）
(
1
2
/
1
8
)
 

種
名
 

生
態
的

特
性

 

確
認
状
況
 

確
認
状

況
の

概
要

 
予

測
結

果
の

概
要

 

環
境
保

全
措

置
 

の
検
討

 

改
変
 

区
域
内
 

改
変
 

区
域
外
 

工
事
の

 

実
施

 

土
地

又
は

工
作

物
の

存
在

及
び

供
用

 

セ ス ジ カ タ キ バ ゴ ミ ム シ 

【
分
布
】
 

－
 

【
生
息
環
境
】

 

沢
筋

の
石

の
下

な
ど

で

発
見

さ
れ

る
こ

と
が

多
い

4
5)
。
 

【
食
性
】
 

－
 

【
繁
殖
】
 

－
 

0
地
点
 

（
0
％
）
 

0
地
点
 

（
0
％

）
 

平
成

1
5
年

度
調

査
時

(7
月

)
に

確
認

さ
れ

た

が
、

確
認

地
点

は
調

査

地
域
外

で
あ

っ
た

。
 

な
お

、
調

査
は

昭
和

53
年

度
、
平
成

1
3
年

度

及
び
平

成
1
5
年

度
～

平

成
1
7

年
度

に
行

わ
れ

た
。

 

調
査

の
結

果
及

び
一
般

生
態

情
報

か
ら

、
本

種
は

調
査

地
域

内
の

河
畔

林
、
砂

礫
州

を
生
息

環
境

と
し

て

い
る

と
推

察
さ

れ
る

。
 

【
直

接
改

変
】

 

本
種

の
生

息
環

境
と
推

察
さ

れ
る

河
畔

林
、

砂
礫

州
の

多
く

が
事

業
の

実
施

に
よ

り
消

失
す

る
。

 

し
か

し
、
本

種
の

生
息
環

境
と

推
察

さ
れ

る
河

畔
林

や
砂
礫

州
と

い
っ

た
環

境
は

、
河

川
沿

い
に

は
断

続

的
に

分
布

し
て

い
る
と

考
え

ら
れ

る
。
こ

れ
ら

の
河

川
周
辺

の
環

境
は

、
大

き
く

変
化

す
る

こ
と

は
な

い
こ

と
か

ら
、

同
様

の
環
境

は
調

査
地

域
内

に
も

分
布

し
て

い
る

と
考

え
ら

れ
る

。
 

以
上

よ
り

、
事

業
の
実

施
に

よ
る

本
種

の
生

息
へ

の
影

響
は

小
さ

い
と

予
測

さ
れ

る
。

 

－
 

－
 

0
.
6
k
m2
 

（
8
5
.7
％
）
 

0
.
1
k
m2
 

（
1
4
.3
％

）
 

ヒ ダ カ マ ル ク ビ ゴ ミ ム シ 

【
分
布
】
 

日
高
地
方

4
4
)
。
 

【
生
息
環
境
】
 

お
も
に
高
山
帯
に
す
み
、

雪
渓
の
周
辺
等
に
い
る

44
)
。
 

【
食
性
】
 

－
 

【
繁
殖
】
 

－
 

1
地
点
 

（
1
00
％
）
 

0
地
点
 

（
0
％

）
 

平
成

1
3
年

度
及

び
平

成
16

年
度

調
査

時
に

1

地
点

で
1
個

体
が

確
認

さ
れ
た
（

平
成

1
6
年

度

の
確

認
地

点
は

調
査

地

域
外
）

。
 

確
認

地
点

は
改

変
区

域
内
で

あ
っ

た
。

 

調
査

の
結

果
及

び
一
般

生
態

情
報

か
ら

、
本

種
は

河
川

上
流

の
河

川
沿

い
の

砂
礫

州
及

び
河

畔
林

を
生

息

環
境

と
し

て
い

る
と
推

察
さ

れ
る

。
 

【
直

接
改

変
】

 

本
種

が
確

認
さ

れ
た
地

点
は

、
事

業
の

実
施

に
よ

り
消

失
す

る
。

 

本
種

の
生

息
環

境
と
推

察
さ

れ
る

砂
礫

州
、

河
畔

林
の

多
く

が
事

業
の

実
施

に
よ

り
消

失
す

る
。

 

し
か

し
、
本

種
の

主
要
な

生
息

環
境

は
よ
り

上
流

域
で

あ
る

と
考

え
ら

れ
る

こ
と

か
ら

、
本

種
の

生
息

は

維
持

さ
れ

る
と

考
え

ら
れ

る
。

 

以
上

よ
り

、
事

業
の
実

施
に

よ
る

本
種

の
生

息
へ

の
影

響
は

小
さ

い
と

予
測

さ
れ

る
。

 

－
 

－
 

0
.
6
k
m2
 

（
8
5
.7
％
）
 

0
.
1
k
m2
 

（
1
4
.3
％

）
 

ア ト ス ジ チ ビ ゴ ミ ム シ 

【
分
布
】
 

北
海
道
、
本

州
、
四
国
、

九
州

5
)
、
44
)
。
 

【
生
息
環
境
】
 

河
原

や
湿

地
を

好
む

4
4)
 

46
) 。

 

【
食
性
】
 

－
 

【
繁
殖
】
 

－
 

0
地
点
 

（
0
％
）
 

1
地
点

 

（
1
0
0
％
）

 

平
成

1
6
年

度
調

査
時

(8
月
)
に

1
地

点
で

1
個

体
が
確

認
さ

れ
た

。
 

確
認

地
点

は
改

変
区

域
外

の
河

畔
林

で
あ

っ

た
。

 

調
査

の
結

果
及

び
一
般

生
態

情
報

か
ら

、
本

種
は

調
査

地
域

内
の

砂
礫

州
及

び
湿

性
林

、
河

畔
林

を
生

息

環
境

と
し

て
い

る
と
推

察
さ

れ
る

。
 

【
直

接
改

変
】

 

本
種

が
確

認
さ

れ
た
地

点
は

、
事

業
の

実
施

に
よ

る
直

接
改

変
を

受
け

な
い

。
 

本
種

の
生

息
環

境
と
推

察
さ

れ
る

砂
礫

州
及

び
湿

性
林

、
河
畔

林
は

、
直

接
改

変
に

よ
り

多
く

が
消

失
す

る
。

 

し
か

し
、
本

種
の

生
息
環

境
と

推
察

さ
れ

る
河

畔
林

や
砂
礫

州
と

い
っ

た
環

境
は

、
河

川
沿

い
に

は
断

続

的
に

分
布

し
て

い
る
と

考
え

ら
れ

る
。
こ

れ
ら

の
河

川
周
辺

の
環

境
は

、
大

き
く

変
化

す
る

こ
と

は
な

い
こ

と
か

ら
、

同
様

の
環
境

は
調

査
地

域
内

に
も

分
布

し
て

い
る

と
考

え
ら

れ
る

。
 

以
上

よ
り

、
事

業
の
実

施
に

よ
る

本
種

の
生

息
へ

の
影

響
は

小
さ

い
と

予
測

さ
れ

る
。

 

－
 

－
 

0
.
9
k
m2
 

（
7
2
.5
％
）
 

0
.
4
k
m2
 

（
2
7
.5
％

）
 

注
1
）
 生

態
的
特
性
の
記
述

の
上
付
き
数
字
は

、
参

考
文

献
の

番
号
を
示
す

。
 

注
2
）
 確

認
状
況
の
上
段
は

確
認
地
点
数
、
下

段
は

主
な

生
息
環
境
の
面
積

（
k
m
2
）

あ
る

い
は

延
長

（
k
m
）

を
示
す

。
 

注
3
）
 確

認
状
況
の
欄
の
「
－
」
は
、
全
て
の
確
認
地
点

あ
る

い
は

生
息

環
境

が
不

明
で

あ
る

こ
と

を
示

す
。

ま
た
、

直
接

改
変
以

外
の

影
響

(
林

縁
環

境
の

出
現

に
よ
る

影
響

)
が

想
定

さ
れ

な
い

種
に
つ

い
て

は
斜

線
で

示
し

た
。

 
注

4
）
 環

境
保
全
措
置
の
検
討
は
、
事
業
の
実
施
に
よ
る

影
響

が
想

定
さ

れ
な

い
又

は
小

さ
い

場
合

以
外

に
行

う
こ

と
と

し
、

行
わ

な
い

場
合

は
「

－
」

と
し

た
。
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表
4
-
2
-
1
0
 

動
物

の
重

要
な

種
の

予
測

結
果

の
概

要
（
昆

虫
類

）
(
1
3
/
1
8
)
 

種
名
 

生
態
的
特
性
 

確
認

状
況

 

確
認
状

況
の

概
要

 
予

測
結

果
の

概
要

 

環
境

保
全

措
置

 

の
検
討

 

改
変

 

区
域
内

 

改
変

 

区
域
外

 

工
事
の

 

実
施

 

土
地
又

は

工
作
物

の

存
在
及

び

供
用

 

ゲ ン ゴ ロ ウ 

【
分
布
】

 

本
州
、
四
国

、
九
州

28
)
。
 

【
生
息
環
境

】
 

浅
く
て

水
生

植
物
が
よ
く
繁
茂
し
た
池

沼
、
川
、
用

水
路

、
水
田

、
湿

地
等

に
生
息
す
る

2
8)
。
 

【
食
性
】
 

幼
虫
は

捕
獲
し
た
オ
タ
マ
ジ
ャ
ク
シ
等
を

自
ら
の
消

化
液
で

溶
か

し
、
そ

の

液
を
吸

収
す
る
。
 

成
虫
は

水
生
昆
虫
等
の
肉
を
か
じ
り
と
っ

て
食
べ
る

2
8)
。

 

【
繁
殖
】

 

産
卵
は

5
中

旬
～
6
月
初
旬
に
水
草
等
の
茎
の
内
部
に

行
う

。
成

長
し

た
幼

虫
は
水

辺
に
這
い
上
が
っ
て
土
中
に
蛹
室
を

作
る

2
8
)
。

 

1
地

点
 

（
1
0
0
％

）
 

0
地

点
 

（
0
％

）
 

平
成

1
3
年

度
調

査

時
(
6
月

，
7
月

)に
1

地
点

で
2
個

体
が

確

認
さ
れ

た
。

 

確
認

地
点

は
改

変

区
域

内
の
池

で
あ

っ

た
。

 

調
査

の
結

果
及

び
一

般
生

態
情

報
か

ら
、

本
種

は
調

査
地

域

内
の

用
水

路
、

水
田

、
湿

地
等

を
生

息
環

境
と

し
て

い
る

と
推

察
さ
れ

る
。

 

【
直
接

改
変

】
 

本
種
が

確
認

さ
れ

た
1
地

点
は
、
事

業
の

実
施

に
よ

り
消
失

す
る
。

 

し
か

し
、

本
種

の
確

認
地

点
は

サ
ー

チ
ャ

ー
ジ

水
位

付
近

の

池
で

あ
り

、
通

常
は

水
位

が
上

昇
し

な
い

地
点

で
あ

る
こ

と
か

ら
、
生

息
環

境
の

水
没

の
お

そ
れ

は
少

な
い

と
考

え
ら

れ
る

。
 

以
上

よ
り

、
事

業
の

実
施

に
よ

る
本

種
の

生
息

へ
の

影
響

は

小
さ
い

と
予

測
さ

れ
る

。
 

－
 

－
 

1.
1
 

(
7
2
.
8％

)
 

0
.4

 

(2
7
.
7
％
)
 

ミ ズ ス マ シ 

【
分
布
】

 

北
海
道
、
本

州
、
四
国
、
九
州

34
)
。
 

【
生
息
環
境

】
 

池
沼
、
水
田
、
小

川
等
の
一
般
に
流
れ
の
ゆ
る
や
か

な
浅
い

場
所

に
生

息
し

て
い
る

2
8)
。

 

【
食
性
】
 

成
虫

は
主

に
水

面
に

落
ち

て
き

た
小

さ
な
昆

虫
等

を
前

肢
で

捕
ら

え
て

食

べ
る
。
幼

虫
は
水
中
で
ボ
ウ
フ
ラ
、
ア
カ
ム
シ
等
を
捕
ら

え
て

体
液

を
吸
う

2
8)
。 

【
繁
殖
】

 

春
に
な
る
と
水
草
に
卵
を
一
直
線
に
数
粒
ず
つ
並
べ

て
産
み

つ
け

る
2
8)
。

 

2
地

点
 

（
1
0
0
％

）
 

0
地

点
 

（
0
％

）
 

平
成

1
3
年

度
調

査

時
（
6
月

）
に

2
地

点

で
3
個

体
が

確
認

さ

れ
た
。

 

確
認

地
点

は
改

変

区
域

内
の
池

及
び

水

溜
り
で

あ
っ

た
。

 

調
査

の
結

果
及

び
一

般
生

態
情

報
か

ら
、

本
種

は
調

査
地

域

内
の
池

を
生

息
環

境
と

し
て

い
る

と
推

察
さ

れ
る

。
 

【
直
接

改
変

】
 

本
種
が

確
認

さ
れ

た
2
地

点
は
、
事

業
の

実
施

に
よ

り
消
失

す
る
。

 

し
か

し
、

本
種

の
確

認
地

点
は

サ
ー

チ
ャ

ー
ジ

水
位

付
近

の

池
で

あ
り

、
通

常
は

水
位

が
上

昇
し

な
い

地
点

で
あ

る
こ

と
か

ら
、
生

息
環

境
の

水
没

の
お

そ
れ

は
少

な
い

と
考

え
ら

れ
る

。
 

以
上

よ
り

、
事

業
の

実
施

に
よ

る
本

種
の

生
息

へ
の

影
響

は

小
さ
い

と
予

測
さ

れ
る

。
 

－
 

－
 

1.
1
 

(
7
2
.
8％

)
 

0
.4

 

(2
7
.
7
％
)
 

ガ ム シ 

【
分
布
】

 

北
海
道
、
本

州
、
四
国
、
九
州

44
）
。
 

【
生
息
環
境

】
 

春
夏
の
こ
ろ
、
池
沼
に
普
通
に
生
息

5
1）
。
 

【
食
性
】

 

－
 

【
繁
殖
】

 

－
 

―
 

―
 

昭
和

53
年

度
、
平

成
1
3
年

度
及

び
平

成

1
6
年

度
調

査
時

に
確

認
さ

れ
た
が

、
確

認

地
点

は
不
明

で
あ

っ

た
。

 

な
お

、
調

査
は

昭

和
53

年
度
、
平

成
1
3

年
度
及

び
平

成
1
5
年

度
～
平

成
1
7
年

度
に

行
わ
れ

た
。

 

一
般

生
態

情
報

か
ら

、
湿

地
や

水
溜

り
の

あ
る

樹
林

地
が

生

息
環
境

と
考

え
ら

れ
、
本

種
は
調

査
地

域
内

の
湿

地
、
水

溜
り
、

湿
性
林

、
河

畔
林

を
生

息
環

境
と

し
て

い
る

と
推

察
さ

れ
る

。
 

【
直
接

改
変

】
 

本
種

の
生

息
環

境
と

推
察

さ
れ

る
湿

地
の

一
部

は
直

接
改

変

に
よ

り
消

失
す

る
が

、
同

様
の

環
境

は
調

査
地

域
内

に
少

な
か

ら
ず
残

存
す

る
。

 

以
上

よ
り

、
事

業
の

実
施

に
よ

る
本

種
の

生
息

へ
の

影
響

は

小
さ
い

と
予

測
さ

れ
る

。
 

－
 

－
 

1
.
1
k
m2
 

(
7
2
.
8％

)
 

0.
4
k
m
2
 

（
2
7
.2
％

）
 

注
1
）
 生

態
的
特
性
の
記
述

の
上
付
き
数
字
は

、
参

考
文

献
の

番
号
を
示
す

。
 

注
2
）
 確

認
状
況
の
上
段
は

確
認
地
点
数
、
下

段
は

主
な

生
息
環
境
の
面
積

（
k
m
2
）

あ
る

い
は

延
長

（
k
m
）

を
示
す

。
 

注
3
）
 確

認
状
況
の
欄
の
「
－
」
は
、
全
て
の
確
認
地
点

あ
る

い
は

生
息

環
境

が
不

明
で

あ
る

こ
と

を
示

す
。

ま
た
、

直
接

改
変
以

外
の

影
響

(
林

縁
環

境
の

出
現

に
よ
る

影
響

)
が

想
定

さ
れ

な
い

種
に
つ

い
て

は
斜

線
で

示
し

た
。

 
注

4
）
 環

境
保
全
措
置
の
検
討
は
、
事
業
の
実
施
に
よ
る

影
響

が
想

定
さ

れ
な

い
又

は
小

さ
い

場
合

以
外

に
行

う
こ

と
と

し
、

行
わ

な
い

場
合

は
「

－
」

と
し

た
。
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表
4
-
2
-
1
0
 

動
物

の
重

要
な

種
の

予
測

結
果

の
概

要
（
昆

虫
類

）
(
1
4
/
1
8
)
 

種
名
 

生
態
的
特
性
 

確
認
状

況
 

確
認
状

況
の

概
要

 
予

測
結

果
の

概
要

 

環
境
保

全
措

置
 

の
検

討
 

改
変

 

区
域
内

 

改
変

 

区
域
外

 

工
事
の

 

実
施

 

土
地

又
は

工
作

物
の

存
在

及
び

供
用

 

シ ジ ミ ガ ム シ 

【
分
布
】

 

北
海
道
、
本
州

、
四
国
、
九
州

51
）
。
 

【
生
息
環
境

】
 

池
沼
な
ど
に
普
通
に
生
息

51
）
。
 

【
食
性
】

 

－
 

【
繁
殖
】

 

－
 

―
 

―
 

平
成

16
年

度
調

査
時
に

確
認

さ
れ

た
が

、
確

認
地

点
は

不
明

で

あ
っ
た

。
 

な
お
、

調
査

は
昭

和
5
3
年

度
、

平
成

1
3
年

度
及

び
平

成
1
5
年

度

～
平
成

1
7
年
度

に
行

わ
れ

た
。

 

一
般

生
態

情
報

か
ら

、
湿

地
や

水
溜

り
の

あ
る

樹
林

地
が

生
息

環
境

と
考

え
ら

れ
、

本
種

は
調

査
地

域
内

の
湿

地
、

水
溜

り
、

湿
性

林
、

河
畔

林
を

生

息
環
境

と
し
て

い
る

と
推

察
さ

れ
る
。

 

【
直
接

改
変
】

 

本
種

の
生

息
環

境
と

推
察

さ
れ

る
湿

地
の

一
部

は
直

接
改

変
に

よ
り

消
失

す
る
が

、
同
様

の
環

境
は

調
査

地
域
内
に

少
な

か
ら

ず
残
存

す
る

。
 

以
上

よ
り

、
事

業
の

実
施

に
よ

る
本

種
の

生
息

へ
の

影
響

は
小

さ
い

と
予

測
さ
れ

る
。
 

－
 

－
 

1
.1

k
m2
 

(
7
2
.
8
％
)
 

0
.
4
k
m2
 

（
2
7.
2
％

）
 

ダ イ コ ク コ ガ ネ 

【
分
布
】

 

北
海
道
、
本
州
、
伊
豆
諸
島
、
九
州
、
屋
久
島

4
8
) 。

 

【
生
息
環
境

】
 

牧
場

な
ど

の
獣

糞
に

来
集

し
深

い
縦

穴
を

地

中
に
掘
る

3
1)
。

 

【
食
性
】

 

獣
糞

4
8)
。
 

【
繁
殖
】

 

6
～
10

月
に
発

生
す
る

4
8)
。
 

―
 

―
 

昭
和

53
年

度
調

査
時
に

確
認

さ
れ

た
が

、
確

認
地

点
は

不
明

で

あ
っ
た

。
 

な
お
、

調
査

は
昭

和
5
3
年

度
、

平
成

1
3
年

度
及

び
平

成
1
5
年

度

～
平
成

1
7
年
度

に
行

わ
れ

た
。

 

一
般

生
態

情
報

か
ら

、
本

種
は

調
査

地
域

内
の

雑
草

草
原

及
び

耕
作

地
を

生
息
環

境
と
し

て
い

る
と

推
察

さ
れ
る

。
 

【
直
接

改
変
】

 

本
種

の
生

息
環

境
と

推
察

さ
れ

る
草

地
や

耕
作

地
の

一
部

は
、

直
接

改
変

に
よ

り
消

失
す

る
が

、
同

様
の

環
境

は
調

査
地

域
内

に
少

な
か

ら
ず

残
存

す

る
。

 

ま
た

、
昭
和

53
年

度
以

降
、
現

地
調
査
に

よ
り

確
認

さ
れ

て
い

な
い

こ
と

か
ら
、

現
在
、

調
査

地
域

は
主

要
な
生

息
環

境
で

は
な

い
と

考
え

ら
れ

る
。

 

以
上

よ
り

、
事

業
の

実
施

に
よ

る
本

種
の

生
息

へ
の

影
響

は
小

さ
い

と
予

測
さ
れ

る
。
 

－
 

－
 

0
.8

k
m2
 

（
2
2
.
3
％

）
 

2
.
9
k
m2
 

（
7
7.
7
％

）
 

エ カ シ マ ル ト ゲ ム シ 

【
分
布
】

 

北
海
道

4
4)
。
 

【
生
息
環
境

】
 

山
地
の
林

内
、
林
床
な
ど
と
思
わ
れ
る

4
9)
。

 

【
食
性
】

 

－
 

【
繁
殖
】

 

－
 

  

0
地

点
 

（
0
％

）
 

0
地

点
 

（
0
％

）
 

昭
和

5
3
年

度
及

び
平

成
1
7
年

度
調

査
時

に
確

認
さ

れ
た

。
（

昭

和
5
3
年

度
の
確

認
地

点
は

不
明

、

平
成

17
年

度
の
確

認
地

点
は

調

査
地
域

外
）

。
 

 

調
査

の
結
果

及
び

一
般

生
態

情
報

か
ら

、
本

種
は

調
査

地
域

内
の

針
広
混

交
林
、
落
葉
広
葉
樹
林
、
湿
性
林
、
河
畔
林
、
常
緑
針
葉
樹
林
、
カ
ラ
マ
ツ
林

を
生
息

環
境

と
し

て
い

る
と

推
察

さ
れ

る
。

 

【
直
接

改
変

】
 

本
種

の
生
息

環
境

と
推

察
さ

れ
る

樹
林
の

一
部

は
、

直
接

改
変

に
よ

り
消

失
す
る

が
、

同
様

の
環

境
は

調
査

地
域

内
に

少
な

か
ら

ず
残

存
す

る
。

 

以
上

よ
り
、

事
業

の
実

施
に

よ
る

本
種
の

生
息

へ
の

影
響

は
小

さ
い

と
予

測
さ
れ

る
。

 

－
 

－
 

1
.8

k
m2
 

（
1
6
.
9
％

）
 

8
.
8
k
m2
 

（
8
3.
1
％

）
 

注
1
）
 生

態
的
特
性
の
記
述

の
上
付
き
数
字
は

、
参

考
文

献
の

番
号
を
示
す

。
 

注
2
）
 確

認
状
況
の
上
段
は

確
認
地
点
数
、
下

段
は

主
な

生
息
環
境
の
面
積

（
k
m
2
）

あ
る

い
は

延
長

（
k
m
）

を
示
す

。
 

注
3
）
 確

認
状
況
の
欄
の
「
－
」
は
、
全
て
の
確
認
地
点

あ
る

い
は

生
息

環
境

が
不

明
で

あ
る

こ
と

を
示

す
。

ま
た
、

直
接

改
変
以

外
の

影
響

(
林

縁
環

境
の

出
現

に
よ
る

影
響

)
が

想
定

さ
れ

な
い

種
に
つ

い
て

は
斜

線
で

示
し

た
。

 
注

4
）
 環

境
保
全
措
置
の
検
討
は
、
事
業
の
実
施
に
よ
る

影
響

が
想

定
さ

れ
な

い
又

は
小

さ
い

場
合

以
外

に
行

う
こ

と
と

し
、

行
わ

な
い

場
合

は
「

－
」

と
し

た
。
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表
4
-
2
-
1
0
 

動
物

の
重

要
な

種
の

予
測

結
果

の
概

要
（
昆

虫
類

）
(
1
5
/
1
8
)
 

種
名
 

生
態
的
特
性
 

確
認

状
況

 

確
認
状

況
の

概
要

 
予

測
結

果
の

概
要

 

環
境

保
全

措
置

 

の
検
討

 

改
変

 

区
域
内

 

改
変
 

区
域
外

 

工
事
の

 

実
施

 

土
地

又
は

工
作

物
の

存
在

及
び

供
用

 

ケ マ ダ ラ カ ミ キ リ 

【
分
布
】
 

北
海
道
と
本
州
に
分
布

4
1)
。
 

【
生
息
環
境
】
 

7
～
8
月
、
北
海
道
の
キ
ク
科
植
物
に
集
ま
る

5
9
) 。

 

【
食
性
】
 

寄
生

植
物
、

ハ
ン

ゴ
ン

ソ
ウ

、
ゴ

ボ
ウ

等
の

生
茎

5
0)
。
 

【
繁
殖
】
 

－
 

3
地

点
 

（
4
2
.
9
％

）
 

4
地

点
 

（
5
7
.
1
％

）
 

昭
和

53
年

度
、
平
成

1
6
年

度
(
7

月
)
及
び
平
成

1
7
年
度
（
7
月
）
調

査
時
に

7
地

点
で
確
認

さ
れ

た
（

昭

和
53

年
度

は
確

認
地

点
不

明
）

。
 

確
認

地
点

の
内

3
地

点
は

改
変

区
域

内
）
、
4
地

点
は

改
変

区
域

外

で
あ

っ
た

。
 

調
査

の
結

果
及

び
一
般

生
態

情
報

か
ら

、
本

種
は

調
査

地
域

内
の

キ
ク

科
植

物
の

生
育
す

る
雑

草
草

原
、
耕

作
地

を
生

息
環
境

と
し

て

い
る

と
推

察
さ

れ
る
。

 

【
直

接
改

変
】

 

本
種

が
確

認
さ

れ
た

7
地

点
の

う
ち
、

3
地

点
は

事
業

の
実

施
に

よ
る

直
接

改
変

に
よ
り
消

失
す

る
。

 

本
種

の
生

息
環

境
の
一

部
は

、
事

業
の

実
施

に
よ

る
直

接
改

変
に

よ
り

消
失

す
る

が
、
同

様
の

環
境

は
調

査
地

域
内

に
少

な
か

ら
ず

残

存
す

る
。

 

以
上

よ
り

、
事
業

の
実

施
に

よ
る
本

種
の

生
息

へ
の

影
響
は

小
さ

い
と

予
測

さ
れ

る
。

 

－
 

－
 

0
.8

km
2
 

（
2
2
.
3
％

）
 

2
.
9
k
m2
 

（
7
7
.
7
％

）
 

キ ク ス イ カ ミ キ リ 

【
分
布
】
 

北
海
道

、
本
州

、
四

国
、

九
州

、
佐

渡
、

隠

岐
、
対
馬
、
壱
岐
、
伊
豆
大
島
、
屋
久
島

44
)
。
 

【
生
息
環
境
】
 

キ
ク

・
ヨ
モ

ギ
類

に
集

ま
る

。
幼

虫
は

こ
れ

ら
の
根
元
で
蛹
化
す
る

52
)
。
 

【
食
性
】
 

成
虫

は
キ
ク

科
植

物
の

茎
を

食
し

、
幼

虫
は

こ
れ

ら
の

若
い

茎
を

食
い

進
ん

で
成

長
す

る
5
0
) 。

 

【
繁
殖
】
 

成
虫
は

4
～
7
月
に
出
現
す
る

52
)
。
 

0
地

点
 

（
0
％

）
 

0
地

点
 

（
0
％

）
 

平
成

1
7
年

度
調
査

時
(
7
月

)
に

確
認
さ

れ
た

が
、
確

認
地

点
は
調

査

地
域

外
で

あ
っ

た
。

 

な
お

、
調

査
は

昭
和

5
3
年

度
、

昭
和

54
年

度
、
平
成

1
3
年

度
及

び

平
成

1
5
年
度

～
平

成
1
7
年

度
に

行

わ
れ

た
。

 

調
査

の
結

果
及

び
一
般

生
態

情
報

か
ら

、
本

種
は

調
査

地
域

内
の

雑
草

草
原

、
耕

作
地

、
自

然
裸

地
、
人

工
裸

地
を

生
息

環
境

と
し

て

い
る

と
推

察
さ

れ
る
。

 

【
直

接
改

変
】

 

本
種

の
生

息
環

境
と
推

察
さ

れ
る

雑
草

草
原

、
耕

作
地
、
自

然
裸

地
、
人

工
裸

地
の

一
部
は

、
直

接
改

変
に

よ
り

消
失

す
る
が

、
同

様

の
環

境
は

調
査

地
域
内

に
少

な
か

ら
ず

残
存

す
る

。
 

以
上

よ
り

、
事
業

の
実

施
に

よ
る
本

種
の

生
息

へ
の

影
響
は

小
さ

い
と

予
測

さ
れ

る
。

 

－
 

－
 

1
.0

km
2
 

（
2
3
.
4
％

）
 

3
.
4
k
m2
 

（
7
6
.
6
％

）
 

ハ コ ネ チ ビ ツ ツ ハ ム シ 

【
分
布
】
 

北
海
道
、
本

州
5)
、
4
4)
。
 

【
生
息
環
境
】

 

樹
林

（
ツ
ツ

ハ
ム

シ
類

一
般

）
、

地
表

の
落

葉
6
0)
。
 

【
食
性
】
 

－
 

【
繁
殖
】
 

－
 

0
地

点
 

（
0
％

）
 

0
地

点
 

（
0
％

）
 

平
成

1
6
年

度
調
査

時
(
9
月

)
に

確
認
さ

れ
た

が
、
確

認
地

点
は
調

査

地
域

外
で

あ
っ

た
。

 

な
お

、
調

査
は

昭
和

5
3
年

度
、

平
成

1
3
年
度

及
び
平

成
1
5
年
度

～

平
成

17
年

度
に

行
わ

れ
た

。
 

調
査

の
結

果
及

び
一
般

生
態

情
報

か
ら

、
本

種
は

調
査

地
域

内
の

針
広
混
交

林
、
落

葉
広

葉
樹
林
、

湿
性
林
、

河
畔

林
を

生
息

環
境

と

し
て

い
る

と
推

察
さ
れ

る
。

 

【
直

接
改

変
】

 

本
種

の
生

息
環

境
と
推

察
さ

れ
る

樹
林

の
一

部
は
、
直

接
改

変
に

よ
り

消
失

す
る

が
、
同

様
の

環
境

は
調

査
地

域
内

に
少

な
か

ら
ず

残

存
す

る
。

 

以
上

よ
り

、
事
業

の
実

施
に

よ
る
本

種
の

生
息

へ
の

影
響
は

小
さ

い
と

予
測

さ
れ

る
。

 

－
 

－
 

1
.7

km
2
 

（
2
1
.
5
％

）
 

6
.
2
k
m2
 

（
7
8
.
5
％

）
 

注
1
）
 生

態
的
特
性
の
記
述

の
上
付
き
数
字
は

、
参

考
文

献
の

番
号
を
示
す

。
 

注
2
）
 確

認
状
況
の
上
段
は

確
認
地
点
数
、
下

段
は

主
な

生
息
環
境
の
面
積

（
k
m
2
）

あ
る

い
は

延
長

（
k
m
）

を
示
す

。
 

注
3
）
 確

認
状
況
の
欄
の
「
－
」
は
、
全
て
の
確
認
地
点

あ
る

い
は

生
息

環
境

が
不

明
で

あ
る

こ
と

を
示

す
。

ま
た
、

直
接

改
変
以

外
の

影
響

(
林

縁
環

境
の

出
現

に
よ
る

影
響

)
が

想
定

さ
れ

な
い

種
に
つ

い
て

は
斜

線
で

示
し

た
。

 
注

4
）
 環

境
保
全
措
置
の
検
討
は
、
事
業
の
実
施
に
よ
る

影
響

が
想

定
さ

れ
な

い
又

は
小

さ
い

場
合

以
外

に
行

う
こ

と
と

し
、

行
わ

な
い

場
合

は
「

－
」

と
し

た
。
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表
4
-
2
-
1
0
 

動
物

の
重

要
な

種
の

予
測

結
果

の
概

要
（
昆

虫
類

）
(
1
6
/
1
8
)
 

種
名
 

生
態
的
特
性
 

確
認
状

況
 

確
認
状

況
の

概
要

 
予

測
結

果
の

概
要

 

環
境
保

全
措

置
 

の
検
討

 

事
業
計
画
 

改
変

 

区
域
外

 

工
事

の
 

実
施

 

土
地

又

は
工

作

物
の
存

在
及
び

供
用

 

改
変
 

区
域
内
 

改
変

 

区
域
付

近
 

コ ニ シ ケ ブ カ ハ ム シ 

【
分
布
】
 

北
海
道

4
4)
。
 

【
生
息
環
境
】
 

河
畔

林
や

湿
地

の
林

内
で

見
ら

れ
る
。
 

【
食
性

】
 

－
 

【
繁
殖
】
 

－
 

0
地
点
 

（
0
％
）
 

0
地

点
 

（
0
％

）
 

0
地

点
 

（
0
％

）
 

平
成

1
6
年

度
調

査
時
(
9

月
)
に

1
地

点
で

1
個

体
が

確
認
さ

れ
た

が
、
確

認
地
点

は
調

査
地

域
外

の
樹

林
で

あ
っ
た

。
 

 

調
査
の
結

果
及

び
一

般
生

態
情

報
か

ら
、
本

種
は

調
査

地
域

内
の

湿
性

林
及

び
河

畔
林
を

生
息

環
境
と
し

て
い

る
と

推
察

さ
れ

る
。

 

【
直
接

改
変

】
 

本
種
が

確
認

さ
れ

た
地

点
は

、
事

業
の

実
施

に
よ

る
直

接
改

変
を

受
け

な
い

。
 

本
種

の
生

息
環

境
と

推
察

さ
れ

る
湿

性
林

及
び

河
畔

林
は

、
直

接
改

変
に

よ
り

多

く
が
消

失
す

る
。
 

し
か

し
、

湿
性

林
や

河
畔

林
と

い
っ

た
環

境
は

、
河

川
沿

い
に

は
断

続
的

に
分

布

し
て

い
る

と
考

え
ら

れ
る

こ
と

か
ら

、
同

様
の

環
境

は
調

査
地

域
内

に
も

分
布

し
て

い
る
と

考
え

ら
れ
る
。

 

【
直
接

改
変

以
外
（
改

変
区

域
付

近
の

環
境

変
化

）
】

 

本
種
の
生

息
環

境
の

一
部

は
事

業
の

実
施
に

よ
り

変
化

が
生

じ
る

可
能

性
が

あ
る

が
、
同

様
の

環
境
が
調

査
地

域
内

の
河

川
沿

い
に

少
な

か
ら

ず
残

存
す

る
。

 

以
上

よ
り

、
事

業
の

実
施

に
よ

る
本

種
の
生

息
へ

の
影

響
は

小
さ

い
と

予
測

さ
れ

る
。

 

－
 

－
 

0
.
8
k
m2
 

（
7
0
.
7％

）
 

0.
1
k
m
2
 

（
4
.
5
％

）
 

0
.
3
k
m2
 

（
2
4
.
8％

）
 

シ ロ ヒ ゲ ナ ガ ゾ ウ ム シ 

【
分
布
】
 

北
海
道
、
本
州
、
佐
渡
、
三
宅
島
、

四
国
、

九
州
、
対
馬

5
)
、
44
)
。
 

【
生
息
環
境
】
 

倒
木

や
山

路
に

積
ま

れ
た

粗
朶

や
薪
に
来
集
す
る

5
2)
。
 

【
食
性

】
 

朽
木

や
そ

れ
に

生
え

る
菌

類
等

53
)
。
 

【
繁
殖
】
 

－
 

1
地
点
 

（
1
0
0
％
）
 

0
地

点
 

（
0
％

）
 

0
地

点
 

（
0
％

）
 

平
成

1
3
年

度
調

査
時
(
6

月
)
に

1
地

点
で

1
個

体
が

確
認
さ

れ
た

。
 

確
認

地
点

は
改

変
区

域

内
で
あ

っ
た

。
 

確
認

方
法

は
ラ

イ
ト

ト

ラ
ッ

プ
法

に
よ

る
捕

獲
で

あ
っ
た

。
 

調
査
の

結
果

及
び

一
般

生
態

情
報

か
ら

、
本

種
は

針
広
混
交

林
、
落

葉
広
葉

樹
林
、

湿
性
林

、
河
畔
林
、
常
緑

針
葉
樹

林
、
カ
ラ

マ
ツ
林

の
他

、
人

工
的

な
環
境

で
あ

る
粗

朶
や
薪

等
を

生
息

環
境

の
一

部
と

し
て

い
る

と
推

察
さ

れ
る

。
 

【
直
接

改
変

】
 

本
種
が

確
認

さ
れ

た
1
地

点
は

事
業

の
実

施
に

よ
る

直
接
改

変
に

よ
り

消
失

す
る

。
 

本
種

の
生

息
環

境
の

一
部

は
、

事
業

の
実

施
に

よ
る

直
接

改
変

に
よ

り
消

失
す

る

が
、
同

様
の

環
境
は
調

査
地

域
内
に
少

な
か

ら
ず

残
存

す
る

。
 

【
直
接

改
変

以
外
（
改

変
区

域
付

近
の

環
境

変
化

）
】

 

本
種
の
生

息
環

境
の

一
部

は
事

業
の

実
施
に

よ
り

変
化

が
生

じ
る

可
能

性
が

あ
る

が
、
同

様
の

環
境
が
調

査
地

域
内
に
少

な
か

ら
ず

残
存

す
る

。
 

本
種
の
生

息
す

る
粗

朶
や

薪
は

人
工

的
な
環

境
で

あ
り

、
周

辺
の

樹
林

と
と

も
に

残
存
す

る
と

考
え
ら

れ
る

こ
と

か
ら
、
本

種
の

生
息

は
維
持

さ
れ

る
と

考
え

ら
れ

る
。
 

以
上

よ
り

、
事

業
の

実
施

に
よ

る
本

種
の
生

息
へ

の
影

響
は

小
さ

い
と

予
測

さ
れ

る
。

 

－
 

－
 

1
.
8
k
m2
 

（
1
6
.
9％

）
 

1.
0
k
m
2
 

（
9
.
1
％

）
 

7
.
8
k
m2
 

（
7
4
.
0％

）
 

注
1
）
 生

態
的
特
性
の
記
述

の
上
付
き
数
字
は

、
参

考
文

献
の

番
号
を
示
す

。
 

注
2
）
 確

認
状
況
の
上
段
は

確
認
地
点
数
、
下

段
は

主
な

生
息
環
境
の
面
積

（
k
m
2
）

あ
る

い
は

延
長

（
k
m
）

を
示
す

。
 

注
3
）
 確

認
状
況
の
欄
の
「
－
」
は
、
全
て
の
確
認
地
点

あ
る

い
は

生
息

環
境

が
不

明
で

あ
る

こ
と

を
示

す
。

ま
た
、

直
接

改
変
以

外
の

影
響

(
林

縁
環

境
の

出
現

に
よ
る

影
響

)
が

想
定

さ
れ

な
い

種
に
つ

い
て

は
斜

線
で

示
し

た
。

 
注

4
）
 環

境
保
全
措
置
の
検
討
は
、
事
業
の
実
施
に
よ
る

影
響

が
想

定
さ

れ
な

い
又

は
小

さ
い

場
合

以
外

に
行

う
こ

と
と

し
、

行
わ

な
い

場
合

は
「

－
」

と
し

た
。
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表
4
-
2
-
1
0
 

動
物

の
重

要
な

種
の

予
測

結
果

の
概

要
（
昆

虫
類

）
(
1
7
/
1
8
)
 

種
名
 

生
態
的
特
性
 

確
認
状

況
 

確
認
状

況
の

概
要

 
予

測
結

果
の

概
要

 

環
境
保

全
措

置
 

の
検

討
 

改
変

 

区
域

内
 

改
変

 

区
域
外

 

工
事
の

 

実
施

 

土
地

又
は

工
作

物
の

存
在

及
び

供
用

 

ツ ノ ア カ ヤ マ ア リ 

【
分
布
】
 

―
 

【
生
息
環
境
】
 

―
 

【
食
性
】
 

―
 

【
繁
殖
】
 

―
 

―
 

―
 

平
成

1
5
年

度
調

査
時
に

確
認

さ
れ

た
が
、

確
認

地

点
は

不
明

で
あ

っ
た
。

 

な
お
、

調
査
は

昭
和

5
3

年
度

、
平

成
13

年
度

及
び

平
成

1
5
年

度
～
平

成
1
7

年
度

に
行

わ
れ

た
。

 

本
種
は

生
態

的
な

知
見

が
ほ

と
ん

ど
な

く
、
そ

の
生

息
環

境
に

つ
い

て
は
不

明
で

あ
る

。
一

般
生

態
情

報
か

ら
、
ヤ

マ
ア
リ

属
は

草
原

等
に
生

息
す

る
こ

と
か

ら
、
調

査
地
域

内
の

雑
草

草
原
、
耕

作
地

、
自
然

裸
地

、
人

工
裸

地
を

生
息

環
境
と

し
て

い

る
と
推

察
さ

れ
る

。
本
種

も
同

様
の

環
境
を
利

用
し

て
い

る
可

能
性

が
あ
る

と
推

察

さ
れ
、

調
査

地
域

の
さ
ま

ざ
ま

な
環
境

に
存

在
し

て
い

る
と

考
え

ら
れ

る
。

 

【
直
接

改
変

】
 

本
種
の

生
息

環
境

と
推

察
さ

れ
る

樹
林

雑
草

草
原

、
耕

作
地

、
自

然
裸

地
、
人

工

裸
地
の

一
部

は
、
直

接
改

変
に

よ
り

消
失

す
る

が
、
同

様
の

環
境

は
調

査
地

域
内

に

少
な
か

ら
ず

残
存

す
る

。
 

以
上
よ

り
、
事

業
の
実

施
に

よ
る

本
種

の
生

息
へ

の
影

響
は

小
さ

い
と

予
測

さ
れ

る
。

 

－
 

－
 

1.
0
k
m
2
 

（
2
3
.4
％

）
 

3
.4

km
2
 

（
7
6
.
6％

）
 

エ ゾ ア カ ヤ マ ア リ 

【
分
布
】
 

本
州
中
部
以
北
と
北
海
道
に
分
布

41
)
。
 

【
生
息
環
境
】
 

カ
ラ
マ
ツ
林
の
そ
ば
の
草
原
な
ど
に

そ
の

早
枝
を
集
め
て
円
錐
形
の
巣
を
作
る

41
)
。
 

【
食
性
】
 

攻
撃
的
な
性
質
が
あ
り
、
他
の
昆

虫
を
巣

の
中
に
引
き
ず
り
込
み
餌
に
す
る
。
 

【
繁
殖
】
 

―
 

―
 

―
 

平
成

1
3
年

度
及
び

平
成

1
5
年

度
～

平
成

1
7
年

度

調
査

時
に

確
認

さ
れ

た

が
、

確
認

地
点
は

不
明

で

あ
っ

た
。

 

な
お
、

調
査
は

昭
和

5
3

年
度

、
平

成
13

年
度

及
び

平
成

1
5
年

度
～
平

成
1
7

年
度

に
行

わ
れ

た
。

 

調
査
の

結
果

及
び

一
般

生
態

情
報

か
ら

、
本

種
は

草
原

等
に

コ
ロ

ニ
ー

を
形

成
す

る
こ
と

か
ら

、
調

査
地
域

内
の
雑

草
草

原
、
耕

作
地

、
自

然
裸

地
、
人

工
裸
地

を
生

息
環
境

と
し

て
い

る
と

推
察

さ
れ

る
。
本
種
も

同
様

の
環

境
を

利
用

し
て
い

る
可

能

性
が
あ

る
と

推
察

さ
れ

、
調

査
地

域
の

さ
ま

ざ
ま

な
環

境
に

存
在

し
て

い
る

と
考

え

ら
れ
る

。
 

【
直
接

改
変

】
 

本
種
の

生
息

環
境

と
推

察
さ

れ
る

樹
林

雑
草

草
原

、
耕

作
地

、
自

然
裸

地
、
人

工

裸
地
の

一
部

は
、
直

接
改

変
に

よ
り

消
失

す
る

が
、
同

様
の

環
境

は
調

査
地

域
内

に

少
な
か

ら
ず

残
存

す
る
。

 

以
上
よ

り
、
事

業
の

実
施

に
よ

る
本

種
の
生

息
へ

の
影

響
は

小
さ

い
と

予
測

さ
れ

る
。

 

－
 

－
 

1.
0
k
m
2
 

（
2
3
.4
％

）
 

3
.4

km
2
 

（
7
6
.
6％

）
 

テ ラ ニ シ ケ ア リ 

【
分
布
】
 

―
 

【
生
息
環
境
】
 

―
 

【
食
性
】
 

―
 

【
繁
殖
】
 

―
 

―
 

―
 

平
成

1
5

年
度

～
平

成

1
7
年

度
調

査
時
に

確
認

さ

れ
た

が
、

確
認

地
点

は
不

明
で

あ
っ

た
。

 

な
お
、

調
査
は

昭
和

5
3

年
度

、
平

成
13

年
度

及
び

平
成

1
5
年

度
～
平

成
1
7

年
度

に
行

わ
れ

た
。

 

本
種
は

生
態

的
な

知
見

が
ほ

と
ん

ど
な

く
、
そ

の
生

息
環

境
に

つ
い

て
は
不

明
で

あ
る

。
一

般
生

態
情

報
か

ら
、
ケ

ア
リ
属

は
、
山

地
の

樹
林

か
ら

裸
地

に
生

息
す

る

こ
と
か

ら
、

本
種

は
調

査
地

域
内

の
針

広
混
交

林
、

落
葉
広

葉
樹

林
、

湿
性

林
、
河

畔
林
、

常
緑

針
葉
樹

林
、
カ

ラ
マ

ツ
林

、
耕
作

地
、
自

然
裸

地
、
人

工
裸

地
を

生
息

環
境
と

し
て

い
る

と
推
察

さ
れ

、
調

査
地
域
の

さ
ま

ざ
ま

な
環

境
に

存
在
し

て
い

る

と
考
え

ら
れ

る
。

 

【
直
接

改
変

】
 

本
種
の

生
息

環
境

と
推

察
さ

れ
る

樹
林

の
一

部
は

、
直

接
改

変
に

よ
り

消
失

す
る

が
、
同

様
の

環
境

は
調
査

地
域

内
に
少

な
か

ら
ず

残
存

す
る

。
 

以
上
よ

り
、
事

業
の
実

施
に

よ
る

本
種

の
生

息
へ

の
影

響
は

小
さ

い
と

予
測

さ
れ

る
。

 

－
 

－
 

2.
7
k
m
2
 

（
1
8
.4
％

）
 

1
2.

1k
m
2
 

（
8
1
.
6％

）
 

注
1
）
 生

態
的
特
性
の
記
述

の
上
付
き
数
字
は

、
参

考
文

献
の

番
号
を
示
す

。
 

注
2
）
 確

認
状
況
の
上
段
は

確
認
地
点
数
、
下

段
は

主
な

生
息
環
境
の
面
積

（
k
m
2
）

あ
る

い
は

延
長

（
k
m
）

を
示
す

。
 

注
3
）
 確

認
状
況
の
欄
の
「
－
」
は
、
全
て
の
確
認
地
点

あ
る

い
は

生
息

環
境

が
不

明
で

あ
る

こ
と

を
示

す
。

ま
た
、

直
接

改
変
以

外
の

影
響

(
林

縁
環

境
の

出
現

に
よ
る

影
響

)
が

想
定

さ
れ

な
い

種
に
つ

い
て

は
斜

線
で

示
し

た
。

 
注

4
）
 環

境
保
全
措
置
の
検
討
は
、
事
業
の
実
施
に
よ
る

影
響

が
想

定
さ

れ
な

い
又

は
小

さ
い

場
合

以
外

に
行

う
こ

と
と

し
、

行
わ

な
い

場
合

は
「

－
」

と
し

た
。
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表
4
-
2
-
1
0
 

動
物

の
重

要
な

種
の

予
測

結
果

の
概

要
（
昆

虫
類

）
(
1
8
/
1
8
)
 

種
名
 

生
態
的
特
性
 

確
認
状

況
 

確
認

状
況

の
概

要
 

予
測
結

果
の

概
要

 

環
境
保

全
措

置
 

の
検

討
 

改
変

 

区
域

内
 

改
変

 

区
域

外
 

工
事
の

 

実
施

 

土
地

又
は

工
作

物
の

存
在

及
び

供
用

 

ニ ッ ポ ン ホ オ ナ ガ ス ズ メ バ チ 

【
分
布
】
 

北
海
道

8
0）
。
 

【
生
息
環
境
】
 

平
地
か
ら

1,
00
0
m
ま
で
の
低
山
地
に
生
息
、
北
見
、
十

勝
、

釧
路

地
方
な

ど
で

は
餌

う
ず

め

バ
チ
亜
科
中
の

再
普
通
種
で
市
街
地
に
も
営
巣
。木

の
枝
、
軒
下

で
ま

れ
に

土
中

に
も
見

ら
れ

る
。

巣
は
提
灯
状
で

、
外
被
は
灰
色
の
シ
ー
ト
型

8
0）
。
 

【
食
性
】
 

生
き
た
昆

虫
だ
け
を
餌
と
し
、
ハ
エ
、
ア
ブ
、

ク
モ
等
を
狩

る
8
0
）
。

 

【
繁
殖
】
 

女
王
バ
チ
は

5
月

下
旬
～
6
月
に
巣
を
創
設
し
、
働
き
バ
チ

は
7
月

よ
り
現

れ
、
オ

ス
と

新
女

王
は

8
～
9
月
に
羽

化
す
る

8
0）
。
 

―
 

―
 

平
成

1
5
年

度
及

び
平

成
1
7
年

度
調

査
時

に
確

認
さ

れ

た
が

、
確

認
地
点

は

不
明

で
あ

っ
た

。
 

な
お

、
調

査
は

昭

和
5
3
年
度
、

平
成

1
3

年
度

及
び

平
成

1
5
年

度
～

平
成

17

年
度

に
行

わ
れ

た
。
 

調
査

の
結

果
及

び
一

般
生

態
情

報
か

ら
、

本
種

は

調
査

地
域

内
の

針
広

混
交

林
、

落
葉

広
葉

樹
林

、
湿

性
林

、
河

畔
林

、
常

緑
針

葉
樹

林
、

カ
ラ

マ
ツ

林
、

耕
作

地
、

自
然

裸
地

、
人

工
裸

地
を

生
息

環
境

と
し

て
い

る
と

推
察
さ

れ
る

。
 

【
直

接
改

変
】

 

本
種

の
生

息
環

境
と

推
察

さ
れ

る
樹

林
の

一
部

は
、

直
接

改
変

に
よ

り
消

失
す

る
が

、
同

様
の

環
境

は
調

査
地

域
内

に
少
な

か
ら

ず
残

存
す

る
。

 

以
上

よ
り

、
事

業
の

実
施

に
よ

る
本

種
の

生
息

へ

の
影

響
は

小
さ

い
と
予

測
さ

れ
る

。
 

－
 

－
 

2.
7
k
m
2
 

(1
8
.
4
％

)
 

1
2
.
1
km

2
 

(8
1
.
6
％

)
 

モ ン ス ズ メ バ チ 

【
分
布
】
 

北
海
道
、
本

州
、

四
国
、
九
州

31
）
。
 

【
生
息
環
境
】
 

低
山
に
生

息
す
る

8
0
）
。

 

樹
木
の
洞
や

家
の

天
井
、
壁
の
間
な
ど
に
巣
を
作
る

4
1）

 

【
食
性
】
 

各
種
の
昆

虫
を
狩

る
が
、
特
に
セ
ミ
類
を
好
み
、
ク
マ
ゼ
ミ

、
ア

ブ
ラ
ゼ

ミ
な

ど
の
大

型
種

も

捕
ら
え
る
。
ヤ
ン
マ
類
や
中
型
の
ト
ン
ボ
、
ミ
ツ
バ
チ
、
ア

シ
ナ

ガ
バ
チ

、
ク

ロ
ス
ズ

メ
バ

チ
な

ど
も
捕
ら
え
る

8
0）
。
 

【
繁
殖
】
 

女
王
バ
チ
は

4
月
下
旬
よ
り
出
現
し
、
5
月
中
旬
(
本
州
以

南
)
～
6
月
中

旬
(
北

海
道

)
に

巣
を

作
る
。
働
き
バ
チ
は

6
月
中
旬
以
後
に
現
れ
、
新
女
王
と
オ

ス
は

9
月

上
旬

よ
り

羽
化

す
る

80
）
。
 

―
 

―
 

平
成

1
3
年

度
及

び
平

成
1
5
年

度
～

平
成

1
7
年

度
調

査

時
に

確
認

さ
れ

た

が
、
確

認
地

点
は

不

明
で

あ
っ

た
。

 

な
お

、
調

査
は

昭

和
5
3
年
度
、

平
成

1
3

年
度

及
び

平
成

1
5
年

度
～

平
成

17

年
度

に
行

わ
れ

た
。
 

調
査

の
結

果
及

び
一

般
生

態
情

報
か

ら
、

本
種

は

調
査

地
域

内
の

針
広

混
交

林
、

落
葉

広
葉

樹
林

、
湿

性
林

、
河

畔
林

、
常

緑
針

葉
樹

林
、

カ
ラ

マ
ツ

林
、

耕
作

地
、

自
然

裸
地

、
人

工
裸

地
を

生
息

環
境

と
し

て
い

る
と

推
察
さ

れ
る

。
 

【
直

接
改

変
】

 

本
種

の
生

息
環

境
と

推
察

さ
れ

る
樹

林
の

一
部

は
、

直
接

改
変

に
よ

り
消

失
す

る
が

、
同

様
の

環
境

は
調

査
地

域
内

に
少
な

か
ら

ず
残

存
す

る
。

 

以
上

よ
り

、
事

業
の

実
施

に
よ

る
本

種
の

生
息

へ

の
影

響
は

小
さ

い
と
予

測
さ

れ
る

。
 

－
 

－
 

2.
7
k
m
2
 

(1
8
.
4
％

)
 

1
2
.
1
km

2
 

(8
1
.
6
％

)
 

チ ャ イ ロ ス ズ メ バ チ 

【
分
布
】
 

北
海
道
、
中

部
以

北
の
本
州

5
1
)
。
 

【
生
息
環
境
】
 

山
地
性

31
)
。
土
中
や
屋
根
裏
等
の
閉
鎖
空
間
に
巣
を
作
る

5
3
)
。

 

【
食
性
】
 

働
き

バ
チ
が
全

て
チ
ャ

イ
ロ
ス
ズ

メ
バ
チ

に
な
っ

た
巣

で
は

、
幼

虫
の

餌
は

コ
ロ

ギ
ス

、
フ

キ
バ
ッ
タ
、
ク
ダ
マ

キ
モ
ド
キ
等
の
直
翅
目

が
多
い
が
、
各
種

の
昆

虫
、
ク

モ
な

ど
も

狩
る

8
0
）
。
 

【
繁
殖
】
 

樹
洞

等
に
営
巣

す
る
が

寄
生
性
を

示
し
、

雌
は
モ
ン
ス

ズ
メ

バ
チ

等
の

巣
に

侵
入

し
て

雌
を

殺
し
、
代
わ
っ
て
産
卵
を
行
い
、
最
後
に
は
全
て

チ
ャ
イ
ロ
ス

ズ
メ

バ
チ
に

な
る

31
)
。

 

0
地

点
 

（
0
％

）
 

0
地

点
 

（
0
％

）
 

平
成

1
6
年

度
調

査
時

(8
月
)
に

確
認

さ
れ

た
が
、
確

認
地

点
は

調
査

地
域

外

で
あ

っ
た
。

 

な
お

、
調

査
は

昭

和
5
3
年
度
、

平
成

1
3

年
度

及
び

平
成

1
5
年

度
～

平
成

17

年
度

に
行

わ
れ

た
。
 

調
査

の
結

果
及

び
一

般
生

態
情

報
か

ら
、

本
種

は

調
査

地
域

内
の

針
広

混
交

林
、

落
葉

広
葉

樹
林

、
湿

性
林

、
河

畔
林

、
常

緑
針

葉
樹

林
、

カ
ラ

マ
ツ

林
、

耕
作

地
、

自
然

裸
地

、
人

工
裸

地
を

生
息

環
境

と
し

て
い

る
と

推
察
さ

れ
る

。
 

【
直

接
改

変
】

 

本
種

の
生

息
環

境
と

推
察

さ
れ

る
樹

林
の

一
部

は
、

直
接

改
変

に
よ

り
消

失
す

る
が

、
同

様
の

環
境

は
調

査
地

域
内

に
少
な

か
ら

ず
残

存
す

る
。

 

以
上

よ
り

、
事

業
の

実
施

に
よ

る
本

種
の

生
息

へ

の
影

響
は

小
さ

い
と
予

測
さ

れ
る

。
 

－
 

－
 

2.
7
k
m
2
 

(1
8
.
4
％

)
 

1
2
.
1
km

2
 

(8
1
.
6
％

)
 

注
1
）
 生

態
的
特
性
の
記
述

の
上
付
き
数
字
は

、
参

考
文

献
の

番
号
を
示
す

。
 

注
2
）
 確

認
状
況
の
上
段
は

確
認
地
点
数
、
下

段
は

主
な

生
息
環
境
の
面
積

（
k
m
2
）

あ
る

い
は

延
長

（
k
m
）

を
示
す

。
 

注
3
）
 確

認
状
況
の
欄
の
「
－
」
は
、
全
て
の
確
認
地
点

あ
る

い
は

生
息

環
境

が
不

明
で

あ
る

こ
と

を
示

す
。

ま
た
、

直
接

改
変
以

外
の

影
響

(
林

縁
環

境
の

出
現

に
よ
る

影
響

)
が

想
定

さ
れ

な
い

種
に
つ

い
て

は
斜

線
で

示
し

た
。

 
注

4
）
 環

境
保
全
措
置
の
検
討
は
、
事
業
の
実
施
に
よ
る

影
響

が
想

定
さ

れ
な

い
又

は
小

さ
い

場
合

以
外

に
行

う
こ

と
と

し
、

行
わ

な
い

場
合

は
「

－
」

と
し

た
。
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表
4
-
2
-
1
0
 

動
物

の
重

要
な

種
の

予
測

結
果

の
概

要
（
底

生
動

物
）

(
1
/2

)
 

種
名
 

生
態
的
特
性
 

確
認
状

況
 

確
認
状

況
の

概
要

 
予

測
結

果
の

概
要

 

環
境
保

全
措

置
 

の
検

討
 

改
変

 

区
域

内
 

改
変

 

区
域
外

 

工
事
の

 

実
施

 

土
地
又
は

工
作
物
の

存
在
及
び

供
用

 

モ ノ ア ラ ガ イ 

【
分
布
】
 

北
海
道
～
九
州

5
4)
。
 

【
生
息
環
境
】

 

小
川
、
川
の
淀

み
、
池
沼
、
水
田
等
の
水
草
や

礫
に
付
着
し
て
い

る
。
泥
底
に
直
接
い
る
こ
と
も

あ
る

28
)
。
 

【
食
性
】
 

植
食
性
で
、
微
小
な
藻
類
を
ヤ
ス
リ
の
よ
う
な

歯
舌
で
削
り
取

っ
て
食
べ
る
。
藻
類
の
ほ
か
、
動

物
の

死
骸

や
産

み
つ

け
た

卵
塊

を
食

べ
る

こ
と

も
あ
る

2
8)
。
 

【
繁
殖
】
 

夏
季

に
ゼ

ラ
チ

ン
質

の
紐

状
の

卵
塊

を
水

草

等
の
上
に
産
む

5
4)
。
仔
貝
は
約

2
ヶ
月
で

成
熟
し

て
産
卵
を
行
う

2
8)
。
 

0
地

点
 

（
0
％

）
 

4
地

点
 

（
1
0
0
％

）
 

平
成

1
5
年

度
(
7
月

)に
4
地

点
で

6
個

体
が
確

認
さ

れ
た

。
 

確
認
地
点

は
改

変
区
域

外
で

あ
っ

た
。
ま
た

、
調
査

地
域

外
で

も
確

認

さ
れ
て

い
る

。
 

調
査
の

結
果

及
び

一
般

生
態

情
報

か
ら

、
本

種
は

調
査

地
域

内
の

河
川

の
淀
み

、
池

沼
、

水
田

等
を

生
息

環
境

と
し

て
い

る
と

推
察

さ
れ

る
。

 

【
直
接

改
変

】
 

本
種

が
確

認
さ

れ
た

地
点

は
事

業
の

実
施

に
よ

る
直

接
改

変
は

受
け

な
い
。

 

本
種

の
生

息
環

境
で

あ
る

河
川

や
沢

地
の

一
部

は
事

業
の

実
施

に
よ

る
直
接

改
変

に
よ

り
消

失
す

る
が

、
同
様

の
環

境
が

調
査

地
域

内
に

残
存

す
る
。

 

【
直
接

改
変

以
外
（

ダ
ム

下
流

河
川

の
水
質

の
変

化
及

び
流

況
の

変
化

）
】
 

工
事

中
の

ダ
ム

下
流
河

川
に

お
け

る
土

砂
に

よ
る

水
の

濁
り

は
、
一

時

的
に
ダ

ム
建

設
前

を
上

回
る

と
予

測
さ

れ
る

が
、
本

種
の

生
息

環
境

に
与

え
る
影

響
は

小
さ

い
と

考
え

ら
れ

る
。

 

ダ
ム
供

用
後

の
下

流
河

川
に

お
い

て
は

、
ダ

ム
に

よ
る

洪
水

調
節

や
利

水
補
給

に
よ

り
流

量
が

変
化

す
る

が
、
本

種
の

生
息

環
境

が
消

失
あ

る
い

は
顕

著
に

変
化

す
る

ほ
ど

の
流

況
の

変
化

は
な

い
と

考
え

ら
れ

る
こ

と

か
ら

、
流
況

の
変

化
に

よ
る

本
種

の
生
息

環
境

の
変

化
は

小
さ

い
と

考
え

ら
れ
る

。
 

以
上
よ

り
、
事

業
の

実
施

に
よ

る
本

種
の

生
息

へ
の

影
響

は
小

さ
い

と

予
測
さ

れ
る

。
 

－
 

－
 

―
 

 

―
  

ザ リ ガ ニ 

【
分
布
】
 

北
海

道
日

高
山

脈
以

南
と

東
北

地
方

の
清

流

に
見
ら
れ
る

2
8)
。
 

【
生
息
環
境
】

 

底
質
は
一
般

に
砂
礫
で
あ
り
、
巣
穴
の
中
や
転

石
下
に
隠
れ
て
い
る

2
4
)
。
 

【
食
性
】
 

主
な
食
性
は

デ
ト
ラ
イ
タ
ス

2
4
)
。
 

【
繁
殖
】
 

抱
卵
期
は

4
～
7
月

5
5)
。
産
卵
回
数
は
年

1
回

2
4)
。
 

3
地

点
 

（
3
3
.3
％

）
 

6
地

点
 

（
6
6.
7
％

）
 

平
成

1
7
年

度
（
5
月
,
7
月

）
調

査

時
に

9
地
点

で
5
8
個

体
が

確
認

さ
れ

た
。

 

確
認
地

点
の

内
3
地

点
は

改
変

区

域
内
、
6

地
点
は
改

変
区
域

外
で

あ

っ
た
。

 

調
査

の
結

果
及

び
一

般
生

態
情

報
か

ら
、

本
種

は
調

査
地

域
内

の
支

川
、
沢

な
ど

の
細

流
を

生
息

環
境
と

し
て

い
る

と
推

察
さ
れ

る
。

 

【
直
接

改
変

】
 

本
種
の

確
認

さ
れ

た
9
地

点
の

う
ち

、
3
地

点
は

事
業

の
実

施
に

よ
り

消
失
す

る
。

 

本
種

の
生

息
環

境
で

あ
る

河
川

や
沢

地
の

一
部

は
事

業
の

実
施

に
よ

る
直
接

改
変

に
よ

り
消

失
す

る
が

、
支
川

や
沢

等
は

調
査

地
域

内
に

残
存

す
る
。

 

確
認

地
点

の
う
ち

1
地

点
は

サ
ー

チ
ャ

ー
ジ

水
位

付
近

で
あ

り
、
通

常

は
水
位

が
上

昇
し

な
い

地
点

で
あ

る
こ

と
か

ら
、
確

認
地

点
の

水
没

の
お

そ
れ
は

少
な

い
と
考
え

ら
れ

る
。

 

以
上
よ

り
、
事

業
の

実
施

に
よ

る
本

種
の

生
息

へ
の

影
響

は
小

さ
い

と

予
測
さ

れ
る

。
 

－
 

－
 

―
 

 

―
  

注
1
）
 生

態
的
特
性
の
記
述
の
上
付
き
数
字
は

、
参

考
文

献
の

番
号

を
示

す
。

 
注

2
）
 確

認
状
況
の
上
段
は
確
認
地
点
数
、
下

段
は

主
な

生
息

環
境

の
面

積
（

k
m
2
）

あ
る

い
は

延
長

（
k
m
）

を
示

す
。

 
注

3
）
 確

認
状
況
の
欄
の
「
－
」
は
、
全
て
の
確
認
地
点
あ
る

い
は

生
息

環
境

が
不

明
で

あ
る

こ
と

を
示

す
。

 
注

4
）
 環

境
保
全
措
置
の
検
討
は
、
事
業
の
実
施
に
よ
る
影
響

が
想

定
さ

れ
な

い
又

は
小

さ
い

場
合

以
外

に
行

う
こ

と
と

し
、

行
わ

な
い

場
合

は
「

－
」

と
し

た
。
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表
4
-
2
-
1
0
 

動
物

の
重

要
な

種
の

予
測

結
果

の
概

要
（
底

生
動

物
）

(
2
/2

)
 

種
名
 

生
態
的
特
性
 

確
認
状

況
 

確
認
状

況
の

概
要

 
予

測
結

果
の

概
要

 

環
境
保

全
措

置
 

の
検

討
 

改
変

 

区
域

内
 

改
変

 

区
域
外

 

工
事
の

 

実
施

 

土
地

又
は

工
作

物
の

存
在

及
び

供
用

 

ム カ シ ト ン ボ 

【
分
布
】
 

世
界
で
日
本
だ
け
に
分

布
す
る
種
で
、
ヒ
マ
ラ

ヤ
地
方
に
近
縁
の
１
種
が
生
息
す
る

2
5
)
。
 

北
海
道
・
本
州

・
四
国
・
九
州
・
隠
岐

5
2
)
。
 

【
生
息
環
境
】
 

幼
虫
は
山
地
の
渓
流
（
河
川
上
流
域
）
の
か
な

り
流
れ
の
速
い
瀬
石
の

あ
い
だ
に
生
息
。
羽
化

1

ヶ
月
ほ
ど
前
か
ら
幼
虫
は
陸
上
で
生
活
す
る

56
) 。
 

成
虫
期

6～
7
月

5
7)
。
 

【
食
性
】
 

－
 

【
繁
殖
】
 

成
熟

し
た

雄
は

急
流

の
上

を
飛

ん
で

雌
を

探

し
、
交
尾
す
る
。
雌
は
流
れ

の
近
く
の
フ
キ
、
ゼ

ニ
ゴ
ケ
、
ウ
ワ
バ

ミ
ソ
ウ
等
の
植
物
に
産
卵
管
を

差
し
込
ん
で
産
卵

す
る

5
7)
。
卵
か
ら
成
虫
ま
で
通

し
て
、
5
～
8
年

と
推
定
さ
れ
て
い
る

58
)
。
 

0
地

点
 

（
0
％

）
 

1
地

点
 

（
1
0
0
％

）
 

平
成

1
3
年

度
(1
0
月
)
調

査
時
に

1

地
点
で

1
個

体
が

確
認

さ
れ

た
。

 

確
認
地

点
は

改
変
区

域
外
で

あ
っ

た
。

 

調
査

の
結

果
及

び
一

般
生

態
情

報
か

ら
、

本
種

は
調

査
地

域
周

辺
を

生

息
環
境

と
し

て
い

る
と

推
察

さ
れ

る
。

 

【
直
接

改
変

】
 

本
種

が
確

認
さ

れ
た

地
点

は
事

業
の

実
施

に
よ

る
直

接
改

変
は

受
け

な

い
。

 

本
種

の
生

息
環

境
で

あ
る

河
川

や
沢

地
の

多
く

が
事

業
の

実
施

に
よ

り

消
失
す

る
。

 

し
か

し
、

本
種

の
生

息
環

境
と

な
る

、
か

な
り

流
れ

の
速

い
渓

流
は

、

調
査

地
域
内

の
支

川
や

沢
等

に
、
よ

り
多

く
分

布
し

て
い

る
と

考
え

ら
れ

る
。

 

【
直
接

改
変

以
外
（

ダ
ム

下
流

河
川

の
水

質
の

変
化

及
び

流
況

の
変

化
）
】
 

工
事

中
の

ダ
ム

下
流

河
川

に
お

け
る

土
砂

に
よ

る
水

の
濁

り
は

、
一

時

的
に

ダ
ム
建

設
前

を
上

回
る

と
予
測

さ
れ

る
が

、
本

種
の

生
息

環
境

に
与

え
る
影

響
は

小
さ

い
と

考
え

ら
れ

る
。

 

ダ
ム

供
用

後
の

下
流

河
川

に
お

い
て

は
、

ダ
ム

に
よ

る
洪

水
調

節
や

利

水
補

給
に
よ

り
流

量
が

変
化

す
る
が

、
本

種
の

生
息

環
境

が
消

失
あ

る
い

は
顕

著
に
変

化
す

る
ほ

ど
の

流
況
の

変
化

は
な

い
と

考
え

ら
れ

る
こ

と
か

ら
、

流
況
の

変
化

に
よ

る
本

種
の
生

息
環

境
の

変
化

は
小

さ
い

と
考

え
ら

れ
る
。

 

以
上

よ
り

、
事

業
の

実
施

に
よ

る
本

種
の

生
息

へ
の

影
響

は
小

さ
い

と

予
測
さ

れ
る

。
 

－
 

－
 

1
0
.
6
km

 

（
7
2
.6
％

）
 

4
.
0
k
m
 

（
2
7.
4
％

）
 

注
1
）
 生

態
的
特
性
の
記
述
の
上
付
き
数
字
は

、
参

考
文

献
の

番
号

を
示

す
。

 
注

2
）
 確

認
状
況
の
上
段
は
確
認
地
点
数
、
下

段
は

主
な

生
息

環
境

の
面

積
（

k
m
2
）

あ
る

い
は

延
長

（
k
m
）

を
示

す
。

 
注

3
）
 確

認
状
況
の
欄
の
「
－
」
は
、
全
て
の
確
認
地
点
あ
る

い
は

生
息

環
境

が
不

明
で

あ
る

こ
と

を
示

す
。

 
注

4
）
 環

境
保
全
措
置
の
検
討
は
、
事
業
の
実
施
に
よ
る
影
響

が
想

定
さ

れ
な

い
又

は
小

さ
い

場
合

以
外

に
行

う
こ

と
と

し
、

行
わ

な
い

場
合

は
「

－
」

と
し

た
。
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表
4
-
2
-
1
0
 

動
物

の
重

要
な

種
の

予
測

結
果

の
概

要
（
陸

産
貝

類
）

(
1
/5

)
 

種
名
 

生
態
的
特
性
 

確
認
状

況
 

確
認
状

況
の

概
要

 
予

測
結

果
の

概
要

 

環
境
保

全
措

置
 

の
検
討

 

事
業
計

画
 

改
変

 

区
域
外
 

工
事
の

 

実
施

 

土
地
又

は

工
作
物

の

存
在
及

び

供
用

 
改
変

 

区
域
内
 

改
変

 

区
域
付

近
 

イ ツ マ デ ガ イ 

【
分
布
】
 

 
模
式
産
地
は
佐

渡
で
、
青
森
県
、
山
形
県
、

石
川
県
、
福
井
県
の
各

沿
岸
地
方
に
分
布
し

て
い
る

70
)
。
 

【
生
息
環
境
】
 

海
岸
の
低
木
林
内
に
生
息
す
る

6
9
) 。

 

【
食
性
】
 

－
 

【
繁
殖
】
 

－
 

5
地
点
 

（
3
5
.7
％
）

 

2
地

点
 

（
1
4.
3
％

）
 

7
地

点
 

（
5
0
.0
％

）
 

平
成

1
9
年

度
(
5
月
,
10

月
)に

1
4

地
点
で

7
2
個
体

が
確

認
さ

れ
た

。
 

確
認
地

点
の

内
5
地

点
は

改
変

区

域
内

、
2
地

点
が

改
変

部
付

近
、
7
地

点
は
改

変
区

域
外

で
あ

っ
た

。
 

確
認
地
点

は
落

葉
広
葉

樹
林
、

針

広
混

交
林

、
常

緑
針

葉
樹

林
の

落
ち

葉
の
下

等
で

あ
っ

た
。

 

本
種

は
生

態
的

な
知
見

が
ほ

と
ん

ど
な

く
、
そ

の
生

息
環
境

や
食

性
に

つ
い

て
は

不
明
で

あ
る

。
調

査
の
結

果
か

ら
、
本

種
は

調
査

地

域
内
の
針
広
混
交
林
、
落
葉
広
葉
樹
林
、
常
緑
針
葉
樹
林
を

生
息
環

境
と

し
て

い
る

と
推
察

さ
れ

る
。

 

【
直

接
改

変
】

 

本
種

が
確

認
さ

れ
た

1
4
地

点
の
う

ち
、
5
地

点
は

事
業

の
実

施

に
よ

り
消

失
す

る
。

 

本
種

の
生

息
環

境
を
含

む
樹

林
の

一
部

は
、
直

接
改

変
に
よ

り
消

失
す

る
が

、
同

様
の
環

境
は

調
査

地
域

内
に

残
存

す
る

。
 

【
直

接
改

変
以

外
（
改

変
区

域
付

近
の

環
境

変
化

）
】

 

本
種

の
生

息
環

境
の

一
部

は
事

業
の

実
施

に
よ

り
変

化
が

生
じ

る
可

能
性

が
あ

る
が

、
同

様
の

環
境

が
調

査
地

域
内

に
少
な

か
ら

ず

残
存

す
る

。
 

以
上

よ
り

、
事

業
の

実
施

に
よ

る
本

種
の

生
息

へ
の

影
響

は
小

さ

い
と

予
測

さ
れ

る
。

 

－
 

－
 

0.
9
k
m
2
 

（
1
3
.0
％

）
 

0.
8
k
m
2
 

（
1
0.
7
％

）
 

5
.4

km
2
 

（
7
6
.3
％

）
 

ケ シ ガ イ 

【
分
布
】
 

本
州
、
四
国
、

九
州
、
奄
美
、
沖
縄
に
分

布
す
る

7
3)
。
 

【
生
息
環
境
】
 

－
 

【
食
性
】
 

－
 

【
繁
殖
】
 

－
 

 

1
地
点

 

（
1
2
.5
％

）
 

3
地

点
 

（
3
7.
5
％

）
 

4
地

点
 

（
5
0
.0
％

）
 

平
成

1
9
年
度

(
5
月
,
1
0
月

)
に

8

地
点
で

1
8
3
個

体
が

確
認

さ
れ

た
。

 

確
認
地

点
の

内
1
地

点
は

改
変

区

域
内

、
3
地

点
が

改
変

部
付

近
、
4
地

点
は
改

変
区

域
外

で
あ

っ
た

。
 

確
認
地
点

は
改

変
区
域

外
の

落
葉

広
葉
樹
林

及
び
湿

性
林
の
落

ち
葉

の

下
等
で

あ
っ

た
。

 

本
種

は
生

態
的

な
知
見

が
ほ

と
ん

ど
な

く
、
そ

の
生

息
環
境

や
食

性
に

つ
い

て
は

不
明
で

あ
る

。
調

査
の
結

果
か

ら
、
本

種
は

調
査

地

域
内

の
落
葉

広
葉
樹

林
、
湿
性
林

を
生
息

環
境

と
し

て
い
る

と
推

察

さ
れ

る
。

 

【
直

接
改

変
】

 

本
種

が
確

認
さ

れ
た

8
地

点
の

う
ち
、
1
地

点
は

事
業

の
実

施
に

よ
り

消
失

す
る

。
 

本
種

の
生

息
環

境
を
含

む
樹

林
の

一
部

は
、
直

接
改

変
に
よ

り
消

失
す

る
が

、
同

様
の
環

境
は

調
査

地
域

内
に

残
存

す
る

。
 

【
直

接
改

変
以

外
（
改

変
区

域
付

近
の

環
境

変
化

）
】

 

本
種

の
生

息
環

境
の

一
部

は
事

業
の

実
施

に
よ

り
変

化
が

生
じ

る
可

能
性

が
あ

る
が

、
同

様
の

環
境

が
調

査
地

域
内

に
少
な

か
ら

ず

残
存

す
る

。
 

以
上

よ
り

、
事

業
の

実
施

に
よ

る
本

種
の

生
息

へ
の

影
響

は
小

さ

い
と

予
測

さ
れ

る
。

 

－
 

－
 

1.
3
k
m
2
 

（
1
7
.4
％

）
 

0.
8
k
m
2
 

(
10

.3
%
)
 

5
.3

km
2
 

（
7
2
.3
％

）
 

注
1
）
 生

態
的
特
性
の
記
述
の
上
付
き
数
字
は

、
参

考
文

献
の

番
号

を
示

す
。

 
注

2
）
 確

認
状
況
の
上
段
は
確
認
地
点
数
、
下

段
は

主
な

生
息

環
境

の
面

積
（

k
m
2
）

あ
る

い
は

延
長

（
k
m
）

を
示

す
。

 
注

3
）
 確

認
状
況
の
欄
の
「
－
」
は
、
全
て
の
確
認
地
点
あ
る

い
は

生
息

環
境

が
不

明
で

あ
る

こ
と

を
示

す
。

 
注

4
）
 環

境
保
全
措
置
の
検
討
は
、
事
業
の
実
施
に
よ
る
影
響

が
想

定
さ

れ
な

い
又

は
小

さ
い

場
合

以
外

に
行

う
こ

と
と

し
、

行
わ

な
い

場
合

は
「

－
」

と
し

た
。
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表
4
-
2
-
1
0
 

動
物

の
重

要
な

種
の

予
測

結
果

の
概

要
（
陸

産
貝

類
）

(
2
/5

)
 

種
名
 

生
態
的
特
性
 

確
認
状

況
 

確
認

状
況

の
概

要
 

予
測
結

果
の

概
要

 

環
境
保

全
措

置
 

の
検

討
 

事
業

計
画

 
改

変
 

区
域
外

 

工
事
の

 

実
施

 

土
地

又
は

工

作
物

の
存

在

及
び

供
用

 
改
変
区

域
内

 
改

変
 

区
域
付

近
 

キ バ サ ナ ギ ガ イ 

【
分
布
】
 

 
北

海
道

か
ら

沖
縄
に

至
る
ま

で
の

広
い

範
囲

の
海
岸
に
分
布
す
る

6
9)
。
 

【
生
息
環
境
】
 

 
砂

丘
や

海
岸

近
く
の

海
浜
植

物
群

落
や

海
岸

林
の
落
葉
下
に
生
息
す
る

6
9)
。
 

【
食
性
】
 

－
 

【
繁
殖
】
 

－
 

0
地

点
 

（
0
％

）
 

0
地

点
 

（
0
％

）
 

1
地

点
 

（
1
0
0
％

）
 

平
成

1
9
年

度
(
10

月
)
に

1

地
点

で
1

個
体

が
確

認
さ

れ

た
。

 

確
認

地
点

は
改

変
区

域
外

の
落

葉
広

葉
樹

林
の

沢
沿

い

の
傾

斜
地

の
落

ち
葉

の
下

で

あ
っ

た
。

 

本
種

は
生

態
的

な
知

見
が

ほ
と

ん
ど

な
く

、
そ

の
生

息
環

境
や

食
性

に
つ

い
て

は
不

明
で

あ
る

。
調

査
の

結
果

か
ら

、

本
種

は
調

査
地

域
内

の
落

葉
広

葉
樹

林
を
生

息
環

境
と

し
て

い
る
と

推
察
さ

れ
る

。
 

【
直
接

改
変

】
 

本
種

が
確

認
さ

れ
た

地
点

は
、

事
業

の
実

施
に

よ
る

直
接

改
変
を

受
け

な
い

。
 

本
種

の
生

息
環

境
を

含
む

樹
林

の
一

部
は

、
直

接
改

変
に

よ
り

消
失

す
る

が
、

同
様

の
環

境
は

調
査

地
域

内
に

残
存

す

る
。

 

【
直
接

改
変

以
外

（
改

変
区

域
付

近
の

環
境

変
化

）
】

 

本
種

の
生

息
環

境
の

一
部

は
事

業
の

実
施

に
よ

り
変

化
が

生
じ

る
可

能
性

が
あ

る
が

、
同

様
の

環
境

が
調

査
地

域
内

に

少
な
か

ら
ず

残
存
す

る
。

 

以
上

よ
り

、
事

業
の

実
施

に
よ

る
本

種
の

生
息

へ
の

影
響

は
小
さ

い
と

予
測
さ

れ
る

。
 

－
 

－
 

0.
9
k
m
2
 

（
1
3.
5
％

）
 

0
.7

km
2
 

（
1
0
.
9％

）
 

5
.
1
k
m2
 

（
7
5.
6
％

）
 

ヤ マ ト キ バ サ ナ ギ ガ イ 

【
分
布
】
 

北
海
道
、
本

州
、
四
国
に
分
布
す
る

73
)
。
 

【
生
息
環
境
】
 

オ
ニ
グ
ル
ミ
等
の
朽
ち
葉
に
付
着
す
る

71
)
。
 

【
食
性
】
 

－
 

【
繁
殖
】
 

－
 

0
地

点
 

（
0
％

）
 

0
地

点
 

（
0
％

）
 

1
地

点
 

（
1
0
0
％

）
 

平
成

19
年

度
(5

月
)に

1
地

点
で

2
個

体
が

確
認
さ

れ
た

。
 

確
認

地
点

は
改

変
区

域
外

の
湿

性
林

の
落

ち
葉

の
中

で

あ
っ

た
。

 

本
種

は
生

態
的

な
知

見
が

ほ
と

ん
ど

な
く

、
そ

の
生

息
環

境
や

食
性

に
つ

い
て

は
不

明
で

あ
る

。
調

査
の

結
果

か
ら

、

本
種

は
調

査
地

域
内

の
湿

性
林

を
生

息
環

境
と

し
て

い
る

と

推
察
さ

れ
る

。
 

【
直
接

改
変

】
 

本
種

が
確

認
さ

れ
た

地
点

は
、

事
業

の
実

施
に

よ
る

直
接

改
変
を

受
け

な
い

。
 

本
種

の
生

息
環

境
を

含
む

湿
性

林
の

一
部

は
、

直
接

改
変

に
よ

り
消

失
す

る
が

、
同

様
の

環
境

は
調

査
地

域
内

に
残

存

す
る
。

 

【
直
接

改
変

以
外

（
改

変
区

域
付

近
の

環
境

変
化

）
】

 

本
種

の
生

息
環

境
の

一
部

は
事

業
の

実
施

に
よ

り
変

化
が

生
じ

る
可

能
性

が
あ

る
が

、
同

様
の

環
境

が
調

査
地

域
内

に

少
な
か

ら
ず

残
存
す

る
。

 

以
上

よ
り

、
事

業
の

実
施

に
よ

る
本

種
の

生
息

へ
の

影
響

は
小
さ

い
と

予
測
さ

れ
る

。
 

－
 

－
 

0.
4
k
m
2
 

（
5
8.
9
％

）
 

0
.0

km
2
 

（
4
.
6
％

）
 

0
.
2
k
m2
 

（
3
6.
5
％

）
 

注
1
）
 生

態
的
特
性
の
記
述
の
上
付
き
数
字
は

、
参

考
文

献
の

番
号

を
示

す
。

 
注

2
）
 確

認
状
況
の
上
段
は
確
認
地
点
数
、
下

段
は

主
な

生
息

環
境

の
面

積
（

k
m
2
）

あ
る

い
は

延
長

（
k
m
）

を
示

す
。

 
注

3
）
 確

認
状
況
の
欄
の
「
－
」
は
、
全
て
の
確
認
地
点
あ
る

い
は

生
息

環
境

が
不

明
で

あ
る

こ
と

を
示

す
。

 
注

4
）
 
環
境
保
全
措
置

の
検
討
は
、
事
業
の
実
施
に
よ
る
影
響
が
想
定

さ
れ

な
い

又
は

小
さ

い
場

合
以

外
に

行
う
こ

と
と

し
、

行
わ

な
い

場
合

は
「

－
」

と
し

た
。
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表
4
-
2
-
1
0
 

動
物

の
重

要
な

種
の

予
測

結
果

の
概

要
（
陸

産
貝

類
）

(
3
/5

)
 

種
名
 

生
態
的
特
性
 

確
認

状
況

 

確
認
状

況
の

概
要

 
予

測
結

果
の

概
要

 

環
境
保

全
措

置
 

の
検

討
 

事
業
計

画
 

改
変

 

区
域
外
 

工
事
の

 

実
施

 

土
地

又
は

工
作

物
の

存
在

及
び

供
用

 

改
変

 

区
域
内

 

改
変

 

区
域
付

近
 

ク リ イ ロ キ セ ル ガ イ モ ド キ 

【
分
布
】
 

 
北

海
道
（
知

床
半

島
や
中

・
南
部

）
～
本

州

（
主

に
日
本
海

沿
い

）
の
島

根
県
西

部
ま
で

分

布
す
る

6
9)
。
 

【
生
息
環
境
】

 

広
葉

樹
の
古
木

な
ど
に

み
ら

れ
、

特
に
ブ

ナ

の
古
大
木
を
含

む
樹
林
内
に
す
む

72
)
。
 

【
食
性
】
 

－
 

【
繁
殖
】
 

－
 

1
地

点
 

（
1
4.
3
％

）
 

3
地

点
 

（
4
2
.
9％

）
 

3
地

点
 

（
4
2.
9
％

）
 

平
成

19
年
度

(
5
月
,
10

月
)に

7

地
点
で

9
個

体
が

確
認

さ
れ

た
。

 

確
認
地

点
の

内
1
地

点
は

改
変

区

域
内

、
3
地

点
が

改
変

部
付

近
、
3
地

点
は
改

変
区

域
外

で
あ

っ
た

。
 

確
認
地

点
は

落
葉

広
葉

樹
林
、

針

広
混

交
林

、
湿

性
林

の
落

ち
葉

の
下

等
で
あ

っ
た

。
 

本
種
は

生
態

的
な

知
見

が
ほ

と
ん

ど
な

く
、
そ

の
生

息

環
境
や

食
性

に
つ

い
て

は
不

明
で

あ
る

。
調

査
の

結
果

か

ら
、
本

種
は

調
査

地
域
内

の
針
広
混
交
林
、
落
葉
広
葉
樹

林
、

湿
性
林

を
生
息

環
境

と
し

て
い

る
と
推

察
さ
れ

る
。
 

【
直
接

改
変

】
 

本
種
が

確
認

さ
れ
た

7
地

点
の

う
ち

、
1
地

点
は

事
業

の
実
施

に
よ

り
消

失
す

る
。

 

本
種
の

生
息

環
境

を
含

む
樹

林
の

一
部

は
、
直

接
改

変

に
よ
り

消
失

す
る

が
、
同
様

の
環

境
は

調
査

地
域

内
に

残

存
す
る

。
 

【
直
接

改
変

以
外

（
改

変
区

域
付

近
の

環
境

変
化

）
】

 

本
種

の
生

息
環

境
の

一
部

は
事

業
の

実
施

に
よ

り
変

化
が
生

じ
る

可
能

性
が

あ
る

が
、
同

様
の

環
境

が
調

査
地

域
内
に

少
な

か
ら

ず
残

存
す

る
。

 

以
上
よ

り
、
事

業
の

実
施
に

よ
る

本
種

の
生

息
へ

の
影

響
は
小

さ
い

と
予

測
さ

れ
る

。
 

－
 

－
 

1
.
3
 
km

2
 

（
1
7.
2
％

）
 

0
.8

km
2
 

（
1
0
.
2％

）
 

5
.4

km
2
 

（
7
2
.5
％

）
 

エ ゾ コ ギ セ ル 

【
分
布
】
 

 
北

海
道
（
南

部
）

と
東
北

（
北
部

）
に
分

布

す
る

69
)
。
 

【
生
息
環
境
】

 

夏
季

の
雨
天
時

に
は
、
ブ

ナ
等
の

苔
む
し

た

樹
幹

で
、
地
上

か
ら

１
～
３

ｍ
の
と

こ
ろ
で

群

棲
す

る
こ
と
が

あ
る

。
冬
季

に
は
樹

の
根
元

の

落
葉

の
中
や
わ

ず
か

な
窪
み

に
身
を

潜
め
て

越

冬
す
る

6
9)
。
 

【
食
性
】
 

－
 

【
繁
殖
】
 

繁
殖

は
６
月
下

旬
か
ら
８

月
に
か

け
て
行

わ

れ
る
。
発
生
は

卵
胎
生
型

6
9
)
。
 

0
地

点
 

（
0
％

）
 

0
地

点
 

（
0
％

）
 

1
地

点
 

（
1
0
0
％

）
 

平
成

19
年
度

(
10

月
)に

1
地
点

で
8
個

体
が

確
認

さ
れ

た
。

 

確
認
地

点
は

改
変

区
域

外
の

落
葉

広
葉

樹
林

内
の

傾
斜

地
の

落
ち

葉
の

下
で
あ

っ
た

。
 

 

本
種
は

生
態

的
な

知
見

が
ほ

と
ん

ど
な

く
、
そ

の
生

息

環
境
や

食
性

に
つ

い
て

は
不

明
で

あ
る

。
調

査
の

結
果

か

ら
、
本

種
は
調

査
地

域
内

の
落
葉

広
葉
樹

林
を

生
息

環
境

と
し
て

い
る

と
推

察
さ

れ
る

。
 

【
直
接

改
変

】
 

本
種
が

確
認

さ
れ

た
地

点
は

、
事

業
の

実
施

に
よ

る
直

接
改
変

を
受

け
な

い
。

 

本
種
の

生
息

環
境

を
含

む
樹

林
の

一
部

は
、
直

接
改

変

に
よ
り

消
失

す
る

が
、
同
様

の
環

境
は

調
査

地
域

内
に

残

存
す
る

。
 

【
直
接

改
変

以
外

（
改

変
区

域
付

近
の

環
境

変
化

）
】

 

本
種

の
生

息
環

境
の

一
部

は
事

業
の

実
施

に
よ

り
変

化
が
生

じ
る

可
能

性
が

あ
る

が
、
同

様
の

環
境

が
調

査
地

域
内
に

少
な

か
ら

ず
残

存
す

る
。

 

以
上
よ

り
、
事

業
の

実
施
に

よ
る

本
種

の
生

息
へ

の
影

響
は
小

さ
い

と
予

測
さ

れ
る

。
 

－
 

－
 

0
.
9
k
m2
 

（
1
3.
5
％

）
 

0
.7

km
2
 

（
1
0
.
9％

）
 

5
.1

km
2
 

（
7
5
.6
％

）
 

注
1
）
 生

態
的
特
性
の
記
述
の
上
付
き
数
字
は

、
参

考
文

献
の

番
号

を
示

す
。

 
注

2
）
 確

認
状
況
の
上
段
は
確
認
地
点
数
、
下

段
は

主
な

生
息

環
境

の
面

積
（

k
m
2
）

あ
る

い
は

延
長

（
k
m
）

を
示

す
。

 
注

3
）
 確

認
状
況
の
欄
の
「
－
」
は
、
全
て
の
確
認
地
点
あ
る

い
は

生
息

環
境

が
不

明
で

あ
る

こ
と

を
示

す
。

 
注

4
）
 
環
境
保
全
措
置

の
検
討
は
、
事
業
の
実
施
に
よ
る
影
響
が
想
定

さ
れ

な
い

又
は

小
さ

い
場

合
以

外
に

行
う
こ

と
と

し
、

行
わ

な
い

場
合

は
「

－
」

と
し

た
。
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表
4
-
2
-
1
0
 

動
物

の
重

要
な

種
の

予
測

結
果

の
概

要
（
陸

産
貝

類
）

(
4
/5

)
 

種
名
 

生
態
的
特
性
 

確
認
状

況
 

確
認

状
況

の
概

要
 

予
測
結

果
の

概
要

 

環
境
保

全
措

置
 

の
検
討

 

事
業
計

画
 

改
変

 

区
域
外

 

工
事
の

 

実
施

 

土
地

又
は

工
作

物
の

存
在

及
び

供
用

 

改
変
 

区
域
内
 

改
変

 

区
域
付

近
 

エ ゾ ヒ メ ベ ッ コ ウ 

【
分
布
】
 

北
海
道
固
有
種

74
)
。
 

【
生
息
環
境
】
 

－
 

【
食
性
】
 

－
 

【
繁
殖
】
 

－
 

3
地
点
 

（
2
7.
3
％
）
 

3
地

点
 

（
2
7.
3
％

）
 

5
地

点
 

（
4
5.
5
％

）
 

平
成

1
9

年
度

調
査

時
(
5

月
,
1
0
月
)
に

1
1
地

点
で

3
7

個
体
が

確
認
さ

れ
た

。
 

確
認
地

点
の

内
3
地
点

は
改

変
区
域

内
、

3
地

点
が

改
変

部

付
近
、

5
地

点
は

改
変

区
域

外

で
あ
っ

た
。

 

確
認
地

点
は

、
落

葉
広

葉
樹

林
、
針

広
混
交

林
、
常

緑
針

葉

樹
林

、
人
工

林
、
河

畔
林

、
湿

性
林
、

草
原

で
あ

っ
た
。

 

 

本
種

は
生
態

的
な

知
見

が
ほ

と
ん

ど
な

く
、

そ
の

生
息

環
境

や
食

性

に
つ

い
て

は
不

明
で

あ
る

。
調

査
の

結
果

か
ら

、
本

種
は

落
葉

広
葉

樹

林
、

針
広

混
交

林
、

常
緑

針
葉

樹
林

、
人

工
林

、
河

畔
林

、
湿

性
林

、

雑
草
草

原
と
い
っ
た

環
境

を
生

息
環

境
と

し
て

い
る

と
推
察

さ
れ

る
。

 

【
直
接

改
変

】
 

本
種
が

確
認

さ
れ

た
11

地
点
の

う
ち

、
3
点

は
事

業
の
実

施
に

よ
る

直
接
改

変
に

よ
り
消

失
す

る
。

 

本
種

の
生
息

環
境

の
一

部
は

、
事

業
の

実
施

に
よ

る
直

接
改

変
に

よ

り
消
失

す
る

が
、

同
様

の
環

境
は
調
査

地
域

内
に

残
存

す
る

。
 

【
直
接

改
変

以
外

（
改

変
区

域
付

近
の

環
境

変
化

）
】

 

本
種

の
生
息

環
境

の
一

部
は

事
業
の

実
施

に
よ

り
変

化
が

生
じ

る
可

能
性

が
あ

る
が

、
同

様
の

環
境

が
調

査
地

域
内

に
少

な
か

ら
ず

残
存

す

る
。

 

以
上

よ
り
、

事
業

の
実

施
に

よ
る

本
種

の
生

息
へ

の
影

響
は

小
さ

い

と
予
測

さ
れ

る
。

 

－
 

－
 

1
.
9
k
m2
 

（
1
7.
1
％
）

 

1
.0

km
2
 

（
8
.7
％

）
 

8
.3

km
2
 

（
7
4.
2
％

）
 

エ ゾ キ ビ 

【
分
布
】
 

北
海
道
、
千
島
に
分
布

7
4)
。
 

【
生
息
環
境
】
 

－
 

【
食
性
】
 

－
 

【
繁
殖
】
 

－
 

6
地
点
 

（
4
2.
9
％
）
 

2
地

点
 

（
1
4.
3
％

）
 

6
地

点
 

（
4
2.
9
％

）
 

平
成

1
9

年
度

調
査

時
(
5

月
,
1
0
月
)
に

1
4
地

点
で

3
2

個
体
が

確
認
さ

れ
た

。
 

確
認
地

点
の

内
6
地
点

は
改

変
区
域

内
、

2
地

点
が

改
変

部

付
近
、

6
地

点
は

改
変

区
域

外

で
あ
っ

た
。

 

確
認
地

点
は

、
落

葉
広

葉
樹

林
、
常

緑
針

葉
樹

林
、
人

工
林

、

河
畔
林

、
草

原
で

あ
っ

た
。

 

 

本
種

は
生
態

的
な

知
見

が
ほ

と
ん

ど
な

く
、

そ
の

生
息

環
境

や
食

性

に
つ

い
て

は
不

明
で

あ
る

。
調

査
の

結
果

か
ら

、
本

種
は

落
葉

広
葉

樹

林
、

常
緑

針
葉

樹
林

、
人

工
林

、
河

畔
林
、

雑
草

草
原

と
い
っ

た
環

境

を
生
息

環
境

と
し

て
い

る
と

推
察

さ
れ

る
。

 

【
直
接

改
変

】
 

本
種
が

確
認

さ
れ

た
14

地
点
の

う
ち

、
6
地

点
は

事
業
の

実
施

に
よ

る
直
接

改
変

に
よ

り
消

失
す

る
。

 

本
種

の
生
息

環
境

の
一

部
は

、
事

業
の

実
施

に
よ

る
直

接
改

変
に

よ

り
消
失

す
る

が
、

同
様

の
環

境
は
調
査

地
域

内
に

残
存

す
る

。
 

【
直
接

改
変

以
外

（
改

変
区

域
付

近
の

環
境

変
化

）
】

 

本
種

の
生
息

環
境

の
一

部
は

事
業
の

実
施

に
よ

り
変

化
が

生
じ

る
可

能
性

が
あ

る
が

、
同

様
の

環
境

が
調

査
地

域
内

に
少

な
か

ら
ず

残
存

す

る
。

 

以
上

よ
り
、

事
業

の
実

施
に

よ
る

本
種

の
生

息
へ

の
影

響
は

小
さ

い

と
予
測

さ
れ

る
。

 

－
 

－
 

1
.
5
k
m2
 

（
1
4.
7
％
）

 

1
.0

km
2
 

（
9
.1
％

）
 

8
.0

km
2
 

（
7
6.
3
％

）
 

注
1
）
 生

態
的
特
性
の
記
述
の
上
付
き
数
字
は

、
参

考
文

献
の

番
号

を
示

す
。

 
注

2
）
 確

認
状
況
の
上
段
は
確
認
地
点
数
、
下

段
は

主
な

生
息

環
境

の
面

積
（

k
m
2
）

あ
る

い
は

延
長

（
k
m
）

を
示

す
。

 
注

3
）
 確

認
状
況
の
欄
の
「
－
」
は
、
全
て
の
確
認
地
点
あ
る

い
は

生
息

環
境

が
不

明
で

あ
る

こ
と

を
示

す
。

 
注

4
）
 
環
境
保
全
措
置

の
検
討
は
、
事
業
の
実
施
に
よ
る
影
響
が
想
定

さ
れ

な
い

又
は

小
さ

い
場

合
以

外
に

行
う
こ

と
と

し
、

行
わ

な
い

場
合

は
「

－
」

と
し

た
。
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表
4
-
2
-
1
0
 

動
物

の
重

要
な

種
の

予
測

結
果

の
概

要
（
陸

産
貝

類
）

(
5
/5

)
 

種
名
 

生
態
的
特
性
 

確
認
状

況
 

確
認

状
況

の
概

要
 

予
測
結

果
の

概
要

 

環
境
保

全
措

置
 

の
検

討
 

事
業
計

画
 

改
変

 

区
域
外

 

工
事
の

 

実
施

 

土
地

又
は

工
作

物
の

存
在

及
び

供
用

 

改
変
 

区
域
内
 

改
変

 

区
域
付

近
 

サ ッ ポ ロ マ イ マ イ 

【
分
布
】
 

北
海
道
（
旭
川
以
南
）
、
奥
尻
島
に

分
布

6
9)
。
 

【
生
息
環
境
】

 

－
 

【
食
性
】
 

－
 

【
繁
殖
】
 

－
 

9
地
点
 

（
2
1.
4
％
）

 

1
地

点
 

（
2
.
4
％

）
 

32
地

点
 

（
7
6.
2
％

）
 

平
成

19
年
度

調
査

時
(5

月
,1
0

月
)
に

42
地

点
で

1
3
4
個

体
が

確
認

さ
れ

た
。

 

確
認

地
点

の
内

9
地

点
は

改
変

区

域
内
、

1
地
点
が
改

変
部
付

近
、
3
2

地
点

は
改

変
区

域
外
で

あ
っ

た
。

 

確
認
地

点
は
、

落
葉
広

葉
樹

林
、

河
畔

林
、

雑
草

草
原
で

あ
っ

た
。

 

本
種

は
生

態
的

な
知

見
が

ほ
と

ん
ど

な
く
、

そ
の

生
息

環
境

や

食
性

に
つ

い
て

は
不

明
で

あ
る

。
調

査
の

結
果

か
ら

、
本

種
は

落

葉
広
葉

樹
林

、
河

畔
林

、
雑

草
草

原
と

い
っ

た
環

境
を
生

息
環

境

と
し
て

い
る

と
推

察
さ

れ
る

。
 

【
直
接

改
変

】
 

本
種
が

確
認

さ
れ

た
4
2
地

点
の

う
ち
、

9
地

点
は

事
業

の
実

施

に
よ
る

直
接

改
変

に
よ

り
消

失
す

る
。

 

本
種

の
生

息
環

境
の

一
部

は
、

事
業

の
実

施
に

よ
る

直
接

改
変

に
よ
り

消
失

す
る

が
、
同

様
の

環
境
は

調
査

地
域
内

に
残
存

す
る

。
 

【
直
接

改
変

以
外

（
改

変
区

域
付

近
の

環
境

変
化

）
】

 

本
種

の
生

息
環

境
の

一
部

は
事

業
の

実
施

に
よ

り
変

化
が

生
じ

る
可

能
性

が
あ

る
が

、
同

様
の

環
境
が

調
査

地
域

内
に

少
な

か
ら

ず
残
存

す
る

。
 

以
上

よ
り

、
事

業
の

実
施

に
よ

る
本

種
の

生
息

へ
の

影
響

は
小

さ
い
と

予
測

さ
れ

る
。

 

－
 

－
 

1
.
4
k
m2
 

（
1
9.
0
％
）

 

0
.8

km
2
 

（
1
0
.
4％

）
 

5
.2

km
2
 

（
7
0.
5
％

）
 

注
1
）
 生

態
的
特
性
の
記
述
の
上
付
き
数
字
は

、
参

考
文

献
の

番
号

を
示

す
。

 
注

2
）
 確

認
状
況
の
上
段
は
確
認
地
点
数
、
下

段
は

主
な

生
息

環
境

の
面

積
（

k
m
2
）

あ
る

い
は

延
長

（
k
m
）

を
示

す
。

 
注

3
）
 確

認
状
況
の
欄
の
「
－
」
は
、
全
て
の
確
認
地
点
あ
る

い
は

生
息

環
境

が
不

明
で

あ
る

こ
と

を
示

す
。

 
注

4
）
 
環
境
保
全
措
置

の
検
討
は
、
事
業
の
実
施
に
よ
る
影
響
が
想
定

さ
れ

な
い

又
は

小
さ

い
場

合
以

外
に

行
う
こ

と
と

し
、

行
わ

な
い

場
合

は
「

－
」

と
し

た
。
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4-2-3 環境保全措置の検討 

(1)検討項目及び検討結果 

環境保全措置の検討を行う項目として選定したハヤブサ、エゾサンショウウオについての

環境保全措置の検討は、表 4-2-11 に示すとおりである。なお、効果検証のため継続してモ

ニタリングを行うこととする。 
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表
4
-
2
-
1
1
(
1
)
「
工
事
の
実

施
」
に
お
け
る
環
境
保
全
措
置
の
検
討
結
果
 

項
目
 

対
象
種
 

ハ
ヤ
ブ
サ
 

環
境
影
響
 

改
変
区
域
直
近
で
営
巣

が
確

認
さ

れ
て

い
る

つ
が

い
に

対
し

、
工

事
の
実

施
に

よ
る

繁
殖

へ
の

影
響

が
考
え
ら
れ
る
。
 

環
境
保

全
措

置
の

方
針
 

工
事
に
よ
る
繁
殖
へ
の
影
響
の
最
小
化
を
図
る
。
 

環
境
保
全
措
置
案
 

a
.
工
事
中
の
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
 

b
.
調
査

地
周

辺
に
分
布
す
る
崖
面
を
利
用
し
た
、
代
替
巣
を
確
保
す
る
。
 

環 境 保 全 措 置 の 実 施 内 容

実
施
主
体
 

事
業
者
 

事
業
者
 

実
施
方
法
 

工
事
の
際
に
、
随
時
つ

が
い

の
反

応
を

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

し
、
必

要
に

応
じ

て
工

事
の
一
時
中
止
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
行
う
。
 

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に
よ
り
本
つ
が
い
の
繁
殖
へ
の
影
響
が
見
ら
れ
る
場
合
、
工
事
に
よ

る
影
響
範
囲
外
の
調
査
地
域
周
辺
に
分
布
す
る
崖
面
に
、
代
替
巣
を
確
保
し
、
本
つ

が
い
の
繁
殖
を
維
持
す
る
。
 

そ の 他
 

実
施
期
間
 

工
事
中
（
本
つ
が
い
の

繁
殖

期
*
1 ）

 
工
事
前
及
び
工
事
中
（
本
つ
が
い
の
営
巣
期

*2
）
 

実
施
範
囲
 

工
事
の
実
施
範
囲
 

調
査
地
域
周

辺
に
分
布
す
る
崖
面
 

実
施
条
件
 

工
事
の
実
施
時
に
本
つ

が
い

の
繁

殖
が

行
わ

れ
て

い
る

場
合

に
、
環

境
保

全
措

置
を
講
じ
る
。
 

「
a
.工

事
中
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
」
の
結
果
、
必
要
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
検
討
す
る
。 

代
替
巣
は
、

本
つ
が
い
の
営
巣
環
境
と
な
る
類
似
し
た
断
崖
の
岩
棚
に
確
保
す
る
。
 

環
境

保
全

措
置

を
講

じ
た

後
の
環

境
の

状
況

の
変
化
 

本
つ
が
い
の
繁
殖
期
に

は
、
本

つ
が

い
の

繁
殖

へ
影

響
が

あ
る

と
考

え
ら

れ
る

施
工
方
法
は
行
わ
れ
な
い

。
 

影
響
の
な
い
地
域
で
の
本
つ
が
い
の
繁
殖
が
維
持
さ
れ
る
。
 

環
境
保

全
措

置
の

効
果
 

工
事
の
実
施
に
よ
る
本
つ
が
い
の
繁
殖
へ
の
影
響
を
低
減
で
き
る
。
 

工
事
の

実
施

に
よ

る
本

つ
が

い
の

繁
殖

へ
の

影
響

を
回

避
す

る
こ

と
が

期
待

で
き

る
。
 

環
境

保
全

措
置

の
効

果
の

不
確
実

性
の

程
度
 

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
結
果
を

踏
ま
え
た
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
の
対
応
で
あ
る
た
め
、
繁
殖

へ
の
影
響
を
回
避
で
き

る
と
考
え
ら
れ
る
。
 

代
替
巣

に
お
い
て
本
つ
が
い
が
繁
殖
す
る
か
ど
う
か
は
不
確
実
で
あ
る
。
 

環
境

保
全

措
置

の
実

施
に

伴
い

生
じ

る
お

そ
れ

の
あ

る
環
境

へ
の

影
響
 

他
の
環
境
要
素
へ
の
影

響
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
 

他
の
環
境
要

素
へ
の
影
響
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
 

環
境

保
全

措
置

実
施

の
課

題
 

繁
殖
期
に
施
工
方
法
の

一
部
が
行
え
な
く
な
る
た
め
、
工
事
期
間
が
保
全
措
置
を

実
施
し
な
い
場
合
よ
り

も
長
期
化
す
る
。
 

代
替
巣

に
お
い
て
本
つ
が
い
が
繁
殖
す
る
か
ど
う
か
は
不
確
実
で
あ
る
。
 

検
討
の

結
果
 

実
施
す
る
。
 

実
施
す
る
。
 

環
境
保
全
措
置
の
う
ち

、
 

a
案
に
つ
い
て
は
、
本

つ
が

い
の

反
応

に
対

応
し

た
工
事

を
実

施
す

る
こ

と
に

よ
り

、
工

事
の

実
施
に
よ
る
負
荷
の
低
減
が
期
待
で
き
る
。
 

b
案
に
つ
い
て
は
、
a
案
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に
よ
り
繁
殖
行
動
へ
の
影
響
が
あ
り
、
代
替
巣
の
設
置

が
必
要
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
工
事
の
実

施
に
よ
る
負
荷
の
低
減
が
期
待
で
き
る
。
 

な
お
、
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
今
後
学
識
者
の
助
言
等
を
受
け
な
が
ら
行
う
こ
と
と
す
る
。
 

注
）
*
1：

繁
殖
期

は
、
求
愛
期
か
ら
巣
外
育
雛
期
ま
で
の
一
連
の

繁
殖
活

動
を
含

む
期
間

。
 

*2
：
営
巣

期
は
、

求
愛
期

か
ら
巣

内
育
雛

期
（
巣

立
ち
ま

で
）
の
期
間
。
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表
4
-
2
-
1
1
(
2
)
「
工

事
の
実

施
」

及
び
「

土
地

又
は

工
作
物

の
存

在
及

び
供

用
」
に

お
け

る
環
境

保
全

措
置

の
検

討
結

果
 

項
目
 

対
象
種
 

エ
ゾ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
 

環
境
影
響
 

直
接
改
変
に
よ
り
、
本
種
の

生
息

環
境

の
一

部
が

消
失

す
る

と
考

え
ら
れ

る
。
 

環
境
保

全
措

置
の

方
針
 

成
体
の
生
息
環
境
で
あ
る
樹
林
を
確
保
す
る
。
 

幼
生
の
生
息
環
境
で
あ
る
水
溜
り
等
の
確
保
を
図
る
。
 

環
境
保

全
措

置
案
 

a
．
湿
地
周
辺
の
樹
林
の
確
保
 

b
．
貯
水
池
法
面
の
湿
地
周
辺
の
樹
林
の
保
全
（
常
時
満
水
位

以
上
の
樹
林
の
保
全
）
 

c
.
常
時
満
水
位
以
上
の
、
水
溜
り
等
の
確
保
 

環 境 保 全 措 置 の 実 施 内 容 

実
施
主
体
 

事
業
者
 

事
業
者
 

事
業
者
 

実
施
方
法
 

事
業
用
地
内
等
を
利
用
し
、

樹
林

を
確

保
す

る
。

植
栽
基
盤
に
は
改
変
地
の
表
土
、
植
栽

木
に

は
改

変
地
の
樹
木
や
種
子
を
活
用
す
る
。
 

貯
水

池
の
常
時
満

水
位
以
上

の
標
高
に
あ

る
湿
地

周
辺

の
樹

林
を
保
全
す
る
。
 

貯
水
池
の
常
時
満
水
位
以
上
の
標
高
に
流
入
支
沢
や
増
水
時
の

水
を
利
用
し
て
水
溜
り
等
を
確
保
す
る
。
 

そ
の

他
 

実
施
期
間
 

工
事
中
及
び
供
用
開
始
後
 

工
事
中

及
び

供
用

開
始

後
 

工
事
中
及
び
供
用
開
始
後
 

実
施
範
囲
 

事
業
用
地
内
等
 

産
卵
環
境
周
辺
の
常
時
満
水
位
以
上
の
貯
水
池
法
面
 

常
時
満
水
位
以
上
の
貯
水
池
法
面
 

実
施
条
件
 

改
変
地
の
表
土
等
を
利
用
す
る
。
 

産
卵

環
境
周
辺
の

常
時
満
水

位
以
上
の
湿

地
周
辺

に
あ

る
樹

林
を
残
置
す
る
。
 

産
卵
が
確
認
さ
れ
て
い
る
常
時
満
水
位
以
上
の
水
溜
り
等
を
維

持
す
る
と
と
も
に
、
凹
地
の
整
備
や
支
沢
の
沢
水
の
確
保
に
よ

り
、
新
た
な
や
水
溜
り
等
を
確
保
す
る
。
 

確
認
地
点
に
お
け
る
生
息
環
境
調
査
結
果
を
基
に
類
似
環
境
を

確
保
す
る
。
 

環
境

保
全

措
置

を
講

じ
た

後
の
環

境
の

状
況

の
変
化
 
事

業
用

地
内

等
に

お
い

て
、

樹
林

が
確

保
さ

れ
る
。
 

 

残
置

さ
れ
た
樹
林

は
、
水
位

の
変
化
等
に

よ
り
枯

死
す

る
可

能
性

が
あ
る
が
、

試
験
湛
水

後
に
残
存
し

た
樹
林

は
、

冠
水

頻
度
が
少
な
い
こ
と
か
ら
、
変
化
が
少
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。 

サ
ー
チ
ャ
ー
ジ
水
位
以
下
の
水
溜
り
等
の
確
保
が
図
ら
れ
る
。
 

環
境
保

全
措

置
の

効
果
 

改
変

さ
れ

る
成

体
の

生
息

環
境

を
一

部
確

保
で

き
る
と
考
え
ら
れ
る
。
 

現
況

の
環
境
が
保

全
さ
れ
、

成
体
の
生
息

環
境
の

減
少

を
低

減
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
。
 

現
況
の
環
境
が
確
保
さ
れ
、
産
卵
及
び
幼
生
の
生
息
環
境
の
減

少
を
低
減
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
。
 

環
境

保
全

措
置

の
効

果
の

不
確
実

性
の

程
度
 

樹
林
が
成
長
し
、
エ
ゾ
サ
ン

シ
ョ

ウ
ウ

オ
の

成
体

の
生

息
環

境
と

な
る

程
度

に
成

長
す

る
ま

で
の

期
間
が
明
ら
か
で
は
な
い
。
 

洪
水

時
の
水
位
上

昇
に
よ
り

、
樹
林
が
ど

の
程
度

枯
死

す
る

か
把
握
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
。
 

産
卵
環
境
を
確
保
し
て
も
周
辺
の
成
体
が
産
卵
場
と
し
て
用
い

る
か
ど
う
か
は
明
ら
か
で
な
い
。
 

環
境

保
全

措
置

の
実

施
に

伴
い

生
じ

る
お

そ
れ

の
あ

る
環
境

へ
の

影
響
 

現
況
の
牧
野
等
の
環
境
が
樹
林
地
環
境
と
な
る
。
 他

の
環
境
要
素
へ
の
影
響
は
想
定
さ
れ
な
い
。
 

他
の
環
境
要
素
へ
の
影
響
は
想
定
さ
れ
な
い
。
 

環
境

保
全

措
置

実
施

の
課

題
 

樹
林
の
復
元
を
自
然
の
遷
移
に
任
せ
る
場
合
、
植

栽
と
比
べ
て
、
樹
林
の
形
成
に
時
間
を
要
す
る
。

ま
た
、
樹
林
が
形
成
さ
れ
ず
、
草
地
の
ま
ま
の
状

態
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
。
 

試
験

湛
水
時
及
び

洪
水
時
の

水
位
上
昇
に

よ
り
、
一
部

の
樹

林
が
枯
死
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
 

洪
水
に
よ
り
、
一
部
の
水
溜
り
等
が
堆
砂
等
に
よ
り
消
失
す
る

可
能
性
が
あ
る
。
 

検
討
の

結
果
 

実
施
す
る
。
 

実
施
す
る
。
 

実
施
す
る
。
 

a
～
c
案
の
実
施
に
よ
り
、
成
体

の
生

息
環

境
で

あ
る

樹
林

と
繁

殖
場

及
び

幼
生

の
生

息
環

境
と

な
る
水
溜
り
等
の
確
保
・
保
全
を
図
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
こ
と
か
ら
改
変
に
よ

る
影
響
の
低
減
が
期
待
で
き
る
。
 

な
お
、
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
今
後
学
識
者
の
助
言
等
を
受
け
な
が
ら
行
う
こ
と
と
す
る
。
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